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│
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金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

一

金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と

リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践

│
内
部
統
制
お
よ
び
内
部
監
査
な
ら
び
にF

inT
ech

関
連
法
制
を
踏
ま
え
た
組
織
法
的
考
察

│

藤　
　

川　
　

信　
　

夫

第
一
章　

三
つ
の
防
衛
線
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
│
問
題
意
識
│

二
〇
一
五
年
五
月
改
正
会
社
法
が
施
行
さ
れ
、
六
月
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
適
用
開
始
と
な
る
中
、
金
融
機

関
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
実
践
・
検
証
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
金
融
機
関
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
策

定
に
当
た
り
、
戦
略
面
を
取
り
込
ん
だ
統
合
的
・
全
社
的
リ
ス
ク
管
理
（E

R
M
 E
nterprise R

isk M
anagem

ent

）、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（R

A
F
 R
isk A

ppetite F
ram
ew
ork

）
と
共
に
三
つ
の
防
衛
線
（3 L

ines of D
efense

）
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

論　

説

（
五
一
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

二

取
締
役
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（B

oard G
overnance

）
の
実
効
性
担
保
か
ら
経
営
執
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（E

xecutive G
overnance

）
な
ら
び
に

内
部
統
制
の
有
効
性
確
保
が
必
要
と
な
る
（
1
）

。

欧
米
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
を
前
提
に
監
督
機
能
主
体
の
取
締
役
会
と
経
営
執
行
の
分
離
に
よ
る
最
適
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
に
お
い

て
、
三
つ
の
防
衛
線
（
3
Ｌ
Ｄ
モ
デ
ル
）
の
適
用
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
欧
米
金
融
機
関
の
雇
用
慣
行
を
前
提
と

し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
に
お
け
る
3
Ｌ
Ｄ
の
適
用
と
本
邦
金
融
機
関
の
監
査
役
会
設
置
会
社
に
お
け
る
3
Ｌ
Ｄ
適
用
の
異
同
性
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。
米
国
内
部
統
制
に
か
か
る
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
・
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
お
け
る
統
制
環
境
（corporate 

environm
ent

）
な
ど
内
部
統
制
の
中
核
と
し
て
議
論
さ
れ
た
内
容
と
も
重
な
る
領
域
と
な
る
。

就
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
お
け
る
第
三
の
防
衛
線
（3rd L

ine of D
efense

）
で
あ
る
内
部
監
査
（Internal audit

）
機
能
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
構
造
に
お
け
る
位
置
付
け
等
が
注
視
さ
れ
、
内
部
監
査
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
を
監
査
役
設
置
会
社
に
多
く
み
ら
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
直

属
型
と
せ
ず
、
監
査
委
員
会
等
に
就
く
独
立
ラ
イ
ン
と
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
）。

こ
こ
に
き
て
米
国
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
に
対
す
る
異
論
も
新
た
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
防
衛
線
と
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
よ
う
な
内
部
監
査
機
能
で
は
な
く
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
配
置
す
べ
き
と
す
る
考
え

方
で
検
討
す
る
意
義
は
大
き
く
、
ま
だ
日
本
で
は
当
該
論
点
を
採
り
上
げ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
他
、
四
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル

を
掲
げ
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
上
記
の
問
題
意
識
の
下
、
我
が
国
金
融
機
関
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
に
か
か
る
現
状
と

問
題
点
を
検
討
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
の
乖
離
と
障
害
等
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
新
し
く
出
さ
れ
た
防
衛
線
モ
デ

ル
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
も
交
え
つ
つ
、
米
国
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の
内
部
統
制
モ
デ
ル
も
含
め
た
包
括
的
な
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
（
2
）

。

（
五
一
九
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

三

第
二
章　

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と 3 L
ines of D

efense
1
．
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と 3 Lines of D

efense

の
態
勢
整
備

経
営
者
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
対
す
る
取
締
役
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
を
実
効
的
と
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
テ
イ
ク

に
か
か
わ
る
理
解
を
共
通
に
し
て
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
（R

isk A
ppetite

リ
ス
ク
選
好
）
を
起
点
に
組
織
全
体
を
整
合
的
に
動
か
す
仕
組
み

（
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク 

Ｒ
Ａ
Ｆ
）
が
求
め
ら
れ
る
。
か
か
る
仕
組
み
は
文
書
で
明
確
に
表
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト R

isk A
ppetite S

tatem
ent R

A
S

）。

監
査
役
会
設
置
会
社
の
問
題
点
と
し
て
執
行
と
監
視
の
分
離
が
不
十
分
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
が
弱
く
内
部
監
査
機
能
の
独
立
性
が
低

い
こ
と
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
構
築
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
管
理
の
防
衛
線
と
し
て
、

第
一
次
防
衛
線
（
1
Ｌ
Ｄ
）
で
は
実
際
に
リ
ス
ク
を
テ
イ
ク
す
る
現
場
（
フ
ロ
ン
ト
部
）
に
お
い
て
Ｒ
Ａ
Ｆ
お
よ
び
健
全
な
リ
ス
ク
カ
ル

チ
ャ
ー
の
醸
成
が
な
さ
れ
、
第
二
次
防
衛
線
（
2
Ｌ
Ｄ
）
で
は
リ
ス
ク
管
理
部
に
お
い
て
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
Ｃ
Ｒ
Ｏ

（C
hief R

isk O
ffi  cer 

リ
ス
ク
管
理
担
当
役
員
、
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
委
員
長
）
の
任
命
が
な
さ
れ
る
。
第
三
次
防
衛
線
（
3
Ｌ
Ｄ
）
で
は
最
終
の

防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
内
部
監
査
部
が
置
か
れ
る
。
内
部
監
査
部
門
統
括
者
は
監
査
委
員
会
に
直
属
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
下

に
就
く
こ
と
は
経
営
ト
ッ
プ
が
関
与
す
る
不
正
や
不
祥
事
に
は
対
応
で
き
ず
背
理
と
い
え
る
。

近
時
メ
ガ
バ
ン
ク
に
お
い
て
金
融
持
株
会
社
を
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
と
し
、
子
会
社
で
あ
る
銀
行
部
門
を
監
査
役
会
設
置
会
社
か

ら
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
と
変
更
す
る
例
が
み
ら
れ
る
（
二
〇
一
六
年
六
月
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
改
革
）、
Ｇ
│

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
（G

lobal S
ystem

ically 

Im
portant F

inancial Institutions 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関
）
と
し
て
国
際
的
に
理
解
さ
れ
や
す
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
を

（
五
二
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四

採
り
、
監
査
委
員
会
・
監
査
等
委
員
会
の
機
能
を
重
視
し
て
Ｒ
Ａ
Ｆ
と 3 L

ines of D
efense

の
態
勢
整
備
を
企
図
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
実
際
の
不
祥
事
は
子
会
社
で
あ
る
銀
行
本
体
に
発
生
し
や
す
く
、
実
効
性
の
あ
る
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
達
成
を
目
指
す
も
の
と

評
せ
よ
う
。

2
．
グ
ロ
ー
バ
ル
欧
米
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
理
論
と
実
践
│
金
融
機
関
の
経
営
執
行
体
制

と
潜
在
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
リ
ス
ク
│

グ
ロ
ー
バ
ル
欧
米
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
関
し
て
、
経
営
執
行
体
制
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
注
）
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
取
締
役
会
の
監
督
機
能
を
主
と
す
る
リ
ス
ク
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
統
合
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
統
制
環
境
に
係
る
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
、
内
部
監
査
機
能
な
ど
三
つ
の
防
衛
線
（3 L

ines of 

D
efense

）
の
関
連
に
つ
い
て
課
題
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
（
3
）

。

①
取
締
役
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（B
oard G

overnance

）
の
実
効
性
担
保
か
ら
、
経
営
執
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（E

xecutive G
overnance

）
の

有
効
性
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
内
部
統
制
の
有
効
性
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
②
取
締
役
会
と
経
営
執
行
の
双
方
に
よ
る

最
適
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
に
お
い
て
、3 L

ines of D
efense

（
3
Ｌ
Ｄ
）
モ
デ
ル
を
い
か
に
適
用
す
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
。
③
欧
米
金

融
機
関
の
雇
用
慣
行
を
前
提
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
に
お
け
る
3
Ｌ
Ｄ
適
用
と
本
邦
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
と
3
Ｌ
Ｄ
の

適
用
の
異
同
性
も
考
察
が
必
要
と
な
る
。
④
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
有
効
性
確
保
の
視
点
か
ら
も
3

Ｌ
Ｄ
適
用
が
重
要
に
な
る
。
⑤3rd L

ine of D
efense

の
内
部
監
査
機
能
を
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
に
お
い
て
い
か
に
位
置
付
け
る
べ
き
か

が
問
わ
れ
る
（
4
）

。

（
五
二
一
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

五

3
．
本
邦
金
融
機
関
に
お
け
る
3
Ｌ
Ｄ
モ
デ
ル
の
位
置
付
け
│
監
査
役
会
設
置
会
社
の
防
衛
線
モ
デ
ル
│

監
査
役
会
設
置
会
社
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
攻
め
な
ら
び
に
守
り
の
両
面
で
経
営
者
・
執
行
サ
イ
ド
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
が
十
分
に

機
能
し
に
く
く
、
損
失
や
不
祥
事
の
隠
蔽
等
の
構
造
的
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
5
）

。
即
ち
、
①
取
締
役
会
が
社
内
取
締
役
を
中
心

に
構
成
さ
れ
、
②
取
締
役
会
の
議
長
を
社
長
・
代
表
取
締
役
が
務
め
、
③
社
長
が
後
継
者
を
実
質
的
に
指
名
し
て
い
る
。
④
常
勤
・
社
内

監
査
役
が
実
質
的
に
監
査
役
会
を
仕
切
る
が
、
⑤
監
査
役
は
内
部
監
査
部
門
の
指
揮
権
を
有
し
て
お
ら
ず
、
⑥
監
査
役
に
は
十
分
な
補
助

ス
タ
ッ
フ
が
与
え
ら
れ
な
い
。
⑦
内
部
監
査
部
門
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
執
行
陣
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
、
⑧
内
部
監
査
部
門
に
専
門

職
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
不
在
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
機
関
で
は
社
外
取
締
役
が
過
半
を
占
め
る
取
締
役
会
・
監
査
委
員
会
の
指
揮
命
令
下
に
お
い
て
内
部
監
査
の
専
門
集

団
が
経
営
監
査
機
能
を
果
た
し
、
経
営
陣
か
ら
独
立
し
た
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
を
構
築
し
て
い
る
。
本
邦
金
融
機
関
で
は
内
部
監
査
部
門
は

経
営
陣
の
不
正
関
与
の
事
実
・
エ
ビ
デ
ン
ス
を
把
握
し
つ
つ
監
査
報
告
書
に
記
載
せ
ず
、
不
正
を
隠
蔽
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
（
6
）

。
人
事

ロ
ー
テ
シ
ョ
ン
で
配
属
さ
れ
た
社
員
が
内
部
監
査
を
担
い
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
人
事
権
に
掌
握
さ
れ
、
そ
の
後
に
内
部
監
査
対
象
と
な
る
営
業
部

点
な
ど
に
転
勤
す
る
な
ど
隠
蔽
の
企
業
文
化
が
醸
成
さ
れ
、
著
し
く
不
公
正
と
も
い
う
べ
き
重
大
な
経
営
問
題
が
勃
発
し
た
時
ほ
ど
内
部

監
査
は
機
能
し
な
い
現
象
を
招
来
し
て
き
た
。

も
っ
と
も
東
芝
な
ど
米
国
型
の
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
大
手
企
業
に
お
い
て
も
近
時
会
計
不
祥
事
が
頻
発

し
隠
蔽
し
て
き
た
事
実
が
あ
る
。
単
に
独
立
社
外
取
締
役
を
形
式
的
に
増
加
さ
せ
れ
ば
済
む
こ
と
で
も
な
い
。
実
効
的
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ

ン
ス
体
制
あ
る
い
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
含
め
た
企
業
文
化
や
統
制
環
境
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
内
部
統
制
モ
デ
ル
の
要
素
）
の
構
築
に
か
か
り
、
事
前
予
防
措

置
と
し
て
刑
罰
法
規
を
含
め
た
厳
罰
化
、
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
刑
罰
軽
減
措
置
を
イ
ン
セ
ン

（
五
二
二
）
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六

テ
ィ
ブ
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
し
て
の
会
社
法
は
経
営
陣
規
律
の
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
の
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
を
画
し
、
多
様
な
業
種
業
態
に
お
い
て
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
主
体
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
に
よ
る
き
め
細
か
い
策
定
が
重
要
と
な
る
（com

ply or explain

）。
ハ
ー
ド
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
重
畳
的
な
刑
罰
法
規
導
入
・
厳
罰

化
の
方
向
性
が
英
国
に
お
い
て
も
窺
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
規
制
コ
ス
ト
削
減
の
視
点
か
ら
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
み
な
ら
ず
企
業
の
存
立

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
重
大
な
経
営
面
の
失
敗
に
関
し
て
は
厳
罰
化
と
共
に
自
主
的
な
自
己
規
律
対
応
が
重
要
と
な
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
包
含
し
た
全
社
的
な
予
防
措
置
が
望
ま
れ
る
。
Ｒ
Ａ
Ｆ
な
ら
び
に
内
部
監
査
体
制
に
か
か
る
3
Ｌ
Ｄ
モ

デ
ル
の
あ
り
方
が
本
邦
金
融
機
関
に
お
い
て
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
章　

国
際
標
準
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

1
．
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
三
つ
の
防
衛
線
（
3
Ｌ
Ｄ
）
モ
デ
ル
で
は
、
独
立
取
締
役
が
三
分
の
一
以
上
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
取
締

役
会
に
お
い
て
第
一
次
防
衛
線
お
よ
び
第
二
次
防
衛
線
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
指
揮
命
令
に
属
す
る
が
、
第
三
次
防
衛
線
（
内
部
監
査
部
門
）
は
監

査
対
象
と
な
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
に
報
告
は
上
げ
る
も
の
の
（
第
二
義
的
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
）、
あ
く
ま
で
社
外
取
締
役
主
体
の
監
査
委
員
会

の
直
属
と
し
、
主
た
る
報
告
を
行
い
（
第
一
義
的
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
）、
そ
の
指
揮
命
令
に
従
う
。

第
一
次
防
衛
線
（
業
務
執
行
部
門
）
で
は
経
営
者
の
指
揮
下
で
現
場
の
管
理
者
が
業
務
執
行
を
統
制
・
管
理
す
る
。
第
二
次
防
衛
線
（
リ

ス
ク
管
理
部
門
等
）
は
経
営
者
が
整
備
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
で
あ
り
、
経
営
者
の
指
揮
下
で
リ
ス
ク
管
理
部
門
等
が
専
門
的

な
立
場
か
ら
第
一
次
防
衛
線
の
管
理
者
に
よ
る
統
制
を
補
完
す
る
。
取
締
役
会
の
中
に
監
査
委
員
会
と
合
わ
せ
て
社
外
取
締
役
主
体
の
リ

（
五
二
三
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

七

ス
ク
委
員
会
を
設
置
し
、
第
二
次
防
衛
線
に
つ
い
て
は
リ
ス
ク
管
理
部
門
等
は
リ
ス
ク
委
員
会
（
社
外
取
締
役
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
）
に
ダ
イ
レ
ク
ト

ア
ク
セ
ス
し
、
同
時
に
経
営
者
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
機
能
（
リ
ス
ク
管
理
部
門
に
対
し
て
リ
ス
ク
テ
イ
ク
状
況
の
検
証
を
求
め
る
）
を
担
う
も

の
と
す
る
。
第
三
次
防
衛
線
は
監
査
委
員
会
（
過
半
数
が
社
外
取
締
役
）
が
指
揮
す
る
独
立
し
た
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
機
能
を
担
い
、
監
査
委

員
会
の
指
揮
下
で
、
内
部
監
査
部
門
（
専
門
職
）
が
独
立
し
た
立
場
か
ら
第
一
次
防
衛
線
統
制
と
第
二
次
防
衛
線
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
機
能
の
有
効
性
を
客
観
的
に
評
価
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
攻
め
、
守
り
の
両
面
で
目
標
達
成
を
支
援
・
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

監
査
委
員
会
（
法
定
・
任
意
）
を
設
置
し
た
場
合
の
実
務
で
は
、
①
監
査
委
員
長
は
独
立
社
外
取
締
役
と
す
る
。
②
監
査
委
員
会
は
独

立
社
外
取
締
役
、
非
業
務
執
行
取
締
役
か
ら
構
成
し
過
半
数
を
独
立
社
外
取
締
役
と
す
る
。
③
内
部
監
査
の
計
画
、
予
算
は
監
査
委
員
会

の
指
揮
下
で
策
定
・
承
認
し
、
取
締
役
会
に
報
告
す
る
。
④
内
部
監
査
の
結
果
報
告
は
先
ず
監
査
委
員
会
に
対
し
て
行
う
（
毎
月
、
随
時

な
ど
）。
⑤
取
締
役
会
に
対
し
て
は
内
部
監
査
の
結
果
報
告
を
ま
と
め
て
行
う
（
四
半
期
に
一
度
な
ど
）。
⑥
監
査
委
員
会
は
内
部
監
査
部
門

に
対
し
て
調
査
（
少
な
く
と
も
勧
告
）
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑦
内
部
監
査
部
門
長
の
選
・
解
任
は
監
査
委
員
会
に
事
情
説
明
し
同
意

を
得
て
取
締
役
会
で
承
認
す
る
。

2
．
独
立
し
た
経
営
監
査
機
能
と
適
切
な
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
構
築

独
立
し
た
経
営
監
査
の
機
能
を
担
う
た
め
、
①
正
し
い
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
の
構
築
、
②
専
門
職
養
成
、
③
2
Ｌ
Ｄ
と
3
Ｌ
Ｄ

の
分
離
・
連
携
、
④
監
査
の
視
点
の
向
上
等
が
求
め
ら
れ
る
（
7
）

。
社
内
取
締
役
を
監
査
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
は
、
情
報
操
作
（
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
）
の
可
能
性
に
疑
念
を
持
た
れ
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
避
け
る
べ
き
こ
と
（
8
）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
業
務
監
査
で
は
社

内
事
情
に
精
通
し
た
常
勤
監
査
委
員
の
存
在
は
望
ま
し
い
と
も
考
え
ら
れ
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
形
態
を
選
択
す
る
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
と
も
な
り
得
る
。
過
半
数
を
社
外
取
締
役
と
す
る
な
ど
監
査
委
員
会
の
独
立
性
の
担
保
に
は
万
全
を
図
り
、
取
締
役
会
は
社
外
取

（
五
二
四
）
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八

締
役
が
過
半
数
を
占
め
、
監
査
委
員
会
の
直
接
指
揮
の
下
に
内
部
監
査
部
門
を
置
き
、
監
査
機
能
全
体
の
独
立
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。内

部
監
査
部
門
の
レ
ー
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
を
監
査
委
員
会
に
変
更
す
る
だ
け
で
な
く
、
内
部
監
査
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
職
化
を
進

め
、
内
部
監
査
の
独
立
性
を
実
質
的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
欧
米
金
融
機
関
で
は
内
部
監
査
ス
タ
ッ
フ
は
監
査
の
専
門
職
が
多
い
が
、

本
邦
で
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
で
内
部
監
査
部
門
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
今
後
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
内
部
監
査

部
門
を
経
営
幹
部
の
育
成
の
場
と
し
、
独
立
性
・
客
観
性
を
侵
害
し
な
い
範
囲
で
経
営
幹
部
候
補
を
内
部
監
査
部
門
に
一
定
期
間
配
属
し

内
部
監
査
人
の
経
験
を
積
ま
せ
、
企
業
経
営
全
体
の
視
点
か
ら
内
部
監
査
業
務
を
把
握
し
、
リ
ス
ク
認
識
、
内
部
統
制
の
意
識
を
醸
成
さ

せ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
監
査
等
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
内
部
監
査
部
門
長
、
シ
ニ
ア
管
理
者
は
経
営
幹

部
、
社
外
取
締
役
・
監
査
役
に
対
す
る
研
修
・
教
育
の
機
能
も
果
た
し
得
る
。
金
融
機
関
で
専
門
職
と
し
て
育
成
さ
れ
た
内
部
監
査
部
門

長
の
う
ち
、
執
行
部
門
の
経
験
の
な
い
者
は
当
該
金
融
機
関
の
監
査
委
員
（
取
締
役
）
と
し
て
昇
格
さ
せ
更
な
る
育
成
を
図
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
（
9
）

。

こ
の
場
合
、
社
外
取
締
役
と
し
て
で
な
く
非
業
務
執
行
・
内
部
取
締
役
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
監
査
委
員
会
と
し
て
は
内

部
出
身
者
を
含
め
全
員
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
経
営
執
行
陣
か
ら
の
独
立
性
を
有
す
る
。
非
業
務
執
行
取
締
役
の
中
に
は
独
立
社
外
取
締
役
を
含
む

が
別
の
概
念
と
な
り
、
取
締
役
会
を
業
務
執
行
取
締
役
（E

xecutive D
irector E

D

）
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（N

on E
xecutive D

irector 

N
E
D

）
に
分
け
機
能
分
担
さ
せ
る
英
国
型
取
締
役
会
モ
デ
ル
の
考
え
に
近
接
し
よ
う
か
（
私
見
）。
他
方
で
本
邦
企
業
で
は
監
査
委
員
長
、

内
部
監
査
部
門
長
の
適
任
者
が
社
内
に
少
な
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
監
査
等
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
内
部
監
査
部
門
長
、
シ

ニ
ア
・
内
部
監
査
人
の
経
験
者
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
り
、
金
融
機
関
出
身
の
内
部
監
査
人
が
本
邦
企
業
の
監
査
委
員
長
、
内
部
監
査
部
門

（
五
二
五
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

九

長
に
就
任
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
社
外
人
材
で
あ
る
が
、
常
勤
者
と
し
て
（
社
外
取
締
役
で
な
く
）
経
営
執
行
の
一
環
と
し
て
就
任
す

る
こ
と
に
な
る
。

3
．
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
組
織
体
制
、
権
限
規
程
の
整
備

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
経
営
ト
ッ
プ
で
は
な
く
取
締
役
会
等
が
内
部
監
査
を
指
揮
す
べ
き
と
記
載
さ
れ
、
以
下
の
内
容
で

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
①
取
締
役
会
等
は
頻
度
お
よ
び
深
度
等
に
配
慮
し
た
効
率
的
か
つ
実

効
性
の
あ
る
内
部
監
査
の
計
画
を
内
部
監
査
部
門
ま
た
は
内
部
監
査
部
門
長
に
策
定
さ
せ
、
そ
の
重
点
項
目
を
含
む
基
本
的
事
項
を
承
認

し
て
い
る
か
、
②
取
締
役
会
等
は
内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
適
時
適
切
に
報
告
さ
せ
る
態
勢
を
整
備
し
て
い
る
か
、
③
取
締
役
会
等
は

内
部
監
査
部
門
に
内
部
監
査
部
門
を
統
括
す
る
の
に
必
要
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
内
部
監
査
部
門
長
を
配
置
し
、
当
該
内
部
監
査
部
門

長
の
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
権
限
を
付
与
し
て
管
理
さ
せ
て
い
る
か
、
④
取
締
役
会
等
は
内
部
監
査
部
門
に
必
要
な
知
識
、
経
験
お
よ
び

当
該
業
務
等
を
十
分
検
証
で
き
る
だ
け
の
専
門
性
を
有
す
る
人
員
を
適
切
な
規
模
で
配
置
し
、
当
該
人
員
に
対
し
業
務
の
遂
行
に
必
要
な

権
限
を
与
え
て
い
る
か
。

適
切
な
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
構
築
の
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
組
織
体
制
、
権
限
規
程
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
①
取
締
役

会
・
監
査
委
員
会
が
内
部
監
査
の
計
画
、
予
算
を
最
終
的
に
承
認
す
る
。
経
営
者
の
意
向
は
事
前
に
聴
取
し
反
映
さ
せ
る
。
②
取
締
役

会
・
監
査
委
員
会
が
最
初
に
内
部
監
査
の
結
果
報
告
を
受
け
、
経
営
者
の
報
告
は
そ
の
後
に
行
う
。
経
営
者
は
被
監
査
部
署
か
ら
報
告
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
③
取
締
役
会
・
監
査
委
員
会
は
内
部
監
査
部
門
に
特
別
調
査
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
取
締
役
会
・
監
査

委
員
会
が
内
部
監
査
部
門
長
の
人
事
権
（
選
・
解
任
権
あ
る
い
は
同
意
権
）
を
有
す
る
。
⑤
取
締
役
会
・
監
査
委
員
会
が
内
部
監
査
部
門
の

業
績
評
価
を
行
う
。
内
部
監
査
の
第
一
義
的
な
職
務
上
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
は
監
査
委
員
会
で
あ
る
と
明
記
し
、
監
査
委
員
会

（
五
二
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇

が
内
部
監
査
部
門
に
対
し
て
直
接
報
告
を
求
め
、
指
示
を
出
す
こ
と
が
可
能
な
組
織
と
す
る
。

4
．
子
会
社
を
監
査
役
会
設
置
会
社
と
し
て
存
置
す
る
事
例

近
時
の
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
中
で
、
子
会
社
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
を
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
移
行
さ
せ
て
い

る
。
親
会
社
（
金
融
持
株
会
社
）
を
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
移
行
さ
せ
て
も
、
子
会
社
を
監
査

役
会
設
置
会
社
の
ま
ま
存
置
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
直
属
の
内
部
監
査
部
門
を
残
せ
ば
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
確
立
が
不
十
分
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ

り
、
親
会
社
に
対
す
る
内
部
監
査
結
果
の
報
告
が
情
報
操
作
（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
）
さ
れ
、
独
立
し
た
客
観
的
な
情
報
は
親
会
社
に
伝
わ
り

に
く
く
な
る
。
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
た
め
、
子
会
社
も
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
、
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社

に
移
行
さ
せ
、
親
会
社
の
内
部
監
査
部
門
の
所
属
員
を
子
会
社
の
監
査
委
員
、
内
部
監
査
部
長
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
10
）

。
こ

の
場
合
、
親
会
社
に
お
い
て
不
正
の
隠
蔽
体
質
な
ど
を
払
底
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
逆
に
子
会
社
（
銀

行
本
体
）
に
対
し
て
不
正
な
内
部
監
査
を
押
し
つ
け
、
中
央
集
権
的
な
支
配
を
強
め
る
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
。
前
提
と
し
て
の
親
会
社

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
、
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
し
て
も
実
効
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
（
私
見
）。
内
部
監
査
部
門
に
お
い
て
は
執
行
部
門
に
戻
る
こ
と
の
な
い
専
門
職
の
存
在
が
独
立
性
確
保
、
更
に
経
営
に
価

値
の
あ
る
改
善
提
案
を
行
う
見
地
か
ら
重
要
に
な
ろ
う
。

5
．
2
Ｌ
Ｄ
、
3
Ｌ
Ｄ
の
分
離
と
連
携
│
準
拠
性
監
査
機
能
と
経
営
監
査
機
能
、
銀
行
に
お
け
る
改
善
事
例
│

内
部
監
査
部
門
の
役
割
に
関
し
、
本
邦
金
融
機
関
で
は
2
Ｌ
Ｄ
の
準
拠
性
監
査
機
能
、
3
Ｌ
Ｄ
の
経
営
監
査
機
能
の
混
在
が
み
ら
れ
た

が
、
メ
ガ
バ
ン
ク
は
準
拠
性
監
査
の
要
員
を
2
Ｌ
Ｄ
に
移
管
し
、
残
る
要
員
を
経
営
監
査
に
特
化
さ
せ
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
即
ち
2

Ｌ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
の
中
で
社
外
取
締
役
主
体
の
リ
ス
ク
委
員
会
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
な
ら
び
に
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
、

（
五
二
七
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

一
一

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
確
保
さ
れ
た
枠
の
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
執
行
役
員
の
指
揮
命
令
に
よ
り
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
品
質
管
理
、
財
務
管
理
な
ど
準
拠
性
監
査
を
担
う
。
他
方
3
Ｌ
Ｄ
と
し
て
の
内
部
監
査
は
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
の

見
直
し
に
よ
り
監
査
委
員
会
の
指
揮
命
令
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
執
行
役
員
に
は
二
次
的
報
告
ラ
イ
ン
を
設
け
、
準
拠
性
監
査
を
分
離
し
て
経
営

監
視
機
能
主
体
に
独
立
し
た
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
を
確
立
さ
せ
る
。
他
方
、
地
域
銀
行
で
は
子
銀
行
・
子
会
社
の
内
部
監
査
部
門
は
準
拠
性

監
査
を
行
い
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
内
部
監
査
部
門
は
経
営
監
査
に
特
化
す
る
な
ど
持
株
会
社
・
子
銀
行
間
の
役
割
分
担
、
準
拠
性
監

査
結
果
を
経
営
監
査
に
活
か
す
た
め
の
情
報
共
有
、
連
携
が
図
ら
れ
る
。

6
．
情
報
請
求
権
限
の
必
要
性
と
報
告
ラ
イ
ン

独
立
社
外
取
締
役
主
体
の
監
査
委
員
会
が
内
部
監
査
部
門
か
ら
報
告
を
受
け
、
直
接
指
揮
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
べ
く
、
以
下
の
よ

う
に
積
極
的
に
必
要
情
報
を
入
手
す
る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
（
11
）

。
①
内
部
監
査
の
計
画
・
予
算
の
承
認
。
②
内
部
監
査

の
結
果
報
告
を
直
接
受
け
る
。
③
内
部
監
査
部
門
に
特
別
調
査
を
命
じ
る
。
④
内
部
監
査
部
門
長
の
選
・
解
任
を
承
認
（
同
意
）
す
る
。

7
．
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
会
社
総
務
役

英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ｇ
Ｃ　

二
〇
一
四
年
九
月
）
に
お
い
て
は
取
締
役
の
情
報
提
供
の
請
求
と
し
て

以
下
の
記
載
が
み
ら
れ
る
（
12
）

。
内
部
監
査
か
ら
報
告
を
受
け
る
監
査
委
員
会
か
ら
取
締
役
会
へ
の
情
報
提
供
も
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
で
英

国
会
社
法
上
の
役
職
で
あ
る
会
社
総
務
役
（C

om
pany S

ecretary
）
の
創
設
な
ど
、
我
が
国
の
コ
ー
ド
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

B
.5

：
情
報
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
の
補
助
原
則
〔S

upporting P
rinciples

〕
の
中
で
、
以
下
の
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。「
会
社
総
務
役
」

（C
om
pany S

ecretary

）
の
責
務
に
は
、
取
締
役
会
議
長
の
指
示
の
も
と
、
取
締
役
会
内
部
・
委
員
会
内
部
に
お
い
て
、
ま
た
経
営
陣
と

（
五
二
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
二

非
業
務
執
行
取
締
役
と
の
間
で
情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
就
任
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
、
要
請
に

応
じ
て
専
門
知
識
の
研
鑽
を
補
佐
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。「
会
社
総
務
役
」
は
、
す
べ
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
に
関
し
て
取
締
役
会
議

長
を
通
じ
て
取
締
役
会
に
助
言
を
行
う
責
務
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

8
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
3
Ｌ
Ｄ
モ
デ
ル
な
ら
び
に
改
革
の
実
際
│
私
見
を
交
え
て
│

⑴　

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
3
Ｌ
Ｄ
モ
デ
ル
の
一
体
的
改
革

最
終
防
衛
線
に
当
た
る
第
三
次
防
衛
線
の
機
能
に
つ
い
て
、
非
常
勤
で
あ
る
社
外
取
締
役
主
体
の
監
査
委
員
会
に
指
揮
命
令
権
限
を
委

ね
る
結
果
、
最
後
の
砦
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
や
や
事
後
防
衛
的
側
面
が
増
し
て
く
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
第
一
次
防
衛
線
、
第
二
次
防

衛
線
を
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
な
指
揮
権
下
に
置
く
こ
と
で
事
前
予
防
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
に
基
づ
い
た
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
の
あ
り
方
が
重
要
に
な
る
。
3
Ｌ
Ｄ

モ
デ
ル
と
の
一
体
的
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

⑵　

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
内
部
監
査
の
デ
ザ
イ
ン

内
部
監
査
部
門
の
位
置
付
け
と
し
て
本
来
は
米
国
で
は
経
営
陣
の
行
う
内
部
統
制
の
抑
制
を
図
る
も
の
と
し
て
発
展
し
て
き
た
（
13
）

。
内
部

統
制
強
化
の
手
段
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
ト
ッ
プ
の
権
限
強
化
の
補
完
と
な
っ
て
い
る
現
状
の
是
正
を
図
る
こ
と
は
内
部
監
査
機
能
の

原
点
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
（
私
見
）。
も
っ
と
も
単
に
組
織
機
構
を
米
国
型
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
転
換
す
る
の
み
で

は
十
分
で
な
く
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
整
備
と
合
わ
せ
て
3
Ｌ
Ｄ
の
態
勢
整
備
を
図
り
、
欧
米
と
本
邦
の
企
業
風
土
・
文
化
面
の
改
善
に
ま
で
踏
み
込

む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
邦
金
融
機
関
に
お
け
る
潜
在
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
リ
ス
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
る
問
題
点
で
も
あ
る
。

内
部
監
査
部
署
か
ら
報
告
を
受
け
る
べ
き
監
査
委
員
会
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
会
（
法
定
）
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
（
同
）
の
ほ
か
、

（
五
二
九
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

一
三

任
意
に
よ
る
監
査
委
員
会
設
置
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
場
合
は
監
査
役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
別
途
監
査
委
員
会
も
設
け
る
こ
と
と
な
り
、

監
査
対
象
・
機
能
の
役
割
分
担
が
課
題
と
な
る
。
内
部
監
査
部
署
を
法
定
の
監
査
委
員
会
の
下
に
置
く
か
、
あ
る
い
は
社
外
取
締
役
が
過

半
数
を
占
め
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
利
い
た
取
締
役
会
の
下
に
付
け
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
者
は
取

締
役
会
が
戦
略
的
機
能
も
担
い
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
、
企
業
が
成
長
過
程
あ
る
い
は
国
際
的
展
開
を
強
め
て
い

る
時
期
に
は
相
応
の
合
理
性
が
あ
ろ
う
。

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
形
態
に
お
い
て
は
会
社
法
上
は
監
査
委
員
会
あ
る
い
は
監
査
等
委
員

会
に
つ
い
て
取
締
役
会
の
構
築
・
運
用
す
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
た
め
監
査
委
員
会
な
ど
に

は
補
助
ス
タ
ッ
フ
は
必
要
と
さ
れ
な
い
が
、
社
外
取
締
役
に
は
出
社
頻
度
も
多
く
は
期
待
で
き
ず
、
実
際
に
は
補
助
ス
タ
ッ
フ
を
就
け
る

こ
と
も
適
切
と
な
ろ
う
。
但
し
内
部
監
査
部
署
を
実
質
的
な
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
機
能
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
監
査
委
員
会
の
業
務
監

査
機
能
と
は
別
に
内
部
監
査
部
門
を
3
Ｌ
Ｄ
モ
デ
ル
の
最
終
防
衛
線
に
位
置
付
け
、
あ
く
ま
で
も
常
時
の
業
務
監
査
機
能
の
一
環
と
し
て

Ｒ
Ａ
Ｆ
と
合
わ
せ
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
三
様
監
査
の
趣
旨
と
や
や
齟
齬
を
生
じ
か
ね
な
い
。
従
っ
て
監
査
委
員
会
な
ど
非
常
勤
者
主

体
の
独
立
社
外
取
締
役
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
、
常
勤
監
査
機
能
と
し
て
の
内
部
監
査
部
門
は
別
途
に
機
能
さ
せ
、
そ
の
上
で
監
査

委
員
会
に
内
部
監
査
部
署
か
ら
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
せ
る
方
が
理
論
的
に
整
合
性
が
と
れ
る
と
思
料
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
会
社
法
上
規

定
の
な
い
任
意
設
置
型
で
あ
る
監
査
委
員
会
な
ど
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
会
社
法
上
や
は
り
規
定
の
存
し
な
い
内
部
監
査
部
門
の
機
能
の
棲

み
分
け
、
就
中
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
お
け
る
分
類
を
い
か
に
整
合
性
を
持
っ
て
構
築
す
る
か
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
二
つ
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
か

ら
人
事
面
な
ど
の
独
立
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
監
査
委
員
会
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
に
ま
で
専
門
性
・
長
期
的
人
事
配
置
を
ど
こ
ま
で
求
め
る

か
、
独
立
し
た
機
能
を
果
た
す
べ
き
内
部
監
査
部
門
の
場
合
は
当
該
部
門
長
を
将
来
的
に
は
役
員
待
遇
と
す
る
な
ど
昇
進
・
イ
ン
セ
ン

（
五
三
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
四

テ
ィ
ブ
付
け
を
図
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
独
立
社
外
取
締
役
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
に
昇
進
な
ど
の
人
事
デ
ザ
イ
ン
を
呈
す
る
こ
と
は
直

ち
に
は
思
い
つ
か
な
い
。
内
部
監
査
部
門
と
補
助
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
定
期
的
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
最
終
的
に
内
部
監
査
部
門
長
と

し
て
昇
格
さ
せ
る
道
筋
を
示
す
こ
と
も
一
考
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
内
部
監
査
部
門
を
別
途
配
置
せ
ん
と
す
る
趣
旨

に
対
す
る
背
理
と
な
り
か
ね
な
い
。
残
さ
れ
る
実
践
の
場
の
改
革
課
題
と
一
つ
と
な
ろ
う
か
。

第
四
章　

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
と
三
つ
の
防
衛
線
の
理
論
と
実
践

│
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ら
び
に
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
│

1
．
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
取
締
役
会
の
説
明
責
任
な
ら
び
に
社
外
取
締
役
の
結
果
責
任

総
合
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
と
三
つ
の
防
衛
線
（
3
Ｌ
Ｄ
）
モ
デ

ル
の
予
防
的
あ
る
い
は
常
時
対
応
が
可
能
と
な
る
。
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
策
定
・
運
用
・
評
価
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
は
リ
ス
ク
管
理
部
門
が
一
義

的
に
は
担
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
お
い
て
は
、
上
場
会
社
の
取
締
役
会
は
、

⑴
企
業
戦
略
等
の
大
き
な
方
向
性
を
示
す
こ
と
、
⑵
経
営
陣
幹
部
に
よ
る
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
支
え
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
、
⑶

独
立
し
た
客
観
的
な
立
場
か
ら
経
営
陣
（
執
行
役
お
よ
び
執
行
役
員
を
含
む
）・
取
締
役
に
対
す
る
実
効
性
の
高
い
監
督
を
行
う
こ
と
な
ど
の

役
割
・
責
務
を
適
切
に
果
た
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
基
本
原
則
四
）。

独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
し
、
経
営
ト
ッ
プ
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
取
締
役
会
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、
結
果
責
任
の
検
証
を
受
け
る
プ
ロ
セ

ス
の
繰
り
返
し
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
っ
て
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
に
繋
が
る
。
即
ち
、
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
（risk culture

）
醸
成
の

下
で
取
締
役
会
（board

）
は
①
独
立
社
外
取
締
役
・
リ
ス
ク
委
員
に
お
い
て
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
を
策

（
五
三
一
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

一
五

定
・
承
認
す
る
。
そ
の
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
お
い
て
目
的
（goal

）、
リ
ス
ク
（risk

）、
統
制
（control

）
の
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
社
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、

管
理
者
、
担
当
者
の
階
層
別
に
説
明
責
任
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
②
次
に
独
立
社
外
取
締
役
・
監
査
委
員
に
お
い
て
は
、
監
査
（audit

）

に
か
か
る
計
画
承
認
を
行
い
、
結
果
報
告
を
受
け
る
。
結
果
責
任
の
検
証
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
監
査
部
門
で
は
独
立
性
、
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
。

第
一
の
留
意
点
と
し
て
、
独
立
社
外
取
締
役
が
監
督
者
の
場
合
、
個
別
の
執
行
案
件
を
承
認
す
る
取
締
役
会
運
営
は
機
能
し
に
く
く
な

る
。
監
督
と
執
行
が
非
分
離
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ボ
ー
ド
の
場
合
、
執
行
と
し
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ
て
も
出
席
・
意
見
陳
述
権
は
あ
る

が
社
外
監
査
役
に
投
票
権
は
な
く
、
違
法
性
監
査
権
限
が
主
の
た
め
違
法
性
の
疑
い
が
な
い
場
合
は
発
言
の
必
要
も
な
い
。
他
方
、
独
立

社
外
取
締
役
が
選
任
さ
れ
、
取
締
役
会
に
お
い
て
監
督
機
能
を
果
た
す
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
の
場
合
、
執
行
案
件
を
上
程
す
る
取
締

役
会
運
営
は
許
容
さ
れ
難
く
な
る
。
独
立
社
外
取
締
役
の
主
な
役
割
は
業
務
執
行
の
監
督
で
従
前
の
取
締
役
会
上
程
議
案
を
見
直
し
、
個

別
執
行
の
承
認
あ
る
い
は
検
討
案
件
を
除
外
し
、
承
認
権
限
を
執
行
役
あ
る
い
は
執
行
役
員
等
に
移
譲
す
る
べ
く
規
程
類
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
る
。

第
二
の
留
意
点
と
し
て
、
会
社
法
上
、
監
査
役
会
設
置
会
社
の
ま
ま
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
移
行
が
可
能
か
が
問
わ
れ
る
。
取
締
役

会
決
議
を
欠
く
契
約
行
為
は
私
法
上
の
効
力
が
無
効
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
監
査
役
会
設
置
会
社
の
ま
ま
定
款
上
の
執
行
役
員
に
権
限

移
譲
し
た
場
合
、
取
締
役
会
決
議
を
不
要
と
す
る
た
め
に
は
、
複
数
の
社
外
取
締
役
が
い
る
場
合
は
定
款
等
の
授
権
を
明
確
に
し
て
監
査

役
会
設
置
会
社
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
移
行
を
促
す
法
的
措
置
が
必
要
に
な
る
と
の
考
え
方
も
示
さ
れ
る
。
他
方
で
は
、
監
査
役
会

設
置
会
社
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ボ
ー
ド
に
過
ぎ
ず
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
移
行
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
へ

の
移
行
が
望
ま
し
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
（
14
）

。

（
五
三
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
六

2
．
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
と
三
つ
の
防
衛
線
の
金
融
機
関
に
お
け
る
実
際
│
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
諸
原
則
│

金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
お
い
て
は
同
時
に
予
防
措
置
が
求
め
ら
れ
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）

の
必
要
性
が
高
ま
る
。
金
融
機
関
に
お
け
る
Ｒ
Ａ
Ｆ
と
3
Ｌ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
の
反
省
か
ら
欧
米
金
融
機
関
は
取
締

役
会
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
監
査
の
一
体
的
改
革
を
進
め
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
導
入
に
よ
っ
て
金
融
機
関
経
営
を
行
う
た
め
の
価
値
基
準

の
明
確
化
、
業
務
・
収
益
計
画
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
リ
ス
ク
管
理
方
針
、
リ
ス
ク
枠
・
損
失
限
度
の
設
定
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
、
報

酬
制
度
、
研
修
計
画
な
ど
内
部
統
制
の
枠
組
み
を
再
構
築
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
二
〇
〇
八
年
）、
欧
州
ソ
ブ
リ
ン
危
機
（
二
〇
一
〇
年
）
以
降
、「
銀
行
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
諸

原
則
（
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
、
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
五
改
定
）」、「
金
融
機
関
の
効
果
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
向
け
て
（
Ｇ
30
、

二
〇
一
二
）」、「
リ
ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
テ
ー
マ
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
、
二
〇
一
三
）」
な
ど
報
告
書
が
発
出
さ
れ
た
。「
銀
行
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
諸
原
則
（
二
〇
一
五
）
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
」
が
国
際
的
金
融
機
関
の
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
踏
ま
え
て

公
表
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
金
融
機
関
は
十
分
な
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
し
て
き
た
が
、
金
融
危
機
で
は
経
営
者
の
リ
ス
キ
ー
な
戦
略
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
不
備
を
理
解
せ
ず
、
金
融
危
機
後
は
①
金
融
機
関
経
営
を
監
督
で
き
る
人
材
を
選
任
し
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準

備
し
、
②
取
締
役
会
の
集
団
的
能
力
に
つ
い
て
自
己
評
価
、
第
三
者
評
価
を
行
い
金
融
当
局
に
報
告
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
て
い
る
（
15
）

。

典
型
的
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
を
基
に
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（
最
高
財
務
責
任
者
）、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
（
リ
ス
ク
管
理
責
任
者
）
を
含
む
社
内
組
織

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
（
内
部
監
査
部
門
長
）
は
専
門
家
集
団
に
よ
る
予
防
的
監
査
を
実
施
し
、
監
査
委
員
会
委
員
長
の
指
揮
命
令

に
服
す
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｏ
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
に
つ
い
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
一
定
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
下
に
置
か
れ
て
き
た
背
景
に
は
リ
ス
ク
管
理
、
内
部
監
査
共

（
五
三
三
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

一
七

に
業
務
執
行
の
一
環
で
あ
り
、
日
常
情
報
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
適
時
に
掌
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
三
様
監
査
の
う
ち
内
部
監
査
は
常
時
監

査
と
し
て
監
督
機
能
と
は
や
や
異
質
で
（
16
）

、
こ
こ
に
内
部
監
査
部
署
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
支
配
か
ら
完
全
に
引
き
離
す
こ
と
の
困
難
さ
が
存
在
す

る
。
内
部
監
査
機
能
の
独
立
性
を
高
め
る
こ
と
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
攻
め
の
戦
略
（
リ
ス
ク
テ
イ
ク
）
に
は
二
律
背
反
の
潜
在
的
課
題
が
内
包
さ

れ
て
い
る
。
最
終
防
衛
線
と
し
て
内
部
監
査
部
署
で
な
く
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
配
す
る
近
時
の
理
論
の
根
拠
と
も
な

り
う
る
点
で
あ
ろ
う
（
私
見
）。

3
．
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
三
つ
の
防
衛
線
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
│
上
級
経
営
者
な
ら
び
に
取
締
役
会
の
役
割
と
統
制
環
境

な
ど
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
け
る
五
構
成
要
素
と
一
七
原
則
│

⑴　

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
3
Ｄ
Ｌ
モ
デ
ル
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
│
一
七
原
則
と
3
Ｌ
Ｄ
な
ら
び
に
内
部
統
制
│

米
国
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
「
内
部
統
制
の
統
合
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（Internal C

ontrol - Integrated F
ram
ew
ork, C

om
m
ittee of S

ponsoring 

O
rganization of the T

readw
ay C

om
m
ission （17
））

と
内
部
監
査
人
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
の
3
Ｌ
Ｄ
モ
デ
ル
（
18
）

を
結
び
付
け
、
内
部
統
制
に
関
す
る
役

割
、
責
任
と
割
り
当
て
方
法
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
示
し
、
企
業
組
織
の
全
般
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
向
上
を
図
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
（
19
）

。

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
組
織
が
内
部
統
制
の
運
用
を
通
じ
リ
ス
ク
を
有
効
に
管
理
す
る
た
め
の
必
要
な
構
成
要
素
、
原
則
、
要

素
を
概
説
し
て
い
る
が
、
具
体
的
職
務
の
責
任
を
負
う
べ
き
者
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
各
当
事
者
の
リ
ス
ク
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
役
割
、
説
明
責
任
、
業
務
連
携
方
法
と
責
任
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
、
リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
不

要
あ
る
い
は
意
図
せ
ず
重
複
し
た
業
務
な
ど
は
避
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
内
部
統
制
の
五
構
成
要

素
、
関
連
す
る
基
本
概
念
を
表
す
一
七
原
則
を
定
め
、
各
原
則
適
用
に
よ
り
有
効
な
内
部
統
制
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。

経
営
者
は
一
七
原
則
に
関
連
す
る
不
可
欠
な
職
務
を
割
り
当
て
、
職
務
が
意
図
し
た
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
責
任
を

（
五
三
四
）



日
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第
八
十
三
巻
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三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
八

担
う
。

内
部
統
制
の
目
標
は
業
務
の
有
効
性
・
効
率
性
、
財
務
報
告
の
信
頼
性
、
関
連
法
規
の
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
で
あ
り
、
構
成
要

素
（
監
査
報
告
の
評
価
項
目
も
同
じ
）
は
統
制
環
境
、
リ
ス
ク
の
評
価
、
統
制
活
動
、
情
報
と
伝
達
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
活
動
）
の
五
つ

と
な
る
。
ま
た
一
七
原
則
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
原
則
一
．
組
織
は
、
誠
実
性
と
倫
理
観
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
す
る
。

原
則
二
．
取
締
役
会
は
、
経
営
者
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
、
か
つ
、
内
部
統
制
の
整
備
お
よ
び
運
用
状
況
に
つ
い
て
監
督
を

行
う
。
原
則
三
．
経
営
者
は
、
取
締
役
会
の
監
督
の
下
、
内
部
統
制
の
目
的
を
達
成
す
る
に
当
た
り
、
組
織
構
造
、
報
告
経
路
お
よ
び
適

切
な
権
限
と
責
任
を
確
立
す
る
。
原
則
四
．
組
織
は
、
内
部
統
制
の
目
的
に
合
わ
せ
て
、
有
能
な
個
人
を
惹
き
つ
け
、
育
成
し
、
か
つ
、

維
持
す
る
こ
と
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
す
る
。
原
則
五
．
組
織
は
、
内
部
統
制
の
目
的
を
達
成
す
る
に
当
た
り
、
内
部
統
制

に
対
す
る
責
任
を
個
々
人
に
持
た
せ
る
。
原
則
六
．
組
織
は
、
内
部
統
制
の
目
的
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
の
識
別
と
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
、

十
分
な
明
確
さ
を
備
え
た
内
部
統
制
の
目
的
を
明
示
す
る
。
原
則
七
．
組
織
は
、
自
ら
の
目
的
の
達
成
に
関
連
す
る
事
業
体
全
体
に
わ
た

る
リ
ス
ク
を
識
別
し
、
当
該
リ
ス
ク
の
管
理
の
仕
方
を
決
定
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
リ
ス
ク
を
分
析
す
る
。
原
則
八
．
組
織
は
、
内
部

統
制
の
目
的
の
達
成
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
評
価
に
お
い
て
、
不
正
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
原
則
九
．
組
織
は
、
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
変
化
を
識
別
し
、
評
価
す
る
。
原
則
一
〇
．
組
織
は
、
内
部
統
制
の
目
的
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
許
容

可
能
な
水
準
ま
で
低
減
す
る
の
に
役
立
つ
統
制
活
動
を
選
択
し
、
整
備
す
る
。
原
則
一
一
．
組
織
は
、
内
部
統
制
の
目
的
の
達
成
を
支
援

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
全
般
的
統
制
活
動
を
選
択
し
、
整
備
す
る
。
原
則
一
二
．
組
織
は
、
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し

た
方
針
お
よ
び
方
針
を
実
行
す
る
た
め
の
手
続
を
通
じ
て
、
統
制
活
動
を
展
開
す
る
。
原
則
一
三
．
組
織
は
、
内
部
統
制
が
機
能
す
る
こ

と
を
支
援
す
る
、
関
連
性
の
あ
る
質
の
高
い
情
報
を
入
手
ま
た
は
作
成
し
て
利
用
す
る
。
原
則
一
四
．
組
織
は
、
内
部
統
制
が
機
能
す
る

（
五
三
五
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

一
九

こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
、
内
部
統
制
の
目
的
と
内
部
統
制
に
対
す
る
責
任
を
含
む
情
報
を
組
織
内
部
に
伝
達
す
る
。
原
則
一
五
．

組
織
は
、
内
部
統
制
が
機
能
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に
関
し
て
、
外
部
の
関
係
者
と
の
間
で
の
情
報
伝
達
を
行
う
。
原
則
一
六
．

組
織
は
、
内
部
統
制
の
構
成
要
素
が
存
在
し
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、
日
常
的
評
価
お
よ
び
／
ま
た
は
独
立
的
評
価

を
選
択
し
、
整
備
お
よ
び
運
用
す
る
。
原
則
一
七
．
組
織
は
、
適
時
に
内
部
統
制
の
不
備
を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
れ
を
適
時
に

上
級
経
営
者
お
よ
び
取
締
役
会
を
含
む
、
是
正
措
置
を
講
じ
る
責
任
を
負
う
者
に
対
し
て
伝
達
す
る
。

要
約
す
れ
ば
1
Ｌ
Ｄ
で
は
リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
所
有
し
管
理
す
る
（
現
業
部
門
の
経
営
者
）。
2
Ｌ
Ｄ
で
は
経
営
者
を
支
援
し
リ

ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
（
経
営
者
が
整
備
す
る
リ
ス
ク
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
能
）。
3
Ｌ
Ｄ
で
は
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
効
性
に
関
し
て
取
締
役
会
と
上
級
経
営
者
に
独
立
的
な
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
を
提
供
す
る
（
内
部

監
査
）。
①
1
Ｌ
Ｄ
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
プ
ロ
セ
ス
の
所
有
者
が
担
当
す
る
。
組
織
の
目
的
達
成
を
促
進
ま
た
は
抑
止
し
得
る
リ
ス
ク
の
生
成
、

管
理
を
担
い
、
適
切
な
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
リ
ス
ク
を
所
有
し
、
リ
ス
ク
対
応
か
ら
組
織
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
設
計
・
遂

行
す
る
。
②
2
Ｌ
Ｄ
は
リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
有
効
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
べ
く
専
門
知
識
、
優
れ
た
プ
ロ
セ
ス
、
1

Ｌ
Ｄ
と
並
行
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
提
供
に
よ
り
経
営
者
支
援
の
た
め
に
整
備
さ
れ
る
。
2
Ｌ
Ｄ
の
機
能
は
1
Ｌ
Ｄ
か
ら
は

分
離
さ
れ
る
が
上
級
経
営
者
の
監
督
・
指
揮
下
に
あ
り
、
あ
る
程
度
の
経
営
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
管
理
の
多
面
的
な
側
面
を
担

う
経
営
・
監
督
機
能
で
あ
る
。
③
3
Ｌ
Ｄ
は
上
級
経
営
者
と
取
締
役
会
に
対
し
て
1
Ｌ
Ｄ
、
2
Ｌ
Ｄ
が
行
う
業
務
に
関
す
る
ア
シ
ュ
ア
ラ

ン
ス
を
提
供
す
る
。
3
Ｌ
Ｄ
で
は
客
観
性
と
組
織
上
の
独
立
性
を
守
る
べ
く
経
営
機
能
を
担
う
こ
と
は
許
容
さ
れ
ず
、
取
締
役
会
に
対
す

る
直
接
的
報
告
ラ
イ
ン
を
有
す
る
。
経
営
機
能
で
な
く
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
機
能
と
し
て
2
Ｌ
Ｄ
か
ら
は
分
離
さ
れ
る
。

（
五
三
六
）
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二
〇

第
五
章　

新
た
な
防
衛
線
モ
デ
ル
の
提
示
│
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
│

1
．
四
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
の
提
示
│
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
モ
デ
ル
│

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
機
関
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
と
内
部
監
査
モ
デ
ル
に
倒
し
て
は
近
時
、
国
際
決
済
銀
行
（B

ank for International 

S
ettlem

ents B
IS

）
か
ら
新
た
な
防
衛
線
と
内
部
監
査
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（B

IS
 O
ccasional 

P
aper N

o 11, 2015 （20
））。

防
衛
線
の
四
線
目
（
21
）

と
し
て
規
制
当
局
な
ら
び
に
外
部
監
査
人
を
加
え
ん
と
す
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
通
貨
価
値
お
よ
び
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
を
目
的
と
し
、
各
国
の
中
央
銀
行
の
政
策
お
よ
び
国
際
協
力
を
支
援
す
る
国
際
機
関

で
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
あ
ろ
う
。
各
国
規
制
当
局
お
よ
び
外
部
監
査
人
の
機
能
を
最
終
の
防
衛
線
（
四
線
）
と
し
て
加
え
る
も
の

で
、
あ
く
ま
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
の
発
展
型
、
現
状
維
持
の
理
念
追
及
を
前
提
と
す
る
解
決
策
と
し
て
考
察
さ
れ

よ
う
か
（
以
下
、
私
見
）。
上
掲
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
に
お
け
る
原
則
一
五
（
組
織
は
、
内
部
統
制
が
機
能
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に
関

し
て
、
外
部
の
関
係
者
と
の
間
で
の
情
報
伝
達
を
行
う
）
に
力
点
を
置
い
た
外
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
重
視
型
（
原
則
一
五
重
視
型
）
と
思
料
さ
れ

る
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
ペ
ー
パ
ー
を
み
る
と
三
線
で
あ
る
内
部
監
査
機
能
と
規
制
当
局
お
よ
び
内
部
監
査
機
能
と
外
部
監
査
人
の
連
携
、
異
同
性
を

今
後
の
考
察
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
規
制
コ
ス
ト
削
減
の
趣
旨
か
ら
各
金
融
機
関
の
自
主
的
解
決
を
こ
れ
ま
で
模
索
し
て

き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
逆
に
規
制
強
化
の
方
向
に
繋
が
り
か
ね
ず
、
規
制
官
庁
と
会
計
監
査
人
の
連
携
重
視
で
は
内
部
監
査
の
充
実

を
図
る
べ
き
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
方
向
か
ら
も
外
れ
、
今
後
の
展
開
が
必
ず
し
も
明
確
に
み
え
て
こ
な
い
。
二
〇
〇
八

年
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
時
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
自
体
が
欠
如
し
て
い
た
の
か
、
形
式
的
に
欧
米
金
融
機
関
は
基
準
を
充
足
し

て
い
た
が
実
質
が
伴
わ
な
か
っ
た
の
か
、
金
融
危
機
時
に
経
営
面
で
失
敗
し
た
基
準
を
模
倣
せ
ん
と
す
る
の
か
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準

（
五
三
七
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

二
一

に
か
か
る
根
本
的
疑
問
と
合
わ
せ
て
議
論
の
行
方
を
注
視
し
た
い
。

2
．
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
重
視
モ
デ
ル
（
本
来
型
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
）
提
示

⑴　

取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
第
三
の
防
衛
線
へ

他
方
で
、
全
く
異
な
る
視
点
か
ら
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
、
即
ち
取
締
役
会
の
有
す
る
本
来
型
機
能
を
重
視
す
る
防
衛

線
モ
デ
ル
が
直
近
に
な
り
提
示
さ
れ
て
い
る
（Jam

es L
am
, 2017 （22

））。

新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
に
対
比
し
て
取
締
役
会
の
本
来
的
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
へ
の
回

帰
、
自
主
性
重
視
の
戦
略
型
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（E

nterprise R
isk M

anagem
ent

）
モ
デ
ル
構
築
に
力
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
企

業
の
個
別
事
情
に
応
じ
て
対
応
す
る
こ
と
を
本
旨
と
し
（one size does not fi t all

）、
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
モ
デ
ル
と
も
決
し
て
排
斥
し
合

う
も
の
で
な
く
、
各
国
あ
る
い
は
業
界
や
企
業
特
性
、
個
別
戦
略
等
に
応
じ
て
使
い
分
け
れ
ば
い
い
旨
を
述
べ
る
。
前
掲
四
線
モ
デ
ル
は

グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
モ
デ
ル
の
延
長
と
し
て
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

取
締
役
会
の
機
能
と
し
てS
trategy

（
経
営
戦
略
）、M

anagem
ent

（
経
営
陣
）、B

oard eff ectiveness

（
取
締
役
会
の
有
効
性
）、A

udit

（
監
査
）、R

isk and com
pliance

（
リ
ス
ク
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の
五
つ
を
提
示
し
、
会
社
法
・
金
融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
内
部
統
制

機
能
（
会
社
法
三
六
二
条
四
項
六
号
ほ
か
、
金
融
商
品
取
引
法
二
四
条
の
四
の
四
第
一
項
ほ
か
）
と
も
重
複
・
関
連
す
る
構
造
を
示
し
て
い
る
。

特
に
リ
ス
ク
委
員
会
の
機
能
を
重
視
す
る
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
重
要
な
要
素
で
あ
るS

trategy

に
関
し
て
は
、
金
融
機
関
の
経
営
戦
略
面
に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
は
上
級
執
行
役
員

（S
enior M

anagers

）
と
取
締
役
会
（B

oard of D
irectors

）
を
内
部
監
査
部
署
か
ら
の
報
告
ラ
イ
ン
の
先
と
し
て
同
列
に
位
置
付
け
、
取

締
役
会
の
持
つ
本
来
的
な
機
能
を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
る
点
で
正
確
と
は
い
え
な
い
。
取
締
役
会
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
な
く
第
四
線
の
防
衛
線
と

（
五
三
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

二
二

な
っ
て
三
線
の
内
部
監
査
を
更
に
監
視
す
る
こ
と
で
結
果
と
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
リ
ス
ク
管
理
が
可
能
と
な
る
提
示
も
あ
ろ
う
が
、

取
締
役
会
の
本
質
的
な
役
割
と
は
い
え
な
い
。
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
第
一
の
役
割
を
担
う
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
リ
ス
ク
委
員
会
を

中
心
に
組
織
構
造
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

⑵　

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
制
定
法
の
要
求
に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
│
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
の
本
質
的
な
弱
点
│

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
の
抱
え
る
本
質
的
ジ
レ
ン
マ
と
し
て
取
締
役
会
の
持
つ
本
来
的
監
視
機
能
の
軽
視
が
あ
る
。
エ
ン
ロ
ン
事
件
な
ど
を

受
け
て
制
定
さ
れ
た
二
〇
〇
二
年
米
国
企
業
改
革
法
（P
ublic C

om
pany A

ccounting R
eform

 and Investor P
rotection A

ct of 2002, 

Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）、
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年
米
国
金
融
改
革
法
（D

odd-F
rank W

all S
treet R

eform
 and 

C
onsum

er P
rotection A

ct

）
な
ど
は
不
祥
事
後
の
改
革
と
し
て
取
締
役
会
の
自
己
責
任
に
お
い
て
情
報
開
示
の
正
確
性
な
ど
を
要
求
す
る
。

会
社
法
制
に
お
い
て
取
締
役
会
に
全
責
任
が
あ
る
よ
う
な
根
本
の
体
制
が
作
ら
れ
、
取
締
役
会
の
自
主
的
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
る
に
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
防
衛
線
の
最
上
階
に
（at the top of the defense hierarchy

）
内
部
監
査
が
存
在
す
る
。
し
か

し
こ
の
構
造
は
企
業
監
視
の
実
際
の
状
況
と
は
矛
盾
す
る
。
内
部
監
査
人
が
リ
ス
ク
の
全
機
能
を
監
査
す
る
使
命
を
有
す
る
と
す
る
が
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
経
営
執
行
陣
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
や
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（C

hief O
perating O

ffi  cer 

最
高
経
営
執
行
責
任
者
）
あ
る
い
は
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
正

式
な
権
限
も
持
っ
て
い
な
い
。
内
部
監
査
は
解
決
策
の
一
つ
で
あ
り
、
取
締
役
会
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
手
段
に
過
ぎ
ず
、
第
三
の

防
衛
線
の
内
容
の
全
て
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
伝
統
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
危

険
性
が
新
た
な
金
融
危
機
に
よ
っ
て
再
び
明
る
み
に
出
る
（highlight the pitfalls of the traditional siloed approach to risk m

anagem
ent

）

懸
念
が
あ
る
（
23
）

。
外
部
の
利
害
関
係
者
は
取
締
役
会
に
リ
ス
ク
監
視
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
で
リ
ス
ク
の
透
明
性
増
加
を
求
め
、
取
締
役
会

と
し
て
は
適
切
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
有
効
性
を
確
認
す
る
自
ら
の
責
任
を
認
識
し
、
監
査
委
員
会
の
リ
ス
ク
監
視
責
任
は
専
門
部

（
五
三
九
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

二
三

署
た
る
リ
ス
ク
委
員
会
に
シ
フ
ト
し
て
い
こ
う
（w

ould shift to a dedicated risk com
m
ittee （24

））。

新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
で
は
取
締
役
会
を
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
原
則
の
よ
う
に
三
つ
の
防
衛
線
の
外
に
置
く
、
あ
る
い
は
四
線
と
す
る
も
の
で
な

く
、
最
後
の
砦
に
取
締
役
会
を
配
置
す
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
適
切
な
経
営
執
行
の
た
め
に
は
適
時
な
社
内
情
報
把
握
は
欠
か
せ
ず
、
二
次
的
に

せ
よ
内
部
監
査
部
署
か
ら
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
必
然
性
が
残
る
。
取
締
役
会
も
ま
た
企
業
内
部
の
情
報
の
正

確
性
の
表
明
保
証
（R

epresentations and W
arranties

）
を
保
つ
た
め
に
は
、
取
締
役
会
自
身
が
か
か
る
情
報
を
把
握
す
る
必
要
性
が
出

て
く
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
の
欠
陥
と
し
て
、
①
取
締
役
会
の
持
つ
本
来
的
な
監
視
機
能
の
軽
視
（L

ack of B
oard O

versight

）
の
ほ
か
、

②
監
査
自
体
が
一
時
的
、
断
片
的
（episodic

）
に
留
ま
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
定
期
的
な
監
査
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（periodic 

audit and continuous m
onitoring

）
が
求
め
ら
れ
、
後
者
の
機
能
は
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
委
員
会
（
第
二
の
防
衛
線
）
に
よ
り
監
視
さ
れ
る

べ
き
で
、
内
部
監
査
部
署
が
監
視
す
る
こ
と
は
正
確
性
を
欠
く
。
内
部
監
査
な
ら
び
に
リ
ス
ク
管
理
機
能
は
共
に
取
締
役
会
に
よ
っ
て
監

督
さ
れ
、
取
締
役
会
の
各
委
員
会
が
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
③
内
部
監
査
部
署
は
リ
ス
ク
管
理
担
当
部
署
の
後
に
配
置
さ
れ
、

そ
の
リ
ス
ク
機
能
を
監
査
す
る
立
場
と
な
る
が
リ
ス
ク
管
理
部
署
に
対
す
る
直
接
の
監
督
権
（direct supervisory authority

）
を
付
与
さ

れ
て
い
な
い
。
内
部
監
査
人
の
位
置
付
け
は
明
確
で
な
く
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
全
体
と
し
て
広
範
で
複
雑
な
（m

ore com
prehensive 

and com
plex

）
内
容
の
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

内
部
監
査
部
機
能
に
情
報
請
求
権
等
を
付
与
す
る
か
は
と
も
か
く
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
す
る
監
視
、
更
に
第
二
の
防
衛
線
と
さ
れ
る
リ
ス
ク

委
員
会
の
ト
ッ
プ
に
対
す
る
監
督
機
能
ま
で
賦
与
で
き
る
か
は
疑
問
が
あ
る
。
内
部
監
査
部
署
の
独
立
性
、
専
門
性
を
確
立
・
醸
成
す
る

の
み
で
は
根
本
的
解
決
策
と
は
い
い
切
れ
な
い
。
内
部
監
査
部
署
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｏ
へ
の
報
告
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
監
視
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
独

裁
に
繋
が
る
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
全
て
遮
断
す
る
こ
と
は
経
営
陣
に
迅
速
な
意
思
決
定
を
促
す
べ
く
情
報
を
集
め
さ
せ
、
そ
の
上
で
社
外

（
五
四
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

二
四

取
締
役
会
の
自
立
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
強
化
せ
ん
と
す
る
法
の
要
求
に
関
す
る
矛
盾
と
な
り
か
ね
な
い
。
結
局
は
株
主
あ
る
い
は
利

害
関
係
者
の
利
益
代
表
者
た
る
独
立
社
外
取
締
役
に
よ
りB

oard

の
持
つ
監
視
機
能
を
担
保
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
情
報

に
疎
く
現
場
感
覚
の
乏
し
い
社
外
取
締
役
と
現
場
の
乖
離
を
い
か
に
補
填
す
る
か
が
課
題
の
一
つ
と
な
る
。
こ
の
点
で
二
〇
一
五
年
改
正

会
社
法
が
導
入
し
た
監
査
等
委
員
会
制
度
（
会
社
法
三
二
七
条
一
項
三
号
、
四
項
、
五
項
ほ
か
）
で
は
監
査
等
委
員
会
委
員
の
中
に
常
勤
・
内

部
出
身
者
と
社
外
取
締
役
の
併
存
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
る
局
面
も
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
に

留
ま
ら
ず
、
長
期
的
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
標
榜
す
る
タ
イ
プ
の
組
織
に
適
合
す
る
防
衛
線
モ
デ
ル
と
い
え
よ

う
。
防
衛
線
モ
デ
ル
の
あ
り
方
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
同
様
に
多
様
性
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
と
思
料
さ
れ
る
。
新
し
い
防
衛
線
モ
デ

ル
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
お
い
て
一
層
の
有
効
性
を
発
揮
し
得
よ
う
。
内
部
監
査
部
署
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

限
を
付
与
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
場
合
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
に
対
す
る
牽
制
と
し
て
一
定
の
必
要
性
は
あ
ろ
う
が
、
内
部
監
査
機
能
を
最
重
視
す

る
考
え
方
と
も
取
ら
れ
か
ね
ず
、
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
で
は
否
定
的
に
考
え
ら
れ
よ
う
か
（
私
見
）。

3
．
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
の
内
容

新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
の
内
容
で
は
、
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
自
体
は
全
体
と
し
て
有
効
な
モ
デ
ル
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
監
査
部
署
を

最
後
の
砦
に
す
る
こ
と
は
自
己
矛
盾
で
あ
り
、
取
締
役
会
こ
そ
が
最
後
の
線
（T

he last line of defense.

）
で
あ
る
と
述
べ
る
。
一
線
は

ビ
ジ
ネ
ス
・
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
（B

usiness and O
perating U

nits
）
で
あ
り
、
こ
の
点
は
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
の
枠
組
み
と
同
じ
で
あ
る
。

二
線
は
Ｃ
Ｒ
Ｏ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
そ
し
て
三
線
と
し
て
取
締
役
会
機
能
を
配
す
る
。

二
〇
〇
八
年
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
の
主
因
に
つ
い
て
内
部
監
査
機
能
の
不
足
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
へ
の
従
属
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
因
と
せ
ず
、

そ
も
そ
も
内
部
監
査
機
能
に
対
し
て
そ
こ
ま
で
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
、
最
終
的
に
は
取
締
役
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
問
題
で
あ

（
五
四
一
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

二
五

る
と
原
点
回
帰
し
た
見
解
を
主
張
す
る
。
伝
統
的
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
か
ら
独
自
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
モ
デ
ル
の
展
開
に
よ
っ
て
取
締
役
化
の
有
す
る

五
つ
の
機
能
に
お
け
る
戦
略
な
ど
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
の
修
正
を
念
頭
に
置
い
た
独
自
の
見
解
で
あ
る
が
、
金
融

危
機
の
主
因
に
つ
い
て
の
把
握
の
相
違
で
も
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
含
め
取
締
役
会
の
機
能
を
性
悪
説
と
し
て
そ
の
監
視
を
さ
せ
る
べ
く
内

部
監
査
機
能
の
独
立
性
、
専
門
性
の
強
化
な
ど
一
人
歩
き
さ
せ
る
の
で
な
く
、
性
善
説
的
立
場
か
ら
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
取
締
役
会
を
機

能
さ
せ
る
方
向
で
あ
る
。
社
内
外
の
情
報
は
取
締
役
会
に
集
中
さ
せ
、
そ
の
た
め
の
取
締
役
会
内
部
委
員
会
と
し
て
の
リ
ス
ク
委
員
会
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
保
証
を
担
う
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性
も
出
て
く
る
。

4
．
取
締
役
会
と
リ
ス
ク
委
員
会

新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
に
お
い
て
重
要
な
機
能
を
担
う
リ
ス
ク
委
員
会
（
二
線
）
に
つ
い
て
、
①
リ
ス
ク
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
（R

isk A
ppetite

）
お
よ
び
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
（R

isk T
olerance

）
の
構
築
、
②
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
資
金
洗
浄
）、

B
usiness C

ontingency P
lan

（
非
常
事
態
発
生
後
の
対
応
）
な
ど
、
③
資
本
構
造
や
配
当
政
策
な
ど
の
見
直
し
、
④
投
資
計
画
な
ど
の
戦

略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
決
定
、
⑤
リ
ス
ク
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
監
視
を
掲
げ
て
い
る
。

取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
①
多
く
の
委
員
会
を
通
じ
た
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
監
視
の
責
任
を
定
義
す
る
こ

と
、
②
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
リ
ス
ク
の
経
験
と
専
門
性
（risk experience and expertise

）
を
構
築
す
る
こ
と
、
③
取
締
役
会

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
責
任
を
定
義
す
る
こ
と
、
④
戦
略
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
統
合
を
図
る
こ
と
（Integrate strategy and risk 

m
anagem

ent

）、
⑤
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
独
立
性
の
保
証
を
図
る
こ
と
（A

ssure independence

）
の
五
つ
を
掲
げ
て
い
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
構
築
の
最
優
先

事
項
は
責
任
の
明
確
化
で
あ
る
と
し
、
独
立
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（Independent risk m

anagem
ent

）
態
勢
こ
そ
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
中

核
と
な
り
、
職
務
お
よ
び
報
酬
の
面
の
独
立
性
を
保
っ
て
こ
そ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
取
締
役
会
に
直
接
リ
ス
ク
に
関
す
る
事
項
を
報
告
で
き
る
。
内

（
五
四
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

二
六

部
監
査
部
署
の
独
立
性
、
専
門
性
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
委
員
会
に
お
い
て
こ
う
し
た
独
立
性
、
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
。

内
部
監
査
部
の
専
門
性
強
化
よ
り
も
取
締
役
会
自
体
の
強
化
の
重
要
性
を
述
べ
、
取
締
役
会
を
信
用
な
ら
な
い
組
織
と
し
て
取
締
役
会

に
対
す
る
監
視
機
能
を
強
め
ん
と
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
の
法
の
趣
旨
、
自
治
規
範
に
委
ね
る
こ
と
の
矛
盾
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
、
会

社
法
の
原
点
に
回
帰
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
料
す
る
。
リ
ス
ク
委
員
会
な
ど
の
提
示
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー

を
取
締
役
会
が
承
認
あ
る
い
は
異
議
を
述
べ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
か
か
る
監
視
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
締
役
会
の
強
固
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
政
策
（A
 robust risk m

anagem
ent policy

）
の
内
容
と
し
て
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
の
提
示

（S
tatem

ent of R
isk A

ppetite
）、
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（S

trategic R
isk M

anagem
ent

）、
更
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
に

対
す
る
保
証
（A

ssurance

）
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
る
。
取
締
役
会
の
諸
機
能
の
う
ち
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の
守
り
の
み
な
ら
ず
、
リ

ス
ク
委
員
会
な
ど
が
提
示
し
た
リ
ス
ク
戦
略
に
か
か
る
実
行
性
を
保
証
す
る
こ
と
な
ど
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
重
要
な
実
践
を
掲
げ
て
お
り
、
取
締
役

会
を
単
な
る
独
立
社
外
取
締
役
主
体
も
監
視
・
監
督
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
企
業
価
値
創
造
に
向
け
た
前
向
き
の

組
織
と
想
定
す
る
。
従
っ
て
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
な
ど
が
要
求
し
て
き
た
監
査
委
員
会
の
独
立
性
の
み
で
な
く
、
社
外
取
締
役
自
身
に
は
独
立
性
と

共
に
専
門
性
あ
る
い
は
経
験
が
求
め
ら
れ
る
。

三
つ
目
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
に
対
す
る
保
証
に
関
し
て
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
（the enterprise risk profi le

）
の
要
約
、
そ

の
報
告
、
統
合
さ
れ
た
将
来
展
望
（A

n integrated view

）、
将
来
を
考
え
た
分
析
（F

orw
ard-looking analyses

）、
主
要
業
績
指
標
（K

ey 

perform
ance and risk indicators

）、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
の
決
定
に
関
す
る
実
践
な
ら
び
に
取
締
役
会
の
議
論
や
情
報
収
集
の
十
分
な
時
間

的
余
裕
の
七
つ
を
提
示
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
は
三
線
で
あ
る
内
部
監
査
部
署
に
独
立
性
な
ど
を
求
め
、
元
来
内

部
の
日
常
的
業
務
に
対
す
る
業
務
監
査
を
行
い
一
定
の
少
な
か
ら
ぬ
人
数
の
内
部
人
員
配
置
が
前
提
と
な
る
内
部
監
査
部
署
に
対
し
て
専

（
五
四
三
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

二
七

門
性
、
人
事
面
を
含
め
た
独
立
性
な
ど
の
外
部
要
素
を
入
れ
込
ま
ん
と
し
て
い
る
。
究
極
的
に
概
念
を
追
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
の

検
証
や
実
践
を
待
つ
必
要
も
あ
る
が
、
若
干
の
摩
擦
あ
る
い
は
困
難
性
が
生
じ
る
懸
念
も
あ
る
と
述
べ
る
。

本
提
示
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
と
同
様
の
シ
ン
プ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
最
大
の
課
題
は
多
忙
な
社
外
取

締
役
に
対
し
て
専
門
性
、
当
該
企
業
や
業
界
に
か
か
る
経
験
の
修
得
な
ど
を
如
何
に
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
内
部

監
査
部
署
に
お
い
て
専
門
性
を
備
え
た
人
員
を
要
請
す
る
こ
と
自
体
は
外
部
人
員
の
導
入
も
含
め
て
比
較
的
に
実
践
は
早
い
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
点
は
内
部
監
査
部
署
重
視
型
モ
デ
ル
の
方
が
企
業
は
採
用
し
や
す
い
面
も
あ
ろ
う
（
私
見
）。

5
．
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
の
実
践
な
ら
び
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
│
リ
ス
ク
委
員
会
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

一
体
的
掌
握
│

二
線
（2nd L

ine of D
efense: C

R
O
 and E

R
M
 F
unction 

（and C
om
pliance

））
と
し
て
提
示
さ
れ
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
関
係
に
関
し

て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
用
語
が
出
て
く
る
。
主
に
Ｃ
Ｒ
Ｏ
に
主
要
な
権
限
を
委
ね
、
Ｃ
Ｃ
Ｏ
（C

hief C
onpliance 

O
ffi  cer

）
の
職
務
は
こ
れ
に
包
含
さ
れ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
組
織
は
劣
後
的
あ
る
い
は
不
要
と
す
る
考
え
で
あ
ろ
う
か
（
私

見
）。Ｃ

Ｒ
Ｏ
の
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
の
監
視
（O

versight of B
usiness U

nits

）
の
具
体
例
と
し
て
、
①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
、

プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
当
該
企
業
全
体
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
に
移
す
こ
と
、
②
確
立
さ
れ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
リ

シ
ー
（established risk m

anagem
ent policies

）
な
ら
び
に
基
準
と
な
る
手
続
き
に
従
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

監
視
す
る
こ
と
、
③
組
織
間
の
協
力
と
内
部
的
独
立
性
を
含
め
、
リ
ス
ク
の
計
量
を
図
る
分
析
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
④
全
社
的

な
リ
ス
ク
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（risk exposure

）
に
か
か
る
最
高
レ
ベ
ル
の
説
明
責
任
を
有
す
る
部
署
に
対
す
る
監
視
と
報
告
を
行

（
五
四
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
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（
二
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一
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年
十
二
月
）

二
八

う
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
を
一
体
化
し
て
掌
握
し
、
経
営
戦
略
の
効
率
的
な
実
践
に
向

け
て
協
同
す
べ
き
こ
と
が
Ｃ
Ｒ
Ｏ
を
始
め
と
す
る
リ
ス
ク
委
員
会
の
主
要
な
役
目
で
あ
る
。
法
令
遵
守
あ
る
い
は
損
失
の
回
避
す
べ
き
経

営
陣
の
責
任
（
守
り
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
み
な
ら
ず
、
リ
ス
ク
を
必
要
な
コ
ス
ト
と
し
て
把
握
し
て
適
切
な
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト

（
選
好
）
と
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
（
許
容
）
を
保
つ
こ
と
に
主
点
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
こ
れ
ら
の
諸
機
能
・
部
署
を
い
か
に
有
効
に
機
能

発
揮
さ
せ
る
か
で
あ
り
、
経
営
陣
が
最
適
な
リ
ス
ク
コ
ス
ト
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
・
取
引
価
格
の
設
定
）
を
行
う
た
め
、

Ｃ
Ｒ
Ｏ
が
率
い
る
リ
ス
ク
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
専
門
家
が
監
視
し
て
コ
ン
サ
ル
的
な
役
割
（consultative role

）
を
果
た
す
こ
と
、

日
常
の
最
適
手
段
と
プ
ロ
セ
ス
を
提
示
す
る
こ
と
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
主
要
な
役
割
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

6
．
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
提
示
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
二
面
性
の
維
持

新
た
な
Ｅ
Ｒ
Ｍ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
（
第
一
線
の
防
衛
線
）
は
最
前
線
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機

能
を
担
い
、
新
製
品
開
発
や
新
市
場
開
拓
を
図
る
が
、
そ
の
場
合
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
（a new

 

partner

）
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｏ
が
率
い
る
リ
ス
ク
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
専
門
家
は
監
視
機
能
の
み
な
ら
ず
コ
ン
サ
ル
機
能

も
果
た
す
こ
と
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
に
関
す
る
分
析
、
リ
ス
ク
コ
ス
ト
に
か
か
る
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
日
々
の
良
好
な
経
営
判
断

を
行
う
た
め
の
手
段
と
プ
ロ
セ
ス
を
提
供
す
る
。

取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
を
主
に
し
て
戦
略
面
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

更
に
コ
ン
サ
ル
機
能
、
コ
ス
ト
を
反
映
し
た
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
ま
で
包
含
し
た
も
の
と
し
て
掌
握
す
る
。
社
外
取
締
役
主
体
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
モ
デ
ル
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
監
査
委
員
会
監
査
委
員
な
ど
の
社
外
独
立
性
、
女
性
比
率
や
出
身
業
界
な
ど
多
様
性
、
あ
る
い
は
戦

（
五
四
五
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

二
九

略
面
の
意
思
決
定
に
加
わ
る
た
め
に
必
要
な
研
修
な
ど
が
主
要
な
議
論
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
専
門
性
や
コ
ン
サ
ル
機
能
も
社
外
役
員

中
心
の
取
締
役
会
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
的
な
経
営
意
思
決
定
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
責
任
あ
る
い
は
中
長
期
的
な
経
営
計
画

な
ど
の
最
終
承
認
等
を
主
眼
と
し
て
き
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
重
視
か
ら
の
変
容
を
取
締
役
会
に
迫
る
も
の
と
な
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ン
（
第
一
線
）
と
特
に
取
締
役
会
の
内
部
委
員
会
た
る
リ
ス
ク
委
員
会
（
第
二
線
）
は
協
働
す
る
。
こ
う
し

た
関
係
は
適
度
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（m
ust rem

ain in balance

）。
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
は
期
待
さ
れ
る
経
営
計
画
、

予
算
な
ど
の
範
疇
に
焦
点
を
当
て
る
が
、
リ
ス
ク
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
期
待
が
外
れ
た
場
合
を
念
頭
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
の
リ
ス
ク
担
当
の
一
部
機
能
を
割
譲
し
、
そ
こ
に
取
締
役
会
や
内
部
監
査
部
署
が
入
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
は
コ
ン

サ
ル
機
能
も
担
い
、
経
営
陣
か
ら
の
厳
格
な
独
立
性
も
維
持
で
き
る
。

他
方
で
、
二
線
た
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
あ
く
ま
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責
任
者
）
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
で
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
経
営
執
行

責
任
者
）
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
上
で
明
確
な
取
締
役
会
（
三
線
）
へ
の
報
告
ラ
イ
ン
を
持
つ
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
面
で
求
め
ら
れ
る

Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
独
立
性
の
担
保
と
し
て
は
Ｃ
Ｒ
Ｏ
と
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の
雇
用
と
解
雇
、
業
績
評
価
お
よ
び
報
酬
面
の
決
定
権
限
を
取
締

役
会
が
保
有
す
る
こ
と
で
維
持
で
き
る
。
か
か
る
二
つ
の
役
割
に
つ
い
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
業
務
執
行
役
員
の
不
在
時
に
業
務
執
行
会
議

（executive sessions

）
を
要
求
す
る
権
限
を
含
め
、
明
確
な
関
係
性
を
定
義
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
独
立
性
と
従
属
性
と
い
う
二
面
性
が
保
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
当
該
防
衛
線
モ
デ
ル
で
は
一
線
た
る
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
従
属
す
る
面
と
、
三
線
と
し
て
の
取
締
役
会
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
発
揮
す
べ
く
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
を
監
視
・
監
督

す
る
べ
く
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
独
立
す
べ
き
側
面
と
の
両
者
を
包
含
す
る
内
容
と
な
ろ
う
か
（
私
見
）。
近
時
問
題
と
な
っ
て
い
る
監
査
法
人
が

保
有
す
る
利
益
衝
突
の
懸
念
、
即
ち
会
計
監
査
を
行
い
つ
つ
収
益
と
し
て
経
営
コ
ン
サ
ル
を
同
時
に
請
け
負
う
こ
と
と
同
様
の
リ
ス
ク
が
、

（
五
四
六
）
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第
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）

三
〇

リ
ス
ク
委
員
会
に
コ
ン
サ
ル
機
能
ま
で
付
与
す
る
こ
と
で
生
じ
か
ね
な
い
内
容
と
な
ろ
う
。
Ｃ
Ｒ
Ｏ
に
日
常
的
な
戦
略
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
持
た
せ
、
必
然
的
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
従
属
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
共
に
、
リ
ス
ク
メ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ミ
ス
あ
る
い
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
権
限
を
持
た
せ
る
べ
く
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
独
立
性
も
求
め
ら
れ
る
点
に
関
し
て
、
三
線
で
あ
る
取
締
役
会
に

Ｃ
Ｒ
Ｏ
に
対
す
る
最
終
的
な
監
視
・
監
督
権
限
を
配
す
る
こ
と
で
解
決
を
図
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
に
対
す
る
取
締
役
会
の
保
有
す
る

本
源
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
一
環
と
し
て
概
念
構
築
を
行
っ
て
い
る
。

7
．
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
Ｇ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
の
三
つ
のLevers

、
取
締
役
会
・
経
営
執
行
陣
の
機
能
・
責
任
分
担

⑴　

Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
取
締
役
会
な
ら
び
に
経
営
執
行
陣
の
機
能
・
責
任
分
担

二
〇
〇
八
年
金
融
危
機
以
降
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
、
特
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け
る
経
営
戦
略
・
意
思
決
定
機
能
に
関
す

る
取
締
役
会
の
役
割
が
高
ま
っ
て
き
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
監
視
に
お
け
る
リ
ス
ク
委
員
会
、
監
査
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
に
関
す
る
取
締
役

会
の
役
割
が
焦
点
と
な
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
有
効
性
の
確
認
の
た
め
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
組
織
構
造
と
役
割
、
リ
ス
ク
方
針
と
許
容
限
界
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
と
報
告
な
ど
の
再
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
主
要
論
点
と
し
て
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
監
視
を
行
う
た
め
の
取
締
役

会
の
構
成
員
の
要
件
、
取
締
役
会
の
果
た
す
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
実
務
、
取
締
役
会
が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
あ
る
い
は
主
要
リ
ス
ク
を
い
か
に
監
視
す
る
か
の
三

点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
25
）

。

以
下
で
は
主
と
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
い
て
取
締
役
会
と
執
行
役
員
会
の
双
方
が
果
た
す
役
割
、
責
任
に
つ
い
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
主
要
要
素

（C
om
ponents

）
毎
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
第
一
に
取
締
役
会
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
監
視
の
た
め
の
三
つ
の
主
要
な
手
段
（T

hree L
evers for 

E
R
M
 O
versight

）
と
し
てG

overnance, P
olicy, A

ssurance

（G
P
A
 m
odel

）
が
、
三
つ
の
防
衛
線
の
関
連
に
お
い
て
規
制
当
局
の
期

待
と
取
締
役
会
の
監
視
の
実
務
の
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
締
役
会
は
リ
ス
ク
監
視
全
体
の
責
任
を
担
う
が
、
取
締
役
会

（
五
四
七
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

三
一

内
の
リ
ス
ク
委
員
会
と
し
て
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
す
る
役
割
を
担
い
、
経
営
執
行
陣
か
ら
得
ら
れ
た
報
告
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
当

該
企
業
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
と
増
大
す
る
リ
ス
ク
に
関
す
る
デ
ー
タ
と
分
析
結
果
を
取
締
役
会
へ
提
供
す
る
。
ま
た
経
営
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
層
と
Ｃ
Ｒ
Ｏ
に
対
し
て
も
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
報
告
を
行
う
。
リ
ス
ク
委
員
会
は
内
部
監
査
が
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
要

求
事
項
を
充
足
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
監
査
委
員
会
と
も
連
携
を
図
る
。

第
二
に
取
締
役
会
と
経
営
執
行
陣
と
は
監
視
側
と
監
視
を
受
け
る
側
と
し
て
相
反
す
る
立
場
に
あ
る
が
、
各
々
に
関
す
る
責
任
の
定
義

を
曖
昧
の
ま
ま
と
す
る
と
実
際
に
は
相
互
に
権
限
や
機
能
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
取
締
役
会
が
経
営
陣
の
権
限
等

を
侵
食
し
か
ね
な
い
（m

ay encroach

）。
ひ
い
て
は
経
営
陣
の
決
定
に
つ
い
て
取
締
役
会
が
検
証
し
、
あ
る
い
は
異
議
を
述
べ
る
こ
と
に

支
障
を
生
じ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
実
践
に
関
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
各
構
成
要
素
毎
に
取
締
役
会
（B

oard of 

D
irectors

）
と
経
営
執
行
陣
（E

xecutive M
anagem

ent

）
の
責
任
の
相
違
を
考
察
す
る
。

①
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
経
営
陣
の
構
成
と
役
割
を
確
立
す
る
。
取
締
役
会
は
取
締
役
会
の
構
成
と
役
割

を
確
立
す
る
。
②
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
プ
ラ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
策
定
と
遂
行
、
取
締
役
会
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
進
捗
状
況
を
探
知
す
る
。
③
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
そ
の
確
立
と
確
認
、
取
締
役
会
は
議
論
し

承
認
を
行
う
。
④
リ
ス
ク
方
針
（R

isk P
olicy

）
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
そ
の
策
定
と
遂
行
、
取
締
役
会
は
承
認
と
モ
ニ
タ
ー
を

行
う
。
⑤
経
営
・
リ
ス
ク
戦
略
（B

usiness and R
isk S

trategy
）
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
そ
の
明
確
化
と
実
行
、
取
締
役
会
は
主

要
な
前
提
（key assum

ptions

）
に
異
議
を
述
べ
、
実
行
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
。
⑥
重
要
な
リ
ス
ク
（C

ritical R
isk

）
に
つ
い
て
は
、
経

営
執
行
陣
は
そ
の
管
理
と
測
定
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
の
最
適
化
（optim

ize
）
を
図
り
、
取
締
役
会
は
イ
ン
プ
ッ
ト
と
監
視
を
行
う
。

⑦
リ
ス
ク
の
報
告
（R

isk R
eports

）
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
前
後
関
係
、
分
析
と
主
要
な
点
を
規
定
し
、
取
締
役
会
は
リ
ス
ク
の

（
五
四
八
）
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三
二

主
要
な
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（exposures

）、
例
外
（exceptions

）
お
よ
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
環
（loops

）
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
。
⑧
リ
ス

ク
分
析
（R

isk A
nalytics

）
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
陣
は
定
性
的
・
定
量
的
な
分
析
（qualitative and quantitative analyses

）
を
行
い
、

取
締
役
会
は
そ
の
策
定
と
遂
行
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
（E

R
M
 assurance

）
を
行
い
、
取
締
役
会
評
価
（board assessm

ents

）
の

指
揮
を
執
る
。

⑵　

取
締
役
会
と
リ
ス
ク
委
員
会
の
協
働
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
役
割
・
機
能
と
第
三
の
防
衛
線

取
締
役
会
と
経
営
執
行
陣
が
完
全
に
協
調
し
て
機
能
を
果
た
す
べ
き
領
域
が
あ
り
、
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
の
方
針
（tone from

 the top

）

設
定
な
ら
び
に
誠
実
性
と
誠
意
の
企
業
文
化
を
組
織
に
根
付
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
取
締
役
会
と
し
て
は
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
勧
奨
し
つ
つ
、

権
限
の
な
い
あ
る
い
は
非
論
理
的
な
行
動
は
全
く
許
容
で
き
な
い
（zero tolerance

）。
こ
の
た
め
リ
ス
ク
委
員
会
の
独
立
性
確
保
が
重
要

で
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
主
導
で
リ
ス
ク
機
能
部
署
か
ら
取
締
役
会
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
報
告
ラ
イ
ン
設
定
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
地
位
と
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
執
行
役
員
会
（executive com

m
ittee

）
の
一
員
と
し
て
留
ま
る
が
、
例
外
的
局
面
に
お
い
て
は

Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
自
ら
の
業
務
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
報
酬
に
関
係
な
く
リ
ス
ク
事
項
に
つ
い
て
自
身
の
判
断
で
直
接
取
締
役
会
に
対
し

て
上
程
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
例
外
的
局
面
と
し
て
は
過
剰
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
（excessive risk taking

）、
主
要

な
内
部
不
正
、
重
要
な
業
務
の
利
益
相
反
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
全
社
的
に
影
響
が
及
び
、
当
該
企
業
の
リ
ス
ク
慣
行
を
増
進
さ
せ
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化
に
繋
が
る
。

こ
こ
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
リ
ス
ク
委
員
会
の
位
置
付
け
は
取
締
役
会
の
内
部
委
員
会
で
あ
る
が
、
法
令
違
反
あ
る
い
は
反
倫
理
的
な
事

項
は
あ
く
ま
で
も
取
締
役
会
自
体
で
議
論
・
決
定
す
る
。
そ
の
意
味
で
リ
ス
ク
委
員
会
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
、
経
営
執
行
の
長
で

あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
傘
下
で
あ
る
執
行
役
員
会
の
一
員
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
経
営
監
視
の
側
と
い
う
よ
り
も
経
営
執
行
の
陣
営
に
位
置
付
け

（
五
四
九
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

三
三

ら
れ
る
。
第
三
の
防
衛
線
に
関
連
さ
せ
て
検
討
す
る
と
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
基
本
的
に
は
監
視
・
監
督
機
能
を
担
う
べ
き
取
締
役
会
へ
リ
ス
ク
委

員
会
の
協
議
・
決
定
内
容
を
報
告
し
、
最
終
の
第
三
の
防
衛
線
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
取
締
役
会
に
お
い
て
審
議
を
図
る
こ
と
に

な
る
（
私
見
）。
ま
た
過
剰
な
リ
ス
ク
な
ど
重
大
な
局
面
に
お
い
て
は
Ｃ
Ｒ
Ｏ
が
自
ら
の
判
断
で
直
接
取
締
役
会
へ
上
程
で
き
る
。

ま
と
め
る
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け
る
取
締
役
会
の
役
割
に
つ
き
、
社
外
取
締
役
主
体
で
構
成
さ
れ
る
が
、
不
確
実
性
と
株
主
の
期
待
の
増
大

の
下
で
疑
義
を
唱
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
当
該
企
業
の
日
常
的
な
活
動
に
忙
殺
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
レ
ビ
ュ
ー
す
べ
き
事
項
、
経
営

陣
と
対
話
を
行
う
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
委
員
会
の
活
動
を
通
し
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
監
視
、
企
業
価
値

創
造
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
監
視
の
た
め
の
三
つ
の
主
要
な
手
段
（T

hree L
evers for E

R
M
 O
versight

）

と
し
てG

overnance, P
olicy, A

ssurance

（G
P
A
 m
odel

）
が
あ
る
。
即
ち
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
監
視
活
動
を
組
織
化
す
る
た
め

の
熟
慮
さ
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
、
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
に
関
連
し
た
取
締
役
会
へ
の
期
待
を
明
確
に
述
べ
た
リ

ス
ク
ポ
リ
シ
ー
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性
を
正
確
に
評
価
す
る
た
め
の
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
セ
ス
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
繋

が
り
で
あ
る
。
か
か
る
手
法
を
も
っ
て
取
締
役
会
は
効
果
的
に
規
制
当
局
、
株
主
、
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
に
対
す
る
究
極
的
な
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

⑶　

Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
リ
ス
ク
委
員
長
（
Ｃ
Ｒ
Ｏ
）
の
役
割
の
明
確
化

第
三
の
防
衛
線
で
あ
る
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
向
上
さ
せ
る
上
で
リ
ス
ク
委
員
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
注
視
さ
れ

る
。
就
中
リ
ス
ク
委
員
長
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
（
26
）

。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
自
体
が
ま
だ
新
し
い
概
念
で
あ
り
、

Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
役
割
に
つ
い
て
は
ま
だ
流
動
的
な
も
の
が
あ
る
。
当
該
企
業
の
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
成

熟
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
れ
ば
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
目
指
す
べ
き
目
標
は
リ
ス
ク
を
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
経
営
戦
略
（high-level strategy

）
に
統
合
さ

（
五
五
〇
）
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三
四

れ
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
当
該
企
業
が
経
営
危
機
か
ら
の
回
復
過
程
に
あ
れ
ば
安
定
性
（stability

）
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
不
可
欠
な
業
務
と
な
る
が
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
有
す
る
役
割
全
体
に
つ
い
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
曖
昧
さ

（am
biguity

）
の
故
に
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
果
た
す
べ
き
効
果
が
覆
い
隠
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｏ
（
リ
ス
ク
委
員
長
）
の
役
割
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
す
る
全
社
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
供
と
経
営
陣
に
要

求
さ
れ
る
事
項
の
変
更
へ
の
関
与
、
当
該
組
織
に
お
い
て
分
離
さ
れ
て
い
る
事
業
部
の
横
断
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
統
合
の
確
立

（establishing integrated risk m
anagem

ent

）、
当
該
組
織
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
行
動
の
監
視
な
ら
び
に
組
織
的
な
合
併
に
よ
る
成
長
機
会
の

監
視
、
リ
ス
ク
の
分
析
お
よ
び
デ
ー
タ
管
理
（data-m
anagem

ent

）
の
能
力
の
向
上
、
全
て
の
リ
ス
ク
領
域
と
法
令
違
反
に
お
い
て
取
締

役
会
と
全
社
的
な
レ
ベ
ル
の
報
告
を
行
う
こ
と
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針
の
展
開
と
全
社
的
な
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
の
定
量
化

（quantifying

）、
最
後
に
当
該
企
業
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
利
害
関
係
者
（stakeholders

）
に
伝
達
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
利
害
関

係
者
に
は
規
制
当
局
（regulators

）、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
、
格
付
機
関
（rating agencies

）
と
業
務
提
携
先
が
含
ま
れ
る
。
更
に
Ｃ
Ｒ
Ｏ

の
広
範
な
役
割
に
よ
り
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
三
つ
の
相
互
に
関
連
し
た
克
服
す
べ
き
難
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
①
最
適
な
報
告
体
系
な
ら

び
に
協
働
化
、
②
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
効
果
を
測
定
し
て
主
要
な
利
害
関
係
者
に
伝
達
す
る
こ
と
（C

om
m
unicating the value of E

R
M

）、
③
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
企
業
文
化
に
植
え
付
け
る
こ
と
（Instilling a risk culture

）。
上
記
か
ら
今
後
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
果
た
す
べ
き
機
能
の
進
化

と
し
て
、
①
当
該
企
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
、
経
営
戦
略
と
経
営
目
標
の
具
体
化
、
②
適
切
な
リ
ス
ク
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
展

開
（D

evelop an A
ppropriate R

isk F
ram
w
ork

）、
③
リ
ス
ク
の
当
該
企
業
文
化
へ
の
組
み
込
み
、
④
戦
略
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
こ
と
（B

ecom
e a S

trategic B
usiness P

artner

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｏ
が
あ
く
ま
で
も
経
営
監
視
機
能
で
な
く
、
経
営
執
行
側
に
就
い
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク
委
員

（
五
五
一
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

三
五

会
を
取
締
役
会
の
内
部
委
員
会
と
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
長
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
不
断
の
業
務
担
当
と
し
て
業
務
執
行
取
締
役
（executive 

directors
）
が
担
う
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
点
で
監
査
委
員
会
委
員
長
と
は
明
確
に
異
な
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
項
に
関
し
て
は

Ｃ
Ｒ
Ｏ
も
一
定
の
機
能
を
担
う
が
、
リ
ス
ク
委
員
会
で
最
終
決
定
す
る
の
で
な
く
、
違
法
性
監
査
機
能
も
担
う
監
査
委
員
会
（
監
査
役
会

も
同
様
）
を
含
め
た
取
締
役
会
全
体
で
議
論
・
決
定
す
べ
き
こ
と
と
な
ろ
う
。
Ｃ
Ｒ
Ｏ
は
そ
の
報
告
ラ
イ
ン
を
整
備
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
現
実
の
運
営
で
は
明
ら
か
な
法
令
違
反
の
事
案
と
経
営
判
断
と
な
る
べ
き
事
項
（
著
し
い
不
正
な
ど
）
と
の
境
界
は
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
い
と
思
料
さ
れ
、
こ
こ
に
Ｃ
Ｒ
Ｏ
の
存
在
意
義
が
更
に
高
ま
る
所
以
と
な
ろ
う
か
（
私
見
）。

8
．
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
と
新
た
な
防
衛
線
モ
デ
ル
お
よ
び
Ｅ
Ｒ
Ｍ
型
取
締
役
会

⑴　

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
特
徴

新
し
く
提
示
さ
れ
た
防
衛
線
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
リ
ス
ク
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
し
て
強
固
な
防
塁
（a solid 

bulw
ark

）
を
提
供
す
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
監
査
の
三
分
類
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
幾
つ
か
の
重
要
な
ギ
ャ
ッ
プ
（im

portant gaps

）
が
生
じ
兼
ね
な
い
要
因
が
あ
り
、
更
に
い
え
ば
取
締
役
会
の
機
能
が

全
く
排
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
内
部
監
査
を
取
締
役
会
に
置
き
換
え
て
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
防
衛
線
に
対
す
る
監
視

機
能
の
担
い
手
と
し
て
も
取
締
役
会
が
実
際
に
役
立
つ
こ
と
と
な
ろ
う
。
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
で
は
各
防
衛
線
は
責
任
と
機
能
が
上
手

く
描
写
さ
れ
、
組
織
の
最
善
に
向
け
て
各
々
協
調
し
て
機
能
す
る
（w

ork in concert

）。
取
締
役
会
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
の
三
つ
が
防
衛
的
な
ス
タ
ン
ス
を
超
え
て
戦
略
的
な
視
野
（a strategic perspective

）
を
持
ち
、
企
業
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
機

会
を
上
手
く
活
用
で
き
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
リ
ス
ク
（
27
）

も
軽
減
で
き
る
（m

itigate dow
nside risk

）。

防
衛
線
に
関
す
る
新
し
い
考
え
方
で
は
最
終
の
防
衛
線
で
あ
る
取
締
役
会
の
機
能
・
権
限
を
最
上
位
に
置
く
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
重
視
型

（
五
五
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

三
六

モ
デ
ル
と
な
る
。
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
は
企
業
成
長
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
ば
済
む
の
で
は
な
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
要
因

に
対
す
る
備
え
が
求
め
ら
れ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
型
、
不
実
・
虚
偽
表
示
防
止
型
で
な
く
、
取
締
役
会
の
戦
略
的
機
能
を
重
視

し
た
企
業
価
値
向
上
型
モ
デ
ル
で
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
モ
デ
ル
の
改
良
版
と
い
え
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
標
榜
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
に
お
い
て
こ
の
モ
デ
ル
は
適
合
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
私
見
）。
企
業
組
織
の
実
際
の
形
態
と
し
て
は
監
査
等
委
員
会
型
へ
の
転

換
の
選
択
を
併
せ
て
行
う
こ
と
も
一
案
と
な
ろ
う
。

四
線
型
モ
デ
ル
の
提
案
も
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
決
済
銀
行
）
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
が
、
外
部
か
ら
経
営
陣
あ
る
い
は
取
締
役
会
自
体
に
対
す

る
不
信
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
監
視
を
強
め
る
考
え
方
で
あ
る
。
一
方
原
点
回
帰
モ
デ
ル
は
取
締
役
会
を
本
来
的
監
督
機
能
に
回
帰
さ
せ
、

性
善
説
的
立
場
か
ら
そ
の
自
主
性
を
あ
く
ま
で
重
視
し
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
親
和
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
内
部
監
査
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
関
連
規
定
を
追
加
・
整
備
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
ソ
フ
ト
ロ
ー
規
律
の
強
化
あ
る
い
は
ハ
ー
ド
ロ
ー

化
に
繋
が
ら
な
い
か
、
今
後
の
考
察
と
な
ろ
う
。

⑵　

第
三
の
防
衛
線
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
型
の
取
締
役
会

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
監
視
す
る
機
能
は
内
部
監
査
部
門
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
来
的
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
べ
く
株
主
に
対
す
る
受
託
者

責
任
（F

iducialy D
uty （28
））

を
担
う
取
締
役
会
の
役
割
の
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
に
戦
略
面
の
機
能
を
加
え
て
攻
め
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
含
め
た
広
義
の
監
視
機
能
と
し
て
強
化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
重
視
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
牽
制

機
能
の
み
な
ら
ず
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
る
機
能
も
強
化
さ
せ
る
。
そ
の
意
味
で
は
あ
く
ま
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
の
範
疇

と
し
て
、
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
も
重
視
す
る
改
良
版
と
も
い
え
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
戦
略
面

（
五
五
三
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

三
七

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
加
え
て
立
案
、
策
定
に
も
社
外
取
締
役
が
関
わ
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
型
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
モ
デ
ル
の
実
践
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｍ
型
の
取
締
役
会
を
実
際
に
構
成
す
る
に
は
社
外
取
締
役
を
い
か
な
る
主
旨
で
選
任
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
単
に
人

数
、
独
立
性
の
強
化
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
サ
イ
ド
の
提
示
す
る
議
案
に
取
締
役
会
に
お
い
て
反
対
、
あ
る
い
は
異
議
を
唱
え
て
き
た
か
で
は
な
く
、

取
締
役
会
自
体
を
戦
略
面
の
機
能
に
も
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
モ
デ
ル
と
し
、
そ
の
上
で
企
業
価
値
向
上
に
向
け
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
（
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
、
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
）
が
で
き
る
よ
う
に
取
締
役
会
の
構
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

社
外
取
締
役
が
複
数
選
任
さ
れ
た
場
合
、
当
該
企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
か
増
え
て
い
く
か
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
問
わ
れ

て
い
よ
う
が
、
形
式
的
に
人
数
増
加
が
直
結
す
る
問
題
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
の
社
外
取
締
役
選
任
の
主
旨
を
い
か
に
当
該
企
業
が
設
定

す
る
か
、
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
、
企
業
理
念
あ
る
い
は
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
内
部
統
制
に
お
け
る
統
制
環
境
な
ど
も
踏
ま
え
た
問
題
で
あ
る
。
牽
制
型

を
主
と
す
る
社
外
取
締
役
選
任
で
は
そ
の
独
立
性
を
強
化
さ
せ
、
人
数
増
加
は
戦
略
的
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
増
加
に
は
さ
ほ
ど
貢
献
し
に
く

い
。
た
と
え
ば
コ
ン
プ
ラ
イ
ン
ス
重
視
型
で
法
曹
の
人
材
、
会
計
監
査
担
当
者
な
ど
を
社
外
取
締
役
と
し
て
選
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
牽

制
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
重
視
型
に
基
づ
く
選
任
で
あ
れ
ば
そ
の
独
立
性
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
人
数
を
増
や
す
だ
け
で
は
経
営

戦
略
面
に
お
け
る
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
増
進
に
は
貢
献
し
に
く
い
。
総
じ
て
当
該
企
業
の
経
営
企
画
、
組
織
計
画
の
あ
り
方
と
い
っ
た
定
性

要
因
に
か
か
る
問
題
で
も
あ
り
、
企
業
理
念
や
制
度
設
計
の
前
提
の
検
討
を
欠
い
た
ま
ま
企
業
業
績
と
取
締
役
会
の
人
員
構
成
の
相
関
性

を
定
量
分
析
、
数
値
解
析
し
て
独
立
社
外
取
締
役
の
役
割
・
機
能
に
関
す
る
結
論
を
出
す
と
す
れ
ば
課
題
・
前
提
と
結
果
に
大
き
な
齟
齬

が
生
じ
か
ね
な
い
。
社
外
取
締
役
増
加
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
増
加
に
形
式
的
に
は
有
意
性
、
相
関
性
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当

該
企
業
等
が
戦
略
面
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
意
図
し
つ
つ
、
そ
の
要
求
に
応
え
う
る
資
質
を
持
っ
た
社
外
取
締
役
の
選
任
を
逐
次
図
っ
て
き

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
単
純
に
社
外
取
締
役
の
人
数
が
増
加
し
た
か
ら
当
該
企
業
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
が
増
加
し
て
き
た
と
い
っ
た

（
五
五
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

三
八

正
の
相
関
性
肯
定
に
直
ち
に
は
繋
が
ら
な
い
と
思
料
さ
れ
る
。

付
け
加
え
れ
ば
戦
略
機
能
に
し
て
も
、
社
外
取
締
役
に
立
案
さ
れ
た
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
か
、
新
し
い
リ
ス
ク
テ

イ
ク
の
事
業
の
提
示
・
発
案
を
期
待
す
る
の
か
、
例
え
ば
他
の
業
界
で
培
っ
た
新
し
い
経
営
面
の
視
点
の
導
入
を
期
待
す
る
か
な
ど
社
外

取
締
役
の
戦
略
機
能
に
対
す
る
期
待
の
実
際
の
内
容
、
設
計
が
重
要
と
な
り
、
少
な
く
と
も
人
数
的
な
問
題
の
み
で
は
な
い
。
第
三
の
防

衛
線
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
型
の
取
締
役
会
を
配
置
す
る
本
来
的
な
主
旨
と
関
わ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
活
か
さ
れ
る
基
礎
と
も
な
る
。
更
に
は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
牽
制
機
能
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
体
的
な
検
討
を
図
る
こ
と
は
取
締
役
会
の
戦
略
的
方
針
決
定
の
中

で
考
察
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
型
の
取
締
役
会
の
実
現
に
は
、
独
立
社
外
取
締
役
を
い
か
な
る
主
旨
で
選
任
す
る
か
が
課
題
の
一
つ
と
な
る
。
独

立
社
外
取
締
役
の
人
数
、
独
立
性
、
会
社
提
案
の
議
案
に
反
対
し
た
か
な
ど
で
な
く
、
戦
略
機
能
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た
取
締
役
機
能
と

し
、
そ
の
上
で
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
図
る
べ
く
取
締
役
会
の
構
成
を
図
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に

関
し
取
締
役
会
の
戦
略
的
方
針
決
定
の
中
で
改
め
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
ろ
う
。

第
六
章　

会
社
法
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
ル
ー
プ
内
部
統
制
と
新
た
な
防
衛
線
モ
デ
ル
の
実
践

1
．
二
〇
一
五
年
改
正
会
社
法
に
お
け
る
内
部
統
制
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
社
法
制
化
で
は
三
つ
の
防
衛
線
に
つ
い
て
は
概
し
て
内
部
統
制
の
概
念
に
包
含
さ
れ
る
要
因
が
多
い
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
内
部
統
制
を
強
化

す
る
ほ
ど
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
独
裁
の
強
化
が
懸
念
さ
れ
る
（
内
部
統
制
の
罠
（
29
））。

二
〇
一
五
年
改
正
会
社
法
に
お
け
る
内
部
統
制
、
こ
れ
に
包

含
さ
れ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
し
て
、
新
た
な
防
衛
線
モ
デ
ル
の
実
践
な
ど
を
確
認
し
た
い
。

（
五
五
五
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

三
九

改
正
前
会
社
法
は
、
企
業
集
団
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
会
社
法
施
行
規
則
で
定
め
て
い
た
が
、
改
正
に
よ
り

会
社
法
に
格
上
げ
さ
れ
（
会
社
法
三
四
八
条
三
項
四
号
、
三
六
二
条
四
項
六
号
、
五
項
）、
施
行
規
則
で
は
グ
ル
ー
プ
内
部
統
制
（
会
社
法
施
行
規

則
一
〇
〇
条
一
項
）、
監
査
役
監
査
の
体
制
（
会
社
法
施
行
規
則
一
〇
〇
条
三
項
）
の
具
体
的
内
容
が
定
め
ら
れ
、
運
用
状
況
の
概
要
を
事
業
報

告
書
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
（
会
社
法
施
行
規
則
一
一
八
条
二
項
（
30
））。

2
．
グ
ル
ー
プ
企
業
に
お
け
る
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
と
子
会
社
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

取
締
役
会
を
最
後
の
防
衛
線
と
す
る
場
合
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
に
は
子
会
社
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
含
ま
れ
る
か
、
企

業
集
団
の
内
部
統
制
と
し
て
十
分
カ
バ
ー
さ
れ
る
か
等
が
検
討
さ
れ
る
。
①
取
締
役
会
に
防
衛
線
に
か
か
る
最
終
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
委
譲

す
る
場
合
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
「
損
失
の
危
険
の
管
理
」
と
記
述
さ
れ
、
企
業
価
値
向
上
に
つ
い
て
は
条
文
上
記
述
さ

れ
な
い
。
取
締
役
が
積
極
的
に
リ
ス
ク
を
と
っ
て
経
営
し
た
結
果
損
失
が
発
生
し
た
場
合
に
は
こ
の
条
項
で
一
定
の
対
処
は
で
き
よ
う
が
、

同
業
他
社
比
較
で
み
れ
ば
寧
ろ
損
失
を
こ
の
程
度
に
留
め
た
と
評
せ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
一
定
の
利
益
こ
そ
計
上
は
し
た
も
の
の
同
業

他
社
の
収
益
状
況
な
ど
検
討
す
れ
ば
も
っ
と
利
益
を
計
上
で
き
た
は
ず
、
あ
る
い
は
重
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
逃
し
安
易
に
守
り
の
姿
勢

に
徹
し
た
等
の
場
合
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ら
び
に
「
損
失
の
危
険
の
管
理
」
上
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
戦
略
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら

は
当
該
部
署
の
管
掌
取
締
役
の
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
ケ
ー
ス
も
生
じ
得
る
。「
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
」
の

条
項
に
し
て
も
、
善
管
注
意
義
務
違
反
と
し
て
認
定
す
る
べ
き
基
準
が
明
確
で
な
い
。
会
社
法
上
み
ら
れ
る
「
著
し
く
不
公
正
」（
会
社

法
二
一
〇
条
二
号
（
31
））

の
よ
う
に
「
法
令
・
定
款
違
反
」
と
は
別
に
差
止
請
求
等
を
許
容
す
る
用
語
が
あ
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
更
に
は
内
部
統
制
あ
る
い
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
各
概
念
の
区
分
け
は
、
企
業
経
営
の
実
践
に
立
つ
ほ

ど
境
界
が
不
明
確
な
領
域
と
い
え
る
。

（
五
五
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
〇

ま
た
二
〇
一
六
年
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
コ
ー
ド
）
が
導
入
さ
れ
、
積
極
的
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
向
け
た
報
酬
体
系

見
直
し
、
会
社
補
償
や
役
員
責
任
賠
償
保
険
導
入
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ー
ド
に
留
ま
る
限
り
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
含
め

限
界
が
あ
る
。
企
業
の
自
主
的
規
範
、
定
款
自
治
な
ど
に
委
ね
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
性
善
説
的
に
考
察
し
て
自
主
性
向
上
に
託
す
る
点

で
取
締
役
会
機
能
を
最
終
の
防
衛
線
と
し
て
重
視
す
る
考
え
方
と
は
一
貫
性
が
あ
る
。

②
改
正
会
社
法
に
お
け
る
企
業
集
団
に
か
か
る
内
部
統
制
の
論
点
が
あ
る
（
会
社
法
施
行
規
則
九
八
条
一
項
五
号
イ
│
ニ
、
一
〇
条
一
項
五

号
イ
│
ニ
、
一
一
二
条
二
項
五
号
イ
│
ニ
（
32
））。

当
該
株
式
会
社
な
ら
び
に
そ
の
親
会
社
お
よ
び
子
会
社
か
ら
成
る
企
業
集
団
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
と
し
て
、

会
社
法
施
行
規
則
一
〇
〇
条
五
イ
の
「
報
告
」
に
は
内
部
通
報
の
ほ
か
、
正
規
の
報
告
シ
ス
テ
ム
（
業
務
執
行
、
経
理
報
告
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
報
告
）
も
含
む
広
範
囲
の
も
の
と
理
解
さ
れ
、
子
会
社
の
取
締
役
を
は
じ
め
従
業
者
の
業
務
執
行
に
関
し
て
内
部
通
報
体
制
、
エ

ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
通
常
の
業
務
報
告
体
制
な
ど
を
確
立
し
て
親
会
社
に
報
告
が
届
く
体
制
が
必
要
に
な
る
。
ロ
の

「
損
失
の
危
険
の
管
理
」
は
会
社
の
抱
え
る
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
こ
と
（
リ
ス
ク
セ
ン
サ
ス
）、
認
識
さ
れ
た
リ
ス
ク
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
手
段
、
体
制
（
リ
ス
ク
対
策
）、
リ
ス
ク
が
現
実
化
し
た
場
合
（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
の
対
策
・
対
応
方
法
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
あ
る
（
33
）

。
ハ
の
「
効
率
性
」
確
保
は
、
各
々
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識
・
技
能
が
分
析
さ
れ
、
業
務
を
遂
行
す
る
者
の
選
任

と
能
力
管
理
が
な
さ
れ
、
適
切
な
監
視
活
動
に
基
づ
く
効
果
的
な
評
価
が
行
わ
れ
る
体
制
で
あ
る
。
ニ
の
「
法
令
お
よ
び
定
款
の
適
合
性

確
保
の
体
制
」
は
、
守
る
べ
き
規
範
が
明
確
に
さ
れ
、
関
連
情
報
が
正
確
に
捕
捉
で
き
る
体
制
が
あ
り
改
善
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
。
会
社
の
取
締
役
会
は
イ
か
ら
ニ
を
検
討
し
、
取
締
役
会
と
し
て
何
ら
か
の
決
議
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
会
社
自
ら
が
子
会

社
の
内
部
統
制
を
定
め
る
と
い
う
内
容
で
は
な
い
。
子
会
社
は
別
の
法
人
格
で
子
会
社
の
内
部
統
制
、
業
務
適
合
性
確
保
は
子
会
社
自
身

（
五
五
七
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

四
一

の
自
主
的
判
断
と
決
定
に
よ
り
実
施
す
べ
き
で
、
親
会
社
が
子
会
社
の
独
立
性
を
否
定
し
過
度
の
干
渉
と
な
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

上
場
子
会
社
の
場
合
は
少
数
株
主
の
権
利
保
護
な
ど
も
重
要
と
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
親
会
社
を
純
粋
持
株
会
社
化
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
資
金
管
理
等
に
集
中
し
、
重
要
な
事
業
は
海
外
子
会
社
を
含

む
子
会
社
に
委
ね
る
体
制
が
増
加
し
て
い
る
。
企
業
集
団
の
範
囲
（
連
結
対
象
会
社
、
持
分
会
社
な
ど
重
要
な
関
係
の
あ
る
範
囲
）
で
は
業
務

執
行
の
法
令
定
款
の
適
合
性
を
図
る
べ
き
善
管
注
意
義
務
が
あ
り
、
イ
な
い
し
ニ
記
載
の
も
の
を
含
め
取
締
役
会
は
企
業
集
団
の
業
務
適

正
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
務
で
は
子
会
社
管
理
・
監
督
に
関
し
て
①
親
会
社
取
締
役
あ
る
い
は
監
査
役
な
ど
を
子
会
社
に
派

遣
し
て
実
質
的
に
子
会
社
業
務
に
関
与
す
る
、
②
親
会
社
執
行
役
員
が
子
会
社
代
表
取
締
役
を
通
し
て
実
施
す
る
、
③
親
会
社
の
内
部
監

査
室
と
子
会
社
内
部
監
査
室
が
連
携
・
合
同
し
て
子
会
社
業
務
の
法
令
定
款
適
合
性
を
確
保
す
る
体
制
を
と
る
な
ど
の
手
法
が
採
用
さ
れ

て
い
る
（
34
）

。

3
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
グ
ル
ー
プ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル

「
効
率
性
確
保
」（
ハ
）
の
条
項
の
中
に
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
点
で
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
し
て
管
掌
取
締
役
の

責
任
追
及
を
図
る
こ
と
は
馴
染
ま
な
い
と
考
え
る
（
私
見
）。
特
に
子
会
社
に
お
け
る
積
極
的
な
経
営
判
断
に
か
か
る
ミ
ス
に
関
す
る
親

会
社
の
役
員
の
責
任
追
及
に
つ
い
て
は
、
親
会
社
自
体
の
経
営
責
任
を
親
会
社
の
取
締
役
会
で
追
求
す
る
こ
と
以
上
に
困
難
な
面
が
あ
ろ

う
。
や
は
り
最
終
的
に
は
企
業
の
自
主
性
に
委
ね
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
企
業
グ
ル
ー
プ
経
営
の
実
際
も
鑑
み
る

と
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
か
か
る
責
任
追
及
を
子
会
社
の
経
営
陣
に
行
う
場
合
、
実
際
は
子
会
社
経
営
陣
は
親
会
社

の
指
示
に
従
っ
て
お
り
、
反
面
こ
れ
を
管
理
す
る
親
会
社
の
経
営
陣
に
対
し
て
責
任
追
及
を
図
る
に
も
法
制
度
上
の
限
界
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
改
正
後
の
法
体
系
を
も
っ
て
も
親
会
社
が
グ
ル
ー
プ
内
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
意
の
ま

（
五
五
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
二

ま
に
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
戦
略
・
実
効
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
全
社
的
に
構
築
す
る
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
子
会
社
経
営
陣

を
親
会
社
か
ら
派
遣
す
る
こ
と
、
リ
ス
ク
委
員
と
な
る
社
外
取
締
役
を
派
遣
す
る
な
ど
実
際
的
対
応
が
求
め
ら
れ
、
取
締
役
会
あ
る
い
は

リ
ス
ク
委
員
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
重
視
す
る
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
の
考
え
方
に
立
て
ば
尚
更
で
あ
ろ
う
。
特
に
攻
め
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
局
面
に
お
け
る
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
等
に
は
経
営
判
断
原
則
の
障
壁
が
あ
り
、
会
社
規
律
と
し
て
は
ソ
フ
ト
ロ
ー

た
る
コ
ー
ド
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
要
因
が
強
く
な
る
と
い
え
る
。

し
か
る
に
我
が
国
の
現
状
の
コ
ー
ド
の
内
容
を
み
る
と
内
部
監
査
、
内
部
統
制
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
ま
だ
十
分
な

内
容
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
（
原
則
二
│
五
（
内
部
通
報
）、
原
則
三
│
二
（
外
部
会
計
監
査
人
）、
原
則
四
│
一
（
取
締
役
会
の
役
割
・
責

務
⑴
）、
原
則
四
│
二
（
取
締
役
会
の
役
割
・
責
務
⑵
）、
原
則
四
│
三
（
取
締
役
会
の
役
割
・
責
務
⑶
）、
原
則
四
│
四
（
監
査
役
及
び
監
査
役
会
の
役

割
・
責
務
）
な
ど
）。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
標
榜
し
つ
つ
、
実
際
は
人
数
や
多
様
性
あ
る
い
は
筆
頭
独
立
取
締
役
制
度
な
ど
社
外
取
締
役

の
機
能
あ
る
い
は
構
成
、
報
酬
体
系
、
取
締
役
会
評
価
な
ど
の
面
に
は
意
を
用
い
て
い
る
が
、
肝
心
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
か
か
る
戦

略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
取
締
役
の
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
な
ど
に
関
す
る
コ
ー
ド
の
内
容
は
十
分
で
は
な
い
と
思
料
さ
れ

る
。
ま
た
親
子
会
社
法
制
の
検
討
は
会
社
法
上
の
大
き
な
議
論
と
し
て
継
続
し
て
い
る
が
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
す
る
論
点
の
あ
る

こ
と
も
提
示
し
て
お
き
た
い
。

（
五
五
九
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

四
三

第
七
章　

三
つ
の
防
衛
線
とF

inT
ech

関
連
法
制
な
ら
び
に
日
本
型
取
引
慣
行

│
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
化
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
銀
行
法
改
正
、
業
態
か
ら
機
能
重
視
へ
│

1
．FinTech
と
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
化

三
つ
の
防
衛
線
に
関
連
し
て
新
た
な
考
察
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、F

inT
ech

（F
inancial T

echnology

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
）
台
頭
と

金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
変
化
の
動
向
が
あ
る
。
成
長
戦
略
の
一
環
か
らF

inT
ech

、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
に
対
応
し
た
銀
行
法
改
正
も

出
さ
れ
て
い
る
。
①
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
関
し
て
、
英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
（
金
融
行
為
規
制
機
構
）
で
はR

egulatory S
andbox

（
規
制
の
砂
場
（
35
））

の
治

験
が
進
み
（
36
）

、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
は
時
間
が
か
か
り
技
術
革
新
に
対
応
し
に
く
く
現
状
法
制
度
を
前
提
に
進
め
る
考
え
方
で
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
が

重
要
度
を
増
す
中
で
我
が
国
も
各
省
庁
横
断
的
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
②
決
済
分
野
な
ど
の
銀
行
法
改
正
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ

（A
pplication P

rogram
m
ing Interface （37

））
に
よ
り
銀
行
の
特
殊
性
・
重
要
性
の
相
対
的
低
下
が
進
み
、
伝
統
的
金
融
業
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、

決
済
・
融
資
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
提
供
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
（F

inancial Inclusion

金
融
包
摂
）。
③
金
融
規
制
で

は
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
（G

lass-S
teagall A

ct 

一
九
三
三
年
銀
行
法
）
復
活
の
議
論
も
あ
る
が
（
銀
証
分
離
、
大

手
銀
行
に
厳
格
な
規
制
、
中
小
銀
行
に
緩
和
し
て
経
済
成
長
を
指
向
（
38
））、

全
般
的
に
業
務
範
囲
の
規
制
緩
和
に
向
か
い
、
静
態
的
業
態
区
分
か
ら

機
能
面
に
着
目
し
た
内
容
を
目
指
し
、R

egulatory A
rbitrage

（
規
制
の
裁
定
）
を
防
ぐ
横
断
的
規
制
体
系
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
、
金
融
機
関
は
分
散
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
に
向
か
う
と
み
ら
れ
る
。
銀
行
子
会
社
等
の

業
務
範
囲
規
制
と
し
て
柔
軟
性
や
拡
張
性
に
欠
け
る
限
定
列
挙
方
式
を
採
用
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
六
年
五
月
銀
行
法
改
正
に
お
い
て
ベ

ン
チ
ャ
ー
等
出
資
を
認
可
す
る
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
、
決
済
高
度
化
を
進
め
る
改
正
も
な
さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
五
月
改
正
に
よ
り

（
五
六
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
四

Ａ
Ｐ
Ｉ
を
進
め
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
、F

inT
ech

業
者
を
電
子
決
済
等
代
行
業
者
と
し
て
法
的
位
置
付
け
を
安
定
さ
せ
、
登
録
制
の
導

入
を
図
っ
た
。
邦
銀
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
環
境
が
整
いF
inT
ech

対
応
を
進
め
、
ネ
ッ
ト
決
済
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す

る
方
向
に
あ
る
（
39
）

。
F
inT
ech

進
展
の
対
応
と
し
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
対
処
も
重
要
と
な
り
、F

inT
ech

や
横
断
的
・
分
散
型
指
向
に
対
す
る
三
つ
の
防
衛
線

構
築
が
新
た
に
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
集
権
的
な
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
の
持
株
会
社
と
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
あ
る
い
は
監
査
役

会
設
置
会
社
の
子
銀
行
間
に
よ
る
迅
速
・
効
率
性
追
求
型
の
防
衛
線
モ
デ
ル
か
ら
、
分
散
型
業
務
・
組
織
に
お
け
る
防
衛
線
あ
る
い
は
グ

ル
ー
プ
内
部
統
制
・
内
部
監
査
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
新
た
な
防
衛
線
モ
デ
ル
は
取
締
役
会
の
機
能
を
主
体
と
し
、
そ
の
構
成
や
役
割

に
つ
い
て
柔
軟
に
設
計
し
得
る
と
思
料
す
る
。

2
．
日
本
型
取
引
慣
行
とFinTech
関
連
法
制
な
ら
び
に
三
つ
の
防
衛
線
の
展
望

⑴　

FinT
ech

と
契
約
・
取
引
理
論
の
突
合

F
inT
ech

台
頭
に
よ
る
従
来
の
日
本
型
取
引
慣
行
の
変
容
の
可
能
性
な
ど
を
考
察
し
て
み
た
い
。
日
本
型
取
引
慣
行
に
お
い
て
は
（
40
）

、
宍

戸
善
一
教
授
に
よ
れ
ば
取
引
当
事
者
の
同
質
性
の
要
因
が
加
わ
り
、
取
引
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
時
に
は
あ
ま
り
詳
細
を
契
約
に
お
い
て

定
め
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
取
引
と
契
約
の
乖
離
が
生
じ
、
完
全
合
意
条
項
（entire agreem

ent （41
））

の
扱
い
も
変
容
し
て
く
る
。

同
質
性
が
高
い
当
事
者
間
で
契
約
の
詳
細
度
を
高
め
る
必
要
性
が
な
け
れ
ば
不
必
要
な
コ
ス
ト
を
省
け
る
の
で
合
理
的
で
あ
り
、
契
約

が
米
国
企
業
間
の
よ
う
に
詳
細
に
な
る
こ
と
が
決
し
て
望
ま
し
い
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
積
極
的
な
介
入
が
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
但
し
完
全
合
意
条
項
に
つ
い
て
和
文
、
英
文
が
異
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
質
性
自
体
に
か
か
る
問
題
と
な

る
（
42
）

。

（
五
六
一
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

四
五

F
inT
ech

に
関
し
て
、
金
融
グ
ル
ー
プ
とF

inT
ech

の
業
態
は
元
来
が
異
質
な
も
の
で
あ
り
（
非
同
質
性
）、
今
後
は
取
引
と
契
約
の

一
体
化
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
ろ
う
（
私
見
）。
新
た
な
合
理
的
取
引
慣
行
の
あ
り
方
が
金
融
グ
ル
ー
プ
とF

inT
ech

の
間

で
問
わ
れ
て
く
る
。
今
後
は
宍
戸
善
一
モ
デ
ル
で
い
え
ば
、
関
係
特
殊
的
か
つ
非
同
質
的
モ
デ
ル
（
第
一
象
限
）
の
契
約
的
ガ
バ
ナ
ン
ス

類
型
、
ま
た
は
非
関
係
特
殊
的
か
つ
非
同
質
的
モ
デ
ル
（
第
二
象
限
）
の
ア
メ
リ
カ
的
取
引
慣
行
類
型
に
ま
で
、
我
が
国
のF

inT
ech

を

加
え
た
金
融
グ
ル
ー
プ
の
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
行
き
着
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
の
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で

い
か
に
再
検
討
す
る
か
が
次
の
課
題
に
な
る
。

⑵　

FinT
ech

参
入
・
連
携
後
の
金
融
グ
ル
ー
プ
と
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル

F
inT
ech

を
加
え
た
金
融
グ
ル
ー
プ
と
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
非
同
質
的
モ
デ
ル
を
前
提
と
す
れ
ば
内
部
昇
格
的
な
人
材

育
成
を
基
礎
と
す
る
専
門
性
強
化
で
は
な
く
、
外
侮
導
入
を
主
と
す
る
専
門
性
向
上
がF

inT
ech

に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

評
価
態
勢
の
防
衛
線
強
化
に
求
め
ら
れ
る
。
従
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
で
は
第
三
の
防
衛
線
を
内
部
監
査
部
と
し
、

そ
の
独
立
性
や
専
門
性
を
強
化
せ
ん
と
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
内
部
監
査
部
門
長
は
内
部
監
査
部
を
統
括
し
て
十
分
な
知
識
を
有
す
る
こ

と
、
複
雑
で
進
歩
の
著
し
いF

inT
ech

技
術
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
非
取
締
役
で
あ
る
べ
き
内
部
監
査
部
門
長
を
常

に
社
外
取
締
役
あ
る
い
は
外
部
監
査
人
に
も
匹
敵
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
社
外
専
門
家
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

内
部
昇
格
あ
る
い
は
研
修
に
よ
り
内
部
監
査
部
門
長
を
育
成
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
従
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
の
三
つ
の
防
衛

線
モ
デ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
は
、
制
度
設
計
に
一
層
の
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
重
視
し
て
最
後
の
防
衛
線
と
す
る
新
し
い
考
え
方
か
ら
は
、
社

外
取
締
役
と
し
て
専
門
性
を
有
す
る
人
材
を
配
す
れ
ば
よ
く
、
取
締
役
会
主
体
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
・
評
価
の

（
五
六
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
六

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
す
る
こ
と
で
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
受
容
可
能
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
策
定
で
き
よ
う
。
あ
え
て
言
え
ば
内
部
監
査

部
に
あ
る
い
は
こ
れ
に
相
当
す
る
部
署
自
体
の
必
要
性
を
否
定
し
て
廃
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
監
視

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
当
然
必
要
に
な
り
、
専
門
家
養
成
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
第
三
の
防
衛
線
と
し
て
の
役
割
の
担
い
手
を
取

締
役
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
に
委
ね
る
と
の
主
旨
に
な
る
。
従
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
に
も
増
し
て
、
内
部
監
査
の

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
先
と
し
て
取
締
役
会
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
報
告
先
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
な
背
理

と
な
る
こ
と
が
一
層
明
確
化
し
よ
う
（
43
）

。

ま
た
外
部
監
査
人
や
外
部
規
制
当
局
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
を
図
る
四
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
で
は
、
異
質
な
外
部
人
材
の
専
門
性
を
重

視
す
る
こ
と
に
な
るF

inT
ech

と
の
融
合
・
提
携
に
関
し
て
は
親
和
す
る
面
も
あ
る
が
、
規
制
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
し
、
自
己
規
律
型

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
進
め
る
と
い
っ
た
そ
も
そ
も
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
理
念
か
ら
は
相
反
す
る
懸
念
が
あ
る
（
私
見
）。

⑶　

FinT
ech

と
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
仮
説
の
敷
衍
の
試
論
な
ら
び
に
三
つ
の
防
衛
線

銀
行
業
界
は
メ
ガ
バ
ン
ク
毎
に
こ
れ
ま
で
シ
ス
テ
ム
開
発
は
異
な
り
、
銀
行
統
合
で
は
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発

会
社
と
は
関
係
維
持
型
で
、
目
的
面
の
長
期
継
続
的
関
係
の
構
築
契
約
類
型
の
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
仮
説
に
よ
れ
ば
汎

用
、
共
通
部
品
の
増
加
に
よ
り
取
引
の
透
明
性
の
向
上
と
契
約
の
フ
ォ
ー
マ
ル
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
相
手
企
業
と
の
取
引
関
係
が
あ
る

場
合
の
み
成
果
を
増
加
さ
せ
る
投
資
を
関
係
特
殊
的
投
資
と
い
う
が
、F

inT
ech

は
互
換
性
が
強
く
、
そ
も
そ
も
該
当
し
な
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
短
期
的
に
は
当
面
は
金
融
グ
ル
ー
プ
とF

inT
ech

の
契
約
は
あ
る
程
度
拘
束
、
閉
鎖
的
な
内
容
と
な
る
可
能
性
は

あ
る
、
金
融
技
術
自
体
の
互
換
性
は
従
来
の
シ
ス
テ
ム
開
発
よ
り
も
高
ま
り
、
そ
の
主
導
権
も
先
ず
はF

inT
ech

側
に
あ
ろ
う
。
受
注

開
発
で
な
く
金
融
グ
ル
ー
プ
側
が
か
か
る
技
術
面
に
適
合
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
面
も
出
て
く
る
。
長
期
的
な
継
続
的
関
係
構
築
、
関
係

（
五
六
三
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

四
七

的
契
約
締
結
に
よ
る
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
の
解
決
機
能
も
低
下
し
、
機
会
主
義
的
行
動
を
と
り
か
ね
な
い
面
が
あ
る
。
こ
れ
を
持
合
株

式
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
化
に
よ
り
解
決
・
拘
束
す
る
こ
と
もF

inT
ech

企
業
側
か
ら
み
れ
ば
決
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま

で
取
引
契
約
締
結
の
内
容
に
関
わ
る
。
従
来
の
日
本
的
取
引
慣
行
契
約
か
ら
米
国
型
の
詳
細
な
契
約
の
書
面
化
、
書
式
の
戦
い
、
基
本
契

約
の
ウ
エ
イ
ト
低
下
に
も
繋
が
り
得
る
問
題
で
あ
る
。
紛
争
解
決
規
準
と
し
て
の
契
約
、
法
規
範
、
責
任
分
担
の
取
り
決
め
等
の
明
確
化

が
求
め
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
モ
ジ
ュ
ー
ル
仮
説
は
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

中
央
集
権
的
な
従
来
の
金
融
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、F
inT
ech

を
加
え
た
横
断
的
、
非
支
配
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
基
礎
と
す
る
新
た
な
グ

ル
ー
プ
関
係
と
な
る
と
、
仮
に
関
係
維
持
あ
る
い
は
関
係
特
殊
的
投
資
型
で
も
契
約
内
容
は
厳
格
化
、
訴
訟
上
の
対
応
も
想
定
さ
れ
、
基

本
契
約
も
短
期
的
、
個
別
契
約
の
見
直
し
を
念
頭
に
置
い
た
新
し
い
取
引
類
型
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
自
動
車
と
電
機
業
界
と
い

う
旧
来
型
の
産
業
を
対
象
と
し
た
従
来
の
研
究
蓄
積
・
調
査
を
前
提
と
す
る
日
本
型
取
引
慣
行
の
日
本
私
法
学
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

F
inT
ech

と
金
融
グ
ル
ー
プ
の
取
引
、
契
約
の
あ
り
方
に
敷
衍
し
て
検
討
を
進
め
た
。
今
後
は
新
し
い
取
引
類
型
も
含
め
、
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
と
し
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
よ
う
。

3
．
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
と
日
本
型
取
引
慣
行
な
ら
び
にFinTech

関
連
法
制
の
整
備

日
本
型
取
引
慣
行
の
議
論
を
踏
ま
え
てF

inT
ech

関
連
法
制
と
防
衛
線
モ
デ
ル
の
考
察
を
進
め
た
い
。

⑴　

FinT
ech

関
連
法
制
の
整
備

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
仮
説
の
考
え
方
は
今
後
の
金
融
グ
ル
ー
プ
とF

inT
ech

の
業
態
・
取
引
の
あ
り
方
に
も
当
て
は
ま
る
面
が
あ
る
。
金

融
庁
はF
inT
ech

普
及
を
目
指
し
、
関
連
法
を
再
編
し
て
二
〇
一
八
年
度
以
降
に
新
た
な
法
体
系
を
整
備
す
る
方
針
で
あ
る
。
決
済
・

送
金
等
の
業
務
を
同
一
の
法
律
に
よ
り
規
制
・
監
督
し
、
銀
行
と
Ｉ
Ｔ
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
競
争
を
促
進
さ
せ
る
。
現
行
法
制
で
は
業
態
毎

（
五
六
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
八

に
規
制
が
な
さ
れ
、
縦
割
り
規
制
で
競
争
条
件
が
揃
わ
な
い
。
金
融
庁
は
同
一
サ
ー
ビ
ス
に
は
同
一
の
規
制
を
か
け
銀
行
とF

inT
ech

企
業
の
連
携
促
進
を
図
る
方
針
で
あ
る
。

近
時
の
銀
行
法
改
正
を
み
る
と
、
二
〇
一
六
年
五
月
二
日
成
立
し
た
「
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
銀

行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
は
、
①
金
融
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
に
お
け
る
銀
行
持
株
会
社
等
が
果
た
す
べ
き
機
能
の
明
確
化
、

②
金
融
グ
ル
ー
プ
内
の
共
通
・
重
複
業
務
の
集
約
等
の
容
易
化
、
③
金
融
関
連
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
出
資
の
柔
軟
化
、
④
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

利
用
に
つ
い
て
の
苦
情
処
理
体
制
の
整
備
、
⑤
仮
想
通
貨
へ
の
対
応
（
仮
想
通
貨
の
売
買
な
ど
を
業
と
し
て
行
う
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る

登
録
制
・
規
制
等
の
導
入
）
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
五
月
二
六
日
成
立
し
た
「
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
は
、
①
電
子
決
済
等
代
行
業
者
（
中
間
的
業
者
）
に
対
す
る
登
録
制
導
入
、
②
銀
行
等
に
よ
る
電
子
決
済
等
代
行
業
者
と
の
契
約
締
結

基
準
の
作
成
・
公
表
と
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
禁
止
、
③
銀
行
と
電
子
決
済
等
代
行
業
者
と
の
連
携
お

よ
び
協
働
（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の
促
進
を
図
る
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
（
44
）

。

従
前
は
銀
行
法
に
よ
り
電
子
決
済
や
電
子
商
取
引
へ
の
銀
行
本
体
に
よ
る
参
入
が
認
め
ら
れ
ず
、
二
〇
一
七
年
四
月
施
行
の
改
正
銀
行

法
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
日
成
立
「
情
報
通
信
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」）
に
よ
っ
て
金

融
持
株
会
社
に
よ
る
事
業
会
社
へ
の
出
資
が
解
禁
さ
れ
た
（
改
正
銀
行
法
一
六
条
の
二
、
五
二
条
の
二
三
な
ど
）。
も
っ
と
も
出
資
先
に
対
し

て
も
同
法
の
網
が
か
か
り
、
改
正
法
下
で
も
外
部
と
の
連
携
が
し
に
く
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
今
般
異
業
種
側
に
は
登
録
制
（
改
正
銀

行
法
五
二
条
の
六
一
の
二
、
五
二
条
の
六
一
の
五
等
）
の
み
で
参
入
を
認
め
る
な
ど
緩
和
を
図
り
、
利
用
者
に
対
す
る
説
明
等
（
同
五
二
条
の

六
一
の
八
）、
銀
行
と
の
契
約
締
結
義
務
（
同
五
二
条
の
六
一
の
一
〇
）
も
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
促
進
の
観
点
か
ら
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
措
置
（
同
五
二
条
の
六
一
の
一
一
等
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
五
月
二
六
日
成

（
五
六
五
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

四
九

立
「
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
45
）」）。

現
状
の
金
融
法
制
は
業
態
毎
に
業
務
が
制
限
さ
れ
、
銀
行
法
、
資
金
決
済
法
（
電
子
マ
ネ
ー
業
者
）、
割
賦
販
売
法
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

業
者
）
の
規
制
が
混
在
し
縦
割
り
行
政
で
競
争
条
件
が
揃
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
金
融
庁
は
新
法
策
定
を
検
討
し
、
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら

な
い
業
種
横
断
的
な
規
制
の
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。
銀
行
側
と
し
て
も
共
通
の
参
入
条
件
が
整
え
ら
れ
、
消
費
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
、F

inT
ech

企
業
に
よ
る
銀
行
の
顧
客
、
口
座
情
報
活
用
が
進
展
す
る
。
異
業
種
参
入
拡
大
な
ら
び
に
銀
行
とF

inT
ech

の
連
携

促
進
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
創
造
と
利
用
者
保
護
が
指
向
さ
れ
て
い
る
（
46
）

。

⑵　

仮
想
通
貨
の
将
来
お
よ
び
関
連
法
制
の
問
題
点

①
二
〇
一
七
年
改
正
資
金
決
済
法
二
五
条
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
関
す
る
内
閣
府
令
一
六
条
二
項
に
お
い
て
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
コ
イ
ン
が
仮

想
通
貨
、
電
子
マ
ネ
ー
の
い
ず
れ
か
が
不
明
、
②
銀
行
の
自
前
の
仮
想
通
貨
が
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
、
法
定
仮
想
通
貨
に
劣
後
す

る
怖
れ
、
③
銀
行
が
情
報
イ
ン
フ
ラ
提
供
者
と
堕
す
る
土
管
（dum

b pipe

）
化
の
懸
念
、
④
メ
ガ
バ
ン
ク
同
士
の
連
携
は
国
際
調
和
の
視

点
か
ら
逆
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
を
招
来
し
か
ね
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
47
）

。
今
後
の
仮
想
通
貨
の
法
整
備
に
関
し
て
米
国
で
は
、
①
歳
入
庁

（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）
はproperty

と
分
類
し
て
課
税
し
規
制
の
不
一
致
・
矛
盾
に
繋
が
る
懸
念
が
あ
る
。
②
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
Ｍ
Ｌ
／
Ｆ
Ｔ
）

等
違
法
な
資
金
移
動
・
決
済
に
使
用
さ
れ
る
責
任
に
つ
い
て
、
銀
行
な
ど
市
場
参
加
者
に
規
制
上
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
か
疑

問
と
な
る
。
③
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
モ
デ
ル
法
と
し
て
二
〇
一
七
年
仮
想
通
貨
ビ
ジ
ネ
ス
統
一
規
制
法
（U

niform
 R
egulation of 

V
irtual-C

urrency B
usiness A

ct U
R
V
C
B
A

）
が
提
示
さ
れ
た
（
48
）

。
連
邦
地
裁
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
建
て
投
資
ビ
ー
ク
ル
を
米
国
連
邦
証
券
法

の
投
資
契
約
（investm

ent contract

）
に
該
当
す
る
と
判
示
し
（S

E
C
 v. S

havers, 

二
〇
一
三
年
（
49
））、

ま
た
米
国
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
商
品
先
物
委
員

会
）
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
商
品
先
物
取
引
法
の
規
制
対
象
の
商
品
（com

m
odities

）
に
該
当
し
同
法
違
反
と
す
る
（
二
〇
一
五
年
（
50
））。

（
五
六
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
〇

⑶　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
とFinT

ech

な
ら
び
に
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル

金
融
庁
の
方
針
に
沿
っ
て
銀
行
とF

inT
ech

に
対
し
て
同
一
の
法
律
を
適
用
す
る
施
策
が
採
用
さ
れ
れ
ば
両
者
間
に
同
質
性
が
高
ま

る
方
向
に
な
り
、
関
係
特
殊
的
な
要
因
が
強
け
れ
ば
正
に
日
本
型
の
取
引
慣
行
モ
デ
ル
（
関
係
特
殊
的
、
同
質
的
）
に
、
ま
たF

inT
ech

の

独
立
性
が
強
ま
れ
ば
市
場
型
継
続
的
取
引
モ
デ
ル
（
非
関
係
特
殊
的
、
同
質
的
）
に
向
か
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
分
散
型
管
理
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
基
礎
と
す
るF

inT
ech

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
業
務
提
携
し
た

場
合
、
完
全
子
会
社
に
よ
る
中
央
集
権
的
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
か
ら
緩
や
か
な
グ
ル
ー
プ
結
合
に
移
行
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

特
に
内
部
監
査
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
す
る
と
専
門
性
を
銀
行
内
の
み
で
恒
常
的
に
養
成
す
る
こ
と
は
困

難
を
伴
う
。
銀
行
に
よ
るF

inT
ech

の
グ
ル
ー
プ
内
取
り
込
み
あ
る
い
は
自
社
開
発
も
指
向
さ
れ
よ
う
が
、
元
来
が
装
置
産
業
た
る
銀

行
とF

inT
ech

ベ
ン
チ
ャ
ー
で
は
開
発
基
盤
、
コ
ス
ト
、
開
発
ス
ピ
ー
ド
等
に
お
い
て
双
方
に
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
両
面
で
相
違
が
あ
る
。

同
質
化
の
進
展
、
コ
ス
ト
低
減
か
ら
内
部
監
査
業
務
の
一
部
外
注
化
・
共
通
化
、
関
係
会
社
と
し
て
分
離
が
進
む
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ

の
場
合F

inT
ech

関
連
対
象
業
務
に
は
更
な
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
、
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。
第
三
の
防
衛
線
に
内
部
監
査
部
署
を
配

す
る
考
え
で
な
く
、
内
部
監
査
部
署
は
リ
ス
ク
委
員
会
の
統
轄
、
報
告
ラ
イ
ン
の
下
に
設
定
し
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
最

終
の
防
衛
線
に
配
置
す
る
い
う
新
し
い
防
衛
線
モ
デ
ル
が
合
理
性
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
内
部
監
査
、
リ
ス
ク
委
員
会
共
に
本

来
は
業
務
監
視
機
能
と
し
て
よ
り
も
業
務
執
行
部
署
に
位
置
付
け
ら
れ
、
か
か
る
モ
デ
ル
の
理
念
と
の
親
和
性
も
存
す
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
更
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
（internet of 

things

）、
Ｐ
Ｆ
Ｍ
（personal fi nancial m

anagem
ent

）
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（inform

ation and com
m
unication technology 

先
進
的
情
報
通
信
技
術
）

を
駆
使
し
、
企
業
と
繋
が
り
や
す
く
な
っ
た
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
（
個
人
）
が
支
援
・
取
引
先
を
選
定
す
る
こ
と
で
新
し
い
企
業
価
値
評
価
、

（
五
六
七
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

五
一

関
係
作
り
が
創
造
さ
れ
る
（
51
）

。
関
係
特
殊
的
と
称
す
る
内
容
の
変
容
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、F

inT
ech

進
展
を
通
じ
て
大
衆
化
・
同
質

性
拡
大
、
非
専
門
化
の
傾
向
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
規
制
当
局
も
登
録
制
の
採
用
、
金
融
業
界
へ
の
参
入
障
壁
の

低
減
、
銀
行
に
よ
る
出
資
の
拡
大
容
認
な
ど
法
改
正
を
進
め
、
追
認
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
適
切
な
金
融
取
引
が
確
保
で
き
る
か
、
公
正

な
取
引
慣
行
の
維
持
も
課
題
の
一
つ
に
な
る
。
金
融
機
関
側
の
防
衛
線
モ
デ
ル
も
分
散
化
、
同
質
化
を
前
提
と
し
た
内
容
に
変
化
し
、
取

締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
中
央
集
権
的
な
持
株
会
社
体
制
維
持
か
ら
分
散
型
か
つ
法
制
度
の
異
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に

い
か
に
適
合
し
た
も
の
と
な
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

関
係
特
殊
的
を
維
持
（
連
携
、
関
係
・
子
会
社
化
）
ま
た
は
非
関
係
特
殊
的
の
下
に
同
質
化
が
進
も
う
が
、
他
方
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に

よ
り
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、
拡
張
化
、
更
に
複
線
化
が
図
ら
れ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
52
）

。
種
々
の
類
型
も
想
定
さ
れ
る
た
め
一
概
に
パ

タ
ー
ン
化
は
し
難
い
が
、
特
に
非
関
係
特
殊
的
・
同
質
化
が
進
む
場
合
は
内
部
監
査
の
外
注
化
、
標
準
化
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
用
い
た
取
引
が
普
及
す
れ
ば
情
報
処
理
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
重
要
に
な
り
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
か

ら
国
際
的
な
調
和
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
規
律
と
し
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
整
備
が
必
要
に
な
り
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
発
行
限
度
の
よ
う
に

政
府
に
よ
り
法
規
と
し
て
決
定
さ
れ
て
き
た
事
柄
が
シ
ス
テ
ム
主
宰
者
に
よ
り
コ
ー
ド
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
53
）

。
コ
ー
ド
の
内

容
も
法
規
範
に
近
い
も
の
か
ら
限
定
さ
れ
た
領
域
の
も
の
ま
で
区
々
に
わ
た
る
が
、
業
際
で
グ
ロ
ー
バ
ル
なF

inT
ech

に
対
す
る
ソ
フ

ト
ロ
ー
に
よ
る
規
律
付
け
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
も
重
要
と
な
る
。

新
し
い
防
衛
線
に
か
か
る
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
は
従
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
モ
デ
ル
よ
り
もF

inT
ech

を
取
り

込
み
、
あ
る
い
は
連
携
し
た
場
合
の
分
散
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
経
営
や
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
も
柔
軟
に
適
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

よ
う
。

（
五
六
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
二

第
三
の
防
衛
線
と
し
て
、
最
終
的
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
内
部
監
査
に
委
ね
る
か
、
リ
ス
ク
委
員
会
を
含
む
取
締
役
会
と
す
る

か
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
常
勤
の
社
員
と
し
て
業
務
執
行
責
任
者
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
へ
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
構
築
の
必
要
性

（
二
次
的
な
ラ
イ
ン
に
せ
よ
）
が
存
在
し
、
後
者
で
は
常
勤
性
の
欠
如
を
（
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
利
用
は
あ
る
が
）
い
か
に
補
完
・
構
成
す
る

の
か
が
問
題
と
な
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
か
か
る
リ
ス
ク
テ
イ
ク
と
い
っ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
否
を
内
部
統
制
の
問
題
と
し
て
業
務
執

行
サ
イ
ド
で
あ
る
内
部
監
査
部
署
に
委
ね
る
の
は
、
自
主
的
な
監
視
シ
ス
テ
ム
構
築
を
主
旨
と
す
る
関
連
法
制
度
の
視
座
か
ら
も
や
や
疑

義
が
な
し
と
し
な
い
。
リ
ス
ク
委
員
会
に
常
勤
性
あ
る
い
は
常
時
性
の
要
素
を
増
加
さ
せ
、
そ
の
上
で
独
立
社
外
取
締
役
主
体
の
取
締
役

会
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
戦
略
的
な
企
業
行
動
の
迅
速
化
が
求
め
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
に
適
合
し
た
、
最
終
の
防
衛
線
と
し

て
の
機
能
を
担
う
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
よ
う
。
取
締
役
会
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
の
み
な
ら
ず
（
54
）

、
戦

略
策
定
機
能
も
担
う
意
思
決
定
モ
デ
ル
を
指
向
す
る
場
合
、
か
か
る
防
衛
線
の
設
計
は
適
合
性
が
強
ま
る
。
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
推
進
せ
ん

と
す
る
我
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
適
用
対
象
で
あ
る
上
場
企
業
に
対
す
る
親
和
性
も
高
い
と
い
え
よ
う
。
今

後
はF

inT
ech

と
の
連
携
、
関
連
法
制
の
進
展
等
に
合
わ
せ
、
各
金
融
機
関
の
実
情
に
適
し
た
防
衛
線
に
か
か
る
実
効
的
な
組
織
体
制

の
選
択
・
整
備
が
逐
次
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
） 

池
尾
和
人
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
日
本
の
銀
行
」『「
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
」
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
』
日
本
銀
行
金
融
機
構

局
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
六
年
二
月
四
・
五
日
）
一
│
四
一
頁
参
照
。

（
2
） 

日
本
大
学
本
部
派
遣
海
外
研
究
員
（
短
期
Ｂ
）
に
よ
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

（U
niversity of W

ashington L
aw
 S
chool, S

eattle

）
に
お
い
て
在
外
研
究
を
行
い
最
新
の
動
向
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

（
五
六
九
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

五
三

与
え
て
い
た
だ
い
た
日
本
大
学
本
部
な
ら
び
に
池
村
正
道
法
学
部
長
（
副
学
長
）
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
3
） 

「
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
」P

w
C
 Japan

（
二
〇
一
五
年
四
月
）
一
│
二
五

頁
参
照
。A

 com
prehensive risk appetite fram

ew
ork for banks by P

aul H
yde, T

horsten L
iebert, P

hilipp W
ackerbeck, O

riginally 

published by B
ooz &

 C
om
pany: S

eptem
ber 30, 2009. 

（
4
） 

内
聖
美
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
下
の
内
部
監
査
│
ス
リ
ー
ラ
イ
ン
・
モ
デ
ル
と
独
立
し
た
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
確
立
」
前
掲
注（
1
）

『
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
』
一
│
四
一
頁
参
照
。

（
5
） 

碓
井
茂
樹
「
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
：
論
点
整
理
」
前
掲
注（
1
）『
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
』
二
七
頁
参
照
。

（
6
） 

山
一
証
券
の
総
会
屋
利
益
供
与
事
件
（
一
九
九
七
年
九
月
一
七
日
東
京
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
告
発
）、
東
芝
の
不
正
会
計
（
二
〇
一
五
年
七

月
二
〇
日
第
三
者
委
員
会
報
告
書
）
な
ど
。

（
7
） 

「
内
部
監
査
態
勢
の
整
備
」
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
六
年
二
月
）。

（
8
） 

前
掲
注（
7
）。

（
9
） 

前
掲
注（
5
）碓
井
茂
樹
の
ほ
か
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
内
部
監
査
│
「
三
線
」
と
し
て
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
の
確
立
と
専
門
職
の

養
成
」、
前
掲
注（
1
）『
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
』（
二
〇
一
六
年
二
月
）、「
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
：
実
践
事
例
」
同
（
二
〇
一
六

年
七
月
）
参
照
。

（
10
） 

前
掲
注（
7
）。

（
11
） 

前
掲
注（
9
）「
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
：
実
践
事
例
」。

（
12
） T

he U
K
 C
oporate G

overnance C
ode, U

K
 F
inancial R

eporting C
ouncil 

（F
R
C

）, S
eptem

ber 2014. http://w
w
w
.fsa.go.jp/

singi/corporategovernance/siryou/20140930/07.pdf. 

金
融
庁
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
に
関
す
る
有
識
者
会
議

（
第
三
回
）」
資
料
（
二
〇
一
四
年
九
月
三
〇
日
）。

（
13
） the head of the internal audit function ’s prim

ary reporting line is to the board 

（or its audit com
m
ittee

）. 

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監

督
委
員
会
「「
銀
行
の
た
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
諸
原
則
」
│
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

（
五
七
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
四

（
二
〇
一
五
年
七
月
）
参
照
。

（
14
） 

商
事
法
務
研
究
会
・
会
社
法
研
究
会
第
三
回
（
二
〇
一
六
年
三
月
四
日
）。

（
15
） 
川
橋
仁
美
「
海
外
の
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
情
」『
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
│
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
実
現
に
向
け

て
│
』
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
五
年
五
月
）
一
│
三
九
頁
参
照
。F

S
B
 “P
rinciples for A

n E
ff ective R

isk 

A
ppetite F

ram
ew
ork ”

（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）。
金
融
庁
「
平
成
二
六
事
務
年
度　

金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
（
監
督
・
検
査
基
本
方
針
）」

（
二
〇
一
四
年
九
月
）。

（
16
） 

銀
行
業
務
で
い
え
ば
内
部
検
査
業
務
は
、
例
え
ば
普
段
の
融
資
業
務
に
お
け
る
担
保
余
力
、
不
保
険
設
定
な
ど
の
営
業
部
店
に
お
け
る
処
理
の

適
切
さ
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
根
抵
当
権
登
記
の
有
無
、
先
順
位
・
同
順
位
の
被
担
保
債
権
額
の
掌
握
、
担
保
徴
求
物
件
の
評
価
、
質
権
設
定

に
関
す
る
対
抗
要
件
た
る
通
知
・
承
諾
の
有
無
と
確
定
日
付
取
得
の
確
認
な
ど
、
ま
た
融
資
取
引
先
の
業
況
把
握
、
返
済
条
件
変
更
後
の
返
済
履
行

な
ど
与
信
管
理
の
適
切
性
を
内
部
検
査
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
結
果
的
な
監
査
で
は
な
く
、
日
々
の
常
時
監
査
で
あ
り
、
日
常
的
な
報
告

先
と
し
て
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
業
務
執
行
ラ
イ
ン
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ラ
イ
ン
の
行
う
業
務
執
行
が
内
部
監
査
対
象
と
な
る
が

故
に
、
指
揮
命
令
系
統
と
し
て
は
監
査
委
員
会
な
ど
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
人
事
・
報
酬
面
の
独
立
性
を
保
つ
こ
と
が
適
切
な
機
能
発
揮
か
ら
重
要

と
な
る
。

（
17
） Internal C

ontrol - Integrated F
ram
ew
ork, C

om
m
ittee of S

ponsoring O
rganization of the T

readw
ay C

om
m
ission, Jersey 

C
ity, N

J: A
m
erican Institute of C

ertifi ed P
ublic A

ccountants, M
ay 2013, A

vailable at coso.org. 

八
田
進
二
・
箱
田
順
哉
監
訳
『
内

部
統
制
の
統
合
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
』
日
本
公
認
会
計
士
協
会
出
版
局
（
二
〇
一
四
年
二
月
）。
な
お
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ 

Ｅ
Ｒ
Ｍ 

二
〇
一
七
改
訂
版
に
お

い
て
は
、
五
つ
の
構
成
要
素
（
①
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
文
化
、
②
戦
略
と
目
標
設
定
、
③
業
績
、
④
評
価
と
修
正
、
⑤
情
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

報
告
）
と
二
〇
原
則
に
集
約
さ
れ
、
ま
た
戦
略
や
業
績
が
強
調
さ
れ
、
実
用
性
を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
①
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
文
化
に
お
い

て
は
、
取
締
役
会
が
リ
ス
ク
管
理
を
実
施
す
る
（E

xercises B
oard R

isk O
versight

）
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、

リ
ス
ク
の
概
念
に
つ
い
て
、
事
象
が
発
生
し
、
目
標
の
達
成
に
不
利
な
（adversely

）
影
響
を
与
え
る
可
能
性
、
と
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

（
二
〇
一
七
）
で
は
、
事
象
が
発
生
し
、
戦
略
と
目
標
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
、
と
修
正
さ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
盛
り
込

（
五
七
一
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

五
五

ま
れ
て
い
る
。
②
戦
略
と
目
標
設
定
で
は
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
を
定
義
す
る
こ
と
（D
efi nes R

isk A
ppetite

）、
代
替
的
戦
略
案
を
評
価
す
る

こ
と
（E

valuates A
lternative S

trategies

）、
事
業
目
標
を
策
定
す
る
こ
と
（F
orm
ulates B

usiness O
bjectives

）
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（June 2017

）E
nterprise R

isk M
anagem

ent Integrating w
ith S

trategy and P
erform

ance. 

松
下
幸
史
郎
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
│

Ｅ
Ｒ
Ｍ
二
〇
一
七

に
関
す
る
考
察
│
二
〇
〇
四
年
版
と
の
比
較
│
」
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
報
告
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
九
日
関
西
大
学
）
参
照
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
お
け
る
企
業
価
値
向
上
を
目
指
し
た
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
あ
る
い
は
積
極
的
妥
当
性
の
概
念
に
も
近
接
し
た
内
容
と
い
え
よ
う
か
（
私

見
）。

（
18
） T

he T
hree L

ines of D
efense in E

ffective R
isk M

anagem
ent and C

ontrol.

（A
ltam
onte S

prings, F
L
: T
he Institutes of 

Internal A
uditors, Inc., January 2013

）. A
vailable at: 3 L

ines of D
efensein E

ff ective R
isk M

anagem
ent and C

ontrol.

（
19
） 

ダ
グ
ラ
ス　

Ｊ
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ジ
ー
ナ
・
ユ
ー
バ
ン
ク
ス
、
堺
咲
子
訳
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

│
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
内
部
統
制　

三
つ
の
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
ラ
イ
ン
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の
活
用　

内
部
監
査
人
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ａ
）
情
報
／
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
」
月
刊
監
査
研
究
五
〇
三
号
（
二
〇
一
五
年
一
〇

月
）
三
七
│
六
一
頁
参
照
。

（
20
） O

ccasional P
aper N

o 11,T
he “four lines of defence m

odel ” for financial institutions.Isabella A
rndorfer, B

ank for 

International S
ettlem

ents, A
ndrea M

into U
trecht U

niversity, D
ecem

ber 2015,pp1-26. 

（
21
） 

金
融
機
関
に
お
け
る
当
局
検
査
を
四
様
監
査
と
し
て
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
金
融
庁
・
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
長
佐
々
木
清
隆

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
監
査
の
役
割
│
市
場
参
加
者
に
と
っ
て
の
重
要
性
│
」
一
橋
大
学
Ｉ
Ｃ
Ｓ
講
義
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
二
八

頁
。

（
22
） Im

plem
enting enterprise risk m

anagem
ent : from

 m
ethods to applications, Jam

es L
am
, author. 2017 H

oboken,N
ew
 

Jersey:John W
iley &

 S
ons,pp1-405. C

hapter8 T
he T

hree L
ines of D

efense,pp157-174.

（
23
） 

前
掲
注（
22
）Jam

es L
am

（2017

）,pp161-163.

（
24
） 

実
際
に
米
国
で
は
リ
ス
ク
委
員
会
の
機
能
を
重
視
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。

（
25
） Im

plem
enting enterprise risk m

anagem
ent : Jam

es L
am
, 2017,C

hapter9 R
ole of the B

oard,pp175-190.

（
五
七
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
六

（
26
） Im

plem
enting enterprise risk m

anagem
ent : Jam

es L
am
, 2017,C

hapter10 R
ise of the C

R
O
,pp191-226.

（
27
） 

下
振
れ
リ
ス
ク
。
株
価
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
リ
ス
ク
と
し
て
金
融
引
締
め
、
景
気
悪
化
、
金
融
危
機
、
業
績
悪
化
な
ど
が
あ
る
。
大
和
証
券
「
金

融
・
証
券
用
語
解
説
」
参
照
。「
損
失
を
受
け
る
可
能
性
」
と
す
る
考
え
も
あ
ろ
う
が
、
利
益
こ
そ
計
上
で
き
た
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
失
敗

に
よ
り
本
来
得
ら
れ
る
利
益
計
上
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
も
包
含
す
る
と
考
え
峻
別
し
て
お
き
た
い
。「
損
失
の
危
険
の
管
理
」
と
し
て
内
部
統
制

に
関
し
て
も
議
論
に
な
ろ
う
。

（
28
） 

信
託
法
に
関
連
し
て
は
、
長
谷
川
貞
之
「『
準
信
託
』
と
し
て
の
『
徳
義
的
信
託
（honorary trust

）』
の
わ
が
国
へ
の
導
入
可
能
性
」
信
託

法
研
究
一
六
号
（
一
九
九
二
年
）
三
三
│
六
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
） 

内
部
告
発
は
経
営
者
独
裁
に
対
し
て
自
己
規
律
を
促
す
機
能
を
有
す
る
。
経
営
者
不
正
を
糺
し
不
正
の
逓
減
に
向
け
た
循
環
体
制
整
備
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
近
時
の
製
品
検
査
に
関
す
る
一
連
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
件
は
、
長
年
の
隠
蔽
、
黙
認
あ
る
い
は
看
過
が
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト
や

内
部
告
発
に
よ
り
漸
く
発
覚
し
た
ケ
ー
ス
も
多
い
。
何
重
も
の
内
部
監
査
を
す
り
抜
け
て
お
り
、
経
営
ト
ッ
プ
が
発
覚
後
に
隠
蔽
し
違
反
状
態
を
継

続
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
第
三
の
防
衛
線
と
し
て
の
内
部
監
査
が
機
能
し
難
く
な
っ
て
い
た
内
部
統
制
の
罠
の
事
案
と
も
考
え
ら
れ
る
。
経
営

者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
強
ま
れ
ば
従
業
員
な
ど
に
対
す
る
内
部
統
制
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
）
が
強
化
さ
れ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
逆
に
レ

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
な
ど
を
怖
れ
た
経
営
ト
ッ
プ
が
保
身
に
走
り
隠
蔽
工
作
等
を
行
い
、
従
業
員
も
指
示
に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
内
部
統
制
の

実
効
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
内
部
統
制
の
罠
は
内
部
監
査
を
第
三
の
防
衛
戦
と
す
る
場
合
の
天
敵
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
内
部

監
査
に
関
す
る
従
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
考
え
方
で
は
内
部
監
査
機
能
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
独
立
性
強
化
や
専
門
性
向
上
を
指
向
せ
ん
と

す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
巨
大
企
業
で
連
続
し
て
こ
う
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
案
が
発
覚
し
て
い
る
状
況
下
、
内
部
監
査
部
門

の
強
化
な
ら
び
に
内
部
監
査
部
署
の
責
任
者
を
内
部
監
査
部
門
長
と
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
独
立
性
強
化
を
図
る
考
え
方
の
み
で
果
た
し
て
十
分
な
対

応
が
可
能
か
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
会
社
法
制
上
経
営
陣
の
果
た
す
べ
き
内
部
統
制
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
最
後
の
防
衛
線
・

砦
と
し
て
は
取
締
役
会
の
十
全
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
配
置
し
、
監
視
機
能
と
戦
略
立
案
に
優
れ
た
取
締
役
会
の
直
属
組
織
と
し
て
内
部
監

査
部
署
を
位
置
付
け
連
動
さ
せ
、
迅
速
な
意
思
決
定
機
能
と
も
直
結
さ
せ
た
全
社
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
型
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
と
す
る
こ
と
が
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
国
際
競
争
力
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

（
五
七
三
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

五
七

（
30
） 

内
川
裕
介
・
武
澤
玲
子
「
会
社
法
（
平
成
二
六
年
改
正
）
第
三
回
：
事
業
報
告
」
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
企
業
会
計
ナ
ビ
（
二
〇
一
六
年

四
月
一
四
日
）
参
照
。
監
査
役
に
よ
る
監
査
体
制
構
築
も
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
体
制
の
一
部
で
あ
る
以
上
、
当
該
体
制
の
構
築
義
務
は
取
締
役

が
負
う
が
、
実
際
の
監
査
体
制
は
監
査
役
主
導
で
行
う
べ
き
で
補
助
使
用
人
の
要
否
は
第
一
義
的
に
は
監
査
役
が
判
断
す
る
。

（
31
） 
中
村
直
人
「
募
集
株
式
の
不
公
正
発
行
に
つ
い
て
」
東
京
証
券
代
行
ニ
ュ
ー
ス
（
二
〇
一
三
年
）。
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
事
件
（
東
京
高
裁
平
成

一
七
年
三
月
二
三
日
判
例
時
報
一
八
九
九
号
五
六
頁
）、
ベ
ル
シ
ス
テ
ム
二
四
事
件
（
東
京
地
裁
平
成
一
六
年
七
月
三
〇
日
判
例
時
報
一
八
七
四
号

一
四
三
頁
）、
ク
オ
ン
ツ
事
件
（
東
京
地
裁
平
成
二
〇
年
六
月
二
三
日
金
商
一
二
九
六
号
一
〇
頁
）
な
ど
。

（
32
） 

牧
野
二
郎
「
会
社
法
改
正
に
伴
う
内
部
統
制
の
拡
充
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
〇
日
）
参
照
。http://w

w
w
.m
akino-law

.jp/new
/

pdf/kaisha_naibutousei20150410.pdf

（
33
） 

「
立
法
担
当
者
に
よ
る
会
社
法
関
係
法
務
省
令
の
解
説
」
別
冊
商
事
法
務
三
〇
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
三
二
頁
、「
会
社
法
関
係
法
務
省
令　

逐
条
実
務
詳
解
」
三
三
二
│
三
三
三
頁
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
リ
ス
ク
管
理
の
根
拠
規
定
と
な
る
。

（
34
） 

か
か
る
対
策
を
実
施
し
て
い
る
企
業
で
は
改
め
て
取
締
役
会
の
決
議
は
必
要
な
い
と
も
い
え
る
が
、
イ
な
い
し
ニ
に
つ
い
て
も
検
討
が
勧
め
ら

れ
て
い
る
。
前
掲
注（
32
）牧
野
二
郎
。

（
35
） 

原
島
研
司
「
英
国
のR
egulatory S

andbox 
革
新
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
「
実
験
の
場
」
を
提
供
」
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
（
二
〇
一
六
年
三

月
一
三
日
）
一
│
七
頁
。

（
36
） 

国
際
商
取
引
学
会
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
二
日
一
橋
大
学
）・
第
五
報
告
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
政
策
的
課
題
」（
田
澤
元
章
）。
第
二
報
告
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
法
と
経
済
学
」（
木
下
信
行
）
は
我
が
国
で
は
同
様
の
機
能
発
揮
が
困
難

と
す
る
。
第
一
報
告
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
国
際
取
引
法
」（
久
保
田
隆
・
司
会
）、
第
三
報
告
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
経
済
学
的
分
析
」（
佐
々

木
宏
夫
）、
第
四
報
告
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
実
務
上
の
課
題
」（
渡
邊
隆
彦
）。

（
37
） 

全
国
銀
行
協
会
・
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
│
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
向
け
て
│
【
中
間
的
な
整
理
（
案
）】」（
二
〇
一
七
年
三
月
一
六
日
）
一
│
四
一
頁
。
汎
用
性
、
利
便
性
の
高
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
開
発
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
開
発
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。 （

五
七
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
八

（
38
） 

鳥
毛
拓
馬
「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
金
融
規
制
に
対
す
る
考
え
方　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
廃
止
さ
れ
る
の
か
」
大
和
総
研
（
二
〇
一
六
年
一
一
月

一
五
日
）
一
│
五
頁
。

（
39
） 
翁
百
合
「
転
機
迎
え
る
金
融
規
制
│
国
際
的
な
動
向
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
へ
の
対
応
│
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
講
演
（
二
〇
一
七
年
七
月

二
一
日
）
参
照
。

（
40
） 

「『
日
本
的
取
引
慣
行
』
の
実
態
と
変
容
」
日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
八
日
）、
旬
刊
商
事
法
務
二
一
四
二
号

（
二
〇
一
七
年
八
月
二
五
日
）
四
│
七
三
頁
。
宍
戸
善
一
「
Ⅰ
「
日
本
的
取
引
慣
行
」
の
実
態
と
変
容
：
総
論
│
取
引
当
事
者
間
の
動
機
付
け
交
渉

の
観
点
│
」
同
四
│
一
六
頁
、
清
水
真
希
子
「
Ⅱ
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
と
「
日
本
的
取
引
慣
行
」
│
調
査
の
仮
説
と
分
析
（
1
）
│
」
同
一
七
│
二
九
頁
、

増
田
史
子
「
Ⅲ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
と
「
日
本
的
取
引
慣
行
」
│
調
査
の
仮
説
と
分
析
（
2
）
│
」
同
三
〇
│
四
〇
頁
、
遠
藤
元
一
・
木
下
和

明
「
Ⅳ
取
引
実
務
の
変
容
と
取
引
基
本
契
約
」
同
四
〇
│
五
一
頁
、
田
中
亘
「
Ⅴ
「
日
本
的
取
引
慣
行
」
の
実
態
と
変
容
│
契
約
の
経
済
理
論
を
手

が
か
り
に
│
」
同
五
一
│
六
二
頁
、
後
藤
元
「
Ⅵ
「
日
本
的
取
引
慣
行
」
の
実
態
と
契
約
法
の
示
唆
」
同
六
三
│
七
三
頁
。

（
41
） 

契
約
当
事
者
間
の
最
終
合
意
の
内
容
を
文
書
化
し
た
も
の
を
こ
れ
に
先
立
つ
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
合
意
に
つ
い
て
の
他
の
口
頭
ま
た
は
文

書
に
よ
る
証
拠
を
用
い
て
変
更
し
、
ま
た
は
そ
れ
に
付
加
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
英
米
法
上
の
口
頭
証
拠
準
則
（P

arol E
vidence R

ule

）
を

確
認
す
る
た
め
の
条
項
で
あ
る
。
前
掲
注（
40
）遠
藤
元
一
・
木
下
和
明
、
五
〇
頁
。

（
42
） 

前
掲
注（
40
）宍
戸
善
一
、
九
│
一
二
頁
。
同
質
性
を
加
味
し
て
考
察
す
べ
き
と
い
う
宍
戸
説
に
賛
同
し
た
い
。

（
43
） 

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
内
の
ガ
バ
ン
ナ
ン
ス
体
制
の
実
際
と
し
て
は
、
両
モ
デ
ル
に
従
業
員
側
か
ら
は
運
営
上
の
相
違
は
然
程
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

報
告
ラ
イ
ン
、
責
任
体
制
の
明
確
化
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
問
題
で
あ
る
。

（
44
）
横
山
淳
「F
inT
ech

、
仮
想
通
貨
な
ど
を
巡
る
銀
行
法
等
改
正
法
、
成
立　

五
％
ル
ー
ル
、
グ
ル
ー
プ
経
営
管
理
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
な
ど
」

大
和
総
研
（
二
〇
一
六
年
六
月
八
日
）
一
│
八
頁
、
同
「
電
子
決
済
等
代
行
業
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
関
す
る
銀
行
法
改
正
法
の
概
要
」
同

（
二
〇
一
七
年
六
月
五
日
）
一
│
八
頁
。

（
45
） 

波
多
野
惠
亮
・
井
町
大
慧
・
西
澤
祐
樹
・
竹
内
裕
智
「
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
年
法
律
第
四
九
号
）
の
解
説
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
〇
八
号
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
五
日
）
一
六
│
二
一
頁
。

（
五
七
五
）



金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
（
藤
川
）

五
九

（
46
） 

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
三
日
日
本
経
済
新
聞
参
照
。
課
題
と
し
て
銀
行
のF

inT
ech

参
入
が
拡
大
し
た
場
合
、
資
本
力
で
劣
る
異
業
種
企
業

は
メ
ガ
バ
ン
ク
資
本
に
対
抗
で
き
ず
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
機
動
力
の
あ
る
異
業
種
企
業
を
参
入
し
や
す
く

す
る
配
慮
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
47
） 
久
保
田
隆
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
国
際
取
引
法
」
国
際
商
取
引
学
会
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
報
告
資
料
（
二
〇
一
七
年

一
一
月
一
二
日
一
橋
大
学
）
参
照
。

（
48
） 

田
澤
元
章
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
政
策
的
課
題
」
前
掲
注（
47
）第
五
報
告
参
照
。IM

F
 S
T
A
F
F
 D
IS
C
U
S
S
IO
N
 N
O
T
E
, V
irtual 

C
urrencies and B

eyond: Initial C
onsiderations

（Jan.2016

）D
ong H

e, K
arl H

aberm
eier, R

oss L
eckow

,V
ikram

 H
aksar, Y

asm
in 

A
lm
eida, M

ikari K
ashim

a,N
adim

 K
yriakos-S

aad, H
iroko O

ura,T
ahsin S

aadi S
edik, N

atalia S
tetsenko, and C

oncepcion 

V
erdugo-Y

epes. IM
F
 S
T
A
F
F
 D
IS
C
U
S
S
IO
N
 N
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（
51
）
赤
星
里
恵
「
証
券
業
界
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」、
小
林
陽
介
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
リ
テ
ー
ル
証
券
業
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
証
券
経
済
学
会
報
告

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
）。

（
52
） 

渡
邊
隆
彦
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
実
務
上
の
課
題
」
前
掲
注（
47
）第
四
報
告
参
照
。
情
報
の
非
対
称
性
の
克
服
が
進
展
す
る
が
、
分
権
化
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
寡
占
・
独
占
化
が
進
む
と
弊
害
が
生
じ
効
率
と
公
平
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
も
先
鋭
化
す
る
。
集
権
化
と
の
並
列
・
複
線
化
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
）
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

（
53
） 

木
下
信
行
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
法
と
経
済
学
」
前
掲
注（
47
）第
二
報
告
。

（
54
） 

日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
で
は
、
原
則
四
│
一
〜
原
則
四
│
三
で
「
迅
速
・
果
断
な
意
思
決
定
を
促
す
」
観
点
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
会
社
法
上
の
監
査
役
（
会
）
設
置
会
社
に
お
け
る
取
締
役
会
の
職
務
が
業
務
執
行
の
決
定
と
取
締
役
の
職
務
執
行
の
監
督

（
五
七
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

六
〇

と
さ
れ
て
い
る
（
会
社
法
三
六
二
条
二
項
一
号
二
号
）
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
支
え
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

業
務
執
行
の
業
績
評
価
と
監
督
を
旨
と
す
る
い
わ
ゆ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
宍
戸

善
一
・
後
藤
元
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
提
言
│
企
業
価
値
向
上
・
経
済
活
性
化
へ
の
道
筋
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
六
年
）
二
二
八

│
二
三
〇
頁
﹇
後
藤
元
﹈。
二
〇
一
七
年
五
月
二
九
日
に
改
訂
さ
れ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
そ
の
実
質
化
な
ど
に
つ
い
て
、
川
島
い

づ
み
「
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
白
石
智
則
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」『
日
韓
会

社
法
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
役
割
』
第
一
〇
回
日
韓
法
学
会
・
韓
日
法
学
会
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
早
稲
田
大

学
）、
大
久
保
拓
也
「
イ
ギ
リ
ス
上
場
会
社
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
独
立
性
と
監
督
機
能
」
日
本
法
学
第
八
〇
巻
第
三
号
（
二
〇
一
五
年

一
月
）
四
九
三
│
五
二
三
頁
。
な
お
、
江
頭
憲
治
郎
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
目
的
と
手
法
」
早
稲
田
法
学
第
九
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六

年
）
一
〇
七
頁
以
下
で
は
、
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
採
用
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
手
法
は
持
続
的
な
成

長
の
た
め
に
有
効
で
は
な
い
こ
と
、
資
本
コ
ス
ト
改
善
に
は
繋
が
る
が
残
余
（
株
主
帰
属
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
増
加
に
は
直
結
し
な
い
こ
と
、

ま
た
取
締
役
会
の
独
立
性
向
上
は
後
掲
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
選
定
の
能
力
向
上
を
意
味
し
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
外
部
ス
カ
ウ
ト
が
大
切
で
あ

る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

﹇
本
稿
は
日
本
大
学
本
部
派
遣
海
外
研
究
員
（
短
期
Ｂ
）
に
よ
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
﹈

（
五
七
七
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

六
一

集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化

岡　
　

田　
　

俊　
　

幸

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説

Ⅲ　

二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

Ⅳ　

二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

Ⅴ　

判
例
の
整
理
と
今
後
の
課
題

Ⅵ　

結
び
に
代
え
て

論　

説

（
五
七
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

六
二

Ⅰ　

は
じ
め
に

法
学
セ
ミ
ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
あ
る
対
談
の
中
で
、
山
本
龍
彦
は
、「
反
原
発
デ
モ
と
し
て
、
若
者
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
『
サ
ウ

ン
ド
デ
モ
』
な
ど
は
、
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
音
量
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
や
パ
ン
ク
系
の
音
楽
を
流
し
た
り
、
楽

器
を
弾
い
た
り
、
六
〇
年
代
の
デ
モ
と
は
違
っ
た
祝
祭
性
が
顕
著
に
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
『
音
』
に
よ
る
身
体

的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
を
『
デ
モ
』
と
呼
ん
で
よ
い
の
か
、
そ
れ
は
憲
法
二
一
条
が
保
護
す
べ
き
表
現
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
誰
も

が
気
楽
に
〝
乗
れ
る
〞
現
代
的
な
真
正
の
│
デ
モ
ス
・
ク
ラ
ス
ト
み
な
ぎ
る
│
表
現
活
動
な
の
か
、『
集
団
行
動
の
自
由
』
を
再
検
討
す

る
な
か
で
、
憲
法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
（
…
…
）。」
と
発
言
し
て
い
る

（
1
）

。
筆
者
は
、
山

本
の
発
言
を
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
異
論
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
こ
で
、
山
本
の
問
題
提
起
を
筆
者
な
り
に
受
け

止
め
る
と
、
山
本
が
指
摘
し
た
問
題
を
「『
集
団
行
動
の
自
由
』
を
再
検
討
す
る
な
か
で
、
憲
法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
」
る
た
め

に
は
、「
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
音
量
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
や
パ
ン
ク
系
の
音
楽
を
流
し
た
り
、
楽
器
を
弾
い
た

り
」
す
る
な
ど
の
「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
が
は
た
し
て
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
「
集
会
」
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
点
が
何
よ
り
も
ま
ず
重
要
で
あ
り
、
こ
の
問
題
点
を
何
よ
り
も
ま
ず
「
し
っ
か
り
議
論
す
べ
き
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
①
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
「
集
会
」
の
概
念
を
定
義
し
、
そ

し
て
、
つ
ぎ
に
、
②
い
わ
ゆ
る
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」、
あ
る
い
は
「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
が
「
集
会
」
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
具
体
的
事
案
に
即
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

現
在
の
筆
者
に
は
、
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て
│
自
ら
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
恐
縮
で
あ
る
が
│
、
自
ら
の
見
解
を
開
陳
す
る
準
備
も
能

（
五
七
九
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

六
三

力
も
な
い
こ
と
を
正
直
に
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
山
本
が
指
摘
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
す
で
に
九
〇
年
代
か
ら
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
て
お
り
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
判
例
・
学
説
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
」
と
い

う
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
、
ド
イ
ツ
人
研
究
者
の
あ
る
論
文
の
タ
イ
ト
ル

（
2
）

を
拝
借
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
現
在
の
ド
イ

ツ
に
お
い
て
集
会
の
自
由
が
直
面
し
て
い
る
問
題
状
況
の
一
つ
の
側
面
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・

学
説
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
・
検
討
し
、
山
本
が
指
摘
し
た
問
題
を
こ
れ
か
ら
「『
集
団
行
動
の
自
由
』
を
再
検
討
す
る
な
か
で
、
憲

法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
」
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
基
礎
的
参
考
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

さ
て
、
基
本
法
八
条
の
規
定
す
る
「
集
会
の
自
由
」
に
含
ま
れ
る
多
く
の
解
釈
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
自
ら
の
見
解
を
示
し
、「
集
会

の
自
由
の
教
科
書

（
3
）

」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
一
九
八
五
年
五
月
一
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定

（
4
）（

ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
）
に
お
い

て
も
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
は
必
ず
し
も
明
確
に
定
義
さ
れ
な
か
っ
た

（
5
）

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
一
〇

月
二
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
（
以
下
、「
〇
一
年
決
定
」
と
い
う
。）
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一

法
廷
第
一
部
会
決
定
（
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
決
定
。
以
下
、「
〇
一
年
部
会
決
定
」
と
い
う
。）
の
示
し
た
「
集
会
」
の
定
義

（
6
）

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
と
は
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
一
定

の
場
所
に
お
け
る
多
数
人
の
会
合
」
を
言
う
と
判
示
し
た

（
7
）

。
〇
一
年
決
定
は
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
を
明
示
的
に
示
し
た
点

に
お
い
て
極
め
て
注
目
に
値
す
る
が
、
〇
一
年
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
の
特
徴
は
、
憲
法
上
の

「
集
会
」
が
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
集
会
の
「
目
的
」
を
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
表
明
」
に

限
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
〇
一
年
決
定
が
出
さ
れ
た
当
時
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
に
関
す
る
諸
学
説
は
①
狭
義
説
、
②
修

（
五
八
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

六
四

正
狭
義
説
及
び
③
広
義
説
に
分
か
れ
、
鋭
く
対
立
し
て
い
た
。
憲
法
上
の
「
集
会
」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
一
定
の
場
所
に
お
け
る

多
数
人
の
会
合
」
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
共
通
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
学
説
の
対
立
は

後
者
の
要
件
に
か
か
わ
る
。
大
雑
把
に
言
え
ば
、
狭
義
説
は
、
追
求
さ
れ
る
目
的
の
内
容
を
公
共
的
事
項
に
関
す
る
集
団
的
な
意
見
形
成

及
び
意
見
表
明
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
正
狭
義
説
は
、
追
求
さ
れ
る
目
的
の
内
容
は
集
団
的
な
意
見
形
成
・
意
見
表
明
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、「
公
共
的
事
項
」
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、「
私
的
事
項
」
に
関
す
る
集
団
的
な
意
見
形
成
・
意

見
表
明
に
ま
で
集
会
の
概
念
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
広
義
説
は
、
集
会
の
目
的
に
一
定
の
内
容
を
求
め
る
こ
と
は

放
棄
す
べ
き
で
あ
り
、「
何
ら
か
の
任
意
の
目
的
」
で
足
り
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
〇
一
年
決
定
（
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
）
の
意
義
は
、

基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
概
念
に
つ
い
て
学
説
が
鋭
く
対
立
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
当
時
必
ず
し
も
多
く
の
支

持
者
を
得
て
い
な
か
っ
た
狭
義
説
（
又
は
狭
義
説
に
か
な
り
近
い
立
場
）
を
採
用
し
た
点
に
あ
る

（
8
）

。

筆
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
解
釈
は
、
学
説
に
お
い
て
│
少
な
く
と
も
主
要
な
教
科
書
や
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
限
っ
て
言
え

ば
│
必
ず
し
も
受
け
入
れ
て
お
ら
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
自
ら
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
批
判
し
て
広
義

説
の
立
場
を
敢
え
て
採
る
学
説
が
存
外
に
多
い
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
る

（
9
）

が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た

「
集
会
」
の
概
念
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
つ
ぎ
に
、
あ
る
行
事
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
判
断
に
際
し
て
は
、
あ
る
行
事
が
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明

を
目
的
と
す
る
」
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
決
定
的
に
重
要
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
判
断
が
必
ず
し
も

容
易
で
は
な
い
こ
と
に
も
疑
い
の
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
実
務
に
お
い
て
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な

る
行
事
に
お
い
て
は
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
何
ら
か
の
意
見
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
上
記
の

（
五
八
一
）
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「
目
的
」
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
は
極
め
て
微
妙
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
は
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
〇
一
年
決
定
（
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
）
で
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
を
│
こ
れ
を
支
持
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
│

前
提
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
で
は
、
あ
る
行
事
が
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

現
在
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〇
一
年
部
会
決
定
は
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念

を
示
し
た
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
あ
る
行
事
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
方
法
を
示

し
て
い
る
点
に
お
い
て
も
注
目
に
値
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

（
10
）

（
以
下
、「
〇
七
年
判
決
」
と
い
う
。）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
〇
一
年
部
会
決
定
に
お
い
て
示
し
た
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
さ
ら
に
精

密
化
し
た
判
断
方
法
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七

年
判
決
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
の
言
わ
ば
前
史
を
形
成
し
て
い
る
九
〇
年
代

の
判
例
・
学
説
を
簡
単
に
紹
介
し
た
（
Ⅱ
）
後
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
と
い
う
見
地
か
ら
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
を
多

少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
作
業
を
行
う
（
Ⅲ
及
び
Ⅳ
）。
上
記
の
作
業
の
後
、
判
例
の
考
え
方
に
つ
い
て
一
定
の
整
理
を
施
し
た
上
で
、
今

後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
問
題
点
を
確
認
す
る
（
Ⅴ
）。
最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
、
山
本
の
問
題
提
起
に
対
し
て
若
干
の
感
想

を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
（
Ⅵ
）。

Ⅱ　

九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説

（
一
）　

九
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
と
ハ
ノ
ー

（
五
八
二
）
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六
六

フ
ァ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
（C

haos-T
age

）」
が
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
っ
た
。「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
と
は
、
外
観
と
型
破
り
の
行
動
に
よ
っ
て
意
識
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
を
挑
発
し
よ
う
と
す
る
、
パ

ン
ク
・
シ
ー
ン
に
属
す
る
人
々
の
大
規
模
な
集
ま
り
で
あ
る

（
11
）

。
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
は
、
一
九
九
七
年
七
月
三
〇
日
の
決
定

（
12
）

に
お

い
て
、「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
一
九
九
六
」
の
禁
止
の
適
法
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
が
、
そ
の
際
に
、「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
一
九
九
六
」
を
基

本
法
八
条
及
び
集
会
法
一
五
条
の
意
味
に
お
け
る
集
会
に
該
当
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
集
会
の
概
念
に
つ
い
て
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
を
引
用
し
つ
つ

（
13
）

、
少
な
く
と
も
大
多
数
の
参
加
者
が
「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
一
九
九
六
」
へ
の
参
加

と
、「
共
同
で
統
率
さ
れ
た
多
数
の
行
動
に
よ
っ
て
生
活
又
は
共
同
生
活
に
関
す
る
自
己
の
見
解
を
表
す
」
意
図
を
結
び
付
け
て
い
る
こ

と
に
疑
い
の
余
地
は
な
く
、
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
参
加
者
の
間
で
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
は
、「
挑
発
的
な
行
動
に
よ
っ
て

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
秩
序
観
念
を
疑
問
視
す
る
」
と
い
う
参
加
者
を
結
び
付
け
る
意
思
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
た

（
14
）

。

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
ベ
ル
リ
ン
で
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
は
他
の
都
市
で
毎

年
（
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
五
年
及
び
二
〇
〇
九
年
を
除
く
。）
開
催
さ
れ
て
い
た
テ
ク
ノ
・
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
第
一
回
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、

一
九
八
九
年
の
夏
に
、
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
の
ド
ク
タ
ー
・
モ
ッ
テ
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
は

一
五
〇
人
が
三
台
の
ト
ラ
ッ
ク
の
周
り
で
ダ
ン
ス
を
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
爆
発
的
に
増
加
し
、
一
九
九
九
年
の

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
は
一
五
〇
万
人
が
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る

（
15
）

。
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
大
規
模
化
に
伴
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
市
民
の
中
か
ら
騒

音
な
ど
の
住
環
境
の
悪
化
や
自
然
環
境
の
破
壊
を
危
惧
す
る
声
も
大
き
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
あ
る
自
然
保
護
団
体
が
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
緑
地
帯
の
自
然
が
著
し
い
損
傷
に
受
け
る
こ
と
を
危
惧
し
て
こ
れ
に
反
対
し
、

テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
ヘ
ン
デ
ル
ア
レ
ー
に
居
住
し
て
い
る
少
女
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
予
定
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
る
と
、
騒
音
に
よ
っ

（
五
八
三
）
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六
七

て
健
康
が
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
反
対
し
た

（
16
）

。
そ
し
て
、
自
然
保
護
団
体
と
少
女
は
、
一
九
九
七
年
七
月
一
二
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
主
催
者
及
び
参
加
者
に
対
し
て
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
イ
タ
ー
広
場
か
ら
グ
ロ
ー
サ
ー
・
シ
ュ
テ
ル
ン
を
経
由
し
て

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
（
パ
リ
広
場
）
ま
で
行
き
、
再
び
グ
ロ
ー
サ
ー
・
シ
ュ
テ
ル
ン
に
戻
り
、
そ
こ
で
閉
会
の
行
事
を
開
催
す
る
こ
と

の
禁
止
を
仮
命
令
の
方
法
に
よ
り
警
察
署
長
に
義
務
付
け
る
こ
と
を
求
め
て
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
行

政
裁
判
所
は
、
一
九
九
七
年
六
月
二
四
日
の
決
定

（
17
）

に
お
い
て
訴
え
を
斥
け
た
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど

う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
判
断
を
示
さ
な
か
っ
た

（
18
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
八
年
七
月
九
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定

（
19
）

は
、
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド
は
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
と
の
判
断
を
示
し
た
点
で
注
目
に
値
す
る
。
同
決
定
は
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
が
、

一
九
九
八
年
五
月
一
八
日
の
通
知
に
お
い
て
、
一
九
九
八
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
主
催
者
に
対
し
て
、
道
路
沿
い
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
と
い
う
条
件
を
付
し
た
と
こ
ろ
、
主
催
者
が
、
異
議
申
立
て
の
延
期
効
果
の
回
復
を
求
め
て
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
原
告
の
訴
え
を
理
由
が
な
い
と
し
て
斥
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所

は
、
同
決
定
に
お
い
て
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、「
も
っ
ぱ
ら
参
加
者
の
楽
し
み
と
…
原
告
の
金
銭
的
利
益
に
役
立
つ
行
事
」
で
、「
官
庁
の

裁
量
の
下
に
あ
る
道
路
法
上
の
特
別
利
用
許
可
を
要
す
る
も
の
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
法
的
に
は
、「
基
本
法
八
条
に
基
づ
く
基
本
権

の
特
別
の
保
護
を
受
け
る
集
会
」
で
あ
る
と
説
示
し
た
。
そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
及
び
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
は
、

一
九
九
九
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
関
連
し
た
事
案
に
つ
い
て
決
定
を
下
し
て
い
る
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
判
断
を
示
し
て
は
い
な
い

（
20
）

。

な
お
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
会
場
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
他
の
都
市
に
移
し
て
開
催
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
七
月

二
四
日
に
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
大
惨
事
が
あ
り
、
そ
の
後
、
中
止
さ
れ
て
い
る
。（

五
八
四
）
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六
八

（
二
）　

以
上
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
九
〇
年
代
に
お
け
る
判
例
の
動
向
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
学
説
に
目
を
向
け
よ

う
。
デ
ー
ガ
ー
（Johannes D

eger

）
は
、
一
九
九
七
年
の
論
文
で
、
集
会
の
概
念
に
つ
い
て
狭
義
説
又
は
修
正
狭
義
説
を
採
り
つ
つ

（
21
）

、

「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
も
「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
も
基
本
法
八
条
の
意
味
の
集
会
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
デ
ー
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う

に
説
い
て
い
る
。
上
記
の
二
つ
の
行
事
は
、
一
定
の
生
活
様
式
、
生
活
方
法
又
は
人
生
の
楽
し
み
を
儀
式
的
に
行
う
点
に
お
い
て
共
通
し

て
お
り
、
こ
の
点
が
基
本
法
八
条
の
集
会
の
成
立
要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
意
見
表
明
」
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
行
事
に

お
い
て
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
正
し
い
生
活
様
式
や
生
活
方
法
に
関
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
意
見
形
成
又
は
意
見
表
明
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
生
活
方
法
の
直
接
的
「
実
現
」
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
公
共
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
そ
の
思
想
を
宣
伝
し
た
り
社
会
の
現
状
を
批
判

し
た
り
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
な
い
。
参
加
者
は
、「
正
し
い
」
生
活
方
法
、
つ
ま
り
、
追
求
し
て
い
る
「
生
き
る
喜
び
」
を
直
接
的

に
招
来
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
基
本
法
八
条
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
本
法
八
条
は
、
能
動
的
か
つ
集
団
的
に
公
共
の
意

見
形
成
過
程
及
び
意
思
形
成
過
程
に
関
与
す
る
市
民
の
権
利
を
保
護
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、「
政
党
国
家
及
び
団
体
国
家
」
に
お
い

て
、
集
会
の
自
由
の
行
使
に
よ
る
「
集
団
的
影
響
力
行
使
」
は
市
民
の
手
に
残
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
力
行
使
の
た
め
に
許
可
を
得
る
こ
と

な
く
公
道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
影
響
力
行
使
の
可
能
性
が
と
く
に
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
主
張
し
て
い
る
見

解
の
「
実
現
」
は
保
護
さ
れ
な
い
。
最
近
の
「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
秩
序
観
念
や
暮
ら
し
方
に
対
す
る
批

判
は
、
た
ん
に
独
自
の
暮
ら
し
方
を
数
日
に
わ
た
っ
て
公
道
上
で
直
接
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
一
九
九
六
」
が
「w

e are one fam
ily

」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
テ
ク
ノ
・

パ
レ
ー
ド
は
何
ら
か
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
き
て
い
る
が
、
法
的
に
決
定
的
で
あ
る
の
は
主
催
者
に
よ
る
表
示
で
は
な
く
、
当
該
集
会
の

「
真
の
性
格
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
「
集
団
的
な
生
き
る
喜
び
」
で
あ
っ
て
、「
集
団
的
な
意
見
表
明
」
で
は
な
い
。「
ラ
ブ
パ
レ
ー

（
五
八
五
）
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六
九

ド
」
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
生
き
る
喜
び
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「w
e are one fam

ily

」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ダ
ン
ス

に
尽
き
て
い
る
。
そ
れ
故
、
上
記
の
よ
う
な
テ
ク
ノ
・
パ
レ
ー
ド
は
、「
営
利
的
性
格
」
が
優
越
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
詳
し
く
点
検
す

る
ま
で
も
な
く
、
上
記
の
理
由
か
ら
法
的
意
味
で
の
集
会
で
は
な
い
、
と

（
22
）

。
な
お
、
デ
ー
ガ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
行
事
は
警
察

法
、
道
路
法
、
建
築
法
と
い
っ
た
一
般
の
法
律
に
服
し
、
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
は
、
公
共
の
秩
序
に
対
す
る
危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
警
察
法
又
は
秩
序
法
上
の
一
般
条
項
に
基
づ
い
て
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
集
会
法
一
五
条
を
根
拠
と
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、

テ
ク
ノ
・
パ
レ
ー
ド
は
道
路
交
通
規
則
に
基
づ
く
許
可
を
要
す
る
行
事
で
あ
り
、
使
用
す
る
車
両
は
建
築
法
規
に
基
づ
く
建
築
上
の
設
備

で
あ
る

（
23
）

。

（
三
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
（A

nna D
eutelm

oser

）
は
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
」
を
目
的
と
す
る
多
数
人
の
あ
ら
ゆ
る
会
合
と
解
釈
し
つ
つ

（
24
）

、「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
と
「
ラ
ブ
パ
レ
ー

ド
」
は
「
集
会
」
に
当
た
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
ま
ず
、
一
九
九
七
年
七
月
三
〇

日
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
決
定
の
理
由
付
け
を
前
提
と
し
て
判
断
す
る
と
、
か
り
に
修
正
狭
義
説
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
カ
オ
ス
・

タ
ー
ゲ
は
集
会
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
人
々
が
た
ん
に
一
定
の
場
所
に
お
け
る
身
体
的
存
在
と
服
装
の
選
択
に
よ
っ
て
見
解
を
表
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
パ
ン
ク
の
人
々
も
、
自
分
た
ち
は
社
会
的
共
同
生
活
に
関
し
て
、
と
く
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
秩
序
観
念

に
関
連
し
て
、
自
分
た
ち
以
外
の
社
会
に
対
抗
す
る
見
解
を
有
し
て
い
る
と
の
自
ら
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
集
団
的
意

見
表
明
と
言
え
る
た
め
に
は
こ
れ
で
十
分
で
あ
っ
て
、
表
明
さ
れ
た
意
見
の
価
値
は
憲
法
上
の
保
護
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
広
義

説
に
よ
る
と
、「
世
界
平
和
の
た
め
の
ダ
ン
ス
を
」
は
行
事
参
加
者
の
共
通
の
目
的
と
し
て
十
分
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
問
題

な
く
集
会
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、
閉
会
に
際
し
て
の
意
見
表
明
、
行
事
の
モ
ッ
ト
ー
、
音
楽
の
共
同
聴
取
、

（
五
八
六
）
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〇

そ
し
て
、
レ
イ
バ
ー
が
そ
の
前
向
き
で
平
和
的
な
生
活
態
度
を
表
明
す
る
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
集
団
的
意
見
表
明
に
も
至
っ
て
い
る
。
参

加
者
が
そ
こ
に
お
い
て
自
己
の
「
生
活
様
式
」
を
実
現
し
て
い
る
と
し
て
も
、
意
見
表
明
と
生
活
様
式
の
実
現
は
排
他
的
関
係
に
な
い
の

で
、
こ
の
こ
と
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
集
会
に
該
当
す
る
と
の
判
断
に
影
響
を
与
え
な
い
。
む
し
ろ
、
参
加
者
の
考
え
は
、
様
々
な
国
か

ら
の
多
数
の
人
々
の
参
加
、
衣
裳
、
音
楽
な
ど
に
よ
っ
て
と
く
に
簡
潔
に
具
象
化
さ
れ
て
い
る
、
と

（
25
）

。

な
お
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
あ
る
行
事
が
集
会
に
該
当
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
主
催
者
は
集
会
か
ら
発
生
し
た
清
掃
費
の

負
担
を
免
れ
る
と
す
る
思
い
込
み
は
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
26
）

。
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
に
よ
る
と
、
集
会
を
開
催
し
た
結
果
と
し
て
道

路
を
汚
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
法
又
は
道
路
交
通
規
則
に
基
づ
く
清
掃
義
務
及
び
費
用
負
担
義
務
は
、
集
会
法
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
な

い
。
集
会
法
は
、
集
会
の
実
施
を
規
律
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
を
規
律
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
道
路
法
の
適
用
を

排
除
す
る
も
の
で
は
な
い

（
27
）

。

（
四
）　

ま
た
、
ク
ニ
ー
ゼ
ル
（M

ichael K
niesel

）
は
、
広
義
説
を
支
持
す
る

（
28
）

と
と
も
に
、「
営
利
的
、
文
化
的
及
び
社
会
的
行
事
」
は
、

そ
の
訪
問
者
が
消
費
す
る
だ
け
で
、
参
加
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
広
い
集
会
概
念
に
も
含
ま
れ
な
い

（
29
）

と
指
摘
し
つ
つ
、
ラ
ブ
パ

レ
ー
ド
及
び
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
が
基
本
法
八
条
一
項
に
基
づ
く
集
会
官
庁
の
権
限
に
属
し
、
集
会
法
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
集
会
又
は
示

威
運
動
な
の
か
、
そ
れ
と
も
秩
序
官
庁
の
権
限
に
属
し
、
秩
序
法
及
び
道
路
法
に
服
す
る
通
常
の
娯
楽
行
事
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド
も
ま
た
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
も
集
会
又
は
集
団
示
威
運
動
（
デ
モ
）
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
ず
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
で
行
わ
れ

る
「
生
き
る
喜
び
」
の
演
出
は
集
団
的
意
見
表
明
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
は
、「
世
界
平
和
の

た
め
に
ダ
ン
ス
」
に
よ
っ
て
前
向
き
で
平
和
的
な
生
活
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
は
、
挑
発
的
な
外
観
及
び
行

動
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
な
秩
序
観
念
を
疑
問
視
し
、
独
自
の
暮
ら
し
方
を
こ
れ
に
対
置
す
る
、
と
い
う
共
通
の
関
心
事
が
参
加
者
を

（
五
八
七
）
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結
び
付
け
て
い
る
。
パ
ン
ク
の
人
々
は
、
自
分
た
ち
の
考
え
方
を
実
現
で
き
る
生
活
空
間
を
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
示
威
的
な
外
観
や
行

動
は
上
記
の
生
活
空
間
の
欠
如
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

（
30
）

。
さ
ら
に
、
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
ル
シ
ュ
ピ
ュ
ッ
ツ
（D

ieter W
iefelspütz

）

も
、
広
義
説
を
支
持
し
つ
つ
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
修
正
狭
義
説
及
び
広
義
説
に
お
け
る
集
会
の
成
立
要
件
を
充
足
し
て
い
る
の
で
、
基
本

法
八
条
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
フ
ェ
ル
シ
ュ
ピ
ュ
ッ
ツ
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
、「
強
い
娯
楽
的
か
つ
営
利

的
性
格
」
を
帯
び
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
を
集
会
と
性
格
付
け
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る

（
31
）

。

（
五
）　

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
が
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
九
〇
年
代

に
お
け
る
判
例
・
学
説
は
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
第
一
法

廷
第
一
部
会
）
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
の
決
定
（
〇
一
年
部
会
決
定
）
に
お
い
て
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
の
概
念
と
集
会
該
当
性

の
判
断
方
法
を
示
し
つ
つ
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
集
会
に
該
当
し
な
い
と
し
た
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
断
を
支
持
し

た
の
で
あ
る
が
、
同
決
定
は
、
混
沌
と
し
た
状
況
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
と
し
て
、
ま
さ
に
注
目
に
値
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
の
判
決
（
〇
七
年
判
決
）
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
示
し
た
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
さ
ら
に
精
密
化
し
た
判
断
方
法
を
提
示
し
て
お
り
、
同
判
決
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅲ　

二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
一
）　

〇
一
年
部
会
決
定

（
32
）

は
「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
決
定
と
い
う
通
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
事
案

（
五
八
八
）
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七
二

（
第
一
事
件
）
と
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
事
案
（
第
二
事
件
）
に
つ
い
て
併
せ
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
に

関
連
す
る
事
実
の
概
要
を
見
る
と
、
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
を
組
織
し
て
き
た
。
ラ
ブ
パ
レ
ー

ド
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
は
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
真
ん
中
を
貫
い
て
い
る
六
月
一
七
日
通
り
で
開
催
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
第
二
事

件
異
議
申
立
人
は
、
二
〇
〇
一
年
の
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
を
二
〇
〇
一
年
七
月
二
一
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

一
三
日
付
け
書
面
に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
、
当
該
行
事
を
集
会
と
し
て
届
出
を
し
た
。
し
か
し
、
ま
ず
、
当
該
行
事
の
実
施

は
、「
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
は
ベ
ル
リ
ン
市
民
み
ん
な
の
も
の
だ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
集
会
が
同
じ
時
間
に
実
施
す
る
と
の
届
出
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
拒
否
さ
れ
、
最
終
的
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
二
二
日
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
純

粋
な
音
楽
行
事
で
あ
っ
て
、
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
の
目
的
を
含
ん
で
い
な
い
と
し
て
、
集
会
と
し
て
の
当
該
行
事
の
届
出
は
受
理
さ

れ
な
い
と
通
知
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
に
仮
の
権
利
保
護
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
ベ
ル
リ
ン

行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
八
日
の
決
定
に
お
い
て
、
こ
の
訴
え
を
斥
け
た
。
さ
ら
に
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
は
、

二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
の
決
定
に
よ
っ
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
基
本
法
八
条
及
び
集
会
法
は
、「
共
同
の
意
見
形
成
及
び

意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
他
者
と
の
会
合
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
（
集
団
的
表
現
）」
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、「
か
り
に
音
楽
や
ダ
ン

ス
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
生
き
る
喜
び
を
た
ん
に
見
せ
る
こ
と
で
も
足
り
る
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
、
集
会
の
自
由

の
高
い
ラ
ン
ク
が
法
共
同
体
の
意
識
に
お
い
て
失
わ
れ
る
結
果
と
な
ろ
う

（
33
）

」
と
述
べ
た
上
で
、「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」
は
、
集
会
概
念
を
充

足
す
る
た
め
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
、
外
部
に
向
け
て
可
視
化
す
る
共
同
の
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
と
し
て
、

（
五
八
九
）
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そ
の
集
会
該
当
性
を
否
定
し
た
。
な
お
、
第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
そ
の
間
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
実
施
に
つ
い
て
道
路
法
上
の
特
別

許
可
を
得
た
。
第
二
事
件
異
議
申
立
人
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
二
条
に
基
づ
く
仮
命
令
の
発
布
を
申
し
立
て
、

基
本
法
八
条
に
基
づ
く
基
本
権
の
侵
害
を
主
張
し
た
。

（
二
）　

つ
ぎ
に
、「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
」
に
関
連
す
る
事
実
の
概
要
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
事
件
異

議
申
立
人
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
付
け
の
書
面
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
四
日
を
実
施
日
と
し
て
、「
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
」

に
対
抗
す
る
行
事
と
し
て
の
「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
」
の
実
施
を
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
申
請
し
た
。「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」

は
、
一
四
時
か
ら
二
四
時
ま
で
、
異
な
る
出
発
点
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
に
向
か
っ
て
行
進
す
る
と
い
う
形
式
で
（S

ternm
arsch

）

行
う
こ
と
を
予
定
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
で
は
閉
会
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
一
九
九
七
年
以
降
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
行
事
で
あ
る
が
、
今
回
の
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
は
約
一
万
人
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
流

す
ス
ピ
ー
カ
ー
を
積
ん
だ
四
〇
台
か
ら
五
〇
台
の
車
両
が
こ
れ
ら
の
人
々
に
伴
走
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
行
事
の
実
施
の
最
中

に
演
説
は
計
画
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
宣
伝
的
な
言
い
回
し
で
ベ
ル
リ
ン
市
の
文
化
政
策
と
商
業
的
行
事
と
化
し
た
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド

を
批
判
す
る
内
容
の
二
万
枚
の
ビ
ラ
の
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
四
日
に
、
第
一
事
件

異
議
申
立
人
に
対
し
て
、
申
請
さ
れ
た
行
事
は
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
公
開
の
集
会
で
は
な
く
、
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
付
け
の
書

面
は
集
会
の
申
請
と
し
て
受
理
で
き
な
い
と
通
知
し
た
。

（
三
）　

ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
八
日
の
決
定

（
34
）

に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
の
通
知
に
対
し
て
第
一
事
件

異
議
申
立
人
が
し
た
異
議
申
立
て
の
延
期
的
効
果
を
回
復
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
基
本
法
八
条
及
び
集
会
法
は
「
共
同
の
意

見
形
成
及
び
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
他
者
と
の
集
合
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
（
集
団
的
表
現
）」
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
指

（
五
九
〇
）
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摘
し
た
上
で
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を
集
会
と
評
価
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
た
し
か
に
、
必
要
な
意
見
表
明
は
、
│
原
告
の
見
解
と
異
な
り
│
す
で
に
音
楽
の
再
生
及
び
集
会
参
加
者
の
ダ
ン
ス
の
中
に
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
意
見
の
内
容
が
外
部
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
ま
た
、
こ
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
参
加
者
の
ダ
ン
ス
も
、
部
外
者
に
と
っ
て
は
、
祭
典

の
枠
内
に
お
け
る
生
き
る
喜
び
の
た
ん
な
る
表
出
と
の
区
別
を
認
識
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…

こ
れ
と
同
じ
く
、
歌
詞
の
内
容
か
ら
意
見
形
成
又
は
意
見
表
明
の
要
素
を
帰
結
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
テ
キ
ス
ト
が

大
音
量
の
音
楽
の
中
で
も
主
催
者
の
関
心
事
を
分
か
り
易
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
市
区
の
奪
還
を
象
徴
的
に
表
す
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
の
集
会
参
加

者
の
行
進
だ
け
を
見
て
も
、
こ
の
中
に
も
、
こ
こ
で
理
解
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
意
見
表
明
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
関
心

事
も
、
意
見
を
ま
さ
に
表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
対
象
で
あ
る
偏
見
の
な
い
観
察
者
に
と
っ
て
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

本
件
で
は
、
む
し
ろ
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
テ
ー
マ
が
当
該
行
事
の
最
中
に
数
多
く
の
ビ
ラ
に
お
い
て
流
布
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
『
フ
ラ
イ
ヤ
ー
』
に
お
い
て
、
主
催
者
の
関
心
事
が
比
較
的
詳
細
に
、
か
つ
何
人
に
も
分
か
り
易
く
再

現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
該
行
事
は
、
旧
来
の
市
街
地
か
ら
の
あ
る
種
の
ス
タ
イ
ル
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
の
排
除

に
、
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
及
び
パ
ー
テ
ィ
の
解
散
に
、『
異
な
る
も
の
す
べ
て
か
ら
』
の
首
都
の
『
浄
化
』
に
、
さ
ら
に
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ

る
商
業
化
し
た
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
部
の
見
解
に
よ
る
と
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
毎
年
の
モ
ッ
ト
ー
と
異

（
五
九
一
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

七
五

な
り
、
た
ん
に
、
意
味
が
空
疎
化
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
原
告
が
追
求
し
て
い
る
関
心
事
を
理
解
可
能
で
、
内
容
的
に

詳
し
く
根
拠
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
集
会
の
テ
ー
マ
の
内
容
的
評
価
は
、
こ
の
関
連
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
当
部
は
、
定
式
化
さ
れ
た
関
心
事
が
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
集
会
の
性
格
を
付
与
す
る
た
め
に
、
た
ん
に
前
面
に
押

し
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
定
の
見
解
を
伝
え
る
こ
と
は
、
主
催
者
に
と
っ
て
実
際
に
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
前

提
か
ら
出
発
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
集
会
の
関
心
事
は
、
こ
の
形
式
又
は
類
似
の
形
式
に
お
い
て
、
す
で
に
過
去
数
年
間
、
そ
の
時
点

で
は
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
を
集
会
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
よ
っ
て
ま
だ
疑
問
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
張
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
は
、
と
り
わ
け
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の

商
業
化
の
拒
否
を
表
現
す
る
た
め
に
、
当
初
か
ら
意
識
的
に
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
対
抗
行
事
で
あ
る
と
自
ら
を
理
解
し
て
い
た
。
ラ
ブ
パ

レ
ー
ド
は
今
後
は
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
で
開
催
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
要
求
も
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
議
論
か
ら
生
ま
れ
、
他
の
人
々
の

意
見
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
テ
ー
マ
が
主
催
者
に
よ
っ
て
真
剣
に
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
す
具
体
的
な
手
が
か
り
は
、
ビ
ラ
に
お
け
る
比
較
的
詳
し
い
記
述
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
そ
の
見
解
の
流
布
（
…
…
）、
さ
ら
に
、

原
告
の
発
案
で
実
施
さ
れ
た
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
及
び
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
政
治
家
を
含
め

た
討
論
行
事
に
か
ん
が
み
て
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

前
述
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
目
的
が
決
し
て
一
定
の
内
容
の
伝
達
を
狙
い
と
し

て
い
な
い
娯
楽
行
事
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
部
の
見
解
に
よ
る
と
、
意
見
表
明
の
要
素
は
、
む
し
ろ
十
分
に
考
慮
さ

れ
て
い
る
。
内
容
的
関
心
事
は
、
必
要
な
明
確
性
を
も
っ
て
十
分
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
さ
ら
に
別
の
言
論
活
動
は
必
要
な

い
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
直
前
数
年
の
ビ
ラ
に
お
い
て
、
集
ま
っ
て
楽
し
く
騒
ぎ
た
い
と
い
う
願
望
、
又
は
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
の
行
事
が
語

（
五
九
二
）
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ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
集
会
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
行
事
の
他
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
並
ん
で
、
意
見
形
成
又
は
意
見
表
明
の
要
素
が
少
な
く
な
い
程
度
に
お
い
て
現
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
意
見
表
明
の
要
素
を
音
楽
の
再
生
及
び
ダ
ン
ス
に
も
、
ま
た
歌
詞
や
参
加
者
の
行
進
に
も
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
当
該
行
事
の
関
心
事
が
比
較
的
詳
細
に
誰
に
も
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
ビ
ラ
が
数

多
く
配
布
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
集
会
該
当
性
を
肯
定
し
た
。

（
四
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
の
決
定

（
35
）

に
お
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
の
決

定
を
変
更
し
、
第
一
事
件
異
議
申
立
人
の
し
た
仮
の
権
利
救
済
の
申
立
て
を
斥
け
た
。
同
裁
判
所
は
、
判
決
理
由
に
お
い
て
、
集
会
の
概

念
に
つ
い
て
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
と
同
じ
見
解
を
採
り
つ
つ
も
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
集
会
該
当
性
を
否
定
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
こ
れ
ら
の
諸
原
則
を
基
準
と
す
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
』
は
、
集
会
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、

当
該
行
事
は
、
そ
の
全
体
的
印
象
に
照
ら
し
て
、
純
粋
に
娯
楽
的
な
公
開
の
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、
意

見
表
明
の
要
素
は
完
全
に
後
景
に
退
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
外
的
諸
条
件
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

原
告
は
、
約
一
万
人
の
参
加
者
を
見
込
ん
で
お
り
、
予
定
さ
れ
た
経
路
に
お
い
て
、
大
音
量
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
演
奏
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
約
四
〇
台
か
ら
五
〇
台
の
パ
レ
ー
ド
用
車
両
が
参
加
者
に
伴
走
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
全
世
界
か
ら
来
た
、

（
五
九
三
）
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…
…
な
ど
の
様
々
な
音
楽
の
傾
向
を
有
す
る
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
、

外
観
の
特
徴
は
、
様
々
な
傾
向
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
が
行
う
ダ
ン
ス
と
行
進
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
個
人
に
と
っ
て
は
、
主
と
し
て
、
楽
し
む
こ
と
、
又
は
、
自
分
の
束
の
間
の
生
き
る
喜
び
に
表
現
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

こ
ろ
の
大
規
模
な
祭
典
又
は
ダ
ン
ス
行
事
と
の
印
象
を
生
み
出
す
。
部
外
者
は
、
通
常
の
場
合
、
音
楽
と
ダ
ン
ス
か
ら
、
意
見
表
明
で
は

な
く
、
単
純
明
快
に
、
参
加
者
に
と
っ
て
の
楽
し
み
又
は
娯
楽
を
連
想
す
る
。
た
し
か
に
、
意
見
表
明
と
し
て
の
ダ
ン
ス
、
音
楽
の
演
奏

及
び
ラ
イ
ブ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
行
動
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
行
動
形
態
が
、
ま
さ
に

意
見
表
明
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
、
意
見
表
明
が
他
の
目
的
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
前
面
に
出
て
い
る
場
合
に
の
み
、
当
て
は

ま
る
。
…
…
」

「『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
成
立
史
も
、
こ
の
行
事
が
娯
楽
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
際
立
た
せ
る
。
一
九
九
七
年
に
、
数
百
人

の
テ
ク
ノ
フ
ァ
ン
が
、
一
九
八
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
か
ら
分
裂
し
た
が
、
そ
れ
は
、
原
告
が
自
ら
定
式
化
し
て
い

る
よ
う
に
、『
大
量
消
費
化
と
商
品
化
の
可
能
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
よ
っ
て
指
図
さ
れ
な
い
』
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
主
張
す
る
た
め
で

あ
る
。『
商
業
的
利
益
な
し
に
追
求
さ
れ
る
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
の
ス
タ
イ
ル
』
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

音
楽
ス
タ
イ
ル
は
、
同
時
に
、『
こ
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
生
活
方
法
と
生
き
る
喜
び
の
表
現
』
で
あ
り
、『
た
ん
な
る
余
暇
活
動
で
は
な

く
、
精
神
態
度
で
あ
る
』。
こ
の
記
述
か
ら
は
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
が
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
の
対
抗
行
事
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る

の
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
傾
向
の
音
楽
お
よ
び
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
、
つ
ま
り
商
業
主
義
に
準
拠
し
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
示
し
よ
う

と
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
…
…
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
集
会
で
は
な
い
の
で
、
同
じ
こ
と
が
こ
の
行
事
か

ら
生
ま
れ
た
『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
も
当
て
は
ま
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
」

（
五
九
四
）
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「
…
…
一
般
的
な
形
式
で
、
旧
来
の
市
街
地
か
ら
の
一
定
の
ス
タ
イ
ル
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
の
排
除
、
ク
ラ
ブ
の
閉

鎖
及
び
パ
ー
テ
ィ
の
解
散
、『
異
な
る
も
の
す
べ
て
か
ら
』
の
首
都
の
『
浄
化
』、
さ
ら
に
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ
る
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』

を
扱
っ
て
い
る
約
二
万
枚
の
ビ
ラ
の
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
行
事
が
有
す
る
集
団
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
又
は
大
衆
娯
楽
と
し

て
の
全
体
的
特
徴
に
何
の
変
更
も
加
え
る
も
の
で
は
な
い
。
主
催
者
は
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
を
表
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
集
会
の
性
格
を
根
拠
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

た
し
か
に
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
は
一
定
の
理
由
か
ら
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
で
開
催
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
公
開
で
表
現
し
よ
う
と

す
る
多
数
人
が
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
つ
い
て
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
行
事
の
重
点
は
娯
楽
の
領
域
に
存
す
る
か
ら
で
あ

る
。『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
か
ら
出
て
い
け
』
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
伴
う
ビ
ラ
が
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
経
路
で
配
布
さ

れ
る
と
し
て
も
、
こ
の
観
点
は
、
当
該
行
事
の
他
の
外
観
と
比
べ
て
後
景
に
退
い
て
い
る
。『
金
儲
け
に
よ
る
検
閲
を
す
る
な
』、『
首
都

の
幻
想
の
代
わ
り
に
生
活
を
』、『
非
合
法
な
パ
ー
テ
ィ
は
存
在
し
な
い
』
と
い
う
他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。

被
告
は
、
適
切
に
も
、
意
見
表
明
は
行
事
の
も
っ
ぱ
ら
付
随
的
な
又
は
恣
意
的
な
副
次
行
為
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

娯
楽
行
事
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
無
内
容
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
流
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。

…
…
」

上
級
行
政
裁
判
所
の
決
定
の
後
、
第
一
事
件
異
議
申
立
人
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
三
二
条
に
基
づ
く
仮
命
令
の

発
布
を
申
し
立
て
、
基
本
法
八
条
に
基
づ
く
基
本
権
の
侵
害
を
主
張
し
た
。

（
五
九
五
）
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五
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連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
集
会
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判

所
の
判
断
を
支
持
し
つ
つ
、
仮
命
令
の
発
布
を
求
め
る
申
立
て
を
斥
け
た
。
こ
の
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
基
本

法
八
条
の
「
集
会
」
と
は
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
を
目
的
と
す
る
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
す
る
た
め
の
、
一
定
の
場
所
に

お
け
る
多
数
人
の
会
合
」
で
あ
る
と
の
解
釈
論

（
36
）

を
展
開
し
、
そ
し
て
、
つ
ぎ
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
と
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
が
「
集
会
」
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、「
集
会
」
該
当
性
の
判
断
方
法
に
関
す
る
一
般
論
も
示
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
…
…
民
衆
の
祭
（V

olksfest
）
も
娯
楽
行
事
も
集
会
概
念
に
含
ま
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
と
同
じ
く
、
生
き
る
喜
び
を
た
ん
に
見
せ
る
こ

と
（Z

urschaustellung

）
に
役
立
つ
行
事
や
、
楽
し
み
と
娯
楽
に
向
け
ら
れ
た
公
開
の
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
行
事
も
集

会
概
念
に
含
ま
れ
な
い
。
そ
こ
で
支
配
的
で
あ
る
音
楽
の
タ
イ
プ
が
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
生
き
る
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
多
数
派
の
趣
味
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
は
関
係
が
な
い
。」

「
そ
れ
故
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
と
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
を
集
会
と
し
て
位
置
付
け
な
い
こ
と
は
、
憲
法
上
支
持
で
き
る
。
少
な
く

と
も
、
二
つ
の
行
事
が
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
出
来
事
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
疑
問
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
位
置
付
け
は
、
こ

れ
ら
の
行
事
が
表
明
目
的
と
結
び
付
い
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
憲
法
上
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

「
た
し
か
に
、
集
会
は
、
当
該
集
会
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
目
的
を
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
使
用
し
て
実
現
す
る
場
合
で
も
、
集
会

の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
手
段
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
発
展
の
た
め
に
、
公
共
の
意
見
形
成
に
影
響
を
与
え
る
目
的
で
使

用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
は
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
行
事
が
、
例
え
ば
、
一
定
の
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
が
将
来
に
お
い
て
も
可
能
に
な
る
た
め
に
使
わ
れ
る
場
合
も
、

（
五
九
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

八
〇

こ
の
行
事
は
、
集
会
の
自
由
が
適
用
さ
れ
る
対
象
と
な
る
。
基
本
法
八
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
行
事
が
将
来
も
実
施
で
き
る
こ
と
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
世
論
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
影
響
力
行
使
を
す
る

こ
と
で
あ
り
、
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
の
挙
行
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。」

「
し
か
し
な
が
ら
、
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
は
、
そ
の
機
会
に
意
見
表
明
も
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
全
体
と
し
て
基
本

法
八
条
の
意
味
に
お
け
る
集
会
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
公
共
の
意
見
表
明
の
現
存
す
る
要
素
が
、
上
級
行
政
裁
判

所
に
よ
っ
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
時
々
の
行
事
を
そ
の
全
体
に
お

い
て
集
会
と
評
価
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
上
深
刻
な
疑
義
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
っ
と
も
、
公
共
の
意
見
表
明
を
示
す
兆
候
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
行
政
裁
判
所
は
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
関
す
る
訴
訟
に

お
い
て
、
当
該
行
事
を
集
会
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
裁
判
所
は
、
そ
の
点
で
は
、
主
催
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
関
心
事

が
比
較
的
詳
細
に
再
現
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
配
布
さ
れ
た
ビ
ラ
の
内
容
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。〔
行
政
裁
判
所
に
よ
る

と
〕、
そ
の
内
容
は
、
当
該
行
事
は
、
旧
来
の
市
街
地
か
ら
の
一
定
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
信
奉
者
の
排
除
に
、
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖

と
パ
ー
テ
ィ
の
解
散
に
、『
異
な
る
も
の
す
べ
て
か
ら
』
の
首
都
の
『
浄
化
』
に
、
さ
ら
に
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ
る
商
業
化
し
た
『
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
、
意
味
が
空
疎
化
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
第
一
事
件
異
議
申

立
人
の
詳
し
く
根
拠
付
け
ら
れ
た
関
心
事
で
あ
り
、
こ
の
関
心
事
は
、
必
要
な
明
確
性
を
も
っ
て
、
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
は
、
意
見
表
明
の
要
素
は
、
少
な
く
と
も
完
全
に
後
景
に
退
い
て
い
な
い
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
上
の
状
況
に
異
論
を
唱
え
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
情
は
当
該
行
事
か
ら
集
団
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
又
は
大
衆
娯
楽
と
し
て
の
全
体
的
特
徴
を
失
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
で
こ
れ
ら
の
状
況
を
評
価
し
た
。〔
上
級

（
五
九
七
）
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裁
判
所
に
よ
る
と
、〕
当
該
行
事
の
重
点
は
、
│
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
が
│
娯
楽
の
領
域
に
あ
り
、
意
見
表
明
は
た

ん
に
附
随
的
な
副
次
行
為
に
す
ぎ
な
い
。

当
該
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
楽
し
み
、
ダ
ン
ス
又
は
娯
楽
の
目
的
が
前
面
に
出
て
い
る

の
か
と
い
う
点
か
ら
法
的
判
断
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
憲
法
上
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の

高
い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
。

た
し
か
に
、
あ
る
行
事
が
い
か
な
る
全
体
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
お
い
て
は
、
関
係
者
が
、
何
を
公
共
の
意
見
形
成

の
対
象
と
し
、
い
か
な
る
形
態
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
用
を
使
用
し
た
い
の
か
に
つ
い
て
自
ら
決
定
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
行
動
を
集
会
と
し
て
法
的
に
位
置
付
け
る
権
限
は
、
そ
の
適
格
を
有
す
る
裁
判
所
に
帰
属

す
る
。」
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
仮
命
令
の
手
続
き
に
お
い
て
、
専
門
裁
判
所
が
し
た
判
断
に
代
え
て
自
己
の
判
断
を
す
る
こ
と
を
原
則

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
は
、
法
的
判
断
は
少
な
く
と
も
明
ら
か
に
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
法
的

位
置
付
け
は
本
案
手
続
き
に
お
い
て
の
み
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
37
）

。

Ⅳ　

二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

（
一
）　

連
邦
行
政
裁
判
所
の
〇
七
年
判
決
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
〇
一
年
部
会
決
定
（
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
決
定
）
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
同

決
定
と
は
対
照
的
に
、「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
を
憲
法
上
の
集
会
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
の
判
断
を
示
し
た
。
同
判
決
は
、

〇
一
年
部
会
決
定
が
示
し
た
解
釈
論
か
ら
出
発
し
て
、「
計
画
さ
れ
た
人
々
の
会
合
が
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
要

（
五
九
八
）
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素
と
、
他
の
目
的
に
役
立
つ
要
素
と
を
含
む
場
合
に
お
い
て
、
他
の
目
的
が
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
見
て
明
ら
か
に
前
面
に
出
て

い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
き
は
、
こ
の
会
合
は
、
基
本
法
及
び
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
判
決
要
旨
）
と
定
式
化
し
て
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
精
密
化
し
た
上
で
、「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
の
全
体
的
特
徴

を
疑
い
の
余
地
な
く
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
こ
れ
を
集
会
と
し
て
扱
う
こ
と
が
憲
法
上
必
要
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。
以
下
、

こ
の
判
決
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

本
件
は
、
〇
一
年
部
会
決
定
第
一
事
件
と
同
じ
事
案
で
あ
る
が
、
若
干
の
補
足
を
加
え
て
説
明
す
る
と
、
事
実
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
一
九
日
付
け
の
書
面
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
四
日
に
実
施
す
る
予
定
の
「
フ
ァ
ッ
ク

パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
に
つ
い
て
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
に
集
会
と
し
て
届
出
を
し
た
が
、
警
察
署
長
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
四
日
付
け

の
書
面
に
よ
っ
て
、
当
該
行
事
に
は
集
団
的
な
意
見
形
成
過
程
・
意
思
形
成
過
程
が
欠
け
て
お
り
、
参
加
者
の
役
割
も
音
楽
の
聴
取
と
ダ

ン
ス
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
届
出
は
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
の
届
出
と
し
て
受
理
で
き
な
い
と
通
知
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
付
け
の
書
面
で
異
議
を
申
し
立
て
た
。
原
告
は
、
当
該
行
事
が
中
止
に
な
っ

た
後
、
届
出
を
し
た
「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
は
集
会
法
の
意
味
に
お
け
る
集
会
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
を
求
め
て
ベ
ル
リ
ン

行
政
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た

（
38
）

。

（
二
）　

ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
三
日
の
判
決

（
39
）

に
お
い
て
、
上
記
の
訴
え
を
棄
却
し
た
が
、
判
決
理
由
に
お

い
て
、
集
会
の
概
念
及
び
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
〇
一
年
部
会
決
定
等
を
引
用
し
た
上
で
、
届
出
を
し
た
当
該
行
事
は
集
会

の
成
立
要
件
を
充
足
し
て
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

（
五
九
九
）
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「
…
…
た
し
か
に
、
当
該
行
事
は
、
意
見
表
明
の
要
素
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
パ
レ
ー
ド
の
機
会
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
も
当
て
は
ま
る
。
当
該
集
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
…
…
意
味
の
空
疎
化

し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
言
及
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
雑
多
で
か
つ
漠
然
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま

た
、
経
路
は
、
た
と
え
部
外
者
に
は
容
易
に
認
識
で
き
な
い
と
し
て
も
、
当
該
行
事
の
関
心
事
と
の
関
連
性
を
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
行
事
は
、
そ
の
外
観
を
基
準
に
す
る
と
、
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
楽
し
み
と
娯
楽
が

前
面
に
出
て
い
る
。
参
加
者
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ー
の
後
ろ
を
歩
き
、
自
分
の
趣
味
に
合
う
音
楽
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
事
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
お
い
て
も
主
催
者
自
身
に
よ
っ
て
パ
ー
テ
ィ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
当
該
行
事
の
こ
の

性
格
は
、
全
体
像
の
特
徴
を
決
定
的
に
形
成
す
る
ほ
ど
前
面
に
出
て
い
る
。
集
会
と
し
て
の
地
位
を
得
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形
態

の
出
来
事
の
場
合
、
例
え
ば
、
後
続
の
数
年
に
お
い
て
な
さ
れ
た
言
論
活
動
の
形
式
に
お
け
る
意
見
表
明
の
よ
う
に
、
意
見
表
明
の
よ
り

明
確
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
必
要
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
引
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ー
テ
ィ
の
宣
伝
と
ほ
と
ん

ど
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
毎
年
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
の
日
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
当
該
行
事
の
定
期
性
と
、
モ
ッ
ト
ー
が
こ

こ
数
年
間
ほ
と
ん
ど
変
更
さ
れ
ず
に
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
公
共
の
意
見
形
成
に
対
す
る
具
体
的
寄
与
を
否
定
す
る
根
拠
と

な
る
。
音
楽
自
体
の
中
に
意
見
表
明
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
聞
き
手
が
、
音
楽
を
一
定
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
結
び
付
け
る
か
、
又

は
そ
の
特
別
の
注
意
を
運
ば
れ
て
く
る
言
明
に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
あ
る
種
の
賛
歌
や
著
名
な
プ

ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
、
あ
る
い
は
、
聞
き
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
を
歌
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
ラ
ッ
プ
ソ
ン
グ
に
当
て
は
ま

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
ま
た
は
大
部
分
に
お
い
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
主
張
さ
れ

て
い
る
音
楽
ス
タ
イ
ル
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
リ
ズ
ム
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
及
び
大
音
量
が
前
面
に
出
て
お
り
、
そ
れ

（
六
〇
〇
）
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八
四

は
、
一
定
の
音
楽
の
嗜
好
及
び
あ
る
種
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
表
現
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
原
告
は
、
口
頭
弁
論
に

お
い
て
、
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
で
あ
る
原
告
に
と
っ
て
音
楽
の
陳
列
が
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
説
得
的

に
説
明
し
て
い
る
が
、
原
告
に
対
し
て
は
、
当
該
行
事
に
集
会
の
全
体
的
特
徴
が
与
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、
集
会
に
お
け
る
原
告
の
表
現

手
段
の
使
用
が
、
外
部
に
も
認
識
可
能
な
意
見
表
明
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
通
常
の
ク
ラ
ブ
娯
楽
と
異
な
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
の
成
立
史
も
、
意
見
表
明
の
証
拠
と
し
て
評
価
で
き
な
い
。

た
し
か
に
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
か
ら
の
分
裂
は
、
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
ま
す
ま
す
商
業
化
し
、
大
衆
の
趣
味
を
指
向
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に

反
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
異
議
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
異
な
る
生
活
ス
タ

イ
ル
と
音
楽
の
嗜
好
の
模
範
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ー
の
様
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及

び
参
加
者
に
対
す
る
飲
料
水
の
供
給
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
と
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、

対
抗
パ
ー
テ
ィ
も
パ
ー
テ
ィ
に
と
ど
ま
る
。
…
…

（
40
）

」

（
三
）　

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
行
政
裁
判
所
も
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
日
の
判
決

（
41
）

に
お
い
て
、
集
会
の
概
念
等
に
つ
い

て
〇
一
年
決
定
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
を
引
用
し
た
上
で
、
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
集
会
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
こ
の
基
準
に
よ
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
』
は
、
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
す
と
、
集
会
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
集
会
の
自
由
の
高
い
ラ
ン
ク
の
故
に
、
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
行
事
は
集
会
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

（
六
〇
一
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

八
五

い
う
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
採
用
し
た
ル
ー
ル
（
…
…
）
が
適
用
さ
れ
る
余
地
は
な
い
。
当
該
行
事
は
、
部
外
者
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
ま

ず
、
参
加
者
が
そ
の
音
楽
嗜
好
に
合
っ
た
生
活
方
法
を
祝
福
し
よ
う
と
す
る
手
段
で
あ
る
と
こ
ろ
の
音
楽
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
行
事
で

あ
っ
た
。
意
見
表
明
は
、
原
告
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
と
く
に
演
奏
さ
れ
る
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
種
類
・
方
法
及
び
作
品
か
ら
も

浮
き
彫
り
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
平
均
的
観
察
者
が
こ
れ
に
気
付
く
こ
と
は
な
い
。
平
均
的
観
察
者
に
は
、
む
し
ろ
音
楽
は
何
で
も
よ
く

交
換
可
能
な
も
の
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
意
見
形
成
の
対
象
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
認
識
で
き
る
関
心
事
と

音
楽
と
は
結
び
付
い
て
い
な
い
。
か
り
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
論
説
と
呼
び
か
け
に
お
い
て
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
が
伝
え
よ
う

と
し
て
い
た
特
殊
な
内
容
が
解
説
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
内
容
が
行
事
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
集
会
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
集
団
的
関
与
を
目
的
と
し
て
一
定
の
場
所
に
お

い
て
多
数
人
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
集
会
の
属
性
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
当

該
行
事
が
当
該
会
合
の
場
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
出
現
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
事
の
場
所
に
お
い
て
欠
け
て
い
る
又
は
十

分
に
は
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
意
見
表
明
の
要
素
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ペ
ー
ジ
や
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

道
路
上
で
は
音
楽
と
ダ
ン
ス
が
優
勢
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
意
見
形
成
的
内
容
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
関

心
の
あ
る
人
し
か
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
経
路
の
選
択
も
、
ま
た
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
の
行
進
中
に
配
布
さ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
ビ
ラ
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た
諸
要
求
も
、
当
該
行
事
に
異
な
る
特
色
を
与
え
な
い
。
そ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
、

都
市
の
発
展
の
個
々
の
局
面
に
対
す
る
、
す
な
わ
ち
特
定
の
市
区
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
排
除
に
対
す
る
批
判
的
か
つ
拒

否
的
見
解
及
び
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
反
対
の
立
場
は
、
音
楽
行
進
及
び
ダ
ン
ス
行
進
に
比
し
て
、
副
次
的
、
附
随
的
意
義
し
か
有
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
極
め
て
一
般
的
な
も
の
に
抑
え
ら
れ
、
そ
れ
故
、
人
に
訴
え
る
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お

（
六
〇
二
）
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八
六

さ
ら
で
あ
る
。
特
別
の
種
類
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
、
ビ
ラ
に
お
い
て
告
知
さ
れ
て
い
る
諸
要
求
を
際
立
た
せ
、
意
見
形
成
的
に

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
部
外
の
観
察
者
に
と
っ
て
、
必
要
な
明
確
性
を
も
っ
て
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
部
外
者
は
、
当

該
行
事
を
、
そ
の
外
観
の
全
体
を
基
準
と
し
て
、
こ
の
音
楽
と
結
び
付
い
た
参
加
者
の
生
き
る
喜
び
や
、
楽
し
み
、
ダ
ン
ス
、
動
作
及
び

娯
楽
が
表
出
し
て
い
る
動
く
テ
ク
ノ
・
パ
ー
テ
ィ
と
捉
え
た
は
ず
で
あ
る

（
42
）

。」

（
四
）　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
の
判
決
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
及
び
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
断
と
異
な
り
、

「
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
」
を
集
会
と
し
て
扱
う
こ
と
が
憲
法
上
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、

〇
一
年
決
定
の
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
を
前
提
と
し
、
〇
一
年
部
会
決
定
の
参
照
を
求
め
つ
つ
、「
あ
る
行
事
が
、
公
共
の
意
見
形
成

の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
要
素
と
、
こ
の
目
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
『
混
合
』
行
事
が
そ

の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の
自
由
の
高

い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
が
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
（
…
…

（
43
）

）。」
と
指
摘
し
た
上
で
、「『
混
合
』
行
事
が
そ
の

全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
」
を
判
断
す
る
方
法
を
示
し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。

「
あ
る
『
混
合
』
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
実
上
の
状
況
の

総
合
考
慮
（G

esam
tschau

）
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
が
集
会
の
自
由
に
付
与
し
た
特
別
の
重
要
性
は
、
あ

ら
ゆ
る
本
質
的
事
情
が
判
断
の
中
に
含
め
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
に
応
じ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
こ
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
い

場
合
、
そ
の
判
断
に
法
的
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
判
断
は
基
本
法
八
条
の
基
準
に
合
致
し
な
い
か
ら
で

（
六
〇
三
）
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あ
る
。
総
合
考
慮
は
、
複
数
の
段
階
を
踏
ん
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
計
画
さ
れ
た
行
事
の
様
態
で
あ
っ
て
公
共
の
意
見

形
成
へ
の
関
与
を
目
標
と
す
る
も
の
が
す
べ
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
が
真
剣
に
意
図
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
、
集
会
の
自
由
の
保
護
を
要
求
で
き
る
よ
う
に
た
ん
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
関
心
事
お
よ
び
そ
の
実
行
に
役
立
つ
諸
要
素
は
、
無
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
自
体
と
し
て
意
見
形
成
に
向
け

ら
れ
た
諸
要
素
を
関
心
事
の
真
剣
さ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
除
外
す
る
こ
と
は
、
集
会
の
自
由
の
特
別
の
意
義
に
目
を
向
け

る
と
、
抑
制
的
な
態
度
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
厳
格
な
基
準
を
当
て
は
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
考
察
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
計
画
さ
れ
た
行
事
の
諸
要
素
の
う
ち
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と

し
て
現
れ
る
諸
要
素
の
み
で
あ
る
。
照
準
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
行
事
の
時
点
に
お
い
て
行
事
の
場
所

に
い
る
部
外
者
で
あ
る
。
こ
の
観
察
者
が
何
よ
り
も
ま
ず
重
要
で
あ
る
の
は
、
集
会
が
一
定
の
時
間
に
一
定
の
場
所
に
現
存
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
世
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
優
先
的
に
行
お
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
級
行
政
裁
判
所
の
見
解
と
は
異
な

り
、
こ
の
考
察
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
限
定
さ
れ
な
い
。
部
外
者
が
『
現
場
で
』
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
で
あ
っ
て
も
重
要

で
あ
り
得
る
。
…
…
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
点
の
把
握
に
引
き
続
い
て
、
こ
れ
ら
の
視
点
は
そ
の
重
大
性
に
応
じ
て
評
価
さ
れ
、

そ
の
全
体
に
お
い
て
重
要
性
の
程
度
の
点
か
ら
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
続
く
の
が
、
全
体
考
慮
の
第
二
段
階
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
及
び
娯
楽
と
い
っ
た
意
見
形
成
を
目
標

と
し
て
い
な
い
当
該
行
事
の
様
態
が
評
価
さ
れ
、
全
体
と
し
て
そ
の
重
要
性
の
程
度
か
ら
判
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
│
第

三
段
階
に
お
い
て
│
、
一
方
に
お
い
て
、
最
初
の
二
つ
の
段
階
に
確
定
さ
れ
た
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
関
係
す
る
諸
要
素
の
重

要
性
と
、
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
諸
要
素
と
区
別
さ
れ
る
諸
要
素
の
重
要
性
を
、
相
互
に
関
連
付
け
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
比
較

（
六
〇
四
）
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
挙
げ
た
諸
要
素
が
優
越
す
る
と
き
は
、
当
該
行
事
は
、
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
。
反

対
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
は
集
会
法
の
保
護
を
享
受
し
な
い
。
い
ず
れ
か
一
つ
の
領
域
の
優
位
を
疑
い
な
く
確
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
44
）

。」

そ
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
の
検
討
に
入
り
、
上
記
の
諸
原
則
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
上
級
行
政
裁
判
所
の

判
決
は
「
連
邦
法
違
反
に
基
づ
く
」
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
上
級
行
政
裁
判
所
が
、
訴
訟
の
対
象
で
あ
る
行
事
は
そ
の
外
観
の
全
体
に
照
ら
し
て
部
外
者
に
お
い
て
は
第
一
次
的
に
音
楽
、
ダ
ン

ス
及
び
娯
楽
行
事
と
し
て
現
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
想
定
し
た
点
に
お
い
て
、
同
裁
判
所
は
、
公
共
の
意
見
形
成
の
関
与
に
向
け
ら
れ

て
い
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
の
要
素
を
必
要
な
総
合
考
慮
の
枠
内
に
お
け
る
考
察
に
取
り
入
れ
る

と
い
う
基
本
法
八
条
一
項
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
要
請
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
控
訴
裁
判
所
は
、
関
連
す
る
諸
要
素
を
そ

の
全
体
に
お
い
て
重
要
性
の
程
度
の
点
か
ら
評
価
し
、
意
見
形
成
に
関
係
し
な
い
当
該
行
事
の
様
態
の
全
体
的
重
要
性
と
の
比
較
を
行
う

こ
と
も
怠
っ
た
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
当
該
行
事
の
構
想
に
よ
る
と
、
届
出
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
当
該
行
事
の
諸
要
求
が
、
ト
ラ
ッ
ク
│
そ
の

中
の
四
〇
台
か
ら
五
〇
台
は
伴
走
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
│
に
取
り
付
け
ら
れ
、
部
外
者
に
よ
っ
て
気
付
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
横
断
幕

に
お
い
て
再
現
す
る
こ
と
が
疑
い
な
く
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
届
出
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
の
テ
ー
マ
と

し
て
、『
金
儲
け
に
よ
る
検
閲
を
す
る
な
』、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
は
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
か
ら
出
て
い
け
』、『
首
都
の
幻
想
の
代
わ
り
に
生

活
を
』、
及
び
『
非
合
法
な
パ
ー
テ
ィ
は
存
在
し
な
い
』
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
要
求
は
、
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向

（
六
〇
五
）
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け
ら
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
要
求
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
か
ら
は
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
点

で
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
が
、
当
該
行
事
に
際
し
て
配
布
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
ビ
ラ
等
に
お
い
て
詳
し
く
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ビ
ラ
の
サ
ン
プ
ル
は
仮
の
権
利
保
護
手
続
き
の
訴
訟
記
録
に
存
在
し
、
こ
の
記
録
は
、
上
級
行
政

裁
判
所
に
よ
っ
て
明
示
的
に
手
続
き
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
故
、
そ
の
内
容
が
〔
上
級
行
政
裁
判
所
の
〕
部
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
得
る
も

の
で
あ
る
。
上
級
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
正
当
に
公
共
の
意
見
形
成
の
関
与
の
要
素
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
ビ
ラ
に
お
い
て
は
、
当
該

行
事
が
、
旧
来
の
市
街
地
域
か
ら
の
あ
る
種
の
ス
タ
イ
ル
の
テ
ク
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
支
持
者
の
排
除
に
、
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
及
び
パ
ー

テ
ィ
の
解
散
に
、
さ
ら
に
は
、『
疑
似
デ
モ
』
で
あ
る
と
こ
ろ
の
商
業
化
し
た
『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
等
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
に
付
け
ら
れ
る
横
断
幕
に
お
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
具
体
化
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
求
が
集
会
の
属
性
を
帯
び
る
こ
と
を
根
拠
付
け
る
た
め
だ
け
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
手
が
か
り
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ

の
要
求
の
真
剣
さ
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
質
的
に
同
じ
構
想
で
直
近
数
年
間
に
行
わ
れ
た
『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
』
が
集
会

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
も
、
こ
の
こ
と
に
有
利
な
証
拠
と
な
る
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
│
そ
の
法
的
立
場
か
ら
す
る
と
首
尾
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
│
す
で
に
当
該
行
事
の
前
段
階
に
お
い
て
そ

の
諸
目
標
及
び
諸
要
求
が
立
ち
入
っ
て
説
明
さ
れ
、
か
つ
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
た
原
告
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
も
無
視
し
て
い
る
。

…
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
お
け
る
記
述
が
、
当
該
行
事
が
公
共
の
意
見
形
成
に
対
し
て
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
の
状
況
証
拠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
何
人
も
入
手
可
能
で
あ
り
、
当
該
行
事
は
、
│
す
で
に
示
し
た
よ

う
に
│
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
の
諸
要
素
を
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
こ
と
は
、
原
告
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に

よ
っ
て
、『
生
活
す
る
価
値
の
あ
る
都
市
に
と
っ
て
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
及
び
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
い
か
に
重
要
で
あ
る
の
か
』
を
テ
ー

（
六
〇
六
）
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マ
と
し
て
二
〇
〇
一
年
六
月
二
三
日
等
に
行
わ
れ
た
、
政
治
家
を
含
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
当
て
は
ま
る
。
当
該
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け
は
、
仮
の
権
利
保
護
手
続
き
の
訴
訟
記
録
に
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
呼
び
か
け
に
お
い
て
、
訴
訟
の

対
象
で
あ
る
行
事
と
の
関
連
性
が
「F

uckparade presents

」
と
の
指
摘
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
。
こ
れ

ら
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
集
会
の
属
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
有
利
な
事
実
上
の
状
況
の
す
べ
て
を

考
察
の
対
象
に
取
り
込
ん
で
、
か
つ
重
要
性
の
程
度
の
点
か
ら
評
価
す
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
対
応
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
連
邦

憲
法
違
反
が
存
す
る

（
45
）

。」

「
公
共
的
意
見
形
成
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
当
該
行
事
の
諸
要
素
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
当
該
行
事
に
際
し
て
配
布
す
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
ビ
ラ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
付
け
ら
れ
た
横
断
幕
、
原
告
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
に
お
け
る
行
事
の
要
求
及
び
目
的
に
つ
い
て
の
説
明
、

前
記
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
人
に
訴
え
る
力
が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
、
公
共
の
意
見
形
成
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
位
置
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
均
的
観
察
者
は
、
そ
の

全
体
的
重
要
性
を
高
い
も
の
と
評
価
し
た
は
ず
で
あ
る
。

当
該
行
事
は
、
特
定
の
音
楽
の
演
奏
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
広
い
領
域
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
全
体
的
重
要
性
の
点
に
お
い
て
部
外
者
か
ら
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

調
査
さ
れ
た
全
体
的
重
大
性
の
比
較
は
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
に
向
け
ら
れ
た
諸
要
素
が
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
見
る
と
前

面
に
出
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
の
想
定
を
正
当
化
し
な
い
。
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
意
見
形
成
の
領
域
に
配
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
諸
要
素
の
す
で
に
示
し
た
重
大
性
に
か
ん
が
み
る
と
、
む
し
ろ
、
当
該
行
事
は
、
そ
れ
が
開
催
さ
れ
て
い
た
場
合
、
そ
の
全
体
的
特
徴

に
照
ら
し
て
、
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
排
除
で
き
な
い
。
と
く
に
あ
る
種
の
テ
ク
ノ
・

（
六
〇
七
）
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
昔
か
ら
あ
る
演
奏
場
所
の
維
持
の
要
求
、
及
び
、『
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
』
の
枠
組
み
に
お
け
る
こ
の
音
楽
の
商
業
化
に
対

す
る
批
判
が
当
該
行
事
を
特
色
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
及
び
娯
楽
の
部
分
が
諸
要
求
の
内
容
を
聞
い
て
も

ら
う
と
い
う
目
的
の
た
め
の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
音
楽
は
、
提
出
し
た
諸
要
求
の
本
質
的
基
準
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
部
外
者
が
気
が
付
か
な
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、『
フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
二
〇
〇
一
』
の

全
体
的
特
徴
を
疑
い
な
く
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
集
会
と
し
て
扱
う
こ
と
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
た

（
46
）

。」

Ⅴ　

判
例
の
整
理
と
今
後
の
課
題

（
一
）　

本
稿
は
、
〇
一
年
決
定
（
及
び
〇
一
年
部
会
決
定
）
が
示
し
た
「
集
会
」
の
概
念
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
で
は
、
あ
る
行
事
が

「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
て
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁

判
所
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定
（
〇
一
年
部
会
決
定
）
及
び
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
（
〇
七
年
判
決
）
を
詳
し
く

紹
介
し
た
。
あ
る
行
事
が
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
の
判
例
理
論
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
（
下
記
の
①
及
び
②
は
〇
一
年
部
会
決
定
に
お
い
て
示
さ
れ
、
下
記
の
③
は
〇
七
年
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。）。

①　

基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
と
は
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
を
目
的
と
す
る
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
す
る
た
め
の
、

一
定
の
場
所
に
お
け
る
多
数
人
の
会
合
」
で
あ
る

（
47
）

。「
民
衆
の
祭
」、「
娯
楽
行
事
」、「
生
き
る
喜
び
を
た
ん
に
見
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
行

（
六
〇
八
）
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事
」
及
び
「
楽
し
み
と
娯
楽
の
向
け
ら
れ
た
公
開
の
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
行
事
」
は
「
集
会
」
に
含
ま
れ
な
い
。

②　

集
会
は
、
当
該
集
会
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
目
的
を
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
使
用
し
て
実
現
す
る
場
合
で
も
、
集
会
の
保
護
範

囲
に
含
ま
れ
る
が
、
音
楽
行
事
及
び
ダ
ン
ス
行
事
は
、
そ
の
機
会
に
意
見
表
明
も
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
全
体
と
し
て
基
本

法
八
条
の
意
味
に
お
け
る
集
会
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
該
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
楽

し
み
、
ダ
ン
ス
又
は
娯
楽
の
目
的
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
法
的
判
断
が
行
わ
れ
る
。
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の
高

い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
。

③　

あ
る
行
事
が
、
公
共
の
意
見
形
成
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
要
素
と
、
他
の
目
的
に
役
立
つ
要
素
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
こ
の

「
混
合
」
行
事
が
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
判
断
は
、
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
事

情
の
総
合
考
慮
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

総
合
考
慮
は
三
段
階
で
行
わ
れ
る
。
審
査
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
計
画
さ
れ
た
行
事
の
様
態
の
う
ち
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与

を
目
標
と
す
る
も
の
が
把
握
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
平
均
的
観
察
者
の
視
点
か
ら
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
分
か
る
要

素
が
考
察
の
対
象
に
含
め
ら
れ
る
。
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
点
の
把
握
に
引
き
続
い
て
、
こ
れ
ら
の
視
点
が
そ
の
重
大
性
に
応

じ
て
評
価
さ
れ
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
の
程
度
が
判
定
さ
れ
る
。
審
査
の
第
二
段
階
に
お
い
て
は
、
意
見
表
明
に
関
係
の
な

い
当
該
集
会
の
様
態
が
調
査
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
態
様
が
評
価
さ
れ
、
全
体
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
判
定
さ
れ
る
。
審
査
の
第
三
段
階
に

お
い
て
は
、
公
共
の
意
見
形
成
に
関
係
す
る
諸
要
素
と
こ
の
要
素
か
ら
区
別
さ
れ
る
諸
要
素
を
相
互
に
関
係
付
け
、
平
均
的
観
察
者
の
視

点
か
ら
比
較
さ
れ
る
。
前
者
の
諸
要
素
が
優
越
す
る
と
き
は
、
当
該
行
事
は
、
そ
の
全
体
的
特
徴
に
照
ら
し
て
集
会
で
あ
る
。
反
対
の
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
行
事
は
集
会
法
の
保
護
を
享
受
し
な
い
。
い
ず
れ
か
一
つ
の
領
域
の
優
位
を
疑
い
な
く
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

（
六
〇
九
）
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い
と
き
は
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
七
年
判
決
の
示
し
た
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
集
会
該
当
性
の

判
断
方
法
に
つ
い
て
一
般
論
を
述
べ
た
部
分
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
所
が
一
定
の
判
断
方
法
（
と
く
に
〇
一
年
部
会
決
定
が
示
し
た
判
断
方
法
）

に
依
拠
し
て
個
別
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
判
断
を
し
た
部
分
、
す
な
わ
ち
個
別
具
体
的
な
事
案
の
検
討
の
部
分
も
可
能
な
限
り
詳
し
く

紹
介
す
る
と
い
う
方
針
を
採
用
し
た
た
め
、
当
初
の
構
想
よ
り
も
大
部
の
も
の
と
な
り
、
記
述
が
冗
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
の
有
用
性
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
の
検
討
と
切
り
離
し
て
検
討
・
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
事
情
に
か
ん
が
み
て
、
本
稿
の
論
述
方
法
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
二
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
示
し
た
集
会
の
概
念
は
、
学
説
に
お
い
て
│
少
な
く
と
も
主
要
な
教
科
書
や
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
限
っ
て
言
え
ば
│
必
ず
し
も
受
け
入
れ
て
お
ら
ず
、
広
義
説
の
立
場
を
採
る
学
説
が
存
外
に
多
い
と
い
う
印
象
を
筆
者

は
抱
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
筆
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
が
学
説
（
と
く
に
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
一
年
決
定
の
前
に
広
義
説
を
採
っ

て
い
た
学
説
）
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
理
由
は
、「
集
会
」
の
概
念
を
め
ぐ
る
狭
義
説
（
及
び
修
正
狭
義
説
）
と
広
義
説
の
対
立
は
、

そ
の
基
層
に
あ
る
基
本
権
理
論
の
違
い
に
帰
着
す
る
部
分
も
あ
り
、
広
義
説
を
採
る
学
説
が
狭
義
説
（
及
び
修
正
狭
義
説
）
の
立
場
に
歩
み

寄
る
の
は
原
理
的
に
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

（
48
）

が
、
基
本
権
理
論
に
お
け
る
原
理
的
対
立

は
さ
て
お
き
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
集
会
概
念
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
」
と
す
る
会
合
で
あ
り
、
基
本
法
八
条
の

保
護
を
受
け
る
集
会
と
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
」
と
し
な
い
会
合
で
あ
り
、

（
六
一
〇
）
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基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
境
界
線
引
き
は
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か
、
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ペ
ン
ホ
イ
ア
ー
（O

tto D
epenheuer

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
は
、
実
務
上
の
観
点
か
ら
は
、
あ
る
行
事
が
「
全
体
的
特
徴
」
に

よ
る
と
「
楽
し
み
又
は
娯
楽
の
目
的
」
が
中
心
で
あ
っ
て
、
法
的
意
味
の
集
会
で
は
な
い
と
評
価
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
っ
た
「
困
難
で
、

決
断
主
義
的
に
し
か
解
決
で
き
な
い
境
界
線
画
定
及
び
衡
量
問
題
」
に
帰
着
す
る
、
と
批
判
し
て
い
る

（
49
）

。
ま
た
、
カ
ー
ル
（W

olfgang 

K
ahl

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
今
後
（
〇
一
年
部
会
決
定
及
び
〇
一
年
決
定
以
後
）、
数
多
く
の
個
別
事
案
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
文
化

の
新
た
な
形
態
を
、
重
点
が
娯
楽
に
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
公
共
の
意
見
形
成
に
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
つ
ね
に
審
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
が
、
こ
の
限
界
が
流
動
的
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
指
摘
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
（
及
び
そ
の
他
の
裁
判
所
）
の
判
例
に

お
け
る
「
明
確
性
と
法
的
安
定
性
の
喪
失
」
を
批
判
し
て
い
る

（
50
）

。
し
か
し
、
筆
者
は
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八

条
の
保
護
を
受
け
な
い
た
ん
あ
る
集
ま
り
の
境
界
線
引
き
の
困
難
性
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
解
釈
の
決
定
的
な
弱
点
と
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る

（
51
）

。
何
故
な
ら
、
集
会
該
当
性
の
判
断
基
準
・
判
断
手
法
が
示
さ
れ
、
各
裁
判
所
に
よ
る
事
例
判
断
が
蓄
積
さ
れ
て
い

け
ば
、
各
裁
判
所
に
お
い
て
集
会
該
当
性
に
関
し
て
そ
れ
な
り
に
安
定
的
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
境
界
線
引
き
の

困
難
性
は
時
の
経
過
と
と
も
に
あ
る
程
度
は
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で

に
（
Ⅲ
及
び
Ⅳ
に
お
い
て
）
示
し
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
会

と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
境
界
線
引
き
を
す
る
判
断
基
準
や
そ
の
際
の
考
慮
要
素
と
い
っ
た
集
会
該
当
性

の
審
査
方
法
が
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
審
査
方
法
が
、
個
別
的
・
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
裁
判
官
が

そ
れ
な
り
に
安
定
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
論
的
枠
組
み
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
こ
の
評
価
を
行

う
た
め
に
は
、
〇
一
年
部
会
決
定
（
及
び
〇
一
年
決
定
）
と
〇
七
年
判
決
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
判
断
枠
組
み
に
、
と
く
に
〇
七
年
判
決
が

（
六
一
一
）
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展
開
し
た
「
三
段
階
審
査

（
52
）

」
に
依
拠
し
て
集
会
該
当
性
を
判
断
し
た
最
近
の
判
例
を
さ
ら
に
綿
密
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
の
判

例
の
分
析
は
、
別
途
論
文
を
作
成
し
て
取
り
組
む
べ
き
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
修
正
狭
義
説
の
立
場
を
採
る
ガ
イ
ス
（M

ax-E
m
anuel G

eis

）
は
、
狭
義
説
は
基
本
法
八
条
に
内
在
す
る
人
格
発
展
の
要
素
を

過
度
に
表
舞
台
か
ら
退
か
せ
て
、
集
会
の
自
由
を
「
主
と
し
て
民
主
的
・
政
治
的
制
度
」
に
縮
減
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
間
接
的

に
、
会
合
の
「
内
容
的
評
価
」
が
な
さ
れ
る
「
突
破
口
」
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
権
は
こ
の
危
険
に
対
し
て
特
別
の
保
護
を
受
け

る
に
値
す
る
│
が
生
じ
る
か
ら
、
内
容
上
の
限
定
を
す
る
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
│
「
公
共
的
事
項
の
討
議
」
と
い
う
基
礎

と
な
る
基
準
に
よ
っ
て
精
密
な
確
定
が
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
│
と
批
判
し
て
い
る

（
53
）

。
こ
れ
に
対
し

て
、
ホ
フ
マ
ン
＝
リ
ー
ム
（W

olfgang H
off m

ann-R
iem

）
は
、
第
一
に
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
」
の
概
念
は
広
く
、
こ
の
概
念

の
争
い
│
狭
義
説
と
修
正
狭
義
説
と
の
争
い
│
は
実
際
の
事
案
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
こ
と

（
54
）

、
第
二
に
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
は
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
と
単
な
る
集
ま
り
と
の
境
界
線
を
引
く
困
難
性
に
つ
い
て
、「
疑
い
が
残
る
場
合
に
は
、
集
会
の
自
由
の
高

い
ラ
ン
ク
か
ら
、
当
該
行
事
は
集
会
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
と
の
効
果
が
生
じ
る
」
と
の
「
疑
い
が
残
る
場
合
の
ル
ー
ル
」
に
よ
っ
て
対
処

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
上
記
の
「
疑
い
が
残
る
場
合
の
ル
ー
ル
」
は
、
国
家
権
力
の
担
い
手
に
よ
る
集
会
の
自
由
の
制
約
の
濫

用
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
」
の
広
汎
性
と
上
記
ル
ー
ル
は
、
多
元
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
は
、

公
共
の
意
見
形
成
の
過
程
に
何
を
提
出
す
る
か
は
集
会
参
加
者
の
自
己
理
解
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
考
慮
し
て
お
り
、
疑
い
が
残
る

場
合
に
は
、
何
を
公
共
の
意
見
形
成
の
対
象
を
し
て
よ
い
か
を
集
会
の
自
由
を
犠
牲
に
し
て
決
定
す
る
権
限
を
国
家
に
与
え
る
も
の
で
は

な
い
、
と
反
論
し
て
い
る

（
55
）

。
ホ
フ
マ
ン
＝
リ
ー
ム
の
反
論
に
説
得
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
〇
一

年
部
会
決
定
に
お
い
て
示
さ
れ
、
〇
七
年
判
決
に
お
い
て
集
会
該
当
性
を
肯
定
す
る
判
断
の
決
め
手
と
さ
れ
た
「
疑
い
が
残
る
場
合
の

（
六
一
二
）



日
本
法
学　
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八
十
三
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二
〇
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十
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月
）

九
六

ル
ー
ル
」
が
、
〇
七
年
判
決
以
降
の
判
例
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
綿
密
に
分
析
す
る
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。
最
近
の
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
「
疑
い
が
残
る
場
合
の
ル
ー
ル
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
焦

点
を
当
て
て
判
例
の
展
開
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
作
業
は
、
別
個
独
立
の
論
文
を
作
成
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
も

今
後
の
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

Ⅵ　

結
び
に
代
え
て

最
後
に
、
結
び
に
代
え
て
、
山
本
の
問
題
提
起
に
対
し
て
若
干
の
感
想
を
述
べ
た
い
。「
反
原
発
デ
モ
と
し
て
、
若
者
を
中
心
に
行
わ

れ
て
い
る
『
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
』」
が
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
集
会
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、

ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
集
会
」
の

概
念
の
定
義
を
示
し
た
上
で
、
個
別
の
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
に
つ
い
て
、
各
々
の
事
情
を
踏
ま
え
て
個
別
具
体
的
に
そ
の
集
会
該
当
性
を

判
断
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、「『
集
団
行
動
の
自

由
』
を
再
検
討
す
る
な
か
で
、
憲
法
学
的
に
も
し
っ
か
り
議
論
す
」
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る

「
集
会
」
の
概
念
の
定
義
と
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
残
念
な
が
ら
、
筆
者
の
研
究
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
集
会
」
の
概
念
に
つ
い
て
自
ら
の
解
釈
論

を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
も
同
じ
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

山
本
の
問
題
提
起
に
対
し
て
こ
れ
以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
思
考
実
験
と
し
て
、
か
り
に
ド
イ
ツ
連
邦

（
六
一
三
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

九
七

憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
「
集
会
」
の
定
義
と
集
会
該
当
性
の
判
断
方
法
を
前
提
と
し
て
「
反
原
発
デ
モ
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
サ
ウ

ン
ド
デ
モ
」
が
憲
法
上
の
「
集
会
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と
、「
反
原
発
デ
モ
」
が

「
サ
ウ
ン
ド
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
音
量
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
や
パ
ン
ク
系
の
音
楽
を
流
し
た
り
、
楽
器
を
弾
い
た
り
」
す

る
「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合

的
沸
騰
」
が
公
共
的
事
項
に
関
す
る
意
見
表
明
の
手
段
と
し
て
な
さ
れ
る
限
り
、
こ
の
「
反
原
発
デ
モ
」
が
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す

る
「
集
会
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
が
文
献
等
で
知
り
得
た
情
報

（
56
）

に
依
拠
す
る
限
り
で

は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
に
お
い
て
は
、「『
音
』
に
よ
る
身
体
的
・
感
覚
的
な
集
合
的
沸
騰
」
は
「
反
原
発
」
な

ど
の
公
共
的
事
項
に
関
す
る
意
見
表
明
を
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、「
反
原
発
」
な
ど
の
意
見
表
明
の
要
素
が
そ
の
全

体
的
特
徴
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
は
通
常
の
場
合
は
憲
法
上
の
集
会
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
該
当
性
の
判
断
は
あ
く
ま
で
も
具
体
的
事
案
に
即
し
た
個
別
的

判
断
で
あ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
一
般
に
つ
い
て
そ
の
集
会
該
当
性
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
57
）

。
以
上
が
、
山
本

の
問
題
提
起
に
対
す
る
筆
者
の
感
想
で
あ
る
。

（
1
） 

中
林
暁
生
・
山
本
龍
彦
「
連
載
を
振
り
返
っ
て　

そ
の
二
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
四
頁
以
下
（
六
〇
頁
）〔
山
本
発

言
〕。

（
2
） 

A
xel T

esch
en

tsch
er, V

ersam
m
lungsfreiheit und E

ventkultur, N
V
w
Z
 2001, S

. 1243.

（
3
） 

グ
ジ
ィ
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
（C

h
ristoph

 G
u

sy, L
ehrbuch der V

ersam
m
lungsfreiheit ‒ B

V
erfG

E
 69, 315, JuS

 1986, S
. 608

）。

（
六
一
四
）
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〇
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九
八

（
4
） B

V
erfG

E
 69, 315. 

ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
つ
い
て
は
、
赤
坂
正
浩
「
基
本
法
八
条
の
集
会
の
自
由
と
集
会
法
に
よ
る
規
制
│
ブ
ロ
ッ
ク

ド
ル
フ
決
定
│
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
根
森
健
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版
）』（
信
山
社
、

二
〇
〇
三
年
）
二
四
八
頁
以
下
（
赤
坂
正
浩
『
立
憲
国
家
と
憲
法
変
遷
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
三
七
頁
以
下
に
所
収
）
に
よ
る
紹
介
と
解

説
が
あ
る
。

（
5
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
お
い
て
、
基
本
法
八
条
は
、「
集
会
及
び
行
進
を
│
た
ん
な
る
集
ま
り
や
大
衆
娯
楽
と
は
異

な
っ
て
│
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
の
表
現
と
し
て
保
護
し
て
い
る
」
と
こ
ろ
、「
こ
の
保
護
は
、
論
拠
が
示
さ
れ
、

か
つ
論
議
さ
れ
る
集
会
に
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
非
言
語
的
な
表
現
形
態
に
至
る
ま
で
の
多
様
な
形
態
の
共
同
行
動
を
含
む
。
集
会
の
自
由
が
広

告
的
な
又
は
人
目
を
引
く
意
見
表
明
を
す
る
目
的
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
性
格
を
有
す
る
行
事
も
、
こ
れ

に
含
ま
れ
る
。」
と
説
示
し
た
（B

V
erfG

E
 69, 315 

（342 f.

））。
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
が
「
集
会
」
の
概
念
を
明
確
に
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、

同
決
定
が
「
反
原
発
デ
モ
」
の
事
案
で
、
ま
さ
に
憲
法
上
の
集
会
の
典
型
事
例
で
あ
り
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
の
境
界
線
を
画
定
す
る
必
要
が
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
） B

V
erfG

-K
 N

JW
 2001, S

. 2459 

（2460
）.

（
7
） B

V
erfG

E
 104, 92 

（104 f.

）

（
8
） 

岡
田
俊
幸
「
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
『
集
会
』
の
概
念
」
工
藤
達
朗
・
西
原
博
史
・
鈴
木
秀
美
・
小
山
剛
・
毛
利
透
・
三
宅
雄
彦
・
斎
藤
一

久
編
『
戸
波
江
二
先
生
古
稀
記
念　

憲
法
学
の
創
造
的
展
開　

上
巻
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
〇
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
9
） 

岡
田
俊
幸
「
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
『
集
会
』
の
概
念
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
」
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
九
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八

年
刊
行
予
定
）
を
参
照
。

（
10
） B

V
erw

G
E
 129, 42.

（
11
） 

「
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
」
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w
.chaostage.de

な
ど
を
読
ん
だ
が
、
こ
れ
を
短
く
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
本
文
で
は
、

Joh
an

n
es D

eger, S
ind C

hos-T
age und T

echno-P
araden V

ersam
m
lungen?, N

JW
 1997, S

. 923 

（923

）
の
表
現
を
借
り
た
。
な
お
、

一
九
九
五
年
の
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
に
お
い
て
参
加
者
と
警
察
官
と
の
間
で
「
市
街
戦
」
が
発
生
し
た
こ
と
を
報
じ
る
地
元
紙
の
記
事
を
イ
ン
タ
ー

（
六
一
五
）
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九
九

ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
け
た
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
12
） V

G
 H

annover N
V
w
Z
-R

R
 1997, S

, 622.
（
13
） 
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
加
え
て
、
広
義
説
を
主
張
す
る
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
（R

om
an H

erzog

）
の
学
説

（
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注（
8
）六
一
〇
頁
以
下
で
詳
し
く
紹
介
し
て
お
い
た
。）
を
引
用
し
て
、
基
本
法
八
条
の
集
会

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
参
加
者
の
間
に
「
一
定
の
内
的
結
合
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
参
加
者
が
一
緒
に
い
る
「
共
通
の
意
思
」
を

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
人
の
集
ま
り
の
「
こ
の
内
的
結
び
付
き
」
が
集
会
の
本
質
を
形
成
し
、「
個
人
を
超
え
た
全
体
」
で
あ
る
と

の
参
加
者
の
自
己
理
解
を
も
た
ら
す
こ
と
、
さ
ら
に
、「
自
己
組
織
」
の
あ
る
種
の
集
団
的
効
果
が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
意
見
の
対
立
す
ら
も
集

会
の
対
象
を
形
成
し
得
る
し
、
異
な
る
集
団
の
緩
や
か
な
併
存
も
集
会
の
概
念
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
共
通
の
意
思
の
要
件
は
広
く
捉
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
行
政
裁
判
所
が
広
義
説
の
採
用
に
踏
み
切
っ
た
と
言
え
る
か
は
疑
問

で
あ
る
。

（
14
） V

G
 H

annover N
V
w
Z
-R

R
 1997, S

, 622 

（623

）.

（
15
） 

本
文
の
説
明
は
、D

r. M
otte: W

ir donnerten unseren S
ound in die S

tadt. B
ericht, 01. Juli 2009, S

piegel O
nline; D

ie erste 

L
ove P

arade: W
ir konnten nichts m

ehr m
achen. B

ericht, D
er S

piegel, 31/2010, S
. 21

に
基
づ
く
。

（
16
） 

H
a

n
s-W

ern
er L

a
u

bin
ger/

U
lrich

 R
ep

kew
itz, D

ie V
ersam

m
lung in der verfassungs- und verw

altungsgerichtlichen 

R
echtsprechung, 

（1. T
eil

） V
erw

A
rch. 2001, S

. 585, 
（586

）
の
記
述
に
基
づ
く
。

（
17
） V

G
 B

erlin, B
eschluss vom

 24. Juni 1997 ‒ 1 A
 221.97 ‒, juris.

（
18
） 

控
訴
審
で
あ
る
一
九
九
七
年
七
月
四
日
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
も
同
様
で
あ
る
（O

berverw
altungsgericht B

erlin, B
eschluss 

vom
 04. Juli 1997 ‒ 1 S

N
 154.97 ‒, juris; N

JW
 1998, S

.1423 f.
）。

（
19
） V

G
 B

erlin, B
eschluss vom

 9. July 1998 ‒ 1 A
 293.98 ‒, juris.

（
20
） 

L
au

bin
ger/

R
epkew

itz

（F
n. 16

）, S
.587 f.

（
21
） 

D
eger 

（F
n. 11

）, S
. 923 f.

（
六
一
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇
〇

（
22
） 

D
eger 

（F
n. 11

）, S
. 924.

（
23
） 

D
eger 

（F
n. 11

）, S
. 925.

（
24
） 

A
n

n
a D

eu
telm

oser, A
ngst vor den F

olgen eines w
eiten V

ersam
m
lungsbegriff s?, N

V
w
Z
 1999, S

. 240 

（242

）. 

ド
イ
テ
ル
モ
ー

ザ
ー
は
、
集
会
の
概
念
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
基
本
法
五
条
の
保
護
は
、
私
的
な
見
解
表
明
も
、
ま
た
公
共
的
な
見
解
表
明
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
表

明
さ
れ
た
意
見
か
ら
の
「
没
価
値
性
（W

ertfreiheit

）」
を
特
徴
と
す
る
、
と
い
う
が
一
般
的
意
見
で
あ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
と
っ
て
の
意
見

表
明
の
自
由
の
原
理
的
価
値
は
、「
私
的
な
、
重
要
で
は
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
知
的
で
は
な
い
見
方
」
が
基
本
法
五
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
低
下
し
な
い
、
と
指
摘
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
非
政
治
的
な
行
事
や
市
民
階
級
を
挑
発
す
る
か
も
し
れ
な
い
行
事
が
集
会
の
自
由

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
と
し
て
も
、
集
会
の
自
由
の
特
別
の
重
要
性
は
存
続
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
政
治
的
又
は
公
共
的
事
項
」
に
関
す
る
討
論

又
は
意
見
表
明
に
集
会
の
概
念
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
狭
義
説
は
拒
否
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 

240 f.

）。
つ
ぎ
に
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
に
よ
る
と
、
基
本
法
八
条
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
」
と
し
て
の
集
会
を
保
護
し
て
お
り
、
こ
れ
は
基
本
法
八
条
の
「
広
い
保
護
範
囲
」
の
採
用
を
帰
結
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
ド
ル
フ
決
定
以
降
、
修
正
狭
義
説
と
広
義
説
の
区
別
は
不
要
に
な
っ
た
と
主
張
し
、
基
本
法
八
条
の
「
集
会
」
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
と
し
て
い
る
共
同
の
発
展
」
を
目
的
と
す
る
多
数
人
の
あ
ら
ゆ
る
会
合
と
解
釈
し
て
い
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 

242

）。

（
25
） 

D
eu

telm
oser 

（F
n. 24

）, S
. 242. 

な
お
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、「
も
っ
ぱ
ら
営
利
的
な
行
事
」
を
実
施
し
、
又
は
こ
れ
に
参
加
す
る
者

は
集
会
の
自
由
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
い
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
第
一
に
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、「
共
同
の
目
的
追
求
」
が
欠

け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、「
純
粋
に
経
済
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
」
会
合
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
の
保
護
さ
れ
た
集
会
と
結
び
付
い
て
い

る
特
権
が
正
当
化
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、Scientology

教
会
に
関
す
る
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
（N

V
w
Z
 

1995, S
. 473

）
を
参
考
に
し
て
、「
部
分
的
に
営
利
的
な
行
事
」
に
つ
い
て
は
基
本
法
八
条
の
適
用
を
肯
定
し
て
い
る
。
集
会
の
開
催
に
は
著
し
い

費
用
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
填
す
る
た
め
に
「
部
分
的
に
営
利
的
な
活
動
」
が
必
要
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
規
模
デ

モ
に
お
い
て
は
、
集
会
の
実
施
を
プ
ロ
の
主
催
者
に
委
ね
る
こ
と
が
通
常
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
プ
ロ
の
主
催
者
の
み
が
、
集
会
法
に
よ
っ
て
集
会

（
六
一
七
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

一
〇
一

の
指
導
者
に
課
せ
ら
れ
た
包
括
的
な
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
高
い
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
商
品
の
販
売
や
宣
伝
契
約
な
ど
に
よ
っ
て
主
催
者
や
参
加
者
の
金
銭
的
利
益
が
確
保
さ
れ
た
と
し
て
も
、
集
会
の
自
由
の
保
護
は
存
続
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、「
純
粋
な
娯
楽
行
事
」
も
集
会
の
自
由
の
保
護
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
に
よ
る
と
、「
純
粋
な
娯
楽
行
事
」
に
含
ま
れ
る
の
は
、「
消
費
」
の
み
が
意
図
さ
れ
、
演
奏
者
・
上

映
者
と
聴
衆
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
に
至
ら
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
上
映
で
あ
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 242 f.

）。

（
26
） 

清
掃
費
用
の
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
途
論
文
を
作
成
し
、
一
九
九
八
年
九
月
六
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
（B

V
erw

G
E
 80, 158 und 

164

）
や
文
献
（W

in
fried

 B
roh

m
, D

em
onstrationsm

üll und S
traßenreinigung, JZ

 1989, S
. 324

）
を
紹
介
・
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
27
） 

D
eu

telm
oser 

（F
n. 24

）, S
. 243. 

ド
イ
テ
ル
モ
ー
ザ
ー
は
、
本
文
で
述
べ
た
清
掃
費
負
担
の
問
題
に
加
え
て
、
集
会
の
自
由
は
集
会
の
場
所
、

時
間
、
方
法
及
び
内
容
に
関
す
る
自
己
決
定
権
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
第
三
者
の
基
本
権
と
衝
突
し
た
場
合
に
基
本
法
八
条
が
つ
ね
に

優
位
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
実
践
的
整
合
性
」
の
原
則
が
妥
当
し
、
基
本
権
の
衝
突
の
場
合
、
集
会
が
主
と

し
て
私
的
な
目
的
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
公
共
の
意
見
形
成
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ラ
ブ
パ

レ
ー
ド
及
び
カ
オ
ス
・
タ
ー
ゲ
等
の
開
催
と
結
び
付
い
た
危
険
は
、
集
会
法
の
道
具
で
十
分
に
対
処
で
き
る
こ
と
等
を
指
摘
し
、「
広
い
集
会
概
念

の
効
果
に
対
す
る
不
安
に
は
根
拠
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
総
括
し
て
い
る
（D

eu
telm

oser 

（F
n. 24

）, S
. 243 f.

）。

（
28
） 

M
iach

ael K
n

iesel, V
ersam

m
lungs- und D

em
onstrationsfreiheit, N

JW
 2000, S

. 2857 

（2857 f.

）.

（
29
） 

K
n

iesel 

（F
n. 28

）, S
. 2858.

（
30
） 

K
n

iesel 

（F
n. 28

）, S
. 2858.

（
31
） 

D
ieter W

iefelspü
tz, A

ktuelle P
roblem

e des V
ersam

m
lungsrechts in der H

auptstadt B
erlin, D

Ö
V
 2001, S

. 21 

（21 f.

）.

（
32
） B

V
erfG

-K
, N

JW
 2001, S

. 2459

は
事
実
の
記
載
を
か
な
り
省
略
し
て
お
り
、
以
下
の
記
述
は
、B

V
erfG

, A
blehnung einstw

eilige 

A
nordnung vom

 12. Juli 2001 ‒ 1 B
vQ

 28/01, 1 B
vQ

 30/01 ‒, juris
に
基
づ
く
。

（
33
） 

ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定
の
一
部
が
、L

au
bin

ger/
R

epkew
itz

（F
n. 16

）, S
.591

に

引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
六
一
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇
二

（
34
） 

フ
ァ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定
は
、http://fuckparade.org/recht/2001-06-28

に
全

文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

（
35
） 
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
は
、http://fuckparade.org/recht/2001-07-06

に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
基
づ
く
。

（
36
） 

〇
一
年
部
会
決
定
の
展
開
し
た
、「
集
会
」
の
概
念
に
関
す
る
解
釈
論
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注（
8
）六
一
六
頁
以
下
で
紹
介
し
て
お
い

た
。

（
37
） B

V
erfG

-K
, N

JW
 2001, S

. 2459 

（2460

）.

（
38
） 

原
告
は
、
予
備
的
に
、
ベ
ル
リ
ン
警
察
署
長
の
二
〇
〇
一
年
五
月
一
四
日
付
け
の
通
知
が
違
法
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
も
求
め
て
い
る
が
、
こ

の
訴
え
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

（
39
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 23. N
ovem

ber 2004 ‒ 1 A
 271.01 ‒, juris.

（
40
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 23. N
ovem

ber 2004 ‒ 1 A
 271.01 ‒, juris, R

n. 29.

（
41
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil vom
 02. M

ai 2006 ‒ O
V
G
 1 B

 4.05 ‒, juris.

（
42
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil vom
 02. M

ai 2006 ‒ O
V
G
 1 B

 4.05 ‒, juris, R
n. 30.

（
43
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（47

）.

（
44
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（47 ff .

）.

（
45
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（49 f.

）.

（
46
） B

V
erw

G
E
 129, 42 

（51 f.

）.

（
47
） 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〇
一
年
決
定
は
、
〇
一
年
部
会
決
定
の
示
し
た
「
集
会
」
の
定
義
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
基
本
法
八
条
の

「
集
会
」
と
は
「
公
共
の
意
見
形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
一
定
の
場
所
に
お
け
る
多
数
人
の
会
合
」

を
言
う
と
判
示
し
た
。

（
48
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注（
9
）で
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
い
た
。

（
六
一
九
）



集
会
の
自
由
と
イ
ベ
ン
ト
文
化
（
岡
田
）

一
〇
三

（
49
） 

O
tto D

epen
h

eu
er, in: T

heodor M
aunz/G

ünter D
ürig, K

om
m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 8 

（L
fg. 48 N

ovem
ber 2006

） R
n. 

52.
（
50
） 

W
olfgan

g K
ah

l, V
om

 w
eiten S

chutzbereich zum
 engen G

ew
ährleistungsgehalt, D

er S
taat 2004, S

. 167 

（194 f.

）.

（
51
） 
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
区
別
の
困
難
性
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
示
し
た

解
釈
の
決
定
的
な
弱
点
と
は
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
は
、
さ
ら
に
、
広
義
説
や
修
正
狭
義
説
に
お
い
て
も
、
憲
法
上
の
「
集
会
」
が
「
公
共
の
意
見

形
成
へ
の
関
与
に
向
け
ら
れ
た
共
同
の
討
論
又
は
意
見
表
明
を
目
的
と
す
る
」
も
の
か
ど
う
か
は
制
約
の
正
当
化
の
段
階
で
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、

広
義
説
や
修
正
狭
義
説
も
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
強
く
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
弱
く
し
か
受
け
な
い
集
会
と
の
区
別
の
困
難
性
と

い
う
、
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
る
集
合
と
基
本
法
八
条
の
保
護
を
受
け
な
い
単
な
る
集
ま
り
と
の
区
別
の
困
難
性
と
ほ
ぼ
類
似
の
問
題
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
点
も
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
52
） 

Joh
an

n
es L

u
x, in: W

ilfried P
eters/N

orbert Janz 

（H
rsg.

）, H
andbuch V

ersam
m
lungsrecht, 2015, D

 R
n. 48.

（
53
） 

M
ax-E

m
an

u
el G

eis, in: K
arl H

einrich F
riauf/W

olfram
 H

öfl ing 

（H
rsg.

）, B
erliner K

om
m
entar zum

 G
rundgesetz, A

rt. 8 

（10. E
rg.-L

fg. Ⅸ
/04

） Rn. 18.

（
54
） 

W
olfgan

g H
offm

an
n

-R
iem

, V
ersam

m
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伊
藤
昌
亮
『
デ
モ
の
メ
デ
イ
ア
論
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
小
熊
英
二
『
社
会
を
変
え
る
に
は
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）、
五
野
井

郁
夫
「『
デ
モ
』
と
は
何
か
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
57
） 

実
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
様
々
な
形
態
の
「
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
」
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
サ

ウ
ン
ド
デ
モ
」
一
般
に
つ
い
て
そ
の
集
会
該
当
性
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
六
二
〇
）





大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
〇
五

大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て

末　
　

澤　
　

国　
　

彦

一　

は
じ
め
に

刑
法
第
二
編
第
二
十
三
章
賭
博
及
び
富
く
じ
に
関
す
る
罪
は
、
百
八
十
五
条
に
賭
博
罪
、
百
八
十
六
条
に
常
習
賭
博
罪
・
賭
博
場
開
張

罪
・
博
徒
結
合
罪
、
百
八
十
七
条
に
富
く
じ
罪
を
規
定
す
る
。
こ
の
章
の
規
定
の
特
徴
は
、
例
外
規
定
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
外

規
定
に
よ
り
合
法
化
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
、
い
わ
ゆ
る
宝
く
じ
法
）
に
基
づ
く

宝
く
じ
、
競
馬
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
に
基
づ
く
競
馬
、
自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
に
基
づ
く

競
輪
、
小
型
自
動
車
競
走
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
号
）
に
基
づ
く
オ
ー
ト
レ
ー
ス
、
モ
ー
タ
ボ
ー
ト
競
走
法
（
昭
和
二
十
八
年
法

律
第
二
百
四
十
二
号
）
に
基
づ
く
競
艇
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
に
基
づ
く
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
が
あ
る
。
さ
ら
に
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八

論　

説

（
六
二
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇
六

年
法
律
第
百
十
五
号
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｒ
法
）
が
制
定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
カ
ジ
ノ
の
解
禁
に
向
け
て
具
体
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
二
条
一
項
四
号
ま
た
は
五

号
お
よ
び
十
八
条
に
該
当
す
る
た
め
法
令
行
為
（
刑
法
三
十
五
条
）
で
刑
事
罰
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
三
店
方
式
と
呼
ば

れ
る
特
殊
景
品
を
景
品
交
換
所
に
持
ち
込
み
現
金
に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
も
事
実
上
の
賭
博
で
は
な
い
か
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。

一
方
、
賭
博
及
び
富
く
じ
に
関
す
る
罪
の
処
罰
根
拠
に
つ
い
て
、
判
例
は
「
勤
労
そ
の
他
正
当
な
原
因
に
因
る
の
で
な
く
、
単
な
る
偶

然
の
事
情
に
因
り
財
物
の
獲
得
を
僥
倖
せ
ん
と
相
争
う
が
ご
と
き
は
、
国
民
を
し
て
怠
惰
浪
費
の
弊
風
を
生
ぜ
し
め
、
健
康
で
文
化
的
な

社
会
の
基
礎
を
成
す
勤
労
の
美
風
を
害
す
る
（
1
）

」
点
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
例
外
規
定
や
例
外
的
行
為
が
事
実
上
存
在
す

る
と
「
国
民
を
し
て
怠
惰
浪
費
の
弊
風
を
生
ぜ
し
め
、
健
康
で
文
化
的
な
社
会
の
基
礎
を
成
す
勤
労
の
美
風
」
は
害
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
あ
り
方
や
取
締
の
あ
り
方
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
例
外
規
定
の
嚆
矢
で
あ
る
競
馬
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
七
号
・
い
わ
ゆ
る
旧
競
馬
法
）
の
制
定
過
程
を

検
討
す
る
。
こ
の
競
馬
法
の
柱
は
、
か
つ
て
賭
博
罪
に
該
当
す
る
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
馬
券
の
発
行
を
、
例
外
法
の
制
定
に
よ
っ
て
合
法

化
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
①
い
っ
た
ん
刑
法
に
抵
触
す
る
こ
と
で
禁
止

さ
れ
た
行
為
を
、
例
外
法
の
制
定
で
合
法
化
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
②
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
付
け
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
③
競
馬
法
は
、
賭
博
罪
の
例
外
な
の
か
、
富
く
じ
罪
の
例
外
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
馬

券
の
合
法
化
を
め
ぐ
る
議
論
を
振
り
返
っ
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
賭
博
及
び
富
く
じ
に
関
す
る
罪
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
ヒ

ン
ト
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
2
）

。

（
六
二
三
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
〇
七

二　

競
馬
と
馬
券
を
め
ぐ
る
動
き
と
競
馬
法
の
制
定
経
緯

（
一
）
洋
式
競
馬
の
日
本
へ
の
導
入
と
馬
券
の
黙
許

日
本
に
お
け
る
洋
式
競
馬
の
初
め
は
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
、
横
浜
元
町
の
外
国
人
居
留
地
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
翌
年

に
は
横
浜
レ
ー
ス
倶
楽
部
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
、
元
町
か
ら
根
岸
に
移
転
し
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
倶
楽
部
は
、
居
留
地
に
住
む
外
国
人
の
社
交
娯
楽
機
関
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
人
の
入
会
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治

八
（
一
八
七
五
）
年
、
西
郷
従
道
が
自
分
の
持
ち
馬
を
出
走
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
関
与
が
始
ま
っ
た
。
な
お
、
西
郷
は
明
治

十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
横
浜
レ
ー
ス
倶
楽
部
が
発
展
し
て
発
足
し
た
横
浜
ジ
ョ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
（
明
治
十
三
年
、
日
本
レ
ー
ス
倶
楽
部
に
改

称
）
の
設
立
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
（
3
）

。
こ
の
横
浜
の
競
馬
は
、
イ
ギ
リ
ス
式
の
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
賭
け
は
当
然
に
行
な
わ
れ

て
い
た
。
ま
た
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
は
経
営
の
円
滑
化
の
た
め
一
枚
一
ド
ル
の
馬
券
を
発
行
し
た
。
こ
の
横
浜
の
競
馬
は
、

外
国
人
主
体
で
運
営
さ
れ
て
い
た
た
め
、
治
外
法
権
の
関
係
で
取
締
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
日
本
人
に
よ
る
洋
式
競
馬
は
、
馬
匹
改
良
と
騎
兵
養
成
の
観
点
か
ら
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
陸
軍
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ

た
招
魂
社
に
お
け
る
競
馬
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
（
4
）

。
後
に
は
招
魂
社
だ
け
で
な
く
吹
上
御
苑
で
天
覧
競
馬
も
開
催
さ
れ
た
（
5
）

。
ま
た
、
明
治

十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
は
、
陸
軍
、
海
軍
、
宮
内
、
内
務
各
省
が
中
心
と
な
っ
て
共
同
競
馬
会
社
が
設
立
さ
れ
、
戸
山
ヶ
原
の
陸
軍
省

用
地
内
で
開
催
さ
れ
た
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
は
木
村
荘
平
ら
に
よ
り
興
農
競
馬
会
社
が
設
立
さ
れ
、
三
田
の
内
務
省
勧
農
局

育
種
場
に
設
け
ら
れ
た
競
馬
場
で
開
催
さ
れ
た
（
6
）

。
ま
た
、
共
同
競
馬
会
社
の
競
馬
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
不
忍
池
畔
に
移
転
し

隆
盛
を
み
た
。
こ
こ
で
の
競
馬
は
、
競
馬
会
社
主
催
で
の
賭
け
は
行
わ
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
華
族
の
夫
人
、
令
嬢
ら
が
優
勝
馬
の
馬
主
、
騎

（
六
二
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
〇
八

手
に
賞
典
を
与
え
る
婦
人
財
嚢
競
走
な
ど
が
行
わ
れ
、
鹿
鳴
館
的
な
貴
顕
紳
士
、
淑
女
の
社
交
の
場
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
（
7
）

。
し
か

し
、
観
客
の
中
に
は
観
客
同
士
で
賭
け
を
行
う
者
が
存
在
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
8
）

。
こ
の
不
忍
池
の
競
馬
は
鹿
鳴
館
的
風
潮
へ
の
批
判

を
受
け
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
、
最
後
の
競
争
を
行
っ
て
い
る
（
9
）

。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
北
海
道
や
九
州
な
ど
の
馬
産
地

で
は
、
競
馬
場
と
競
馬
倶
楽
部
が
設
け
ら
れ
、
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
。

さ
て
、
馬
匹
改
良
の
柱
は
、
軍
備
の
近
代
化
を
進
展
さ
せ
る
中
で
、
実
用
目
的
に
即
し
、
高
水
準
の
調
教
と
能
力
が
要
求
さ
れ
る
軍
用

馬
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
在
来
種
の
馬
の
水
準
は
、
軍
用
馬
に
す
る
に
は
、
は
る

か
に
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
馬
の
品
種
改
良
、
洋
種
馬
の
輸
入
、
生
産
、
育
成
、
調
教
技
術
や
馬
術
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
こ

れ
ら
を
円
滑
に
進
め
て
行
く
た
め
の
馬
事
思
想
の
普
及
と
い
っ
た
体
系
的
な
馬
政
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
陸
軍
と
農
商
務
省
は
産

馬
事
業
を
奨
励
す
る
が
、
収
益
の
問
題
等
か
ら
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
、
日
清

戦
争
が
勃
発
し
日
本
軍
馬
の
劣
悪
性
が
作
戦
遂
行
上
支
障
を
も
た
ら
す
事
態
を
招
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
戦
後
の
明
治
二
十
八

（
一
八
九
五
）
年
、
金
子
堅
太
郎
を
会
長
と
す
る
馬
匹
調
査
会
を
設
置
し
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
ま
で
に
三
回
に
わ
た
り
様
々
な
案

が
討
議
さ
れ
本
格
的
な
馬
匹
改
良
に
向
け
て
動
き
始
め
た
（
10
）

。
そ
の
直
後
の
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
、
北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
が

勃
発
し
、
こ
こ
で
も
外
国
軍
よ
り
「
馬
の
姿
を
し
た
猛
獣
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
日
本
軍
馬
の
劣
悪
性
を
露
呈
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
日
英
同
盟
に
基
づ
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
馬
を
輸
入
す
る
な
ど

し
た
も
の
の
、
戦
時
中
に
馬
の
不
足
が
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
戦
時
中
の
明
治
三
十
七
年
に
明
治
天
皇

の
勅
命
に
よ
り
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
馬
政
調
査
委
員
会
は
馬
政
第
一
次
計
画
を
立
案
し
、
三
十
年
か
け
て
馬
匹
を
改
良
す
る
計
画
の

実
行
に
入
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
競
馬
倶
楽
部
を
設
置
し
て
行
う
競
馬
の
奨
励
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
明
治
三
十
九

（
六
二
五
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
〇
九

（
一
九
〇
六
）
年
、
全
国
の
馬
政
を
統
一
し
て
管
轄
す
る
馬
政
局
を
内
閣
に
設
け
た
（
11
）

。

競
馬
の
奨
励
は
、
馬
匹
調
査
会
時
代
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
競
馬
倶
楽
部
の
経
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
馬
券
の
発
行

は
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
不
忍
池
競
馬
等
の
日
本
人
に
よ
る
競
馬
が
頓
挫
し
た
の
は
資
金
難
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

治
外
法
権
下
で
馬
券
の
発
行
を
行
っ
て
い
た
横
浜
（
根
岸
）
の
競
馬
の
経
営
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は

馬
券
の
賭
博
性
で
あ
っ
た
。
内
務
・
司
法
両
省
は
こ
の
問
題
に
強
い
抵
抗
を
示
し
て
い
た
が
、
横
浜
の
競
馬
に
お
け
る
馬
券
の
発
行
が
、

条
約
改
正
後
も
事
実
上
黙
認
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
活
用
さ
れ
、
陸
軍
・
農
商
務
両
省
の
強
い
意
向
で
馬
券
黙
許
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

た
（
12
）

。
そ
し
て
、
か
ね
て
よ
り
馬
券
を
伴
う
競
馬
を
施
行
す
る
競
馬
倶
楽
部
の
モ
デ
ル
づ
く
り
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
加
納
久
宜
、
安
田
伊

左
衛
門
ら
は
、
明
治
三
十
九
年
二
月
に
東
京
競
馬
会
の
設
立
趣
意
書
、
定
款
を
発
表
し
た
。
そ
の
直
前
の
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

十
二
月
に
は
、「
競
馬
賭
事
ニ
関
ス
ル
農
商
務
陸
軍
内
務
司
法
四
大
臣
合
議
書
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
東
京
競
馬
会
側
が
要
求
し
て
馬

券
黙
許
の
言
質
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
議
書
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
13
）

。

（
欄
外
朱
書
）
持
回
リ
十
二
月
二
十
三
日
決
判
（
競
馬
賭
事
ニ
関
ス
ル
農
商
務
陸
軍
内
務
司
法
四
大
臣
合
議
書
）

　
　

明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農　

務　

局　

長

　
（
各
大
臣
、
次
官
、
文
書
課
長
、
軍
務
局
長
、
警
保
局
長
、
民
刑
局
長
の
印
は
省
略
）

　
　
　
　
　
　
　

競
馬
ニ
関
ス
ル
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
議

産
馬
事
業
ニ
関
シ
テ
ハ
既
ニ
種
馬
牧
場
及
種
馬
所
ヲ
設
ケ
洋
種
馬
ヲ
海
外
ニ
求
メ
官
民
鋭
意
馬
匹
ノ
改
良
蕃
殖
ニ
努
ム
ト
雖
モ
未
タ
馬
匹
ノ
技
能
特

長
ヲ
考
試
ス
ヘ
キ
機
関
ナ
ク
常
ニ
遺
憾
ヲ
感
ス
ル
折
柄
今
回
子
爵
加
納
久
宜
外
数
名
主
唱
シ
テ
府
下
ニ
競
馬
会
ヲ
起
シ
公
益
法
人
ト
ナ
シ
以
テ
馬
匹

（
六
二
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
一
〇

ニ
関
ス
ル
国
民
ノ
思
想
ヲ
涵
養
シ
産
馬
事
業
ノ
発
達
ト
馬
術
ノ
進
歩
ト
ヲ
幇
助
セ
ン
ト
ス
寔
ニ
時
宜
ニ
適
シ
タ
ル
挙
ナ
ル
ヲ
認
ム
蓋
シ
産
馬
ノ
気
運

日
ヲ
追
フ
テ
盛
ナ
ル
ヲ
見
ル
ニ
ヨ
リ
競
馬
会
ハ
他
地
方
ニ
モ
興
起
ス
ヘ
ク
元
来
競
馬
ハ
馬
匹
ノ
速
度
力
量
ヲ
比
較
シ
其
ノ
技
能
ヲ
審
判
ス
ル
唯
一
ノ

機
関
ニ
シ
テ
馬
匹
改
良
上
必
要
ノ
設
備
タ
リ
然
ル
ニ
其
創
業
費
ハ
勿
論
競
馬
開
催
毎
ニ
賞
典
其
他
多
額
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
之
カ
維
持
上
大
ニ

講
究
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
他
ナ
シ
之
ヲ
欧
米
ノ
実
況
ニ
徴
ス
ル
ニ
競
馬
会
ハ
其
開
催
ニ
当
リ
競
走
馬
匹
ノ
勝
敗
ヲ
賭
ス
ル
馬
券
ヲ
発
売
シ
或
ハ
之
ニ

類
ス
ル
各
種
ノ
方
法
ヲ
以
テ
収
入
ヲ
計
リ
勝
者
ニ
ハ
其
幾
分
ヲ
分
割
附
与
シ
競
馬
会
之
ヲ
以
テ
重
要
ノ
収
入
ト
ナ
シ
観
客
之
ヲ
以
テ
壮
快
ノ
娯
楽
ト

ナ
シ
相
待
テ
競
馬
ノ
流
行
ヲ
致
シ
其
盛
況
ヲ
極
ム
ル
所
以
ナ
リ
故
ニ
若
シ
其
方
法
微

（
マ
マ
）

セ
ハ
実
益
ア
ル
競
馬
ハ
到
底
成
立
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
是
等
ノ

行
為
ハ
競
馬
ニ
伴
フ
普
通
ノ
現
象
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
思
フ
ニ
競
馬
場
ニ
於
テ
競
走
馬
匹
ノ
勝
敗
ヲ
賭
ス
ル
カ
如
キ
一
時
的
行
為
ハ
別
ニ
公
安
ニ
害
ヲ

及
ホ
ス
コ
ト
ア
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
従
来
横
浜
ニ
於
ケ
ル
競
馬
会
ノ
例
ニ
倣
ヒ
黙
許
ニ
附
シ
益
々
競
馬
会
ノ
設
立
及
其
発
達
ヲ
促
シ
就
テ
ハ
実
際
ニ

臨
ミ
行
違
ヲ
生
セ
サ
ル
様
本
文
ノ
趣
旨
ヲ
以
テ
内
務
司
法
両
大
臣
ヨ
リ
予
メ
関
係
部
下
ヘ
内
達
相
成
候
様
致
度

　

右
仰
高
裁

〔
附
箋
〕　

競
馬
ニ
関
ス
ル
凡
テ
ノ
賭
博
行
為
ハ
黙
許
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ト
モ
単
ニ
馬
匹
ノ
速
度
力
量
技
能
其
他
ニ
関
ス
ル
知
識
ノ
優

劣
ヲ
争
フ
為
メ
其
確
保
手
段
ト
シ
テ
金
銭
等
ヲ
賭
ス
ル
如
キ
ハ
刑
法
ニ
所
謂
賭
銭
博
奕
ノ
行
為
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
信
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
此
ノ
趣

意
ヲ
内
達
ス
ル
コ
ト
ハ
差
支
ナ
シ

　
　
　
　
　

波
多
野　
　
　
　
　

石　

渡　
　
　
　
　

河　

村

こ
の
合
議
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
波
多
野
敬
直
司
法
大
臣
、
石
渡
敏
一
司
法
次
官
、
河
村
譲
三
郎
司
法
省
民
刑
局
長
に
よ
る
附
箋
の
部

分
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
単
ニ
馬
匹
ノ
速
度
力
量
技
能
其
他
ニ
関
ス
ル
知
識
ノ
優
劣
ヲ
争
フ
為
メ
其
確
保
手
段
ト
シ
テ
金
銭
等
ヲ
賭
ス

ル
如
キ
ハ
刑
法
ニ
所
謂
賭
銭
博
奕
ノ
行
為
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
信
セ
ラ
ル
」
の
部
分
に
あ
く
ま
で
馬
匹
改
良
の
範
疇
内
の
馬
券
の
み
を
黙

（
六
二
七
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
一
一

許
す
る
と
い
う
司
法
省
側
の
こ
だ
わ
り
が
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
馬
券
の
禁
止

明
治
三
十
九
年
十
一
月
東
京
競
馬
会
の
第
一
回
の
競
馬
が
池
上
競
馬
場
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
競
馬
は
、
予
想
外
の
好
成
績
を
お
さ
め
、

競
馬
倶
楽
部
は
多
額
の
収
益
を
上
げ
た
。
そ
の
た
め
、
全
国
か
ら
競
馬
倶
楽
部
設
立
の
申
請
が
多
数
馬
政
局
に
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に
十
五
の
競
馬
倶
楽
部
が
認
可
さ
れ
た
。
そ
し
て
お
り
か
ら
の
日
露
戦
争
後
の
好
景
気
に
支
え
ら
れ
高
収
益

を
上
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
産
馬
界
の
活
気
は
高
ま
り
、
馬
匹
の
数
は
増
加
し
、
そ
の
資
質
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
徐
々
に
弊
害
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
、
①
馬
券
の
扱
い
に
不
慣
れ
な
こ
と
か
ら
発
生
す
る
計
算

ミ
ス
や
、
判
定
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
騒
擾
の
発
生
。
こ
れ
に
は
博
徒
が
縄
張
り
荒
ら
し
だ
と
乗
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
②
競
馬

倶
楽
部
以
外
に
馬
券
を
発
行
す
る
も
の
が
現
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
必
要
性
。
③
出
走
馬
の
質
が
不
安
定
で
番
狂
わ
せ
に
よ

る
高
配
当
が
続
出
し
投
機
的
に
な
り
、
射
幸
性
が
高
ま
っ
た
。
④
高
配
当
目
的
で
の
八
百
長
の
発
生
。
⑤
競
馬
場
内
及
び
競
馬
場
周
辺
の

風
紀
の
悪
化
。
⑥
一
部
の
倶
楽
部
は
、
営
利
会
社
を
設
立
し
て
馬
券
収
入
を
そ
ち
ら
に
移
し
、
馬
匹
改
良
に
関
心
を
示
さ
な
い
、
な
ど
で

あ
る
。
そ
し
て
、
新
聞
等
の
論
調
も
好
意
的
な
も
の
か
ら
徐
々
に
馬
券
に
対
す
る
非
難
に
変
わ
り
始
め
た
（
14
）

。

そ
し
て
、
司
法
省
お
よ
び
内
務
省
も
馬
券
取
締
の
方
向
を
見
せ
始
め
、
司
法
省
と
馬
政
局
と
の
間
で
文
書
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い

る
（
15
）

。
ま
た
、
現
行
刑
法
の
賭
博
罪
の
審
議
の
中
で
も
競
馬
と
賭
博
罪
を
め
ぐ
っ
て
質
問
が
出
さ
れ
た
。
貴
族
院
で
は
明
治
四
十

（
一
九
〇
七
）
年
二
月
十
二
日
に
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
（
16
）

。

〇
男
爵
尾
崎
三
良
君　

チ
ョ
ッ
ト
質
問
シ
タ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
「
偶
然
ノ
輸

ニ
関
シ
」
ト
ア
リ
マ
ス
ガ
、
大
森
ア
タ
リ
デ
競
馬
ヲ
ヤ
ッ
テ
大
変
ニ

賭
ヲ
ヤ
ッ
タ
ト
云
フ
ノ
ハ
此
所
ニ
這
入
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ

（
六
二
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
一
二

〇
政
府
委
員
（
倉
富
勇
三
郎
君
）　

此
百
八
十
六
条
ノ
中
ニ
矢
張
リ
這
入
リ
マ
ス
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス

〇
男
爵
尾
崎
三
良
君　

ア
レ
ハ
モ
ウ
検
挙
ハ
無
カ
ッ
タ
ヤ
ウ
デ
ス
ガ
、
ド
ウ
デ
ス
カ

〇
政
府
委
員
（
倉
富
勇
三
郎
君
）　

是
ハ
唯
今
ノ
刑
法
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
御
承
知
ノ
通
リ
現
行
ノ
場
合
ヲ
検
挙
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、

如
何
ナ
ル
都
合
デ
ア
リ
マ
シ
タ
カ
、
其
案
件
ハ
起
ッ
テ
参
リ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

一
方
、
衆
議
院
で
は
三
月
四
日
に
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
（
17
）

。

○
宮
古
啓
三
郎
君　

ソ
レ
カ
ラ
此
頃
流
行
ル
競
馬
…
…
競
馬
モ
賭
ケ
ル
ト
云
フ
事
柄
ノ
如
キ
ハ
此
中
ニ
含
ラ

（
マ
マ
）

ヌ
御
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
カ

○
政
府
委
員
（
倉
富
勇
三
郎
君
）　

競
馬
ニ
賭
ケ
ル
ト
云
フ
事
実
ガ
明
瞭
致
シ
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
若
シ
単
純
ニ
競
争
ノ
競
馬
ノ
勝
敗
ニ
依
ッ
テ
賭

事
ヲ
ス
ル
ト
仮
定
ス
ル
ナ
ラ
バ
、
ヤ
ハ
リ
此
中
ニ
含
ン
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

こ
こ
で
の
倉
富
勇
三
郎
東
京
控
訴
院
検
事
の
答
弁
で
は
、
現
時
点
で
は
黙
許
で
あ
る
た
め
特
段
何
も
し
な
い
が
、
新
刑
法
施
行
後
は
取

り
締
ま
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
現
行
刑
法
施
行
直
前
の
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
九
月
に
は
鳴
尾

速
歩
会
が
賭
博
開
帳
罪
で
検
挙
さ
れ
た
が
、
馬
券
の
発
行
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
不
起
訴
と
さ
れ
た
（
18
）

。
一
方
、
競
馬
倶
楽
部
側
も
黙
許
と
い

う
姑
息
な
手
段
に
よ
ら
ず
に
競
馬
法
を
制
定
し
、
馬
券
の
発
行
を
合
法
化
す
る
動
き
も
現
れ
は
じ
め
た
（
19
）

。

馬
券
の
弊
害
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
貴
族
院
を
中
心
に
馬
券
は
賭
博
で
あ
り
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（
20
）

。
こ
の
よ
う
な
中
、
明
治
四
十
一
年
七
月
十
二
日
第
二
次
桂
太
郎
内
閣
が
発
足
し
、
司
法
大
臣
に
は
岡
部
長
職
、
内
務
大
臣

に
は
平
田
東
助
が
就
任
し
た
。
ど
ち
ら
も
馬
券
反
対
派
の
貴
族
院
議
員
で
あ
り
、
馬
券
の
存
続
は
ほ
ぼ
絶
望
的
状
態
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

同
年
十
月
一
日
現
行
刑
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
直
後
の
十
月
六
日
に
馬
政
局
よ
り
次
の
よ
う
な
文
書
が
発
せ
ら
れ
た
（
21
）

。

　
　

馬
発
第
七
二
三
号

（
六
二
九
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
一
三

競
馬
会
ニ
於
ケ
ル
馬
券
発
売
ヲ
差
止
ム
ヘ
キ
旨
其
筋
ヨ
リ
通
牒
相
成
候
間
依
命
此
段
及
通
牒
候
也

　
　

明
治
四
十
一
年
十
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
政
局
書
記
官　

落　

合　

芳　

蔵

　
　

東
京
競
馬
会
副
会
頭　

男
爵　

新
田
忠
純
殿

こ
れ
に
よ
っ
て
、
馬
券
の
発
売
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
三
）
馬
券
復
活
運
動
と
競
馬
法
の
制
定
経
緯

馬
券
禁
止
を
受
け
、
政
府
は
同
年
十
一
月
十
六
日
、
競
馬
規
程
（
明
治
四
十
一
年
閣
令
第
一
号
）
を
制
定
し
、
競
馬
規
程
に
適
う
競
馬
倶

楽
部
に
補
助
金
を
交
付
し
こ
こ
か
ら
賞
金
を
出
す
形
の
い
わ
ゆ
る
公
認
競
馬
で
競
馬
の
存
続
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
競
馬
場
の
入
場
者
は

激
減
し
、
ま
た
補
助
金
の
額
は
低
い
た
め
賞
金
も
低
く
な
り
、
競
馬
倶
楽
部
の
経
営
や
馬
匹
改
良
に
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
競
馬
関
係
者
や
陸
軍
（
馬
政
局
は
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
六
月
、
内
閣
か
ら
陸
軍
に
移
管
さ
れ
た
）
を
中
心
に
馬
券
の
復
活

が
叫
ば
れ
始
め
た
。
当
初
は
、
馬
券
禁
止
に
抗
議
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
動
き
や
全
国
競
馬
連
合
会
の
「
馬
券
発
行
禁
止
問
題
意
見

書
（
22
）

」
の
提
出
な
ど
が
見
ら
れ
た
が
、
現
行
刑
法
の
賭
博
罪
に
抵
触
す
る
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
馬
券
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
た
め
に
は
例
外

法
を
設
け
て
法
令
行
為
と
す
る
他
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
競
馬
法
制
定
へ
向
け
て
動
き
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

最
初
の
競
馬
法
案
は
、
馬
券
禁
止
の
翌
年
の
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
第
二
十
五
回
帝
国
議
会
に
議
員
立
法
で
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
23
）

。

　
　

競
馬
法
案

　
　
　

競
馬
法

（
六
三
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
一
四

第
一
条　

本
法
ニ
於
テ
競
馬
ト
称
ス
ル
ハ
専
ラ
馬
匹
ノ
改
良
ヲ
目
的
ト
シ
民
法
第
三
十
四
条
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
ル
社
団
法
人
ノ
開
催
ス
ル
モ
ノ
ヲ
謂

フ
第
二
条　

競
馬
ノ
開
催
ヲ
目
的
ト
ス
ル
社
団
法
人
ノ
設
立
者
ハ
其
ノ
申
請
書
ニ
定
款
並
左
ノ
事
項
ヲ
記
載
シ
タ
ル
起
業
目
論
見
書
ヲ
添
付
ス
ル
コ
ト

ヲ
要
ス
但
シ
第
二
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
第
五
号
第
六
号
ノ
記
載
ヲ
要
セ
ス

　

一　

競
馬
場
ノ
位
置

　

二　

競
馬
ノ
種
類

　

三　

馬
場
ノ
長
幅
形
状
及
設
備
ノ
方
法

　

四　

馬
見
所
厩
舎
其
ノ
他
競
馬
開
催
ニ
必
要
ナ
ル
建
物
ノ
種
類
構
造
並
建
坪

　

五　

建
設
費
ノ
概
算

　

六　

建
設
資
金
調
達
ノ
方
法

　

競
馬
場
ハ
他
人
ノ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
賃
借
シ
テ
之
ニ
充
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
賃
貸
借
契
約
ハ
馬
政
長
官
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ヲ
要
ス

第
三
条　

社
団
法
人
ハ
競
馬
ノ
開
催
費
、
勝
馬
ノ
賞
金
、
抽
選
新
馬
ノ
補
助
金
、
債
務
ノ
償
還
金
、
産
馬
事
業
ニ
対
ス
ル
補
助
又
ハ
奨
励
金
及
社
団

法
人
ノ
経
費
ヲ
補
充
ス
ル
為
馬
票
ヲ
発
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
馬
票
ノ
種
類
金
額
及
其
ノ
購
買
数
ノ
制
限
ハ
馬
政
長
官
之
ヲ
定
ム

　

馬
票
ハ
本
法
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
ル
社
団
法
人
ニ
非
サ
レ
ハ
発
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
之
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

其
ノ
購
買
シ
タ
ル
者
亦
同
シ

第
四
条　

競
馬
規
則
、
馬
票
発
行
規
則
及
馬
票
取
扱
規
程
ハ
社
団
法
人
ニ
於
テ
馬
政
長
官
ノ
認
可
ヲ
得
テ
之
ヲ
定
ム

（
六
三
一
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
一
五

第
五
条　

馬
票
ハ
馬
政
長
官
カ
定
メ
タ
ル
制
限
ヲ
超
過
シ
テ
之
ヲ
購
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　

学
生
及
未
成
年
者
ハ
馬
票
ヲ
購
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　

競
馬
ノ
主
催
者
タ
ル
社
団
法
人
ノ
理
事
、
監
事
、
審
判
委
員
、
馬
場
取
締
、
発
馬
係
、
調
教
師
、
騎
手
、
馬
丁
其
ノ
他
競
馬
開
催
ノ
事
務
ニ
従
事

ス
ル
モ
ノ
ハ
馬
票
ヲ
購
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　

前
三
項
ノ
規
定
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ニ
処
ス
其
ノ
事
実
ヲ
知
リ
テ
馬
票
ヲ
発
行
シ
タ
ル
者
亦
同
シ

　

本
条
ノ
罪
ハ
現
行
犯
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス

　

本
条
ノ
刑
ノ
言
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ニ
対
シ
テ
ハ
別
ニ
行
政
処
分
ヲ
以
テ
一
定
ノ
期
間
競
馬
会
ニ
出
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
条　

社
団
法
人
ノ
会
計
及
業
務
ノ
施
行
ハ
馬
政
長
官
之
ヲ
監
督
ス

　

馬
政
長
官
ハ
社
団
法
人
ノ
事
務
ノ
執
行
カ
不
正
又
ハ
不
適
当
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
取
消
シ
又
ハ
停
止
シ
若
ハ
改
正
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

　

馬
政
長
官
ハ
馬
政
局
ノ
官
吏
ヲ
シ
テ
監
督
権
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
条　

社
団
法
人
ノ
理
事
及
監
事
ノ
就
職
ハ
馬
政
長
官
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　

馬
政
長
官
ハ
社
団
法
人
ノ
行
為
カ
法
律
命
令
ニ
違
反
シ
又
ハ
公
益
ニ
害
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
理
事
又
ハ
監
事
ノ
解
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　

附　

則

第
八
条　

本
法
施
行
前
ニ
設
立
シ
タ
ル
社
団
法
人
ニ
シ
テ
第
一
条
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ハ
本
法
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
モ
ノ
ト
看
做
ス
但
シ
未
タ
競
馬
場
ヲ

建
設
セ
サ
ル
者
ハ
第
二
条
第
一
項
ニ
規
定
セ
ル
起
業
目
論
見
書
ヲ
作
リ
又
同
条
第
二
項
ニ
依
リ
競
馬
場
ヲ
賃
借
セ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
賃
貸
借
契

約
書
ヲ
作
リ
馬
政
長
官
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
九
条　

既
設
ノ
社
団
法
人
ノ
理
事
及
監
事
ハ
本
法
施
行
ノ
日
ヨ
リ
二
週
間
以
内
ニ
第
七
条
第
一
項
ノ
認
可
ヲ
申
請
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

（
六
三
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
一
六

第
十
条　

本
法
施
行
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

こ
の
法
案
は
、
衆
議
院
で
は
、
競
馬
倶
楽
部
関
係
者
や
馬
主
が
多
か
っ
た
た
め
、
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
貴
族
院
で

は
馬
券
禁
止
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
馬
券
の
風
教
上
の
害
を
懸
念
す
る
意
見
が
多
く
否
決
さ
れ
、
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

続
い
て
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
の
第
三
十
一
回
帝
国
議
会
に
再
び
議
員
立
法
で
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
24
）

。

　
　

競
馬
法
案

　
　
　

競
馬
法

第
一
条　

本
法
ニ
於
テ
競
馬
ト
称
ス
ル
ハ
専
ラ
馬
匹
ノ
改
良
ヲ
目
的
ト
シ
民
法
第
三
十
四
条
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
ル
社
団
法
人
ノ
開
催
ス
ル
モ
ノ
ヲ
謂

フ
第
二
条　

社
団
法
人
ハ
競
馬
ノ
種
類
、
競
馬
場
ノ
位
置
、
馬
場
ノ
設
備
、
諸
建
築
物
ノ
種
類
及
構
造
ニ
付
主
務
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
三
条　

競
馬
ニ
於
ケ
ル
競
走
馬
匹
ノ
優
劣
ヲ
判
定
シ
其
ノ
趣
味
ヲ
増
進
セ
シ
ム
ル
為
社
団
法
人
ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
得
テ
馬
票
ヲ
発
行
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

　

馬
票
ハ
競
馬
場
内
ニ
於
テ
発
売
シ
社
団
法
人
ノ
会
員
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
購
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
四
条　

馬
票
発
行
ノ
収
入
ハ
勝
馬
ノ
賞
金
、
会
員
ノ
新
馬
購
入
ノ
補
助
金
、
一
般
産
馬
事
業
ニ
対
ス
ル
奨
励
金
及
社
団
法
人
ノ
経
費
補
充
等
ニ
供

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
条　

競
馬
規
則
、
馬
票
発
行
及
取
扱
規
程
ハ
社
団
法
人
ニ
於
テ
主
務
官
庁
ノ
認
可
ヲ
経
テ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条　

競
馬
ノ
主
催
者
タ
ル
社
団
法
人
ノ
役
員
及
掛
員
並
騎
手
又
ハ
馬
丁
ハ
馬
票
ヲ
購
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
七
条　

社
団
法
人
ノ
会
計
及
業
務
ノ
施
行
ハ
主
務
官
庁
之
ヲ
監
督
ス

（
六
三
三
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
一
七

第
八
条　

主
務
官
庁
ハ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
競
馬
ノ
開
催
又
ハ
馬
票
ノ
発
売
ヲ
制
限
シ
若
ハ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
九
条　

社
団
法
人
ノ
役
員
ノ
就
職
ハ
主
務
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　

主
務
官
庁
ハ
社
団
法
人
ノ
行
為
カ
法
律
命
令
ニ
違
反
シ
又
ハ
公
益
ニ
害
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
役
員
ノ
解
職
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
条　

第
八
条
ノ
命
令
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
又
ハ
本
法
ニ
拠
リ
設
立
シ
タ
ル
社
団
法
人
ニ
非
ス
シ
テ
馬
票
ヲ
発
行
シ
タ
ル
者
若
ハ
之
ヲ
購
買
シ
タ
ル

者
ハ
千
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

第
十
一
条　

第
三
条
若
ハ
第
六
条
ニ
違
反
シ
タ
ル
者
ハ
五
百
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

　

本
条
ノ
罪
ハ
現
行
犯
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス

　
　
　

附　

則

本
法
施
行
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

こ
の
法
案
は
、
馬
券
の
種
類
、
金
額
、
購
買
制
限
に
加
え
、
馬
券
の
購
入
を
社
団
法
人
の
会
員
に
限
定
す
る
と
い
う
、
強
い
制
限
を
か

け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
に
伴
う
停
会
で
審
議
未
了
廃
案
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
青
島
出
兵
に
お
い
て
も
日
本
軍
馬
の
劣
悪
性
に
苦
し
ん
だ
た
め
、
陸
軍
は
競
馬
法
の

必
要
性
を
認
識
す
る
が
、
難
色
を
示
す
司
法
省
を
説
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
大
正
三
年
四
月
十
六
日
に
発
足
し
た
第

二
次
大
隈
重
信
内
閣
で
は
、
司
法
大
臣
に
東
京
競
馬
倶
楽
部
会
長
の
尾
崎
行
雄
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
大
浦
兼
武
の
辞
職
を
受
け
て
農
商

務
大
臣
に
就
任
し
た
河
野
広
中
は
松
戸
競
馬
倶
楽
部
の
会
長
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
司
法
省
参
政
官
の
田
川
大
吉
郎
は
、
安
田
伊
左
衛
門

の
政
友
で
も
あ
り
、
司
法
省
を
説
得
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
二
月
二
十
二
日
、
第
三
十
七
回

帝
国
議
会
の
貴
族
院
請
願
委
員
会
に
お
け
る
大
日
本
産
馬
会
か
ら
の
請
願
に
関
す
る
審
議
の
中
で
、
島
津
久
賢
議
員
に
よ
る
馬
券
の
発
行

（
六
三
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
一
八

の
可
否
に
つ
い
て
司
法
省
側
の
見
解
を
問
う
質
問
に
対
し
、
田
川
参
政
官
は
次
の
よ
う
な
答
弁
を
行
っ
た
（
25
）

。

○
政
府
委
員
（
田
川
大
吉
郎
君
）
馬
券
ナ
ル
モ
ノ
ノ
利
用
セ
ラ
レ
マ
ス
ル
範
囲
程
度
ト
云
フ
ニ
ハ
一
概
デ
ハ
決
シ
兼
ネ
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
フ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
単
ニ
馬
券
発
行
ト
云
フ
コ
ト
デ
政
府
ノ
意
見
ヲ
問
ハ
レ
ル
ト
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
御
答
ニ
困
リ
マ
ス
ガ
、
若
シ
前
年
行
ハ
レ

タ
ル
ト
同
様
ナ
程
度
ニ
於
テ
馬
券
ヲ
発
行
シ
競
馬
ヲ
奨
励
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
ソ
レ
ハ
前
年
ト
同
ジ
ヤ
ウ
ナ
弊
害
ヲ
醸
ス
コ
ト
デ

ア
ラ
ウ
カ
ラ
、
司
法
当
局
ト
シ
テ
ハ
反
対
ス
ル
ヨ
リ
外
ナ
イ
ト
申
上
ゲ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、
去
リ
ナ
ガ
ラ
其
馬
券
ノ
発
行
並
ニ
理
由
ヲ
何
等
カ
ノ

方
法
ニ
依
ッ
テ
制
限
シ
テ
、
先
日
ノ
如
キ
公
ケ
ナ
盛
ン
ナ
賭
博
ノ
風
、
射
倖
ノ
弊
ヲ
助
長
セ
シ
メ
マ
セ
ヌ
デ
、
之
ヲ
取
締
ッ
テ
行
ク
道
ガ
ア
レ
バ

競
馬
法
ノ
制
定
モ
差
支
ナ
イ
、
但
シ
ソ
レ
ダ
ケ
ノ
取
締
ノ
道
ガ
付
ク
デ
ア
ラ
ウ
カ
否
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
始
メ
ニ
申
上
ゲ
タ
通
リ
ニ
惑
フ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
故
ニ
司
法
当
局
ノ
希
望
シ
マ
ス
ダ
ケ
ノ
条
件
ヲ
厳
正
ニ
付
ケ
マ
シ
テ
此
法
ヲ
制
定
ス
レ
バ
或
ハ
請
願
者
ノ
希
望
ニ
副
ハ
ナ
ク
ナ
ル
ノ
デ
ア

ル
マ
イ
カ
ト
恐
レ
モ
有
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
去
リ
ナ
ガ
ラ
、
然
ラ
バ
司
法
当
局
ハ
ド
レ
ダ
ケ
ノ
条
件
ヲ
附
加
ヘ
タ
ナ
ラ
バ
制
定
シ
テ
モ
差
支
ナ
イ
意

向
デ
ア
ル
カ
ト
御
問
ヒ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
場
合
ニ
、
其
条
件
ハ
是
々
是
々
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
今
確
乎
ト
御
話
シ
申
上
ゲ
ル
コ
ト
モ
出
来
マ
セ
ヌ

こ
の
答
弁
で
、
司
法
省
は
条
件
次
第
で
は
競
馬
法
に
賛
成
す
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の
問
題
は
風
教
上
の
理
由

で
頑
な
に
反
対
す
る
貴
族
院
を
ど
の
よ
う
に
通
過
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貴
族
院
は
基
本
的
に
政
府
提
出
法
案
を
否
決
し
な
い

た
め
、
競
馬
法
は
議
員
立
法
よ
り
も
政
府
提
出
法
案
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
競
馬
関
係
者
、
産
馬
関
係
者
、
陸
軍
省
な
ど
で
は

競
馬
法
を
政
府
提
出
法
案
に
す
る
た
め
の
方
策
が
練
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
日
に
発
足
し
た
馬
政
委
員

会
で
あ
っ
た
（
26
）

。
委
員
長
に
は
日
本
騎
兵
の
祖
と
い
わ
れ
る
秋
山
好
古
が
就
任
し
た
。
こ
こ
で
は
十
三
回
に
わ
た
り
審
議
が
行
わ
れ
た
。
特

に
六
月
二
十
日
に
開
か
れ
た
第
四
回
委
員
会
で
は
五
種
類
の
競
馬
法
案
が
示
さ
れ
た
が
、
二
十
三
日
の
第
五
回
委
員
会
で
司
法
省
側
か
ら

す
べ
て
賭
博
で
あ
る
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
27
）

。

（
六
三
五
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
一
九

一
方
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
八
月
以
降
よ
り
行
わ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
お
い
て
も
陸
軍
は
日
本
軍
馬
の
能
力
の
低
さ
に
手
を
焼

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
全
体
と
し
て
競
馬
法
成
立
に
向
け
て
動
き
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月

十
日
に
馬
政
長
官
に
就
任
し
た
石
光
真
臣
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月
十
八
日
、
鈴
木
喜
三
郎
司
法
次
官
と
協
議
を
行
い
、
的
中

者
に
対
す
る
配
当
金
に
上
限
を
設
け
る
べ
き
と
い
う
見
解
を
得
た
。
続
い
て
、
石
光
は
大
木
遠
吉
司
法
大
臣
と
交
渉
を
し
、
陸
軍
大
臣
か

ら
の
提
案
で
多
く
の
大
臣
が
反
対
し
な
け
れ
ば
司
法
大
臣
ひ
と
り
反
対
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
回
答
を
得
た
。
そ
し
て
大
正

十
一
（
一
九
二
二
）
年
二
月
二
十
八
日
、
司
法
省
よ
り
一
部
条
文
を
修
正
の
上
、
競
馬
法
案
に
同
意
す
る
回
答
を
得
た
（
28
）

。
と
こ
ろ
が
、
山

梨
半
造
陸
軍
大
臣
は
、
競
馬
法
の
提
出
に
よ
り
貴
族
院
の
反
感
を
買
い
、
陸
軍
が
抱
え
る
重
要
問
題
が
議
会
を
通
ら
な
く
な
る
こ
と
を
警

戒
し
た
。
し
か
し
、
馬
政
局
が
陸
軍
省
か
ら
農
商
務
省
に
移
管
さ
れ
る
前
に
競
馬
法
を
制
定
さ
せ
な
い
と
軍
縮
に
よ
る
軍
馬
の
買
い
上
げ

が
激
減
し
、
産
馬
事
業
が
大
打
撃
を
受
け
る
な
ど
の
説
得
を
受
け
、
陸
軍
主
導
で
競
馬
法
を
制
定
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
こ
れ
以
降
は

最
大
の
難
関
で
あ
る
貴
族
院
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
や
工
作
が
行
わ
れ
た
（
29
）

。

そ
し
て
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
三
月
三
日
、
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
に
政
府
提
出
法
案
と
し
て
競
馬
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
衆

議
院
で
は
三
月
六
日
の
第
一
読
会
で
委
員
会
審
議
に
付
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
三
月
六
日
、
八
日
の
委
員
会
で
満
場
一
致
で
可
決
し
、

九
日
の
本
会
議
で
も
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
た
（
30
）

。
一
方
、
貴
族
院
で
は
三
月
十
日
の
第
一
読
会
で
特
別
委
員
会
審
議
に
付
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
十
四
日
、
十
七
日
、
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十
三
日
の
五
回
に
わ
た
っ
て
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
部
条

文
の
修
正
と
附
則
の
追
加
が
行
わ
れ
た
結
果
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
十
四
日
の
本
会
議
で
は
記
名
投
票
で
行
わ
れ
、
一
七
五
対
五
〇
で

可
決
さ
れ
た
。
貴
族
院
で
の
修
正
が
あ
っ
た
た
め
、
再
び
衆
議
院
に
回
付
さ
れ
、
即
座
に
同
意
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
競
馬
法
は
、

大
正
十
二
年
四
月
九
日
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

（
六
三
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
二
〇

三　

馬
券
の
合
法
化
を
め
ぐ
る
審
議
と
競
馬
法
の
内
容

馬
券
の
合
法
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
①
馬
匹
改
良
や
産
馬
事
業
の
振
興
と
い
っ
た
馬
政
上
の
問
題
、
②
強
硬
に
反
対
の
姿
勢
を
見
せ
る
貴

族
院
を
ど
の
よ
う
に
賛
成
に
導
く
か
と
い
う
政
治
的
問
題
、
③
い
わ
ゆ
る
山
梨
軍
縮
と
の
関
連
と
い
う
国
防
上
の
問
題
も
あ
る
が
、
競
馬

法
が
刑
法
の
特
別
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
刑
法
上
の
問
題
を
検
討
す
る
。

（
一
）
特
別
法
制
定
に
よ
る
違
法
性
の
阻
却

競
馬
法
反
対
派
は
、
競
馬
法
は
事
実
上
の
賭
博
の
解
禁
で
あ
り
、
い
く
ら
馬
匹
が
良
く
な
っ
て
も
、
国
民
の
風
紀
が
堕
落
し
て
は
無
意

味
で
あ
る
。
ま
た
、
禁
止
さ
れ
た
行
為
に
一
度
例
外
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
後
々
さ
ら
な
る
緩
和
を
求
め
ら
れ
、
結
果
と
し
て
原
則
が
無

意
味
に
な
る
。
さ
ら
に
、
八
百
長
の
問
題
や
倶
楽
部
が
利
益
を
求
め
て
不
正
を
行
う
恐
れ
や
財
産
を
失
う
可
能
性
、
教
育
上
の
問
題
な
ど

を
指
摘
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
馬
券
黙
許
時
代
の
競
馬
は
、
無
制
限
で
あ
っ
た
の
で
弊
害
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
無
条
件
に
馬
券
を
売

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
非
常
に
射
幸
心
を
挑
発
し
風
教
に
害
が
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
無
条
件
で
行
う
こ
と
は
反
対
で
あ
る
。
し
か
し
、

競
馬
法
に
よ
っ
て
色
々
な
観
点
か
ら
制
約
を
か
け
、
制
約
の
内
容
も
過
去
の
草
案
よ
り
一
段
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
弊
害

は
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
八
百
長
の
問
題
は
刑
法
の
詐
欺
罪
を
適
用
す
る
な
ど
、
副
次
的
犯
罪
に
つ
い
て
は
個
別
に

刑
法
を
適
用
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
政
府
側
の
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

衆
議
院
の
審
議
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
荒
川
五
郎
の
質
問
に
対
し
山
梨
陸
相
は

次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
（
31
）

。

（
六
三
七
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
二
一

○
荒
川
五
郎
君　

只
今
競
馬
法
提
案
ノ
理
由
ヲ
承
リ
マ
シ
テ
、
先
年
来
物
議
ノ
種
ト
ナ
ッ
テ
居
ル
方
面
ニ
モ
注
意
ヲ
払
ハ
レ
タ
所
ハ
ア
ル
ヤ
ウ
デ
ア

リ
マ
ス
ガ
、（
中
略
）
第
二
ニ
ハ
、
国
家
ノ
目
的
ハ
国
民
ヲ
シ
テ
自
己
ノ
力
ニ
依
頼
致
シ
テ
努
力
ス
ル
、
所
謂
自
分
ノ
額
ニ
汗
ヲ
シ
テ
自
分
ノ

「
パ
ン
」
ヲ
食
フ
気
風
ニ
導
ク
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
サ
ナ
キ
ダ
ニ
日
本
人
ノ
国
民
性
ノ
欠
点
、
浮
動
シ
易
キ
欠
点
ヲ
助
長
致
シ
テ
、
真
面
目
ニ
自
分

ノ
力
ニ
依
頼
シ
、
奮
励
ス
ル
精
神
ヲ
養
成
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
国
民
指
導
ノ
上
ニ
、
私
ハ
甚
タ
宜
ク
ナ
イ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
世
間
ニ
ハ
外
国
ニ
モ
馬
券
ヲ
許
シ
テ
居
ル
カ
ラ
ト
云
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
外
国
ニ
例
ガ
ア
ル
カ
ラ
ト
云
ッ
テ
、
必
シ
モ
日
本
ニ
弊
害
ハ

無
イ
ト
ハ
申
サ
レ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
況
ヤ
外
国
人
ト
日
本
人
ト
デ
ハ
国
民
性
ノ
上
、
其
他
ノ
点
ニ
於
テ
種
々
ノ
相
違
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

カ
ラ
、
唯
々
外
国
ニ
実
際
行
ハ
レ
テ
居
ル
例
ヲ
持
ッ
テ
来
テ
、
本
案
ノ
効
用
ヲ
断
定
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
況
ヤ
今
日
一
般
ノ
国

民
思
想
ハ
動
揺
致
シ
テ
、
兎
角
安
逸
遊
惰
ニ
流
レ
易
イ
虞
ア
ル
場
合
ニ
、
本
案
ノ
如
キ
著
実
ニ
自
己
ノ
力
我
ガ
腕
ニ
依
頼
ス
ル
ト
云
フ
精
神
ヲ
措

イ
テ
、
射
倖
ニ
興
味
ヲ
持
タ
セ
ル
ヤ
ウ
ニ
導
ク
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
其
弊
ノ
及
ブ
所
実
ニ
少
ク
ナ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
又
世
間
ニ
ハ
勧
業
債

券
割
増
金
ヲ
許
シ
テ
居
ル
、
ア
ノ
勧
業
債
券
ノ
割
増
金
ト
殆
ド
同
ジ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
論
モ
ア
リ
マ
ス
、
併
シ
本
案
ノ
馬
券
ト
勧
業
債
券
ト
ハ

全
ク
違
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
何
故
カ
ト
云
フ
ノ
ニ
、
此
馬
券
ナ
ル
モ
ノ
ハ
賭
事
ヲ
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
、
勝
負
ヲ
賭
ケ
テ
ヤ
ル
ノ
デ
ア
ル
、
勧
業
債
券

ニ
ハ
賭
事
ヲ
致
ス
コ
ト
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
又
馬
券
ハ
兎
角
人
ノ
流
レ
易
イ
遊
惰
ノ
風
ニ
陥
ル
、
観
賞
ニ
導
ク
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
、
其
弊
害
ハ

決
シ
テ
勧
業
債
券
ト
同
一
ニ
見
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ト
思
フ
、
随
テ
我
ガ
刑
法
ニ
於
テ
モ
偶
然
ノ
輸

ニ
財
物
ヲ
賭
ケ
ル
コ
ト
ヲ
明
ニ
禁
ジ
テ
居

ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
百
歩
ヲ
譲
リ
馬
券
ニ
依
リ
仮
令
馬
ガ
発
達
シ
競
馬
ガ
盛
ニ
ナ
ッ
テ
モ
国
民
ガ
亡
ン
ダ
ラ
ド
ウ
致
シ
マ
ス
カ
、
国
民
ノ
前
途
ニ

是
ハ
重
大
ナ
ル
関
係
ガ
ア
ル
ト
思
フ
、
諸
君
ハ
普
通
選
挙
ニ
対
シ
テ
ハ
一
般
ノ
投
票
ヲ
拒
マ
レ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
馬
ニ
ハ
投
票
権
ヲ
与
ヘ
ヤ
ウ
ト

ス
ル
、
斯
ノ
如
キ
コ
ト
ハ
昔
ハ
鹿
ト
馬
ノ
議
論
ガ
ア
ッ
タ
ガ
、
是
ハ
人
ト
馬
ト
云
フ
ヨ
リ
モ
マ
ダ
ヨ
リ
以
上
ノ
距
離
ア
ル
大
問
題
ト
思
フ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
、
政
府
ハ
之
ヲ
認
メ
ヌ
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、（
中
略
）
以
上
三
点
ニ
付
テ
陸
軍
大
臣
ノ
説
明
ヲ
求
メ
マ
ス
（
拍
手
）

（
六
三
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
二
二

（
中
略
）

○
国
務
大
臣
（
山
梨
半
造
君
）　

今
ノ
御
質
疑
ニ
対
シ
テ
御
答
致
シ
マ
ス
、（
中
略
）
第
二
点
ニ
至
リ
マ
シ
テ
ハ
射
倖
心
ト
云
フ
コ
ト
ガ
云
々
、
成
程

此
五
円
乃
至
二
十
円
ノ
馬
券
ノ
価
ト
シ
、
ソ
レ
ヲ
唯
々
十
倍
ニ
配
合
致
シ
マ
シ
タ
ガ
、
成
程
是
ハ
多
少
射
倖
心
ト
云
フ
コ
ト
ガ
加
味
シ
テ
ア
ル
ト

思
ヒ
マ
ス
、
私
ハ
絶
対
ニ
無
イ
ト
ハ
申
シ
マ
セ
ヌ
ガ
、
併
ナ
ガ
ラ
之
ヲ
単
ニ
賭
博
、
単
ニ
富
籤
ノ
ヤ
ウ
ニ
仰
セ
ラ
レ
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
大
ニ

違
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
馬
ニ
ハ
骨
格
ガ
ア
リ
、
年
齢
ガ
ア
リ
、
馬
ノ
血
族
ガ
ア
リ
、
即
チ
其
馬
ノ
履
歴
ガ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
其
御
者
ノ
技
倆

モ
ア
リ
マ
ス
、
是
等
ヲ
斟
酌
致
シ
マ
ス
レ
バ
。
彼
此
比
較
致
シ
マ
シ
テ
サ
ウ
シ
テ
、
此
馬
ハ
持
久
力
ガ
ア
ル
デ
ア
ラ
ウ
、
此
馬
ハ
後
足
ノ
踏
込
ガ

良
イ
カ
ラ
早
イ
デ
ア
ラ
ウ
、
斯
ウ
云
フ
判
断
ガ
付
キ
マ
ス
、
巧
者
ナ
ル
乗
御
者
ナ
ラ
バ
十
分
ニ
発
展
シ
得
ル
ダ
ラ
ウ
ト
云
フ
判
断
ガ
付
ク
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
、
此
判
断
力
ヲ
養
ハ
ネ
バ
此
競
馬
ニ
趣
味
ヲ
持
ツ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
唯
々
勝
負
ヲ
争
フ
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
ソ
レ

デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
大
ニ
是
ハ

拠
ス
ル
所
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
即
チ
自
己
ノ
判
断
ニ
依
ッ
テ
其
証

ヲ
得
テ
、
サ
ウ
シ
テ
此
競
技
ヲ
為
ス
、

斯
ウ
云
フ
事
ニ
ナ
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
、
単
ニ
射
倖
心
云
々
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
許
リ
ヲ
以
テ
之
ヲ
申
ス
訳
ニ
ハ
行
ク
マ
イ
ト
斯
ウ
思
ヒ
マ
ス
、（
後

略
）

ま
た
、
砂
田
重
政
の
質
問
に
対
し
山
梨
陸
相
と
林
頼
三
郎
司
法
省
刑
事
局
長
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
（
32
）

。

○
砂
田
重
政
君　

極
テ
簡
単
ニ
一
点
質
問
ヲ
致
シ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
本
案
ハ
競
馬
ニ
関
シ
テ
ハ
、
今
日
マ
デ
既
ニ
陸
軍
省
ニ
於
テ
ハ
経

験
ヲ
持
ッ
テ
居
ラ
レ
ル
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
、
唯
々
今
日
マ
デ
競
馬
ガ
非
常
ナ
賭
博
ニ
類
似
ス
ル
危
険
ア
リ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
依
ッ
テ
取
消
ヲ
命
ゼ
ラ

レ
テ
以
来
、
今
日
マ
デ
此
問
題
ガ
懸
案
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
、
最
モ
重
要
ナ
ル
点
ハ
所
謂
国
民
ノ
射
倖
心
ヲ
唆
ル
ト
云
フ
点
デ
ア
ル
ト
思
フ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
、
殊
ニ
競
馬
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
此
番
狂
ハ
セ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
盛
ニ
ア
ル
、
是
ガ
一
番
射
倖
心
ヲ
唆
ル
重
要
ナ
ル
点
デ
ア
ル
ト
思

フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
随
テ
競
馬
ヲ
行
フ
場
合
ニ
ハ
、
往
々
ニ
シ
テ
此
馴
合
ノ
勝
負
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
所
謂
八
百
長
ノ
勝
負
ガ
行
ハ
レ
ル
ノ

（
六
三
九
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
二
三

デ
ア
リ
マ
ス
、
此
場
合
ニ
対
シ
テ
ノ
処
罰
ノ
規
定
ガ
此
法
案
ノ
中
ニ
ハ
一
点
モ
無
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
点
ハ
斯
様
ナ
八
百
長
ニ
依
ル
勝
負
ヲ
行

ウ
テ
番
狂
ハ
セ
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
行
動
ヲ
執
リ
タ
ル
馬
ノ
所
有
者
、
或
ハ
競
走
者
、
是
等
ノ
者
ハ
処
罰
ス
ル
必
要
ナ
シ
ト
云
フ
意
味

ニ
於
テ
、
此
処
罰
条
項
中
カ
ラ
除
カ
レ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
、
若
ク
ハ
他
ニ
理
由
ガ
ア
ッ
テ
是
ハ
此
ノ
処
罰
条
項
ノ
中
ニ
入
レ
ラ
レ
ナ
カ
ッ

タ
ノ
デ
ア
ル
カ
ト
云
フ
一
点
ヲ
伺
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
吾
々
ノ
考
デ
ハ
斯
ノ
如
キ
馴
合
ノ
勝
負
ヲ
行
ッ
テ
之
ニ
依
テ
番
狂
ハ
セ
ヲ
行
ウ
テ
、

或
ル
一
部
ノ
人
ニ
利
得
ヲ
得
セ
シ
メ
タ
ト
云
場
合
ニ
於
テ
ハ
、
是
ハ
刑
法
上
ノ
詐
欺
取
財
ト
シ
テ
処
罰
ス
ベ（
マ
マ
）ナ
モ
ノ
デ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
司
法
大
臣
ハ
此
点
ニ
対
シ
テ
ハ
、
斯
ノ
如
キ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
、
総
テ
詐
欺
取
財
ト
シ
テ
処
罰
ス
ル
ト
云
フ
意
思
ア
リ
ヤ
否
ヤ
、
此

点
ヲ
陸
軍
大
臣
ト
司
法
大
臣
カ
ラ
御
答
弁
ヲ
願
ヒ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（
中
略
）

○
国
務
大
臣
（
山
梨
半
造
君
）　

今
ノ
ニ
御
答
致
シ
マ
ス
、
此
馴
合
ノ
勝
負
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
事
ガ
間
々
ア
ル
ト
云
フ
、
此
弊
害
ハ
恐
ラ
ク
此
競
馬
営

業
者
ガ
馬
券
ヲ
買
ヒ
得
タ
結
果
ガ
、
サ
ウ
云
フ
事
ガ
多
々
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
私
共
ハ
原
因
ト
認
メ
マ
ス
、
此
原
因
ヲ
除
リ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
サ
ウ

云
フ
事
ハ
ナ
イ
、
即
チ
競
馬
関
係
者
ニ
ハ
馬
券
ヲ
買
フ
コ
ト
ヲ
禁
止
シ
タ
ナ
ラ
バ
此
弊
害
ハ
止
メ
得
ル
、
斯
ウ
吾
々
ハ
信
ジ
マ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ

之
ヲ
根
絶
シ
ヤ
ウ
ト
云
フ
訳
デ
ア
リ
マ
ス

（
中
略
）

○
政
府
委
員
（
林
頼
三
郎
君
）　

砂
田
君
ノ
御
尋
ノ
点
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
今
陸
軍
大
臣
カ
ラ
御
答
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
通
リ
、
此
法
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ

ハ
ソ
レ
等
ノ
点
ニ
付
テ
モ
十
分
ノ
注
意
ガ
致
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
実
際
上
余
リ
起
ラ
ヌ
事
ト
ハ
考
ヘ
マ
ス
ガ
、
若
シ
騎
手
ト
馬
券
ヲ
買
ヒ
マ
シ

タ
者
ト
通
謀
ヲ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
所
謂
欺
罔
方
法
ヲ
講
ジ
テ
金
ヲ
取
ル
ト
云
フ
、
斯
ウ
云
ウ
事
実
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
、
是
ハ
明
白
ニ
刑
法
ノ
詐
欺

取
財
ニ
当
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
特
ニ
此
競
馬
法
ニ
規
定
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
デ
モ
、
一
般
刑
法
ニ
依
ッ
テ
処
罰
セ
ラ
レ
ル
関
係
ニ
ナ
ル
ト
思
料

（
六
四
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
二
四

致
シ
マ
ス
（
拍
手
）

一
方
貴
族
院
で
は
、「
空
前
絶
後
の
大
論
戦
（
33
）

」
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
反
対
派
と
賛
成
派
の
長
時
間
に
わ
た
る
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

反
対
派
の
湯
浅
倉
平
は
、「
馬
券
ノ
発
売
ヲ
許
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ
賭
博
ノ
禁
ヲ
解
ク
ノ
デ
ア
ル
、
国
民
ノ
風
紀
ヲ
堕
落
セ
シ
ム
ル
所
以
デ

ア
ル
、
斯
様
ナ
見
地
ニ
基
イ
タ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
ト
察
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
競
馬
ニ
伴
フ
所
ノ
馬
券
ノ
発
売
ト
云
フ
コ
ト
ニ
付
キ
マ
シ
テ

ハ
思
フ
ニ
種
々
ノ
見
解
ノ
ア
ル
コ
ト
ハ
考
ヘ
マ
ス
ガ
、
私
ノ
当
局
ニ
伺
ハ
ム
ト
ス
ル
ノ
ハ
此
法
案
ニ
定
メ
マ
シ
タ
ル
方
法
ニ
依
リ
マ
シ
テ

モ
是
ハ
刑
法
ニ
云
フ
所
ノ
賭
博
罪
ノ
一
部
ヲ
公
ニ
許
ス
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
言
葉
ヲ
換
ヘ
テ
申
シ

マ
ス
ル
ト
、
国
民
ノ
風
紀
ノ
頽
廃
ノ
基
ヲ
造
ル
、
即
チ
人
ヲ
犠
牲
ト
シ
テ
、
馬
ノ
改
良
ヲ
図
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
相
成
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
考
ヘ

ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
34
）

」
や
「
質
実
ナ
ル
穏
健
ナ
ル
方
法
ニ
依
リ
テ
、
馬
ノ
改
良
ヲ
図
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
極
メ
テ
困
難
デ
ア
ル
、
多
ク
ノ
努

力
ヲ
要
ス
ル
、
深
慮
ヲ
要
ス
ル
、
競
馬
ニ
依
ッ
テ
馬
券
ノ
発
売
ヲ
公
許
シ
、
国
民
ノ
射
倖
心
ニ
訴
ヘ
テ
馬
ノ
改
良
ヲ
図
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、

極
メ
テ
容
易
デ
ア
リ
マ
ス
、
即
チ
刑
法
第
百
九
十
五
条
ノ
禁
ヲ
解
イ
テ
賭
博
ノ
一
部
ヲ
解
禁
ヲ
致
セ
バ
、
ソ
レ
デ
足
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、

質
実
ナ
方
法
穏
健
ナ
方
法
、
殊
ニ
財
政
当
局
者
ニ
折
衝
シ
テ
、
陸
軍
ノ
予
算
金
ヲ
増
加
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ノ
困
難
ナ
ル
方
法
ヲ
避
ケ
テ
、

国
民
ノ
射
倖
心
ニ
訴
ヘ
テ
、
馬
ノ
改
良
ヲ
ナ
サ
ム
ト
セ
ラ
ル
レ
バ
極
メ
テ
易
イ
方
法
、
之
ヲ
選
バ
レ
ム
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
35
）

」
と
馬
券

が
も
た
ら
す
風
紀
の
堕
落
や
馬
匹
改
良
は
競
馬
以
外
の
方
法
が
あ
る
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
同
じ
く
反
対
派
の
上
山
満
之
進
は
、
特

別
法
の
制
定
に
よ
る
違
法
性
の
阻
却
に
つ
い
て
「
陸
軍
大
臣
ハ
此
制
裁
ハ
極
ク
厳
重
ニ
ス
ル
、
故
ニ
大
部
分
ハ
弊
害
ヲ
除
ク
コ
ト
ガ
出
来

ル
ト
信
ス
ル
ト
、
斯
ウ
云
フ
風
ニ
仰
セ
ニ
ナ
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
抑
々
国
民
ニ
公
ニ
賭
博
ヲ
サ
ス
ト
云
フ
コ
ト
自
体
ガ
非
常
ナ
弊
害
デ
ア

ル
、
其
自
体
ヲ
許
シ
テ
置
イ
テ
其
末
節
ヲ
多
少
イ
ヂ
ク
ラ
レ
テ
モ
、
ソ
レ
ハ
弊
害
ヲ
軽
ク
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
ガ
、
弊
害
ヲ
根
絶
ノ

出
来
ナ
イ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
弊
害
ノ
大
部
分
ハ
以
前
ト
シ
テ
其
侭
ニ
シ
テ
ア
ル
ノ
デ
、
寧
ロ
言
葉
ヲ
換
ヘ
テ
言
ヘ
バ
、
其
弊
害
ヲ
起
ス
ノ
ガ

（
六
四
一
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
二
五

其
馬
券
ノ
目
的
デ
ア
ル
、
ソ
レ
ヲ
起
シ
タ
上
デ
根
絶
ス
ル
方
法
ヲ
採
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
片
手
デ
暴
飲
暴
食
ヲ
シ
片
手
デ
胃
散
ヲ
飲
ム
ノ

ト
同
ジ
コ
ト
デ
ア
ル
（
36
）

」
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
反
対
派
の
土
方
寧
も
特
別
法
の
制
定
に
よ
る
違
法
性
の
阻
却
に
つ
い
て
「
刑
法
デ
ハ
賭
博

ト
云
ハ
ヌ
ニ
シ
テ
モ
、
富
籤
ノ
性
質
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
罰
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
政
府
デ
見
テ
居
ル
モ
ノ
ヲ
デ
ス
、
特
ニ
除
外
シ
テ
適
法
ト

シ
ヤ
ウ
ト
云
フ
実
ニ
驚
キ
入
ッ
タ
話
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
規
則
ヲ
行
ッ
テ
、
制
限
ヲ
犯
ス
者
ノ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
取
締
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
出
来

ヌ
モ
ノ
ト
思
ヒ
マ
ス
ル
ガ
、
出
来
ナ
ケ
レ
バ
犯
則
者
ガ
看
過
セ
ラ
ル
ヽ
訳
、
取
締
ガ
出
来
タ
ト
ス
レ
バ
、
犯
則
者
ガ
出
来
ル
、
此
法
律
ニ

依
ッ
テ
、
多
ク
ハ
罰
金
刑
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
ヲ
科
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ニ
ナ
ル
、
其
犯
罪
犯
則
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
此
法
律
ガ
ナ
ケ
レ
バ
無

イ
ノ
デ
ス
、
競
馬
法
ガ
ナ
ケ
レ
バ
サ
ウ
云
フ
犯
則
ガ
起
リ
ヤ
ウ
ガ
ナ
イ
、
故
ニ
本
員
カ
ラ
見
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
、
刑
法
ノ
除
外
例
ト
シ
テ

設
ケ
タ
競
馬
法
ア
ル
ガ
為
ニ
、
ソ
レ
ナ
ケ
レ
バ
無
イ
犯
罪
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
、
罪
人
ヲ
作
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
、
ト
云

フ
コ
ト
ガ
寔
ニ
不
当
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
（
37
）

」
と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
賛
成
派
の
西
尾
忠
方
は
「
馬
券
ノ
復
活
ヲ
以
テ
綱
紀
粛
正
ニ
結
付
ケ
ル
方
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
少
シ
ク
御
無
理
カ
ト

思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
綱
紀
粛
正
ハ
官
吏
或
ハ
公
人
ガ
、
職
務
ヲ
顧
ミ
ズ
シ
テ
窃
カ
ニ
悪
事
ヲ
ナ
ス
者
ヲ
弾
劾
審
糺
セ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ
デ

ア
リ
マ
シ
テ
、
是
ハ
法
人
ガ
国
防
上
大
関
係
有
ル
所
ノ
公
益
ヲ
図
ル
ヲ
目
的
ト
シ
テ
、
厳
正
ナ
ル
制
限
取
締
ノ
法
律
ノ
下
ニ
公
許
セ
ム
ト

ス
ル
モ
ノ
ト
同
一
ニ
論
ズ
ベ
キ
デ
ナ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、（
中
略
）
一
般
国
民
ガ
馬
券
ト
競
馬
ト
ヲ
理
解
イ
タ
シ
マ
シ
テ
、
漸
次

道
徳
的
観
念
ノ
進
歩
発
達
イ
タ
シ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
、
取
締
ヲ
緩
ヤ
カ
ニ
シ
テ
欧
米
ト
同
様
ノ
競
馬
法
ニ
致
シ
タ
イ
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
、
併
シ
先
ヅ
今
日
ノ
所
ハ
是
位
ノ
程
度
ニ
致
シ
マ
シ
テ
、
最
初
ノ
法
案
ト
シ
テ
ハ
已
ム
ヲ
得
マ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
本
案
ハ
禁

止
後
実
ニ
十
六
年
間
ノ
懸
案
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
政
府
モ
馬
ノ
改
良
増
殖
上
、
百
策
尽
キ
テ
大
ナ
ル
自
信
ヲ
以
テ
提
出
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
ル
カ
ラ
シ
テ
、
私
ハ
其
取
締
監
督
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
政
府
ヲ
信
頼
イ
タ
シ
マ
シ
テ
、
即
チ
弊
害
ヲ
出
来
ル
ダ
ケ
少
ナ
ク
シ
テ
大
ナ
ル

（
六
四
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
二
六

利
益
ヲ
収
メ
ル
ト
云
フ
信
念
ヲ
以
テ
、
本
案
ニ
賛
成
ヲ
致
ス
者
デ
ア
リ
マ
ス
（
38
）

」
と
厳
正
な
制
限
を
か
け
れ
ば
問
題
な
い
こ
と
を
主
張
す

る
。
ま
た
賛
成
派
の
磯
部
四
郎
は
、「
単
ニ
一
回
二
回
シ
カ
或
ハ
三
回
、
四
日
カ
五
日
シ
カ
ナ
イ
所
ノ
、
日
本
全
国
ニ
於
テ
十
一
箇
所
ノ

競
馬
場
ニ
於
テ
、
所
謂
馬
券
ヲ
法
律
ノ
制
限
ノ
上
ニ
発
売
ス
ル
、
一
時
之
ニ
趣
味
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
娯
楽
ヲ
与
ヘ
ル
ト
云
フ
事
柄
ハ
綱
紀
粛

正
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
カ
、
若
シ
綱
紀
蕭
（
マ
マ
）

正
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
論
ヲ
致
シ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
唯
今
申
上
ゲ
マ
ス
通
リ
、
偶

然
ノ
コ
ト
ヨ
リ
得
ム
ト
ス
ル
利
益
、
或
ハ
偶
然
ノ
コ
ト
ヨ
リ
損
失
ス
ル
事
柄
ガ
、
尽
ク
風
紀
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
シ
タ
ナ
ラ
バ
、
丸

デ
商
業
界
ハ
闇
ニ
ナ
ッ
テ
仕
舞
ヒ
マ
シ
テ
、
財
界
是
ガ
為
ニ
仆
レ
テ
仕
舞
フ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ニ
ナ
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
、
又
年
ニ
十
一
箇
所
ニ
於
テ
二
回
ヅ
ヽ
ア
ル
所
ノ
競
馬
ガ
、
幾
分
ノ
利
益
ヲ
与
ヘ
ル
ト
云
ッ
テ
、
是
ガ
即
チ
日
本
全
国
七
千
万
ノ
人

民
ノ
所
謂
徳
義
心
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
仆
シ
テ
仕
舞
フ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
ド
ウ
モ
余
リ
大
業
ニ
言
ヒ
過
ギ
テ
居
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
、
私
ノ
見
ル
所

デ
ハ
斯
ノ
如
ク
大
業
ニ
論
ゼ
ラ
レ
テ
ハ
、
其
反
対
論
ニ
賛
成
セ
ラ
レ
ム
ト
ス
ル
方
モ
却
テ
是
ハ
面
倒
ナ
コ
ト
デ
ア
ル
、
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
コ

ト
デ
ア
ル
ト
云
ッ
テ
、
反
対
セ
ラ
レ
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
私
ハ
思
フ
ノ
デ
ス
（
39
）

」
と
反
対
派
の
競
馬
法
は
風
紀
を
堕
落
さ
せ
る
と
い
う
主
張
を
批

判
し
た
。

一
方
、
司
法
省
も
貴
族
院
で
の
審
議
の
中
で
、
競
馬
法
に
お
け
る
制
限
の
内
容
に
よ
っ
て
同
意
す
る
意
向
を
元
々
持
っ
て
い
た
こ
と
を

表
明
し
た
、
こ
れ
は
次
の
答
弁
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
40
）

。

〇
政
府
委
員
（
林
頼
三
郎
君
）　

司
法
省
ガ
競
馬
法
案
ニ
向
ッ
テ
絶
対
ニ
反
対
デ
ア
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ゴ
ザ
イ
ヤ
（
マ
マ
）
セ
ヌ
、
要
ス
ル
ニ
競
馬
法
ノ
内

容
如
何
ニ
依
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
従
来
行
ハ
レ
、
又
外
国
ナ
ド
デ
現
ニ
行
ハ
レ
テ
居
リ
マ
ス
ヤ
ウ
ナ
無
条
件
ニ
馬
券
ヲ
売
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト

デ
ア
ル
ナ
ラ
バ
、
是
ハ
非
常
ニ
射
倖
心
ヲ
挑
発
シ
風
教
ニ
害
ガ
ア
ル
、
ト
云
フ
立
場
カ
ラ
致
シ
マ
シ
テ
、
無
条
件
ニ
シ
テ
宜
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
無

論
反
対
ヲ
シ
テ
居
ル
、
今
日
デ
モ
反
対
デ
ア
リ
マ
ス
、
併
ナ
ガ
ラ
此
法
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
色
々
ノ
制
限
ガ
ア
リ
マ
ス
、
公
益
法
人
デ
ナ
ケ
レ
バ
イ

（
六
四
三
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
二
七

カ
ヌ
、
一
人
一
枚
デ
ナ
ケ
レ
バ
イ
カ
ヌ
、
譲
リ
渡
シ
テ
ハ
イ
カ
ヌ
、
十
倍
ヲ
越
エ
テ
ハ
イ
カ
ヌ
、
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
種
々
ナ
制
限
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、

射
倖
心
ヲ
挑
発
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
甚
シ
ク
ナ
イ
、
此
程
度
ニ
於
テ
一
方
ニ
於
テ
ハ
国
防
ノ
上
ニ
於
テ
或
ハ
産
業
ノ
上
ニ
於
テ
非
常
ニ
利
益
ガ
ア

リ
、
而
シ
テ
弊
害
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
甚
ダ
シ
ク
ナ
イ
、
要
ス
ル
ニ
斯
ウ
云
フ
射
倖
的
行
為
ヲ
許
ス
カ
許
サ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
モ
程
度
問
題
デ
、
先

程
カ
ラ
、
純
粋
論
カ
ラ
言
ヘ
バ
、
其
賭
博
ハ
禁
ジ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
、
例
ヘ
バ
或
ハ
勧
業
債
券
モ
実
質
カ
ラ
言
ヘ
バ
富
籤
デ
ア
リ
マ
ス
、
之
モ
許
ス

ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
デ
モ
要
ス
ル
ニ
程
度
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
、
此
法
案
ニ
定
メ
タ
ヤ
ウ
ナ
制
限
ノ
下
ニ
行
ハ
レ
ル
モ
ノ
デ
ア
レ
バ
、
司
法
省
ハ

決
シ
テ
不
同
意
ヲ
唱
ヘ
テ
居
ル
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
斯
ノ
如
キ
制
限
ノ
下
ニ
競
馬
法
ガ
出
来
マ
シ
タ
ノ
ハ
最
近
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
司
法
省

ハ
誠
ニ
適
当
ナ
ル
案
デ
ア
ル
ト
考
ヘ
テ
居
リ
マ
ス
、
右
（
マ
マ
）

様
ニ
御
諒
承
願
ヒ
マ
ス

こ
の
よ
う
に
、
競
馬
以
外
で
も
賭
博
、
富
く
じ
に
類
す
る
も
の
が
あ
り
、
処
罰
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
程
度
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
競
馬
法
で
馬
券
の
発
行
に
制
限
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
法
性
は
阻
却
で
き
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
衆
議
院
、

貴
族
院
の
審
議
か
ら
、
競
馬
は
サ
イ
コ
ロ
や
花
札
と
い
っ
た
単
な
る
賭
博
と
は
異
な
り
、
馬
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
や
騎
手
の
技
量

な
ど
様
々
な
要
素
を
駆
使
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
風
紀
を
害
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
馬
券
の
発
行
に
つ
い
て
も
無
制
限
な

も
の
は
賭
博
罪
に
抵
触
す
る
が
、
競
馬
法
に
よ
り
厳
格
な
制
限
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
、
合
法
化
さ
れ
る
こ
と
が
導

か
れ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
競
馬
法
は
賭
博
罪
、
富
く
じ
罪
ど
ち
ら
の
例
外
な
の
か

競
馬
法
に
よ
る
厳
格
な
制
限
で
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
次
に
競
馬
法
は
、
賭
博
罪
、
富
く
じ
罪
ど
ち
ら
の
例
外
に
な
る
の

か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。

一
般
に
は
賭
博
と
富
く
じ
の
違
い
は
、
①
抽
選
の
方
法
を
用
い
る
か
否
か
。
②
提
供
さ
れ
る
財
物
の
所
有
権
移
転
の
時
期
、
す
な
わ
ち
、

（
六
四
四
）
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一
二
八

賭
博
は
勝
敗
が
決
す
る
ま
で
所
有
権
が
移
転
し
な
い
が
、
富
く
じ
は
財
物
の
提
供
と
同
時
に
所
有
権
が
移
転
す
る
。
③
当
事
者
間
の
財
物

喪
失
の
危
険
の
有
無
、
す
な
わ
ち
、
賭
博
は
胴
元
と
勝
者
の
双
方
に
財
物
喪
失
の
危
険
が
存
す
る
が
、
富
く
じ
で
は
発
売
者
に
お
い
て
財

物
喪
失
の
危
険
は
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
41
）

。
判
例
も
大
審
院
大
正
三
年
七
月
二
十
八
日
判
決
に
お
い
て
同
様
の
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
判
決
は
、
富
く
じ
に
つ
い
て
は
、
当
選
者
に
お
い
て
利
益
を
得
る
反
面
、
非
当
選
者
に
お
い
て
は
拠
出
し

た
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
失
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
42
）

。

競
馬
法
の
審
議
に
お
い
て
は
、
富
く
じ
罪
の
例
外
で
あ
る
こ
と
が
再
三
に
わ
た
っ
て
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
衆
議
院
の
審
議
で
は
、
林
刑

事
局
長
の
以
下
の
よ
う
な
答
弁
が
、
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
（
43
）

。

〇
林
政
府
委
員　
（
前
略
）
御
承
知
ノ
通
リ
賭
博
ト
、
云
フ
中
ニ
ハ
三
ニ
分
ケ
マ
ス
ル
ト
、
狭
イ
意
味
ノ
賭
博
ト
、
富
籤
ト
、
射
倖
行
為
、
斯
ウ
三

ツ
ニ
分
類
ガ
出
来
マ
ス
、
之
ニ
付
テ
法
律
上
ノ
取
扱
ガ
各
々
別
々
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
コ
ト
ハ
御
承
知
ノ
通
リ
デ
ア
ル
、
ソ
コ
デ
競
馬
ニ
付
テ
モ
是
モ

御
承
知
ノ
通
リ
色
々
ノ
方
法
ガ
ア
リ
マ
ス
、
各
国
デ
使
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
モ
ノ
ヲ
調
ベ
マ
シ
テ
モ
一
様
デ
ナ
イ
、
随
テ
遣
方
如
何
ニ
依
ッ
テ
、
粹

純
ノ
賭
博
ニ
モ
当
レ
バ
、
富
籤
ニ
モ
当
リ
、
或
ハ
射
倖
行
為
ニ
モ
当
リ
、
或
ハ
当
ラ
ヌ
コ
ト
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
、
ソ
レ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
一
概
ニ
馬

券
ヲ
売
ル
ト
云
フ
事
柄
ガ
、
賭
博
ニ
当
ル
カ
ド
ウ
カ
云
フ
コ
ト
ヲ
判
断
ス
ル
訳
ニ
参
リ
マ
セ
ヌ
、
此
法
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
射
倖
心
ヲ
挑
発
ス
ル

コ
ト
甚
シ
カ
ラ
シ
メ
ナ
イ
為
ニ
、
色
々
ノ
研
究
ヲ
遂
ゲ
テ
、
色
々
ノ
方
法
制
限
等
ガ
定
メ
テ
ア
リ
マ
ス
、
法
文
ニ
依
ッ
テ
明
カ
ナ
ル
如
ク
、
馬
券

ヲ
公
益
法
人
ガ
売
ル
、
サ
ウ
シ
テ
勝
敗
ヲ
決
シ
タ
場
合
ニ
、
馬
券
ヲ
売
ッ
タ
代
金
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
、
馬
券
ヲ
買
ッ
タ
者
ニ
一
定
ノ
額
ヲ
交
付
ス

ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
此
法
律
ノ
目
的
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ニ
付
テ
モ
色
々
ノ
制
限
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
サ
ウ
云
フ
次
第
デ
、
法
人
ノ

方
ハ
絶
対
ニ
損
失
ヲ
負
担
ス
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
、
馬
券
ヲ
買
ッ
タ
方
ガ
或
ハ
損
失
ヲ
負
担
シ
、
危
険
ヲ
負
担
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
法

人
ハ
全
然
損
失
ヲ
負
担
シ
ナ
イ
、
馬
券
ヲ
買
フ
者
ガ
時
ト
シ
テ
損
失
ヲ
負
担
ス
ル
ト
云
フ
関
係
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
サ
ウ
ス
ル
ト
先
程
森
下
君

（
六
四
五
）



大
正
十
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・
競
馬
法
の
制
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よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
二
九

ノ
仰
セ
ニ
ナ
ッ
タ
刑
法
百
八
十
五
条

│
此
意
味
ノ
賭
博
ニ
ハ
、
土
台
カ
ラ
当
リ
マ
セ
ヌ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス

ま
た
、
的
中
者
に
交
付
す
る
金
銭
を
「
払
戻
金
」
と
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
（
44
）

。

〇
林
政
府
委
員　

特
ニ
払
戻
金
ト
云
フ
言
葉
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
理
由
ハ
イ（
マ
マ
）ナ
、
併
ナ
ガ
ラ
此
言
葉
ヲ
用
ヰ
マ
シ
タ
理
由
ハ
、
先
程
森
下
君

ノ
御
尋
ニ
対
シ
テ
答
ヘ
タ
内
ニ
ア
リ
マ
シ
タ
通
リ
、
此
法
案
ニ
於
テ
ハ
勝
馬
投
票
券
買
得
金
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
客
ニ
金
ヲ
交
付
ス
ル
ノ
デ
ア
ッ
テ
、

法
人
ノ
方
ニ
於
テ
ハ
少
シ
モ
損
失
ヲ
受
ケ
ナ
イ
、
即
チ
狭
イ
意
味
ノ
賭
博
デ
ハ
ナ
イ
、
斯
ウ
云
フ
コ
ト
ヲ
主
義
ト
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
其
主

義
ヲ
明
ニ
ス
ル
ノ
ニ
ハ
「
払
戻
金
」
ト
云
フ
文
字
ガ
適
当
デ
ア
ラ
ウ
、
詰
リ
馬
券
ヲ
売
ッ
テ
会
社
ノ
収
入
ニ
ナ
ッ
タ
金
ノ
内
デ
払
ッ
テ
ヤ
ル
、
会

社
ノ
自
腹
デ
払
フ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ナ
イ
、
即
チ
純
粋
ノ
賭
博
ニ
ハ
当
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
斯
ウ
云
フ
主
義
カ
ラ
此
言
葉
ニ
依
ッ
テ
一
層
現
レ
ル

ト
思
ヒ
マ
ス
、
更
ニ
適
当
ナ
文
字
ガ
ア
レ
バ
、
必
シ
モ
「
払
戻
金
」
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
理
由
ガ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

貴
族
院
の
審
議
に
お
い
て
も
、
林
刑
事
局
長
は
、
競
馬
法
が
富
く
じ
罪
の
例
外
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
（
45
）

。

〇
政
府
委
員
（
林
頼
三
郎
君
）　
（
前
略
）
私
ノ
見
ル
所
ニ
依
レ
バ
刑
法
ノ
富
籤
ニ
相
当
ス
ル
性
質
ヲ
有
ッ
テ
居
ル
故
ニ
、
此
法
律
ニ
於
テ
認
メ
ラ
レ

ザ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
此
法
律
ニ
定
メ
タ
ヤ
ウ
ナ
勝
馬
投
票
券
ノ
発
売
行
為
ヲ
シ
マ
ス
レ
バ
、
刑
法
ノ
富
籤
罪
ニ
依
テ
処
分
サ
レ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ

マ
ス
、
法
律
ヲ
認
メ
レ
バ
ソ
レ
ガ
適
当
ナ
行
為
ト
シ
テ
処
分
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
コ
デ
富
籤
ト
賭
博
ト
ノ
関
係
ガ
ド

ウ
云
フ
コ
ト
デ
ア
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
モ
御
尋
ネ
ノ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
其
偶
然
ノ
事
柄
ニ
依
ッ
テ
損
失
ヲ
負
担
シ
、
又
ハ
利
益
ヲ
得
ル
ト

云
フ
事
柄
ガ
ア
ル
ト
云
フ
点
ニ
於
テ
ハ
賭
博
モ
富
籤
モ
共
通
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
賭
博
ノ
方
デ
ア
リ
マ
ス
ト
、
関
係
者
詰
リ
当
事
者
ガ
、
或
ハ
利
益

ヲ
得
或
ハ
損
失
ヲ
シ
マ
ス
、
利
益
ヲ
得
ル
カ
損
失
ヲ
負
担
ス
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
偶
然
ノ
コ
ト
ニ
連
ッ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
馬
ト
云
フ
モ

ノ
デ
各
当
事
者
ガ
損
ス
ル
、
骰
子
ヲ
振
ッ
テ
ヤ
ル
、
或
ハ
花
札
ヲ
引
イ
テ
ヤ
ル
、
其
連
中
デ
モ
誰
カ
ガ
損
ヲ
ス
ル
、
利
益
ヲ
得
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ

ナ
ル
、
富
籤
ノ
方
ハ
ソ
レ
ト
趣
キ
ヲ
異
ニ
シ
テ
富
札
ヲ
売
ル
者
ト
買
フ
者
ト
斯
ウ
云
フ
関
係
ニ
ナ
リ
マ
ス
、
売
ル
者
ハ
一
人
若
ク
ハ
極
メ
テ
少
数

（
六
四
六
）
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一
三
〇

ナ
数
人
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
買
フ
モ
ノ
ハ
沢
山
ア
ル
、
ソ
コ
デ
売
リ
マ
ス
方
ノ
者
ハ
富
札
ノ
関
係
ニ
於
テ
ハ
少
シ
モ
損
失
ヲ
負
担
ス
ル
ト
云
フ
危
険

ハ
ナ
イ
、
買
ヒ
マ
ス
方
ハ
当
タ
ル
ト
当
ラ
ヌ
ト
ニ
依
テ
丸
ッ
キ
リ
損
ヲ
ス
ル
、
或
ハ
数
十
倍
数
百
倍
ノ
利
益
ヲ
得
ル
、
斯
ウ
云
フ
関
係
ニ
ナ
リ
マ

ス
、
ソ
レ
ガ
即
チ
賭
博
ト
富
籤
ト
違
フ
点
デ
ア
リ
マ
ス
、（
中
略
）
サ
ウ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
次
第
デ
此
法
律
ニ
ハ
第
一
ノ
公
益
法
人
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
勝

馬
投
票
券
ノ
配
当
金
ノ
額
ヲ
超
エ
ザ
ル
範
囲
ニ
於
テ
交
付
ス
ル
ノ
デ
ア
ッ
テ
、
如
何
ナ
ル
コ
ト
ガ
ア
ッ
テ
モ
ソ
レ
以
上
払
フ
コ
ト
ハ
ナ
ク
、
即
チ

会
社
ハ
絶
対
ニ
損
失
ヲ
負
担
シ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
、
刑
法
ノ
富
籤
ノ
性
質
ヲ
有
シ
テ
居
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
御
承
知
願
ヒ
マ
ス

こ
れ
ら
の
答
弁
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
勝
馬
投
票
券
す
な
わ
ち
馬
券
の
「
払
戻
金
」
は
、
売
り
上
げ
の
中
か
ら
交
付
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
競
馬
倶
楽
部
は
損
失
を
負
担
し
な
い
の
で
、
賭
博
で
は
な
く
富
く
じ
に
相
当
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
富
く
じ
罪
の
例
外
で

あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
競
馬
法
の
内
容

そ
れ
で
は
、
富
く
じ
罪
の
例
外
と
し
て
違
法
性
を
阻
却
さ
せ
る
た
め
の
制
限
を
設
け
た
競
馬
法
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
46
）

。

　
　
　
　

競
馬
法

第
一
条　

馬
ノ
改
良
増
殖
及
馬
事
思
想
ノ
普
及
ヲ
図
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
ル
民
法
第
三
十
四
条
ノ
法
人
ニ
シ
テ
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ

ハ
本
法
ニ
依
ル
競
馬
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得

第
二
条　

競
馬
ノ
開
催
ハ
年
二
回
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
主
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
年
三
回
開
催
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　

競
馬
開
催
ノ
期
間
ハ
毎
回
四
日
内
ト
ス

第
三
条　

競
馬
ヲ
開
催
ス
ル
ト
キ
ハ
入
場
者
ヨ
リ
入
場
料
ヲ
徴
収
ス
ヘ
シ
但
シ
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
無
料
入
場
者
ト
定
メ
タ
ル
者
ニ
付
テ
ハ
此

ノ
限
ニ
在
ラ
ス

（
六
四
七
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
三
一

第
四
条　

第
一
条
ノ
法
人
ハ
入
場
者
ニ
対
シ
券
面
金
額
五
円
以
上
二
十
円
以
下
ノ
勝
馬
投
票
券
ヲ
券
面
金
額
ヲ
以
テ
発
売
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　

勝
馬
投
票
券
ノ
発
売
ハ
競
馬
一
競
走
ニ
付
一
人
一
枚
ヲ
限
ル

　

勝
馬
投
票
券
ハ
之
ヲ
譲
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
五
条　

学
生
生
徒
又
ハ
未
成
年
者
ニ
対
シ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　

当
該
競
馬
ヲ
開
催
ス
ル
第
一
条
ノ
法
人
ノ
役
員
又
ハ
当
該
競
馬
ニ
関
ス
ル
開
催
執
務
委
員
、
調
教
師
、
騎
手
、
馬
丁
其
ノ
他
競
馬
ノ
事
務
ニ
従
事

ス
ル
者
ニ
対
シ
亦
前
項
ニ
同
シ

第
六
条　

第
一
条
ノ
法
人
ハ
勝
馬
投
票
的
中
者
ニ
対
シ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
当
該
競
走
ニ
付
テ
ノ
勝
馬
投
票
券
ノ
売
得
金
ノ
額
ヲ
超
エ
サ
ル
範

囲
内
ニ
於
テ
払
戻
金
ヲ
交
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
其
ノ
金
額
ハ
勝
馬
投
票
券
ノ
券
面
金
額
ノ
十
倍
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
七
条　

入
場
料
ノ
金
額
、
勝
馬
投
票
券
ノ
券
面
金
額
及
発
売
方
法
並
前
条
ノ
払
戻
金
ノ
支
給
方
法
ニ
付
テ
ハ
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
八
条　

勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
其
ノ
売
得
金
ノ
額
ノ
百
分
ノ
一
以
内
ニ
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
政
府
ニ
納
付
ス

ヘ
シ

　

前
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
納
付
金
ハ
国
税
滞
納
処
分
ノ
例
ニ
依
リ
之
ヲ
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
先
取
特
権
ノ
順
位
ハ
国
税
ニ
次
ク
モ
ノ
ト
ス

第
九
条　

主
務
大
臣
ハ
第
一
条
ノ
法
人
ニ
対
シ
馬
ノ
改
良
増
殖
及
馬
事
思
想
ノ
普
及
ノ
為
必
要
ナ
ル
施
設
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
条　

第
一
条
ノ
法
人
ハ
予
算
ヲ
定
メ
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

　

第
一
条
ノ
法
人
ハ
毎
事
業
年
度
終
了
後
三
月
内
ニ
主
務
大
臣
ニ
決
算
報
告
ヲ
為
ス
ヘ
シ

第
十
一
条　

第
一
条
ノ
法
人
ノ
理
事
及
監
事
ノ
就
任
ハ
主
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
十
二
条　

主
務
大
臣
ハ
公
益
上
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
第
一
条
ノ
法
人
ノ
定
款
其
ノ
他
ノ
規
則
ノ
改
正
ヲ
命
シ
又
ハ
其
ノ
総
会
ノ
決
議
ヲ
取

（
六
四
八
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
三
二

消
ス
コ
ト
ヲ
得

第
十
三
条　

主
務
大
臣
ハ
第
一
条
ノ
法
人
又
ハ
其
ノ
役
員
ノ
行
為
カ
法
令
若
ハ
之
ニ
基
キ
テ
為
ス
処
分
ニ
違
反
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
公
益
ヲ
害
ス
ト
認

ム
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　

一　

競
馬
ノ
停
止

　

二　

勝
馬
投
票
券
発
売
ノ
停
止
又
ハ
制
限

　

三　

役
員
ノ
解
任

第
十
四
条　

左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
三
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
五
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　

一　

第
一
条
ノ
法
人
ニ
非
ス
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
シ
タ
ル
者

　

二　

第
十
三
条
第
二
号
ノ
停
止
又
ハ
制
限
ニ
違
反
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
シ
タ
ル
者

第
十
五
条　

左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
二
千
円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス

　

一　

第
四
条
第
一
項
又
ハ
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
制
限
ニ
違
反
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
シ
タ
ル
者

　

二　

第
五
条
ノ
規
定
ニ
違
反
シ
タ
ル
者

　

三　

第
五
条
第
二
項
ニ
掲
タ
ル
者
ニ
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
購
買
シ
タ
ル
モ
ノ

　

四　

第
六
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
制
限
ニ
違
反
シ
テ
払
戻
金
ヲ
交
付
シ
タ
ル
者

　

五　

第
七
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
ニ
非
サ
ル
券
面
金
額
ノ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
シ
タ
ル
者

第
十
六
条　

左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
当
ス
ル
者
ハ
二
百
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ニ
処
ス

　

一 　

第
一
条
ノ
法
人
ニ
非
ス
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売
ス
ル
者
ヨ
リ
又
ハ
第
十
三
条
第
二
号
ノ
停
止
若
ハ
制
限
ニ
違
反
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
発
売

（
六
四
九
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
三
三

ス
ル
者
ヨ
リ
勝
馬
投
票
券
ヲ
購
買
シ
タ
ル
者

　

二　

第
四
条
第
一
項
又
ハ
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
制
限
ニ
違
反
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
購
買
シ
タ
ル
者

　

三　

第
五
条
第
一
項
ニ
掲
ク
ル
者
ニ
シ
テ
勝
馬
投
票
券
ヲ
購
買
シ
タ
ル
者

　

四　

勝
馬
投
票
券
ヲ
譲
渡
シ
又
ハ
譲
受
ケ
タ
ル
者

　

五　

第
六
条
ノ
規
定
ニ
依
ル
制
限
ニ
違
反
シ
タ
ル
払
戻
金
ノ
交
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
者

　
　
　

附　

則

本
法
施
行
ノ
期
日
ハ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

本
法
ニ
依
ル
競
馬
ヲ
行
フ
法
人
ノ
数
ハ
当
分
ノ
内
十
一
以
内
ト
ス

ま
ず
、
第
一
条
で
競
馬
倶
楽
部
は
非
営
利
の
公
益
法
人
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
法
人
は
、
第
九
条
か
ら
第
十
三
条
の
規
定
で
主
務
大
臣

の
強
い
監
督
下
に
置
か
れ
、
法
令
違
反
や
公
益
を
害
す
る
場
合
は
、
競
馬
の
停
止
、
勝
馬
投
票
券
の
発
売
停
止
・
制
限
、
役
員
の
解
任
が

で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
黙
許
時
代
の
競
馬
倶
楽
部
が
営
利
追
求
の
あ
ま
り
、
不
正
や
八
百
長
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
も
の

で
あ
り
、
競
馬
を
営
利
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
二
年
、
大
正
三
年
草
案
で
も
競
馬
倶
楽
部
の

法
人
化
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
法
人
化
は
、
倶
楽
部
と
博
徒
を
明
確
に
峻
別
す
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
明
治
以
降
の
賭
博
取

締
は
、
賭
博
行
為
そ
の
も
の
よ
り
も
博
徒
対
策
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
倶
楽
部
は
博
徒
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
47
）

。
ま

た
、
主
務
大
臣
に
よ
る
強
い
監
督
下
に
お
く
こ
と
で
、
倶
楽
部
の
役
員
に
博
徒
が
入
り
込
む
こ
と
を
防
ぐ
意
味
合
い
も
あ
る
。

次
に
、
第
二
条
で
開
催
回
数
と
開
催
期
間
の
制
限
を
設
け
た
。
こ
れ
は
貴
族
院
に
よ
る
修
正
で
、
最
大
三
回
ま
で
と
制
限
が
強
化
さ
れ

た
。

（
六
五
〇
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
三
四

第
三
条
で
入
場
料
の
徴
収
を
義
務
付
け
た
。
こ
れ
は
、
競
馬
場
内
と
場
外
を
明
確
に
区
別
し
、
場
外
で
は
賭
け
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
と

入
場
料
を
払
っ
て
い
な
い
者
に
は
投
票
券
を
発
売
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
四
条
で
勝
馬
投
票
券
の
金
額
制
限
・
一
人
一
枚
の
枚
数
制
限
・
譲
渡
禁
止
で
あ
る
。
最
低
金
額
を
五
円
と
し
た
の
は
、
五
円
以
下
だ

と
軽
率
に
投
票
券
を
購
入
さ
せ
、
い
た
ず
ら
に
射
幸
心
を
挑
発
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
上
限
を
二
十
円
と
す
る
こ
と
一

人
一
枚
に
制
限
す
る
こ
と
で
多
大
な
財
産
上
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
大
卒
平
均
初
任
給
は
四
十
五

円
で
あ
る
。

第
五
条
で
は
、
第
一
項
で
学
生
生
徒
・
未
成
年
者
へ
の
発
売
禁
止
、
第
二
項
で
倶
楽
部
役
員
、
競
馬
関
係
者
へ
の
発
売
禁
止
で
あ
る
。

第
一
項
は
、
審
議
の
際
に
学
生
生
徒
、
未
成
年
者
の
競
馬
場
へ
の
入
場
を
認
め
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
を
発
売
者
が
見
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
渡
辺
為
太
郎
馬
政
長
官
は
「
万
一
青
年
以
上
ノ
学
生
ガ
非
常
ナ
変
装
ヲ
シ
テ

来
マ
シ
タ
時
ニ
、
或
ハ
唯
今
御
説
ノ
ヤ
ウ
ニ
分
ラ
ヌ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
ト
思
フ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
併
ナ
ガ
ラ
先
ヅ
斯
ウ
云
フ
具
合
ニ
間
接

ニ
学
生
生
徒
ニ
警
告
ヲ
与
ヘ
テ
置
キ
マ
シ
テ
、
尚
ホ
売
ル
方
デ
モ
調
査
ト
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
唯
今
ノ
ヤ
ウ
ニ
戸
籍
謄
本
モ
何
モ
持
ッ
テ
来

ル
訳
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
分
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
一
見
学
生
デ
ア
ル
カ
否
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
見
マ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
ソ
レ
ヲ
売
ル
売
ラ
ヌ
ヲ

決
メ
ル
、
兎
ニ
角
サ
ウ
シ
テ
行
キ
マ
シ
テ
後
ハ
、
未
来
ア
ル
学
生
ヲ
シ
テ
罰
ヲ
受
ケ
サ
セ
ル
ト
云
フ
ノ
モ
先
ヅ
情
ノ
為
ニ
惨
酷
デ
ア
ル
カ

ラ
、
兎
ニ
角
出
来
ル
ダ
ケ
ハ
調
ベ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
之
ニ
売
ラ
セ
ル
ト
云
フ
意
思
デ
拵
ヘ
マ
シ
タ
（
48
）

」
と
答
弁
し
て
お
り
、
こ
の
規
定
は
教
育

上
の
配
慮
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
項
は
、
黙
許
時
代
は
無
制
限
な
発
売
を
認
め
て
い
た
た
め
、
競
馬
関
係
者
が
自
分
た
ち

に
有
利
な
配
当
を
得
る
た
め
に
八
百
長
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

第
六
条
で
は
、
的
中
者
に
対
し
売
得
金
の
額
の
範
囲
内
で
払
戻
金
の
交
付
を
認
め
る
が
、
最
高
倍
率
を
十
倍
に
制
限
し
た
。
こ
れ
は
、

（
六
五
一
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
三
五

法
外
な
高
配
当
が
出
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
で
射
幸
心
の
高
揚
と
風
教
の
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
四
、
五
、
六
条
に
違
反
し
た
場
合
は
罰
金
刑
以
下
の
刑
罰
の
対
象
と
し
た
。

第
十
四
条
一
項
で
は
、
倶
楽
部
以
外
の
者
が
投
票
券
を
発
売
す
る
こ
と
を
処
罰
対
象
と
し
、
法
定
刑
は
富
く
じ
罪
の
法
定
刑
よ
り
重
い

三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
千
円
以
下
の
罰
金
刑
に
し
た
。

さ
ら
に
附
則
第
二
項
で
、
倶
楽
部
数
は
当
分
の
間
公
認
さ
れ
て
い
る
十
一
以
内
と
し
た
。
こ
れ
は
、
貴
族
院
の
審
議
で
追
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
倶
楽
部
解
散
に
よ
る
減
数
は
あ
る
が
、
新
規
参
入
は
認
め
る
予
定
は
な
い
と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
（
49
）

。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
競
馬
法
よ
り
も
き
わ
め
て
厳
格
な
制
限
・
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
倶
楽
部
側
は
、
競
馬
法
施
行
後
「
場
内
取
締
事
項
」
の
紙
を
入
場
者
に
配
布
し
、
馬
匹
改
良
増
殖
・
馬
事
思
想
普
及
の
目
的

か
ら
投
票
券
は
馬
匹
鑑
識
力
を
養
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
競
馬
場
内
で
の
酒
類
の
販
売
の
禁
止
や
入
場
者
の
服
装
の
注

意
な
ど
さ
ら
に
厳
し
い
規
制
を
か
け
、
場
内
風
紀
の
乱
れ
に
配
慮
し
、
あ
く
ま
で
賭
博
場
で
は
な
い
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
（
50
）

。

四　

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
馬
券
の
合
法
化
の
問
題
は
、
馬
匹
改
良
と
い
う
国
策
遂
行
に
は
競
馬
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
競
馬
に
は
馬
券
と
い
う

射
幸
行
為
が
付
随
し
、
こ
れ
は
刑
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
こ
の
両
者
を
両
立
さ
せ
る
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
法
を
も
っ
て
厳
し
い
制
約
を
か
け
る
こ
と
で
馬
券
の
持
つ
弊
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で
違
法
性
を
阻
却
し
て
可
能
に
な
る
と

い
う
こ
と
し
か
方
法
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
加
藤
友
三
郎
首
相
が
貴
族
院
の
審
議
に
お
い
て
「
今
回
ノ
競
馬
法
案

（
六
五
二
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
三
六

ニ
付
キ
マ
シ
テ
、
其
内
容
ニ
於
テ
金
ヲ
賭
ケ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
即
チ
綱
紀
粛
正
ノ
趣
旨
ニ
反
ス
ル
ト
云
フ
御
意
見
ハ
一
応
御
尤
ニ
私
モ
考

ヘ
ル
、
此
見
地
カ
ラ
ハ
私
ハ
実
ハ
希
望
イ
タ
サ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
併
ナ
ガ
ラ
一
方
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
良
イ
馬
ヲ
作
リ
タ
イ
ト
云
フ
希

望
ハ
国
家
ト
シ
テ
モ
、
軍
事
上
ノ
見
地
カ
ラ
モ
、
各
種
ノ
方
面
カ
ラ
ノ
多
年
ノ
要
望
デ
ア
ル
ノ
デ
ス
、
而
シ
テ
此
要
望
ヲ
充
タ
サ
ウ
ト
致

シ
マ
ス
ル
ニ
ハ
、
今
日
マ
デ
政
府
ノ
考
ヘ
テ
居
リ
マ
ス
ル
所
デ
ハ
、
此
法
案
以
外
ニ
良
案
ヲ
見
出
シ
得
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
良
案
ヲ
見

出
シ
得
マ
セ
ヌ
ガ
為
ニ
、
多
ク
ノ
弊
害
ヲ
来
サ
ナ
イ
範
囲
内
ニ
於
テ
ハ
、
一
方
馬
ヲ
奨
励
ス
ル
ト
云
フ
方
ノ
側
ノ
利
益
ガ
大
デ
ア
ル
、
決

シ
テ
之
ガ
為
ニ
弊
害
絶
無
ナ
リ
ト
ハ
当
局
ト
致
シ
テ
モ
考
ヘ
得
ラ
レ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
良
馬
ヲ
得
ル
方
ノ
利
益
大
ナ
リ
ト
考
ヘ
マ
シ

テ
、
此
法
案
ヲ
提
案
イ
タ
シ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
（
51
）

」
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
法
に
例
外
を
設
け
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
で
の
審
議
に
お
い
て
山
内
確
三
郎
司
法
次
官
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
52
）

。

〇
山
内
政
府
委
員　

此
立
法
ヲ
要
ス
ル
国
策
上
ノ
理
由
ハ
、
陸
軍
次
官
カ
ラ
説
明
ア
ル
ト
考
ヘ
マ
ス
、
刑
法
ノ
賭
博
ニ
該
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
マ

シ
テ
モ
、
之
ヲ
賭
博
罪
ト
シ
テ
処
罰
ス
ル
ニ
ハ
、
法
ノ
規
定
ヲ
待
タ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
而
シ
テ
一
ツ
ノ
賭
博
行
為
ヲ
処
罰
ス
ル
ガ
宜
イ
カ
、
或

ハ
国
策
ノ
必
要
上
、
処
罰
セ
ズ
シ
テ
之
ヲ
罪
ト
シ
ナ
イ
ガ
宜
イ
カ
ト
云
フ
事
ハ
、
一
ニ
国
策
ノ
利
益
カ
ラ
来
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
故
ニ
刑
法
ヲ
犠

牲
ニ
供
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
之
ヲ
賭
博
罪
ト
シ
テ
罰
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
立
法
ヲ
以
テ
定
メ
ル
、
サ
ウ
云
フ
事
ニ
ナ
リ
マ
ス
ト
、
是
ハ

国
策
ノ
必
要
上
、
此
行
為
ハ
賭
博
罪
ニ
非
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
帰
着
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

こ
の
よ
う
に
国
策
の
利
益
の
た
め
に
必
要
と
い
う
国
家
的
な
重
要
性
が
あ
る
た
め
、
特
別
法
を
も
っ
て
刑
法
に
例
外
を
設
け
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
賭
博
で
は
な
く
富
く
じ
の
例
外
に
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
司
法
省
は
こ
れ
ま
で
競
馬
黙
許
の
四
大
臣
合
議
書
で
は
賭
博
で
は
な

い
こ
と
を
信
ず
と
い
う
付
箋
を
あ
え
て
付
け
た
り
、
現
行
刑
法
施
行
直
前
に
競
馬
倶
楽
部
を
賭
博
場
開
帳
罪
で
摘
発
し
た
経
緯
が
あ
る
た

（
六
五
三
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
三
七

め
、
何
と
し
て
も
賭
博
の
例
外
に
は
し
た
く
な
い
。
そ
こ
で
勝
馬
投
票
券
・
払
戻
金
と
い
っ
た
文
言
を
使
っ
て
で
も
富
く
じ
の
例
外
と
す

る
こ
と
で
陸
軍
省
や
農
商
務
省
と
の
妥
協
を
図
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
競
馬
法
は
馬
匹
改
良
と
そ
の
前
提
と
し
て
の
馬
事
思
想
普
及
と
い
う
国
策
上
の
必
要
性
か
ら
、
厳
格
な
制
限
を
か

け
た
上
で
富
く
じ
罪
の
例
外
規
定
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

最
判
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
刑
集
四
巻
一
一
号
二
三
八
〇
頁
。

（
2
） 

な
お
、
資
料
の
引
用
に
際
し
、
旧
漢
字
体
に
つ
い
て
は
現
在
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
適
宜
改
め
た
。

（
3
） 

帝
国
競
馬
協
会
編
『
日
本
馬
政
史
第
四
巻
』（
覆
刻
版
）（
昭
和
五
十
七
年
・
原
書
房
）
六
一
〇
頁
。

（
4
） 

日
本
競
馬
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
競
馬
史
第
二
巻
』（
昭
和
四
十
二
年
・
日
本
中
央
競
馬
会
）
一
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
5
） 

堀
田
至
広
『
競
馬
及
競
馬
法
史
』（
昭
和
十
一
年
・
帝
国
競
馬
協
会
）
三
〇
頁
以
下
、
前
掲
・『
日
本
競
馬
史
第
二
巻
』
六
〇
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
6
） 

堀
田
・
前
掲
書
五
五
頁
以
下
、
前
掲
・『
日
本
競
馬
史
第
二
巻
』
二
四
頁
以
下
、
立
川
健
治
「
日
本
の
競
馬
観
（
2
）」
富
山
大
学
教
養
部
紀
要

（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
二
四
巻
二
号
（
平
成
三
年
）
七
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
7
） 

立
川
・
前
掲
・「
日
本
の
競
馬
観
（
2
）」
九
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
8
） 

立
川
健
治
「
日
本
の
競
馬
観
（
3
）」
富
山
大
学
教
養
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
二
五
巻
一
号
（
平
成
四
年
）
七
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
9
） 

立
川
・
前
掲
・「
日
本
の
競
馬
観
（
3
）」
三
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
10
） 

前
掲
・『
日
本
馬
政
史
第
四
巻
』
四
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
11
） 

前
掲
・『
日
本
馬
政
史
第
四
巻
』
八
五
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
12
） 

立
川
健
治
「
日
本
の
競
馬
観
（
1
）」
富
山
大
学
教
養
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
二
四
巻
一
号
（
平
成
三
年
）
四
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
13
） 

東
京
競
馬
倶
楽
部
編
『
東
京
競
馬
会
及
東
京
競
馬
倶
楽
部
史
第
一
巻
』（
昭
和
十
六
年
・
東
京
競
馬
倶
楽
部
）
一
〇
頁
以
下
。（

六
五
四
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
三
八

（
14
） 

東
京
朝
日
新
聞
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
三
日
付
、
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
五
日
付
、
東
京
日
日
新
聞
明
治
四
十
一
年
三
月
一
日
付
、
明
治

四
十
一
年
九
月
二
十
五
日
付
等
。
な
お
、
馬
券
を
め
ぐ
る
当
時
の
世
論
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
堀
田
・
前
掲
書
九
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
15
） 
前
掲
・『
東
京
競
馬
会
及
東
京
競
馬
倶
楽
部
史
第
一
巻
』
一
七
頁
以
下
に
は
、
こ
れ
ら
の
や
り
取
り
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 
『
第
二
十
三
回
帝
国
議
会
貴
族
院
刑
法
改
正
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
四
号
』（
明
治
四
十
年
）
三
二
頁
。

（
17
） 

『
第
二
十
三
回
帝
国
議
会
衆
議
院
刑
法
改
正
案
委
員
会
会
議
録
（
速
記
）
第
七
回
』（
明
治
四
十
年
）
六
二
頁
。

（
18
） 

東
京
日
日
新
聞
明
治
四
十
一
年
十
月
八
日
付
。

（
19
） 

日
本
中
央
競
馬
会
総
務
部
調
査
課
編
『
日
本
競
馬
史
第
三
巻
』（
昭
和
四
十
三
年
・
日
本
中
央
競
馬
会
）
二
〇
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
20
） 

前
掲
・『
日
本
馬
政
史
第
四
巻
』
五
八
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
21
） 

前
掲
・『
東
京
競
馬
会
及
東
京
競
馬
倶
楽
部
史
第
一
巻
』
四
八
頁
。
こ
の
文
書
は
、
各
競
馬
倶
楽
部
に
宛
て
ら
れ
た
。
な
お
、
前
掲
・『
日
本
競

馬
史
第
三
巻
』
二
一
〇
頁
以
下
に
は
、
こ
の
文
書
が
出
さ
れ
る
直
前
に
桂
首
相
か
ら
曽
根
荒
助
馬
政
長
官
に
宛
て
て
馬
券
禁
止
に
関
し
て
送
っ
た
手

紙
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馬
券
禁
止
が
確
定
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
堀
田
・
前
掲
書
一
〇
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
22
） 

前
掲
・『
東
京
競
馬
会
及
東
京
競
馬
倶
楽
部
史
第
一
巻
』
三
〇
七
頁
以
下
に
、
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
馬
券
復
活
運
動
の
詳
細
は
、

堀
田
・
前
掲
書
一
六
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
23
） 

『
第
二
十
五
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
十
六
号
』
官
報
号
外
（
明
治
四
十
二
年
）
三
一
二
頁
以
下
。
な
お
、
成
案
に
至
る
経
緯
に
つ

い
て
は
、
堀
田
・
前
掲
書
一
三
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
24
） 

『
第
三
十
一
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
二
十
二
号
』
官
報
号
外
（
大
正
三
年
）
四
九
七
頁
以
下
。

（
25
） 

『
第
三
十
七
回
帝
国
議
会
貴
族
院
請
願
委
員
会
第
四
分
科
会
議
事
速
記
録
第
六
号
』（
大
正
五
年
）
三
九
頁
。

（
26
） 

馬
政
委
員
会
設
立
の
経
緯
は
、
日
本
中
央
競
馬
会
総
務
部
調
査
課
編
『
日
本
競
馬
史
第
四
巻
』（
昭
和
四
十
四
年
・
日
本
中
央
競
馬
会
）
五
八

頁
以
下
を
参
照
。

（
27
） 

競
馬
法
案
の
詳
細
は
、
前
掲
・『
日
本
競
馬
史
第
四
巻
』
六
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
28
） 

詳
細
は
、
堀
田
・
前
掲
書
二
二
一
頁
以
下
、
前
掲
・『
日
本
競
馬
史
第
四
巻
』
一
一
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
六
五
五
）



大
正
十
二
年
・
競
馬
法
の
制
定
に
よ
る
馬
券
の
合
法
化
に
つ
い
て
（
末
澤
）

一
三
九

（
29
） 

詳
細
は
、
前
掲
・『
日
本
競
馬
史
第
四
巻
』
一
三
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
30
） 

な
お
、
委
員
会
審
議
に
お
け
る
委
員
長
は
、
東
京
競
馬
倶
楽
部
専
務
理
事
で
も
あ
る
広
岡
宇
一
郎
で
あ
っ
た
。

（
31
） 
『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
三
十
五
号
』
官
報
号
外
（
大
正
十
二
年
）
五
二
九
頁
以
下
。

（
32
） 
前
掲
・『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
三
十
五
号
』
五
三
一
頁
。

（
33
） 

前
掲
・『
日
本
競
馬
史
第
四
巻
』
一
七
三
頁
。

（
34
） 

『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
一
号
』（
大
正
十
二
年
）
四
八
三
頁
。

（
35
） 

『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
七
号
』（
大
正
十
二
年
）
七
六
七
頁
。

（
36
） 

前
掲
・『
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
一
号
』
四
九
五
頁
。

（
37
） 

前
掲
・『
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
七
号
』
七
五
七
頁
以
下
。

（
38
） 

前
掲
・『
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
七
号
』
七
六
五
頁
。

（
39
） 

前
掲
・『
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
七
号
』
七
七
二
頁
。

（
40
） 

『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
貴
族
院
競
馬
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
三
号
』（
大
正
十
二
年
）
一
一
頁
。

（
41
） 

小
暮
得
雄
「
賭
博
及
び
富
籤
に
関
す
る
罪
」
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
⑷
』（
昭
和
四
十
年
・
有
斐
閣
）
三
五
〇
頁
、
中
神
正
義
・
高
嶋
智
光

「
賭
博
及
び
富
く
じ
に
関
す
る
罪
」
大
塚
仁
・
河
上
和
雄
・
中
山
義
房
・
古
田
佑
紀
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
九
巻
』（
第
三
版
）（
平
成

二
十
五
年
・
青
林
書
院
）
二
一
五
頁
。

（
42
） 

大
判
大
正
三
年
七
月
二
十
八
日
刑
録
二
〇
輯
一
五
四
八
頁
。

（
43
） 

『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
衆
議
院
競
馬
法
案
委
員
会
議
録
第
一
回
』（
大
正
十
二
年
）
二
頁
。

（
44
） 

前
掲
・『
衆
議
院
競
馬
法
案
委
員
会
議
録
第
一
回
』
三
頁
。

（
45
） 

前
掲
・『
貴
族
院
競
馬
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
三
号
』
一
〇
頁
以
下
。

（
46
） 

官
報
三
二
〇
五
号
（
大
正
十
二
年
）
二
六
二
頁
以
下
。

（
47
） 

詳
し
く
は
、
末
澤
国
彦
「
明
治
後
期
に
お
け
る
賭
博
罪
の
運
用
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
日
本
法
学
六
十
九
巻
二
号
（
平
成
十
五
年
）
五
二
頁
以
下

（
六
五
六
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

一
四
〇

を
参
照
。

（
48
） 

『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
貴
族
院
競
馬
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
四
号
』（
大
正
十
二
年
）
七
頁
。

（
49
） 
『
第
四
十
六
回
帝
国
議
会
貴
族
院
競
馬
法
案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
五
号
』（
大
正
十
二
年
）
三
頁
。

（
50
） 
芝
田
清
吾
『
競
馬
』（
大
正
十
三
年
・
東
文
堂
）
二
六
四
頁
以
下
に
は
、
目
黒
競
馬
場
の
場
内
取
締
事
項
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
51
） 

前
掲
・『
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
一
号
』
四
九
五
頁
以
下
。

（
52
） 

前
掲
・『
衆
議
院
競
馬
法
案
委
員
会
議
録
第
一
回
』
一
頁
。

（
六
五
七
）
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日
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大
学
教
授

岡　

田　

俊　

幸　
　

日
本
大
学
大
学
院
教
授

末　

澤　

国　

彦　
　

日
本
大
学
非
常
勤
講
師

日
本
法
学
第
八
十
三
巻
第
三
号

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
印
刷
非
売
品

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

編
集
発
行
責
任
者 

池　

村　

正　

道

発
行
者　

日
本
大
学
法
学
研
究
所

　
　

電
話
〇
三
（
五
二
七
五
）
八
五
三
〇
番

東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
二‒

一‒

一
四　
Ａ
＆
Ｘ
ビ
ル

印
刷
所　

株

式

会

社

メ

デ

ィ

オ

　
　

電
話
〇
三
（
三
二
九
六
）
八
〇
八
八
番

日
本
大
学
法
学
会

機
関
誌
編
集
委
員
会

委
員
長

渡　

邉　

容
一
郎

副
委
員
長

柳　

瀬　
　
　

昇

〃

大　

岡　
　
　

聡

委

員

江　

島　

泰　

子

〃

大
久
保　

拓　

也

〃

賀　

来　

健　

輔

〃

河　

合　

利　

修

〃

楠　

谷　
　
　

清

〃

栗　

原　

千　

里

〃

清　

水　

恵　

介

〃

友　

岡　

史　

仁

〃

西　

原　

雄　

二

〃

水　

戸　

克　

典

〃

渡　

辺　

徳　

夫

〃

岩　

井　

義　

和

〃

岡　

山　

敬　

二

〃

小　

野　

美　

典

〃

喜　

多　

義　

人

〃

中　

静　

未　

知

〃

野　

村　

和　

彦

〃

白　

方　

千　

晴

〃

田　

村　
　
　

武
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